
様式２２

質疑応答書

工事名：新市立島田市民病院建設工事

工事場所：島田市野田1200番地の5

質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1 現場説明書 現地確認について
現場説明会は開催しないと記載されていますが、改修部分など現地を確
認しないと適切な見積ができないと判断します。個別の現場確認会を実
施していただけますか。（同様の質問複数あり）

発注者による現場説明会は実施しません。
既存建屋及び敷地内での調査については、一般の市民の立ち入りが可
能な共用部分の調査は可としますが、病棟部分等は不可とします。また、
運営中の病院施設であるため、患者さんへの迷惑、診療への支障が無い
様注意してください。また、写真撮影等を行う場合は患者さんのプライバ
シー及びマナーに十分配慮してください。
なお、来院時には入札公告１－３記載の病院建設推進課に電話にて前日
までに事前連絡を行い、調査終了時にも電話にて病院建設推進課にご
一報ください。
発注者側の立会いも行いません。

2
入札公告

1-4
工事期間について

月日の記載のある工事着手、新病院完成、既存棟・改修・解体・撤去・外
構工事完了を遵守する前提で、例えば解体工事の着手時期を提案する
ことはよいでしょうか

提案することは可能です。

3
入札公告　個別事項　1-6-2

施工者決定のフロー
質疑追加提出を願いしま
す。

質疑期間が、10/10見積資料受領日から10/16提出日まで実質5日しかあ
りません。建物規模及び設計内容もボリュームが大きいため、再度質疑提
出の機会を設定していただけないでしょうか。（同様の質問複数あり）

設計図書に関する質疑のみを追加で受け付けます。
期間は10月23日（月）から10月27日（金）までの午前９時から午後５時まで
とし、回答は11月6日（月）に市立島田市民病院ウェブサイトにて回答しま
す。
なお、①ＶＥ提案に関する質疑、②9月29日と10月23日の質問の回答で
既に回答済みとなる質疑、③前２回の回答に対する再質疑は受け付けま
せん。
今回の質疑期間の追加に伴う全体スケジュールの変更はありません。

4
入札公告　個別事項　1-6-2

施工者決定のフロー
ＶＥ提案書提出日延長をお
願いします。

ＶＥ検討期間が、10/10見積資料受領日から11/8提出日まで実質22日し
かありません。建物規模及び設計内容もボリュームが大きいため、提出日
の3週間程度の延長をお願いします。

ＶＥ提案書の提出期限について、提出期限の延長は行いません。

5
入札公告　個別事項　1-8-2
イ　配置予定技術者の能力

病院使用中工事の施工実績
配置予定技術者が、同種工事の他に公共の病院での病院使用中工事の
施工実績を有する場合（同種工事と同規模ではない）、評価して頂けるで
しょうか。

入札公告・個別事項１－５⑴ア⑤の要件を満たす工事の施工実績のみを
評価の対象とします。

6

入札公告　個別事項　1-8-2
エ　技術提案、及び、入札公告　個別事

項　1-6-2
施工者決定のフロー

既存建物と新築建物の重ね
図をデータで下さい。

技術提案及び見積の仮設計画検討のために、既存建物と新築建物との
位置関係のわかる図面が必要です。データでいただけないでしょうか。

設計図書のＰＤＦデータを活用してください。

7
入札公告
1-10-⑮

工事費内訳書
工事費内訳書は様式２６のみとし、内訳明細書は不要と考えてよろしいで
しょうか。

入札時に提出する工事費内訳書は様式26のみです。ただし、入札価格
が調査基準価格を下回った場合は、その調査のために入札後に詳細な
内訳書の提出を求めます。
また、内訳書は工事請負契約後に必要となります。

8
入札公告
1-10-⑮

工事費内訳書
様式２６の指定項目に該当しにくい項目は任意に追加してよろしいでしょう
か。
（例）電気設備工事：既存病院解体工事　など

指定項目以外の項目の追加は認めません。
事例の場合は建築工事の既存病院解体工事に含めてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

9
入札公告

1-7-1（4）ア（ｴ）
VE提案内訳書について

様式3には、VEを包括的に記載し、VE提案内訳書にはそれに含まれる複
数の項目を記載すると理解してよいでしょうか

お見込みの通りです。
ＶＥ提案は１枚につき１提案とし、額の多い順に10提案まで提出することが
できます。またＶＥ提案内訳書は各提案ごとに作成し、提出してください。

10
入札公告

1-7-1（4）ア（ｴ）
VE提案内訳書について

上記の場合、VE提案内訳書の項目毎にVEを採否されると理解してよい
でしょうか

様式3のVE提案書に記載の提案ごとにVE提案の採否を行います。
一つの大項目の中に、小項目が５項目があった場合、小項目（５項目）ご
とではなく、大項目一つにおいてのみ評価します。つまり、小項目（５項
目）のうち、１項目でも不採用の場合は大項目が不採用となります。

11
入札公告

1-7-2
ＶＥ対象項目について
（仮設計画）

新病院建設に係る現駐車場は、Ｈ30.4～Ｈ33.8まで不使用となっていま
す（Ｈ29.7.5ホームページ掲載）。ＳＴＥＰ②の仮囲範囲はＳＴＥＰ③以後の
範囲と同じとしてよいでしょうか。

ＳＴＥＰ②の仮囲範囲はＳＴＥＰ③以後の範囲と同じとしてください。STEP２
における敷地南東側の範囲については、協議の上決定します。

12
入札公告

1-8-1(3)ア（ｻ）
技術資料の様式について 様式１―３　はＡ４　としてよいでしょうか Ａ４で提出いただいても構いません。

13
入札公告

1-8-2（1）（ｵ）
全体工程表について

クリティカルパスの各工程に主要資機材の概算数量を記入とありますが、
資機材名の指示がありましたらご教示ください。

杭（本数、重機台数）、山留（枚数、重機台数）、土工事（土量㎥）、鉄骨
（ピース数）、外壁（外装材㎡）、耐火被覆（㎡）等記載願います。

14
入札公告
1-8-2(1)ア

企業の施工能力について
完成した施工実績の期日につきまして、技術資料提出時に完成が確認で
きる資料があれば認められると考えてよろしいでしょうか。

技術資料の提出時において、完成が確認できる資料の添付があれば、評
価の対象とします。（完成見込みは対象となりません。）

15
入札公告
1-8-2(1)イ

配置予定技術者の能力につ
いて

「工事の着手から完成までの全期間従事したことが確認できる工事を評価
の対象とする。」とございますが、一部の期間欠けていた場合は、評価対
象にはならないと考えてよろしいでしょうか。

評価の対象外とします。

16
入札公告
1-8-2(1)ウ

地元活用について
資材、物品調達とございますが、現場事務員、警備員等人的サービスも
含まれると考えてよろしいでしょうか。

現場事務員、警備員等の直接雇用は地元活用には含めません。ただし、
島田市内の事業者への委託については可とします。

17
入札公告

1-8-2(1)ｴ(ｵ)
工程管理に関する提案につ
いて

全体工程表記載事項において、各工程主要工事資機材の概算数量を記
述することと記載がありますが、想定されている主要工事資機材名を具体
的にご教授願います。

杭（本数、重機台数）、山留（枚数、重機台数）、土工事（土量㎥）、鉄骨
（ピース数）、外壁（外装材㎡）、耐火被覆（㎡）等記載願います。

18
入札公告

1-8-2（1）エ技術提案(ｲ)(ｳ)
提案のため現状病院周辺交
通量調査実施について

公開資料に昨年実施の交通量調査結果データがありますが、車両のみ
の調査のため歩行者・自転車等の状況も含めて再度詳細に調査を実施
することは可能でしょうか。調査実施に当たっては、実施計画作成の上病
院運営に支障を生じないようにいたします。（道路使用許可申請も行いま
す。）

発注者としての指示は行いませんので、企業の責任においてご判断くだ
さい。

19
入札公告

1-9-2
プレゼンテーション・ヒヤリン
グについて

一般市民等がリアルタイムに視聴できる公開形式でしょうか。 プレゼンテーション・ヒアリングは非公開とします。

20
入札公告

1-9-2
プレゼンテーション・ヒヤリン
グについて

現場代理人と監理技術者を別々に配置したい場合、その両者共出席必
須でしょうか。

入札公告・個別事項に記載のとおり、現場代理人、監理技術者の出席は
必須とします。

21
入札公告
1-9-2（1）

プレゼンテーション・ヒアリン
グについて

会場の部屋の大きさ（〇ｍ×△ｍ）や席・機器類の配置について、具体的
なプレゼンテーション・ヒアリングの時間・場所を,通知いただく際に併せて
御提示いただけますでしょうか。

概要については、通知の際に可能な範囲でお知らせします。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

22
入札公告

1-9-2（2）ア
プレゼンテーション・ヒアリン
グについて

プレゼンテーションの際に「プレゼンテーションに使用する資料は技術提
案を基本とし・・・」との記載がありますが、これはプロジェクターにて表示す
る場合においても技術資料以外のものは認めない、ということでよろしいで
しょうか。

お見込みの通りです。

23
入札公告

1-9-2（2）イ
プレゼンテーションについて

プレゼンテーション時に持参する記憶媒体はCDのみとされておりますが、
非常時を想定してパソコンを持参することを許可いただけないでしょうか。

パソコンの持参は認めますが、プレゼンテーション時に使用するパソコン
は原則として発注者が用意したものとします。

24
入札公告

1-9-2（2）イ
プレゼンテーションについて

データ形式のパワーポイントのバージョン及びプロジェクターの機種につ
いて教えてください。

パワーポイントのバージョンは2010です。
プロジェクターの機種は、EPSON EB-G5350（またはEB-W28、X18）の使
用を想定しています。
接続ケーブルは、Ｄ-sub15ピンです。

25
入札公告

1-9-5
評価内容の担保について

減額の算出式のαは「1-9-1（4）技術提案」のみが対象と考えてよいでしょ
うか

１－９－１⑴企業の施工能力のうち現場管理体制、⑵監理技術者の資格
及び監理技術者の施工経験、 ⑶地元活用の地元調達率及び注意事項
遵守手法、⑷技術提案の各提案が対象となります。

26
入札公告
2-9（4）

島田市建設工事請負契約約
款について

第26条のいわゆる物価スライド条項は本件に適用されるとしてよいでしょう
か

島田市建設工事請負契約約款第26条の規定は有効です。また、予算上
の制約はありますが、必要な協議に応じます。

27
入札公告

2-9-（4）-キ
低入札調査基準価格につい
て

ＶＥ提案により各社入札価格が下がることが予想されますが、低入札調査
基準価格は当初の予定価格から算出されたものが基準となるのか、又は
ＶＥ提案が反映された金額が基準となるのでしょうか。御教示お願いしま
す。

低入札調査基準価格は、当初の予定価格から算定したものとします。
なお、ＶＥ提案により入札価格が下がることが予想されるため、低入札価
格調査に該当した場合には、工事費内訳書には採用されたＶＥ提案によ
る減額分が比較できるよう記載をお願いします。（ＶＥ提案による減額分を
考慮した上での調査とします。）

28
入札公告
様式26

工事費内訳書について 押印は必要でしょうか
電子入札システムにより工事費内訳書を提出する場合には押印は不要で
すが、紙入札方式により提出する場合には押印が必要となります。

29
入札公告に関する補足説明

【補助内容③】
総合建設業者の下請につい
て

総合建設業者とは建築一式、土木一式の許可を持つ市内の会社としてよ
いでしょうか。

お見込みの通りです。

30
入札公告に関する補足説明

【補助内容③】
総合建設業者の下請につい
て

市内会社が下請として市外会社とJVを組む場合、市内会社のJV比率に
応じた工事金額は地元貢献率に算定できますか

下請とする共同企業体の出資比率のうち、市内業者分のみを地元調達率
の算入対象とします。
ただし、市内業者のうち下請階層の最上位の契約額のみを算入可能とし
ます。

31
入札公告書(個別事項)　P21～22

現場説明書　Ｐ２
前払金、中間前金払

当該会計年度における支払限度額とありますが、支払限度額をご教授く
ださい。

支払限度額は契約金額と提案工程に基づく出来高に応じて算定します。
なお、基本設計に基づき建設工事に係る継続費を予算計上しております
が、各年度の年割額としてはH30年度2,236,000千円、H31年度4,823,000
千円、H32年度10,763,000千円、H33年度1,259,000千円、H34年度
627,000千円を見込んでいます。（この金額には工事監理料を含んでいま
す。）
継続費については、将来設計変更があった場合においても予算の変更
は考えておりません。

32 技術資料様式
技術資料様式1-2、1-4-②、
1-5、2-1、2-2等A3様式につ
いて

各A3サイズの様式については、ワードにてデータ提供いただいております
が、提出はPDFであるため、作成においてはワード以外のデータでの作成
とさせていただいてよろしいでしょうか。また、各様式下部欄外に記載の注
1）、2）については提出物では削除してもよろしいでしょうか。

作成時のデータ形式は問いませんが、提出物のデータ形式は入札公告
書に記載のデータ形式とします。
各様式下部欄外の記載については、削除しても構いません。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

33 VE提案様式 VE提案様式3について

各A3サイズの様式については、ワードにてデータ提供いただいております
が、提出はPDFであるため、作成においてはワード以外のデータでの作成
とさせていただいてよろしいでしょうか。また、各様式下部欄外に記載の注
1）、2）については提出物では削除してもよろしいでしょうか。

作成時のデータ形式は問いませんが、提出物のデータ形式は入札公告
書に記載のデータ形式とします。
各様式下部欄外の記載については、削除しても構いません。

34 その他 式典について
各種式典の開催予定はございますでしょうか。ございましたら、想定人数、
費用負担と併せてご教授願います。

発注者主催の式典は、新病院開院セレモニー、グランドオープンセレモ
ニーを想定しています。
起工式は行いません。（受注者主催の安全祈願祭程度を想定しています
ので、見積にて見込んでください。）
想定人数については現時点では具体的な検討はしておりません。400床
から500床規模の公立病院における一般的な規模を想定してください。

35 その他 配置図ＣＡＤデータについて
提案書等作成において、配置図のＣＡＤデータを利用したいのですが、
送付をお願いできますでしょうか。 設計図書のＰＤＦデータを活用してください。

36 各設計図書 図面CADデータについて

技術提案書作成及び積算用仮設計画のため、設計図書CADデータの提
供をお願いできないでしょうか。
提供希望図面：A-005、006、019～041、325～328、R-013～014、C-027
～032、S-22～45、S-078,081～082、102～104、206～212、304

設計図書のＰＤＦデータを活用してください。

37
現場説明書p.4
その他の事項4

駐車場用地について
工事関係者の通勤車両の駐車場として、近隣の市有地を借用することは
可能でしょうか。

原則不可とします。数台程度であれば協議に応じます。

38
現場説明書p.4
その他の事項4

残土仮置き用地について 掘削土の仮置き場として、近隣の市有地を借用することは可能でしょうか。 原則不可とします。

39
現場説明書P.5

その他の事項６ (9)
土壌調査について

土壌調査は別途工事と考えてよろしいでしょうか。本工事であれば調査方
法、調査範囲など具体的な仕様をご指示ください。

土壌汚染対策法に伴う土壌汚染調査は別途であり、実施済みです。調査
結果については基準値以下です。既存病院下部については解体時に別
途調査します。　原則として工期変更は考えておりません。汚染が確認さ
れた場合の処分費用負担は別途協議とします。

40
現場説明書p.5

その他の事項6（19）
歩行者用仮設通路について

新病院の仮使用中、エントランスまでの歩行者用仮設通路（屋根付き）を
確保するとありますが、変更の提案をしてもよいでしょうか。

提案下さい。来院者及び関係者の安全を確保し、病院運営に支障が無い
ようお願いします。

41
現場説明書p.6
その他の事項10

図面CADデータについて
仮設計画を行うためにVE、技術提案の検討時にCADデータを貸与いた
だけないでしょうか。

設計図書のＰＤＦデータを活用してください。

42
工事費内訳書

工事ステップ図（１）（２）
指定科目に含む範囲

工事費内訳書の建築工事の下位の指定科目に於いて、それぞれの科目
に含む範囲が不明です。科目名は、工事ステップ図の各STEPの注釈に
対応するもとと考え、下記の通りと判断しますが宜しいですか。
　インフラ切廻し工事：STEP②の№４関連
　浄化槽新設工事：STEP②の№５関連
　既設浄化槽解体工事：STEP③全般
　新棟建設工事：STEP④全般
　既存救急センター改修工事：STEP⑤№10関連
　既存健診センター改修工事：STEP⑤№11関連
　既存病院解体工事：STEP⑤№9・№12関連
　外構整備工事：STEP⑥全般
　※解体や外構は、各STEPに計上

お見込みの通りです。

43
工事費内訳書P.125細目別内訳

S-201
既存浄化槽解体工事

基礎杭解体　杭ф500 L=32m 28本と
基礎杭解体　杭ф500 L=36m 28本とありますが、解体図面一式の中に杭
の図面が見当たりません。杭の図面を御提示願います。

意匠別紙3を参照ください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

44
工事費内訳書P.98細目別内訳

S-201
既存浄化槽新築　コンクリー
ト工事

コンクリート内訳において、FC-27Nのみです。機械基礎及びかさ上げ
（コーナーほか）のコンクリートについても、すべてFC-27Nと考えてよろし
いでしょうか。

お見込みの通りです。

45 参考数量書
参考数量書の取扱いについ
て

入札における参考数量書の取扱いが不明です。参考数量書の項目及び
数量は、あくまで参考とし、入札金額は、参考数量書以外の見積図書によ
る、各入札参加者独自の積算に基づくものと判断いたしますが、宜しいで
すか。

お見込みの通りです。
ただし、参考数量書は設計変更が生じた場合、請負金額の変更にあたっ
て受注者と協議する根拠資料となります。

46 参考数量書
参考数量書の細々目別内訳
について

電気設備工事他設備工事の参考数量にて、ケーブル・電線管・保温塗装
工事・スプリンクラー配管類等が一式となっていて数量が不明となってい
ます。細々目別内訳を頂けませんか。

追加資料の別紙明細を参照してください。

47 参考数量書P-173
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

参考数量書 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ 外部 押出成形ｾﾒﾝﾄ板張り 縦張り ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈ
ﾙ 6項目が同じ項目で、摘要欄にﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙの種類の記入がありませ
ん。  御指示下さい。

立面図、外部材料表を参照してください。

48 参考数量書P-181 外壁ﾀｲﾙにつて
参考数量書 ﾀｲﾙ工事 外部で役物ﾀｲﾙの記入がありませんが、使用場所
なしと解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。但し、外構にはございます。

49 参考数量書P-189 接続庇について
参考数量書 金属 外部に計上されている、接続庇 2項目の設置場所が不
明です。御指示下さい。

メインエントランスと時間外玄関です。

50 参考数量書P-189 ｽﾗﾌﾞ小口金物について
参考数量書 金属 外部に計上されている、ｽﾗﾌﾞ小口金物 ｱﾙﾐ B-2 ﾌﾞﾗｯｸ
Ｉ-75*150 取付金物共が部分詳細図には見当りません。 設置場所を御指
示下さい。

矩計図に図示がございます。マットシルバーとしてください。
（スラブ先端）

51
参考数量書P-189

A-175
  外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 足
元見切について

参考数量書 金属 外部に計上されている、壁ｾﾒﾝﾄ板足元見切 ｱﾙﾐ既製
品 B-2 ﾌﾞﾗｯｸ L-75*75*4が、部分詳細図(10) 押出成形ｾﾒﾝﾄ板詳細図に
は見当りません。設置場所を御指示下さい。

矩計図（2）に図示がございます。
（アスロック下端）

52 参考数量書P-304 垂直式救助袋について
参考数量書 ﾕﾆｯﾄ及びその他 外部に計上されている、垂直式救助袋 2
項目の設置場所を御指示下さい。

平面詳細図を参照してください。
2,3F東側バルコニーです。

53 参考数量書P563
アイソレーショントランスの工
事区分について

医用接地設備において参考数量書P563のアイソレーショントランス31面
は、別途医療機器工事との解釈で宜しいでしょうか。

アイソレーショントランス31面は建築工事に含まれます。アイソレーショント
ランス31面への医用接地線の接続は電気設備工事とします。

54 参考数量書P693
浄化槽新設の小口径桝につ
いて

参考数量書には小口径桝４個の記載がありますが、図面の記載箇所が不
明です。該当図面を御指示下さい。

図番P-126、P-135の、GT-1：グリストラップ、GT-2：グリストラップの前後に
各2個×4個を追加します。

55 参考数量書P693
浄化槽新設の小口径桝につ
いて

参考数量書には小口径桝４個の記載がありますが、図面の記載箇所が不
明です。該当図面を御指示下さい。

図番P-126、P-135の、GT-1：グリストラップ、GT-2：グリストラップの前後に
各2個×4個を追加します。

56 参考数量書P693
浄化槽新設の小口径桝につ
いて

参考数量書には小口径桝４個の記載がありますが、図面の記載箇所が不
明です。該当図面をご指示下さい。

図番P-126、P-135の、GT-1：グリストラップ、GT-2：グリストラップの前後に
各2個×4個を追加します。

57 参考数量書P693
浄化槽新設の小口径桝につ
いて

参考数量書には小口径桝４個の記載がありますが、図面の記載箇所が不
明です。該当図面を御指示下さい。

図番P-126、P-135の、GT-1：グリストラップ、GT-2：グリストラップの前後に
各2個×4個を追加します。

58 参考数量書P693
浄化槽新設の小口径桝につ
いて

参考数量書には小口径桝４個の記載がありますが、図面の記載箇所が不
明です。該当図面をご指示ください。

図番P-126、P-135の、GT-1：グリストラップ、GT-2：グリストラップの前後に
各2個×4個を追加します。

59 参考数量書P-89 ｲﾝﾌﾗ切り回し工事について
参考数量書で計上されている ｲﾝﾌﾗ切り回し工事 建築工事 解体工事に
関する図面が見当たりませせん。  御指示下さい。

K002、K003です。

60 設計図書 参考数量書について
配付された設計図書のうち、参考数量書はあくまで参考数量であり、設計
書ではなく契約図書には含まないと解釈して宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。
ただし、参考数量書は設計変更が生じた場合、請負金額の変更にあたっ
て受注者と協議する根拠資料となります。

61 設計図書 参考数量書について
参考数量書がＰＤＦですがエクセルデータで配付していただけますか。

参考数量書であるため、配布はしません。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

62 数量書 数量書の扱いについて
ご提示いただいた数量書を基にしてよろしいでしょうか。その場合実施の
段階で項目及び数量に違いがあった場合は、追加変更の対象となると考
えてよろしいでしょうか。

提示した参考数量書は、予定価格を算出するための根拠資料です。数量
は入札参加者の責任により算出してください。数量に疑義が生じた場合は
契約締結後協議の上決定します。

63
建築工事特記仕様書
2/61　第2　仕様　3

使用約款の特定について
（2）島田市建設工事請負契約約款は、島田市のホームページに御座いま
す、最終改正　平成29年4月1日　版の島田市建設工事請負契約約款で
よろしいでしょうか。御指示下さい。

島田市のウェブサイトに平成29年10月１日適用の島田市建設工事請負契
約約款が掲載されておりますので、そちらをご参照ください。

64
建築工事特記仕様書　付記-1

2設計図書等の取扱い
a

設計図書に記載されていな
い仕様について

設計図書に書かれない、工事の進め方や仮設については施工者としての
経験と実績に基づき積算いたしますが、下地の材質や補強方法等、設計
図書に記載されていない仕様については、判断つきかねますので、追加
項目がある場合は、協議させていただきたくお願い致します。

一般的な下地の材質及び補強方法については本工事に含むものとしま
す。特殊な材質及び工法の場合は協議します。

65 b
施工図（生産設計）の定義に
ついて

施工図（「生産設計」）とは「設計図書情報では詳細図が作成できない場
合に、設計者が施工者と共に施工図を基に設計内容を検討し決定するこ
と」ではなく、「施工者が設計図書に基づき作成する工事のための詳細図
（施工図）を作成すること」と解釈してよろしいでしょうか。ご指示下さい

お見込みの通りです。

66
3別契約の関連工事

abcd

別途工事との施工工程調整
及び施工への影響を想定す
る為

別契約の関連工事、発注者発注機器の工事及び搬入に関して、工程を
御指示下さい。

別契約の関連工事としては、休日診療所改修工事（H33.4～7月）、防火
水槽撤去工事（H33～H34）、道路拡幅工事（H33～H34）となります。
なお、発注者発注機器の工事及び搬入に関しては、H32年頃を予定して
おりますが詳細は未定です。

67
5設計変更

b
設計変更における工事単価
について

増減内訳書における工事単価は、工事請負契約時の工事単価とするとご
ざいますが増加部分については、変更時に再調達を行うことになりますの
で、変更時の時価によるものとしていただけないでしょうか。
根拠として建設業法第１９条の３　（不当に低い請負代金の禁止）に抵触
する事を誘発する虞がある為、国土交通省の『発注者・受注者間における
建設業法令遵守ガイドライン』に準拠するものです。
また、当該、特記仕様の記載に関わらず、「特別な要因により工期内に主
要な工事材料の日本国内における価格に著しい変動を生じ、請負代金
額が不適当となったとき」請負代金額の変更を請求できる、所謂、『単品ス
ライド条項』は適用されるという解釈でよろしいでしょうか。

公共工事積算基準に基づき、設計変更における工事費積算に用いる単
価及び価格は当初設計における工事費積算時の単価及び価格としま
す。ただし、新たに種目が追加された場合の単価及び価格は、変更の時
期により総括監督員が指示し、又は承諾した時点の単価及び価格としま
す。
また、特別な要因により工期内に主要な工事材料の日本国内における価
格に著しい変動を生じ、請負代金額が不適当となったと認めたときは、島
田市建設工事請負契約約款第26条第6項の規定によることとなります。ま
た、予算上の制約はありますが、必要な協議に応じます。

68
6建物経年調査

ab
損耗調査の定義について

『「損耗調査」について、適用される対象や代表的な基準値を例示くださ
い。なお明らかに異常な損耗が発見された場合、その原因特定や処置の
決定については発注者、設計者、施工者が協議し合意の上決定するとし
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

損耗調査とは、瑕疵検査において通常とは異なり、建物及び部位が著しく
損傷及び消耗している部分を確認し是正することです。目視確認により協
議します。基準値はありません。瑕疵担保の期間内、１年目及び２年目の
２回行います。その他、受注者の判断において行います。原因特定や処
置の決定については、発注者、設計者、施工者による協議の場を設け、
法令及び島田市建設工事請負契約約款に基づき、適切に処理することと
なります。

69 9外壁防水の瑕疵担保期間
劣化、不可抗力における責
任分担について

「瑕疵に起因する漏水について施工者が無償で補償する」としています
が、漏水原因が瑕疵に起因するかどうか、施工者が負担すべき瑕疵比率
はどの程度か、に関する判断は、発注者、設計者、施工者が協議し合意
の上定めることとしてよろしいでしょうか。また、施工者が補償すべき漏水
損害の範囲が明確でありません。漏水により建物や備品に損害が生じた
場合、原因及び補償負担者・金額については都度、発注者、設計者、施
工者が協議し合意の上定めることとしてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

お尋ねの事項については、発注者、設計者、施工者による協議の場を設
け、法令及び島田市建設工事請負契約約款に基づき、適切に処理する
こととなります。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

70
16施工条件

a1)
近隣協定の有無及び内容に
ついて

現時点で適用となる近隣協定がございますでしょうか。またございました
ら、その制約条件を御指示下さい。

協定を結んでいる事項は現時点ではありませんが、近隣住民とは計画策
定段階から説明や話し合いを行っています。
近隣住民からは施工中の安全管理、騒音、振動、粉塵等への配慮を求め
られています。

71
17施工中の安全確保

b14、15

「受注者の責任において処理する」範囲は、「請負者が近隣等からの苦情
の受付窓口となって、その内容に応じて起因対象を特定した上で、起因
者に連絡すること」とし、受注者における損害賠償の責任範囲は、工事に
起因する事象が対象であり、建物そのものに起因する、日照、ビル風、電
波障害等は受注者の損害賠償の対象外と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

施工中の苦情処理等については、原則として監督員と十分協議の上、受
注者の責任において適正に処理して下さい。また損害賠償の責任範囲に
ついても、工事に起因するものを対象とし、監督員と十分協議の上、受注
者の責任において処理してください。
工事を起因としないものについても、情報の提供があり次第速やかに監督
員へ報告をおこなってください。

72 建築工事特記仕様書
ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞの
種類について

ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞの種類について､､建築工事特記仕様書24/61に｢金属-
ｶﾞﾗｽ(外部):変性ｼﾘｺﾝ系｣とありますが､2成分形変性ｼﾘｺｰﾝ系と考えてよ
ろしいですか(外部･内部共)｡

お見込みの通りです。

73 建築工事特記仕様書　17/61 鉄骨工事
施工管理技術者を適用すると記載ありますが、具体的な資格名をお示し
下さい。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　建築工事監理指針　に準ずる
建築高力ボルト接合管理技術者、建築鉄骨超音波検査技術者、
建築鉄骨製品検査技術者、鉄骨工事管理責任者

74
建築工事特記仕様書　59/61

追加特記仕様書
遠隔地からの建設資材調達
について

遠隔地とは、海外と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

75 建築工事特記仕様書 P.9 建設発生土の場内指定場所
3 土工事の2 建設発生土の処理に、近隣の受入先へ搬出する他に、“場
内指定場所に敷き均し”という指示もありますが、この場合の指定場所と規
模を御指示下さい。

場内指定場所はございません。近隣受入れ先へ搬出としてください。

76 建築工事特記仕様書 P.9 地盤の載荷試験
4 地業工事の2 地盤の載荷試験について、平板載荷試験の部分に適用
の○がありますが、2 地盤の載荷試験そのものにはついていませんので、
今回は対象外と解釈してよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

77
建築工事特記仕様書

3/61
発生材処理について

金属類が引渡しとありますが、解体工事で発生する鉄骨・鉄筋のスクラッ
プは受注者の自由処分は不可で、発注者に引渡さなければならないと考
えてよろしいでしょうか。

自由処分としてください。

78
建築工事特記仕様書

A-29
ｱﾙﾐ製建具の性能等級につ
いて

ｱﾙﾐ製建具の性能等級について､建築工事特記仕様書36/61で｢B種:S-
5･A-3･W-4｣とあります｡高さ31mを超える建物ですが､記載の通りと考えて
よろしいですか｡

S-5、A-4、W-5としてください。

79
建築工事特記仕様書
特記仕様書 付記-1

ﾓｯｸｱｯﾌﾟの範囲について
ﾓｯｸｱｯﾌﾟの有無･範囲について､建築工事特記仕様書36/61で建具見本
の製作を行わないとありますが､特記仕様書 付記-1ではﾓｯｸｱｯﾌﾟ製作範
囲:ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ他とあります｡ﾓｯｸｱｯﾌﾟの範囲をご指示下さい｡

カーテンウォールのモックアップ作成をお願いします。
半スパン分2層を想定してください。

80
特記仕様書付記－１

A-134
モックアップについて

特記仕様書付記－１において、モックアップ作成範囲にカーテンウォール
他とありますが、下記について御指示下さい。
①作成範囲・作成寸法
②モックアップの作成位置（例：足場に施工等々）
④他とありますが、カーテンウォールに必要な範囲御指示下さい。

カーテンウォールのモックアップ作成をお願いします。
半スパン分2層を想定してください。

81 特記付記1
ﾓｯｸｱｯﾌﾟの作成範囲につい
て

ﾓｯｸｱｯﾌﾟの作成範囲について､特記仕様書 付記-1 1章.項目13.施工図
等において､c.ﾓｯｸｱｯﾌﾟ作成範囲(ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ他)の指示があります｡ﾓｯｸ
ｱｯﾌﾟの範囲を御指示下さい｡

カーテンウォールのモックアップ作成をお願いします。
半スパン分2層を想定してください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

82 A-00 ﾓｯｸｱｯﾌﾟ作成範囲について

特記仕様書 付記-1　ﾓｯｸｱｯﾌﾟ作成範囲について､ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ他とありま
すが､ﾓｯｸｱｯﾌﾟ作成箇所数及び付記-2のｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事-ﾓｯｸｱｯﾌﾟｻﾝﾌﾟ
ﾙの作成するが共に該当なし(□)となっています｡ﾓｯｸｱｯﾌﾟは不要と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

カーテンウォールのモックアップ作成をお願いします。
半スパン分2層を想定してください。

83
建築工事特記仕様書（建築工事）

参考図各山留計画図
各山留計画について

特記仕様書では図示の山留については指定仮設とすること。また、参考
図各山留計画図では原則山留は指定仮設とする。と記載がありますが、
山留計画については原則との記載により、詳細かつ最適な計画を実施
し、見積に反映させていただいてよろしいでしょうか。

よろしいです。また、VEとして提案は可とします。

84
建築工事特記仕様書（建築工事）

参考図各山留計画図
各山留計画について

山留計画については指定仮設と記載されていますが、山留壁については
指定であると考え、切梁等の支保工については任意と考えてよろしいで

お見込みの通りです。

85 建築工事特記仕様書34/61 天井補強について
天井ﾌﾄｺﾛがH1500以上の場合の補強方法をご指示下さい｡
又､ﾌﾞﾄﾞｳ棚の設置は必要でしょうか｡必要であれば部材設置範囲をご指示
下さい｡

標準仕様書の通りです。ブドウ棚は不要とします。

86
建築工事特記仕様書9/61・

参考設計書129
残土処分について

参考設計書で処分欄がありません。運搬処分としてよろしいでしょうか。ま
た、残土が調査により汚染が確認された場合、処理方法・工程について協
議いただき、費用はご精算いただけると考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

残土処分は運搬処分としてください。
既存病院下以外については、土壌汚染調査を実施済みです。調査結果
については基準値以下です。既存病院下については解体時に別途調査
します。汚染が確認された場合の処分費用負担は別途協議とします。

87
建築工事特記仕様書Ｐ２１

Ａ-028・029・032
押出成形セメント板の幅の使
い分けについて

建築工事特記仕様書Ｐ２１　８章コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成
形セメント板工事において、押出成形セメント板の幅が「６００・９００」とあり
ますが、使い分けが不明確です。矩計図（２）で一部のパターンの図示が
あり、立面図でも幅が違うような図面の表記のされ方がされていますが、積
算できる状態ではありません。押出成形セメント板の幅６００・９００の使い
分けがわかる図面の発行をお願い致します。

低層部の幅は基本的に600幅としタイル部分、A+B　B+C　C+D　D+E部
分、南側立面図のJ-L通り間の着色部分、病棟の凹凸部分以外の縦長窓
部分等としてください。その他の寸法は立面図の通りです。病棟部分につ
いては意匠別紙21を参照してください。

88
建築工事特記仕様書Ｐ２４

Ａ-031
地中外周廻り塗膜防水の仕
様について

地中外周廻り塗膜防水の仕様に相違があります。
・建築工事特記仕様書Ｐ２４　９章防水工事　―　Ｙ－１
・矩計図（１）　―　Ｙ－２
Ｙ－１を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

89 建築工事特記仕様書Ｐ３２
立てハゼ葺きのメーカーに
ついて

建築工事特記仕様書Ｐ３２　１３章屋根及びとい工事において、立てハゼ
葺きのメーカーに「元旦ビューティ工業同等品」とありますが、「元旦ビュー
ティ工業同等品」では縦葺きの商品が数多くあり、程度の判断が出来ませ
ん。
板厚毎に、商品名などをご指示ください。

庇の各詳細図を参照ください。

90 建築工事特記仕様書Ｐ３４
天井軽鉄下地の耐震性につ
いて

建築工事特記仕様書Ｐ３４において、軽量鉄骨天井下地の耐震性を考慮
した補強方法が図示とありますが、意匠図では指示がなく不明です。補強
方法及び該当範囲を御指示下さい。

耐震天井の使用が無いため、無しとします。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

91
建築工事特記仕様書Ｐ３６

A-217
建築工事特記仕様書Ｐ４３

カーテンウォールの仕様の
相違について

カーテンウォールの仕様の相違があります。
・建築工事特記仕様書Ｐ３６　―　Ｂ－１　マットシルバー
・建具詳細図（１）　―　マットシルバー
・建築工事特記仕様書Ｐ４３　―　Ｂ－２種ブラック系
マットシルバーを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

92 建築工事特記仕様書Ｐ３９ 鍵箱の数量について

建築工事特記仕様書１６章建具工事において、１１鍵に鍵箱の指示があり
ますが、設置数及び同等メーカー・品番が不明です。設置数及び同等
メーカー・品番を御指示下さい。

２４０組用６箇所とします。
中等品としてください。

93
建築工事特記仕様書Ｐ４１

A-120
アルミ建具のガラス留め材に
ついて

アルミ製の部分のガラス留め材の仕様に相違があります。
・建築工事特記仕様書Ｐ４１　―　ガスケット
・建具共通事項　―　シーリング
ガスケットを正と考えて宜しいですか。

シーリングを正としてください

94 建築工事特記仕様書Ｐ４１
アルミ建具のガラス留め材に
ついて

上記質疑において、ガスケットの仕様が不明です。御指示下さい。
シーリングを正としてください

95
建築工事特記仕様書Ｐ４２

A-217
ＡＣＷ－１の性能について

ＡＣＷ－１の性能の相違があります。
・建築工事特記仕様書Ｐ４２　―　Ｗ－４・Ａ－３・Ｔ－２・Ｈ－２
・建具詳細図（１）　―　Ｗ－５・Ａ－４
建築工事特記仕様書Ｐ４２を正と考えて宜しいですか。

S-5、A-4、W-5としてください。

96

建築工事特記仕様書Ｐ５０
建築工事特記仕様書Ｐ５２
建築工事特記仕様書Ｐ５２

A-007
A-077・078
A-007・177

同等メーカー・品番について

下記の同等メーカー・品番を御指示下さい。
①視覚障害者用床タイル
②流し台・コンロ台・吊戸棚
③水切棚
④ユニットバス枠
⑤１床室・２床室・４床室　樹脂製ベッドガード
⑥アルミルーバー（Ｂ）　Ｗ５０×Ｄ１００＋Ｗ８０×Ｄ１００

①外構図及び階段詳細図参照及び部分詳細図の通り。中等品とします。
②内田洋行同等
③内田洋行同等
④樹脂製。カイダーベースボード同等
⑤ナカ工業同等
⑥アイカ同等

97 建築工事特記仕様書Ｐ５１
黒板・ホワイトボードの有無
について

建築工事特記仕様書２０章ユニット及びその他工事において、８黒板、ホ
ワイトボードが適用となっていますが、他図に見当たりません。必要な場
合、仕様・形状・設置数量及び同等メーカー・品番を御指示下さい。

他図に無き場合は不要とします。

98 建築工事特記仕様書Ｐ５２ 旗竿の施工範囲について

建築工事特記仕様書Ｐ５２　２０章ユニット及びその他工事において、２３
旗竿に「※ハンドル式、※埋込式」とありますが、施工範囲が不明です。旗
竿が必要な場合は、施工範囲・旗竿の本数・仕様・メーカー・品番・基礎
断面の詳細図の発行をお願い致します。

旗竿不要とします。

99
建築工事特記仕様書Ｐ５２

A-091～111
カーテンレールの使い分け
について

建築工事特記仕様書の１４カーテンレールにおいて、形式に「シングル」と
「ダブル」の両方が適用となっていますが、各階天井伏図よりＢＢ部分が
「ダブル」、それ以外を「シングル」と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

100
建築工事特記仕様書Ｐ５２

A-091～111
カーテンレールの使い分け
について

建築工事特記仕様書の１４カーテンレールにおいて、形式に「片引き」と
「引分け」の両方が適用となっていますが、各階天井伏図には図示があり
ません。使い分けを御指示下さい。

BB表記の部分はW1,600以上については引分けとし、それ以外は片引き
とします。カーテンレールのみの部分は全て片引きとしてください。

101 建築工事特記仕様書Ｐ５２
A-169

天井点検口の仕様について

天井点検口の仕様に相違があります。
・建築工事特記仕様書　―　目地タイプ
・部分詳細図（４）　―　１・２階の廊下・ホールのみ目地タイプ
建築工事特記仕様書を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

102 建築工事特記仕様書Ｐ５３
敷地境界石標の施工範囲に
ついて

建築工事特記仕様書Ｐ５３　２０章ユニット及びその他工事において、２６
敷地境界石標に「※コンクリートブロック製（市販品）」とありますが、施工範
囲が不明です。設置か所数を御指示下さい。

35か所です。

103
建築工事特記仕様書Ｐ５４

G-068
舗装の地盤改良について

建築工事特記仕様書Ｐ５４　２２章舗装工事において、１路床の路床安定
処理に「高炉セメントＢ種、・生石灰、（固定材の配合試験による）」とありま
すが、外構部分詳細図（１）の各舗装断面には、地盤改良は見当たりませ
ん。地盤改良が必要な場合は、施工範囲・添加材・添加量・地盤改良厚さ
を御指示下さい。

不要です。

104 建築工事特記仕様書Ｐ５７ 土壌改良材の有無について

土壌改良材の有無の相違があります。
・建築工事特記仕様書Ｐ５７　４土壌改良材：施工箇所　―　○植栽範囲
・建築工事特記仕様書Ｐ５７　２植栽基盤の整備　―　適用しない
○植栽範囲を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

105
建築工事特記仕様書Ｐ５７

G-005
芝の植栽基盤について

芝の植栽基盤の仕様の相違があります。
・建築工事特記仕様書Ｐ４２　２植栽基盤の整備　―　Ｂ種、※２０
・植栽計画図　―　客土１５０ｔ
Ｂ種、※２０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

106 建築工事特記仕様書Ｐ５９ 家屋調査について
家屋調査について、「調査範囲は参考として図示」とありますが、該当する
図面が見当たりません。御指示下さい。 意匠別紙1を参照ください。

107
建築工事特記仕様書P-59、

参考数量書P-459
家屋調査範囲について

参考数量書事前家屋調査件数がありますが、近隣調査家屋位置をご指
示下さい。

意匠別紙1を参照ください

108 建築工事特記仕様書Ｐ５９ 地下水環境調査について

地下水環境調査について、「観測井戸（３か所）解析業務」とありますが、
観測井戸は設置済みと考えて宜しいですか。今回の見積に設置工事を
見込む必要がある場合、観測井戸の深さについて御指示下さい。

観測井戸未設置です。深さはご提案願います。

109 建築工事特記仕様書P-59 地下水環境調査について
観測井戸（３か所）は新規設置でしょうか。設置の場合位置と測定頻度を
ご指示下さい。

新設設置です。設置場所は監督員と協議の上決定します。測定回数３回
程度とし、水位のみの調査とします。

110 建築工事特記仕様書Ｐ５９ 現地調査について

現地調査について、（１）に「周辺道路の交通状況」とありますが、交通量
調査まで行う必要は無いと想定しますが宜しいですか。交通量調査が必
要である場合は、調査内容について御指示下さい。

交通量調査は必須ではありません。

111 建築工事特記仕様書Ｐ７
監督員・監理者事務所につ
いて

監督員・監理者事務所について、「設ける」とありますが、工事用の現場事
務所も含め、設置場所は問わないと考えて宜しいですか。設置場所に指
定がある場合は御指示下さい。

打合せ等を含め、業務の効率性と迅速性を求められるのでできる限り新
病院周辺をお考えください。

112
建築工事特記仕様書Ｐ７

建築改修工事特記仕様書Ｐ８
工事電力用について

工事用電力について構内既存の施設が「利用できる」とありますが、供給
可能な電気容量と、各施工ステップごとの供給位置について御指示下さ
い。

利用不可とします。

113 建築工事特記仕様書P8 埋戻しおよび盛土について
A種とB種の2種類があります。A種と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

114 建築工事特記仕様書Ｐ８ 建設発生土の処理

建設発生土の処理は、いわゆる”場外処分”と”場内指定場所に敷均し”
の両方に○印がありますが、”場内敷均し”をどのように見込むのか不明で
す。
場内指定場所があれば、その場所と数量を御指示下さい。

指定場所はありません。場外処分をしてください。

115 建築工事特記仕様書P9 建設発生土について
場外処分または場内指定場所に敷き均しのどちらでしょうか。御指示下さ
い。また、場外の場合、自由処分と考えてよろしいでしょうか。

指定場所はありません。場外処分をしてください。

116 建築工事特記仕様書Ｐ９ 地盤の載荷試験について
地盤の載荷試験について、「行う」とありますが、S-02では載荷試験の項
目が削除されており相違があります。S-02を正と考えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

117 建築工事特記仕様書Ｐ９ 載荷試験について

建築工事特記仕様書Ｐ９　４章地業工事において、杭の載荷試験と地盤
の載荷試験は「行う」の指示がありますが、棟毎の箇所数が不明です。御
指示下さい。

構造特記仕様書（１）を正とし，行わないものとします。

118
建築工事特記仕様書Ｐ９

C-030～C-037
山留め・構台について

山留め・構台について、「図示の山留については指定仮設とすること。」と
ありますが、C-030～C-037の図面は、参考図という表記になっています。
これらの山留や構台の計画図は全て指定仮設として宜しいですか。

山留は指定仮設とします。

119
建築工事特記仕様書Ｐ９
入札公告（個別事項）Ｐ８

山留め・構台について
山留め・構台が指定仮設である場合、ＶＥ提案の対象になると考えて宜し
いですか。 VE提案の対象としてお考えください。

120 建築特記仕様書60/61 アートワーク工事について
アートワークで3,500万円計上の指示があります。プレゼンテーションと実
際の作業を合わせた合計金額と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

お見込みの通りです。

121
特記
P39

鍵箱の必要個数について
鍵箱の必要個数について､特記仕様書 16章建具工事 11.鍵より､鍵箱
120組用は1ヶ所と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい。 10箇所とします。

122
特記P20
A-166

耐火被覆の範囲について

耐火被覆の範囲について､建築工事特記仕様書 7章.鉄骨工事 18.耐火
被覆には乾式吹付ﾛｯｸｳｰﾙ･半乾式吹付ﾛｯｸｳｰﾙ･繊維混入ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ
板･高断熱ﾛｯｸｳｰﾙの図示がありますがそれぞれの範囲が不明です｡
部分詳細図(1) D1-2.柱･梁耐火被覆詳細図より､耐火塗料範囲以外の柱
は全てｾﾗﾀｲｶ2号吹付､梁は全てﾛｯｸｳｰﾙ吹付と考えて宜しいでしょうか｡

又､違う場合､耐火被覆の範囲･厚みを御指示下さい｡

A-166図　D2-1の通りです。

123 特記P34 特定天井について

特定天井について､法令に基づく耐震化が求められています｡天井の脱
落防止対策について､具体的な仕様･工法及び範囲等を御指示下さい。

今回、特定天井に該当する部分はございません。

124 特記P34
天井下地材における
耐震性を考慮した補強の
補強方法について

天井下地材における耐震性を考慮した補強の補強方法について､建築工
事特記仕様書 14章.金属工事 4.軽量鉄骨天井下地より､図示とあります
が､詳細が不明です｡範囲及び補強方法を改めて御指示下さい｡

今回、特定天井に該当する部分はございません。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

125 特記P36 防犯建物部品について

特記仕様書 16章建具工事-2防犯建物部品について､適用するとあります
が､建具表等に図示がありません｡必要な場合､該当する建具符号及び詳
細(ﾄﾞｱ･ｻｯｼ･錠等)を御指示下さい｡

無しとします。

126 特記P36
ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の遮音･断熱
性能について

特記仕様書 16章建具工事-3ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の遮音･断熱性能につい
て､下記を御指示下さい｡

①遮音性T-2･建具表によるとありますが､図示がありません｡遮音性は全
てT-2と考えて宜しいでしょうか｡
②断熱性H-2･建具表によるとありますが､図示がありません｡断熱性H-2
は該当無しと考えて宜しいでしょうか｡

①すべてT－１としてください。
②全てH-1以上とし、無菌病室、将来ICUについてはH-3としてください。

127
特記P36･43

A-134
ｱﾙﾐｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの仕上につ
いて

ｱﾙﾐｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの仕上について､下記の様に相違します｡

･特記仕様書 16章建具工事-3ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具
　　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙのみB-1ﾏｯﾄｼﾙﾊﾞｰ
･特記仕様書 17章ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事-2ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
　　B-2種ﾌﾞﾗｯｸ系

建具表では電解二次着色とあるため､B-2種ﾌﾞﾗｯｸ系と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡

マットシルバーとしてください。

128
特記P37
A-130他

網戸等について

特記仕様書 16章建具工事-4網戸等について､下記を御指示下さい｡

①種類:防虫網と防鳥網がありますが､防虫網はAWｻｯｼ付の網戸･防鳥網
はｶﾞﾗﾘ付の網戸と考えて宜しいでしょうか｡
②防虫網について､※合成樹脂製･○ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製とありますが､使
い分けが不明です｡建具表ではAWｻｯｼ一部に網戸(ｽﾃﾝﾚｽ製)と図示が
ありますが､ﾌﾟﾘｰﾂ網戸には材種の図示がありません｡AWｻｯｼにつく網戸
は一般網戸･ﾌﾟﾘｰﾂ網戸共に全て合成樹脂製と考えて宜しいでしょうか｡
③上記②が否でｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製となる場合､ｽﾃﾝﾚｽはSUS316ではなく
防鳥網材種同様にSUS304で宜しいでしょうか｡

①すべて防虫網とします。
②ステンレス製とします。
③SUS316としてください。

129 特記P37･38
鋼製建具･ｽﾃﾝﾚｽ建具の遮
音･断熱性能について

特記仕様書 16章建具工事-6鋼製建具･8ｽﾃﾝﾚｽ建具の遮音･断熱性能
について､各T-2･H-2とありますが､全てに適用するのでしょうか｡共に該当
無しと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

・すべてT－１としてください。
・全てH-1以上とし、無菌病室、将来ICUについてはH-3としてください。

130 特記P38
ｽﾃﾝﾚｽ建具の外部耐風圧性
について

特記仕様書 16章建具工事-8ｽﾃﾝﾚｽ建具の外部耐風圧性について､S-
4･S-5とありますが､使い分けが不明です｡全てS-5と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

131 特記P38
ｽﾃﾝﾚｽ建具の鋼板曲げ加工
について

特記仕様書 16章建具工事-8ｽﾃﾝﾚｽ建具の鋼板曲げ加工について､普
通曲げ･角出し曲げとありますが､使い分けが不明です｡全て角出し曲げと
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

132 特記P40
軽量ｼｬｯﾀｰの開閉形式につ
いて

特記仕様書 16章建具工事-15軽量ｼｬｯﾀｰの開閉形式について､手動式･
上部電動式(手動併用)とありますが､使い分けが不明です｡
又､建具表においてもSS-106･107等は軽量ｼｬｯﾀｰ(手動)とありますが､金
物欄に電動装置の図示があり相違します｡
軽量ｼｬｯﾀｰについては､全て手動式と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

お見込みの通りです。

133 特記P41 ｶﾞﾗｽのｶﾞﾗｽ留め材について

特記仕様書 16章建具工事-17ｶﾞﾗｽのｶﾞﾗｽ留め材について､ｱﾙﾐ建具-ｶﾞ
ｽｹｯﾄ-図示とありますが､見当たりません｡該当無しと考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

無しとしてください。

134 特記P41 日射調整ﾌｨﾙﾑについて

特記仕様書 16章建具工事-19ｶﾞﾗｽ用ﾌｨﾙﾑの日射調整ﾌｨﾙﾑについて､
○印がありますが､図面上見当たりません｡該当無しと考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡ お見込みの通りです。

135 特記P46
ｶｰﾍﾟｯﾄの
見切り･押え金物について

ｶｰﾍﾟｯﾄの見切り･押え金物について､建築工事特記仕様書 19章内装工
事 8.ｶｰﾍﾟｯﾄ敷きにおいて指示がありますが､部屋周長の端部に見込むと
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

136 特記P50 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽの脚部について

特記仕様書 20章ﾕﾆｯﾄ及びその他工事-4ﾄｲﾚﾌﾞｰｽの脚部について､巾木
-ｽﾃﾝﾚｽ･MDFとありますが､使い分けが不明です｡全て巾木ｽﾃﾝﾚｽと考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

137
特記P50
A-047

点字ﾀｲﾙの仕様について
外部･外構範囲の視覚障害者用床ﾀｲﾙについて､仕様･ﾒｰｶｰ･品番を御
指示下さい｡ 四国化成　チップロード同等品としてください。

138
特記P50
A-047

視覚障害者用床ﾀｲﾙについ
て

視覚障害者用床ﾀｲﾙについて、外構範囲が､明確には不明です｡範囲を
御指示下さい｡ G-006を参照してください。

139 特記P52 外部の天井点検口について

外部の天井点検口について､建築工事特記仕様書 20章.ﾕﾆｯﾄ及びその
他工事 16.天井点検口において､屋内外用とありますが､外部範囲の天井
点検口の設置位置が不明です｡不要と考えて宜しいでしょうか｡
又､必要な場合は外部天井点検口の寸法･か所数及びﾒｰｶｰ･品番を御指
示下さい｡

不要です。

140 特記P52･53 旗竿について
旗竿について、特記仕様書P.52･53に､旗竿に○印が付いていますが､設
置位置･詳細が不明です､御指示下さい｡ 不要です。

141
特記P53
A-004

敷地境界石標について

敷地境界石標について、箇所数は33か所と考えて宜しいでしょうか｡

又､違う場合､敷地境界石標の箇所数を御指示下さい｡
35か所です。

142 特記P57 植込み用土について

植込み用土について、特記仕様書P.57に､植栽基盤の整備A種とB種で
すが､植込み用土は現場発生良質土ともあります｡植栽部の土は､植込み
用土と考えて宜しいでしょうか｡

お見込みの通りです。

143 特記P58 芝の法面範囲について

芝の法面範囲について、特記仕様書P.58に､べた張りとありますが､法面
範囲は無しと考えて宜しいでしょうか｡

又､違う場合､芝の法面範囲(面積)を御指示下さい｡
駐輪場南側　31㎡です。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

144 特記P8
外構工事の埋戻し及び盛土
について

外構工事の埋戻し及び盛土について､特記仕様書P.8に､埋戻し及び盛
土に､A種とB種に○印がついていますが､B種と考えて宜しいでしょうか｡

お見込みの通りです。

145 特記P9
外構工事の残土場外処分に
ついて

外構工事の残土場外処分について、特記仕様書P.9に､建設発生土の処
理に､場内指定場所に敷き均しに○印がついていますが､外構工事は場
外処分と考えて宜しいでしょうか｡

お見込みの通りです。

146 特記P9
平板載荷試験の試験につい
て

平板載荷試験の試験について、特記仕様書P.9に､試験位置は※図示と
ありますが不明です｡箇所数等を御指示下さい｡ 平板載荷試験は適用無しです。

147 特記仕様書 式典について
式典有無及び実施の場の要領をご教示願います。
(時期・回数、予定出席者数、費用負担区分など)

発注者主催の式典は、新病院開院セレモニー、グランドオープンセレモ
ニーを想定しています。
起工式は行いません。（受注者主催の安全祈願祭程度を想定しています
ので、見積にて見込んでください。）
想定人数については現時点では具体的な検討はしておりません。400床
から500床規模の公立病院における一般的な規模を想定してください。

148
特記仕様書P.48

A-166
遮音壁のｼｰﾘﾝｸﾞについて

W-2Gの遮音間仕切のｼｰﾘﾝｸﾞについて､部分詳細図1ではｼｰﾘﾝｸﾞの図示
がありませんが､特記仕様書では遮音ｼｰﾙ材適用とあります｡
ｼｰﾘﾝｸﾞは必要と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

149
特記仕様書P-12

S-2
砂利地業の材料について

砂利地業が特記仕様書及び構造図で再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝと切込み砂利及び
切込み砕石の両方が適用となっています｡再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを正と解釈して
宜しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

150
特記仕様書P-24
参考数量書P-178

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出断熱防水につ
いて

特記仕様書 9章 6.脱気装置欄 設置数量欄がアスファルトﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製
造所の仕様によるの記入ですが、参考数量書 防水 外部より70㎡/個程
度と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

１か所＠８０㎡と解釈ください。

151
特記仕様書P52

A-91～111
A-169

天井点検口について

天井点検口について,特記仕様書では450角と600角の二種類が該当して
いますが､天井伏図では不明です｡又部分詳細図(4)では1･2F廊下･ﾎｰﾙ
のみ目地ﾀｲﾌﾟとありますが､特記仕様書では全て目地ﾀｲﾌﾟとなっていま
す｡全て600角目地ﾀｲﾌﾟと考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

152
特記仕様書P54

G-007～009
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋の材質について

特記仕様書で､ｽﾃﾝﾚｽ製(建物回り)と記入がありますが、具体的にどの範
囲がｽﾃﾝﾚｽ製になりますでしょうか｡御指示ください｡

浄化槽棟の回りです。

153 特記仕様書P-57
植栽 土壌改良の有無につ
いて

23章-2：植栽基盤の整備では土壌改良材は適用しないと指示があります
が、23章-4：土壌改良材ではﾊﾞｰｸ堆肥に適用の指示があります。土壌改
良は不要と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

154 特記仕様書P-8
埋戻し土･残土の種別につ
いて

埋戻し土･残土が特記仕様書でA種とB種の両方が適用となっています｡A
種を正と解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

155 特記付記1
見本施工の作成範囲につい
て

見本施工の作成範囲について､特記仕様書 付記-1 1章.項目13.施工図
において､e.見本施工の作成(外壁ﾀｲﾙ等)の指示があります｡見本施工の
範囲を御指示下さい｡

外装・内装における監督員の指定箇所としてください。

156 特記付記2
ｶｰﾎﾟｰﾄ､ｼｪﾙﾀｰの雪下ろし
表示板について

ｶｰﾎﾟｰﾄ､ｼｪﾙﾀｰの雪下ろし表示板について、特記仕様書 付記-2に､ﾕﾆｯ
ﾄ及びその他工事､外構にｶｰﾎﾟｰﾄ､ｼｪﾙﾀｰを使用する場合､雪下ろし表示
板を設置するとありますが､仕様･寸法･箇所数を御指示下さい｡

不要です。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

157
建築改修工事特記仕様書Ｐ３７

R-006・007
視覚障害者用床タイルの有
無について

建築工事特記仕様書１０章ユニット及びその他工事において、５視覚障害
者用床タイルが摘要になっていますが、各階平面詳細図に図示がありま
せん。必要な場合、施工位置及び同等メーカー・品番を御指示下さい。

Ｒ-006図に図示の通りです。

158 建築改修工事特記仕様書Ｐ６
室内空気中の化学物質の濃
度測定について

室内空気中の化学物質の濃度測定について、「新棟建設工事に準ずる」
とありますが、新棟と改修で合計７０箇所と考えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

159 解体特記仕様書P-10
微量PCBの分析調査につい
て

分析調査実施の機器調査台数をご指示下さい。

引渡しを要する機器類同様
○ 高圧進相コンデンサー　300k var ×1台、直列リアクトル　18k var　×1
台
○ 高圧進相コンデンサー　200k var ×2台、直列リアクトル　12k var　×2
台
○ 高圧進相コンデンサー　150k var ×1台、直列リアクトル　 9k var　×1

160
解体工事特記仕様書・参考設計書

設備解体図

解体工事における設備機
器・配管・電線・ダクト等の撤
去処分について

空調・衛生・電気・昇降機についての解体図面が有りません。図示いただ
けるのでしょうか。事前調査するのでしょうか。又、参考設計書において、
空調工事及び衛生工事関係の撤去処分費用は科目ごとに計上の指示が
ありますが、電気工事については指示がありません。追記してよろしいで
しょうか。御指示下さい。

解体図は意匠図のみ添付し、空調・衛生・電気については、
機器リストを添付しております。
既存病院の解体については電気・空調・衛生の解体も建築に含んで参考
数量書を作成しています。

161 建築解体工事特記仕様書 冷媒の改修

フロン・ハロンなどの冷媒に対する、調査・回収について、本工事かどうか
不明です。見積上は以下の通りと判断しますが宜しいですか。
　①調査　：　別途
　②回収・処分　：　別途

全て本工事とします。
撤去、処分については、法規制に基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703の表を参照すること。

162 建築解体工事特記仕様書 冷媒の改修
上記御回答において、②回収・処分が見積に含む場合、仕様・数量等の
入札条件を御指示下さい。

全て本工事とします。
撤去、処分については、法規制に基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703の表を参照すること。

163 建築解体工事特記仕様書 その他の特定化学物質など

特記仕様書などに記載が無い、その他の化学物質の、調査・回収・処分
（医ガスガスパージなど）は、見積には含まないものと判断しますが宜しい
ですか。

全て本工事とします。
撤去、処分については、法規制に基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703、P-801の表を参照すること。

164 建築解体工事特記仕様書 その他の特定化学物質など
上記御回答において、調査・回収・処分を見積範囲とする場合、仕様・数
量等の入札条件を御指示下さい。

全て本工事とします。
撤去、処分については、法規制に基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703、P-801の表を参照すること。

165 建築解体工事特記仕様書Ｐ６ 杭の撤去の要否
杭の撤去に関して、”行う（浄化槽棟杭引き抜き　実施）”と”行わない”の
両方が○印があり、適用となっております。浄化槽棟のみ撤去を行い、そ
の他は撤去を行わないという解釈で宜しいですか。

お見込みの通りです。

166 建築解体工事特記仕様書Ｐ６ 照明器具安定器のPCB

「照明器具安定器にPCBが使用されている場合・・・・引き渡すこと」とのご
指示がありますが、仕様・数量が不明です。入札条件としての仕様・数量
を御指示下さい。

照明器具安定器のPCBはございません。

167
建築解体工事特記仕様書Ｐ６

C-027
解体図一式

既存解体

建築解体工事特記仕様書Ｐ６　３章、及び工事ステップ（１）ＳＴＥＰ③にお
いて、杭の撤去は既存浄化槽棟杭引抜きを実施と指示がありますが、解
体図１式１０目「浄化槽設備　構造図」より排水処理１号施設の杭径・杭長
が読み取れません。御指示下さい。

意匠別紙3を参照ください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

168
建築解体工事特記仕様書Ｐ６

C-027
解体図一式

既存解体

建築解体工事特記仕様書Ｐ６　３章、及び工事ステップ（１）ＳＴＥＰ③にお
いて、杭の撤去は既存浄化槽棟杭引抜きを実施と指示がありますが、解
体図１式２２９枚目「浄化槽（５）」より排水処理２号施設の杭径・杭長・本数
が不明です。御指示下さい。

意匠別紙3参照ください。

169
建築解体工事特記仕様書Ｐ６

C-027・028
解体図一式

解体後の整地
解体後の整地の仕様が不明です。各棟解体完了後の盛土は不要とし、
解体範囲を概ね水平に粗整地を行うものと判断しますがよろしいですか。

お見込みの通りです。外構整備工事のレベルを配慮し粗整地してくださ
い。

170 建築解体工事特記仕様書Ｐ９ 特別管理産業廃棄物

”廃油”と”廃酸・アルカリ”に”○”が有りますが、その仕様・数量等が不明
です。見積上見込むべき「残置場所」「品目」「数量」「処理方法」などを御
指示下さい。

全て本工事とします。
撤去、処分については、法規制に基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番MP-801の表を参照すること。

171
解体工事特記仕様書

6/12
杭撤去について

杭の撤去について、「行う」「行わない」両方が適用となっていますが、既
存浄化槽棟のみ撤去で、その他は残置と考えてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

172
解体工事特記仕様書

6/12
地下埋設物及び埋設配管の
解体について

地下埋設物及び埋設配管の種類、大きさ、数量、位置が不明ですので別
途と考えてよろしいでしょうか。本工事であれば、積算可能な資料をご提
示ください。

提示図面以外のものは別途です。軽微な地中埋設物は本工事に含むも
のとします。

173
解体工事特記仕様書

10/12
廃油、廃酸、廃アルカリの
処理について

廃油、廃酸、廃アルカリの処理が本工事とありますが、見積可能な資料を
ご提示ください。

全て本工事とします。
撤去、処分については、法規制に基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番MP-801の表を参照すること。

174
解体工事特記仕様書

12/12
アスベスト含有物の
除去について

外壁吹付材の中でアスベスト含有物があれば、範囲と併せてご指示くださ
い。

アスベスト調査の結果　外壁吹付材のアスベスト含有はございません。

175
解体工事特記仕様書

12/12
設備配管・ダクトの
アスベスト含有物について

設備配管・ダクトの継手及び保温材（アスベスト含有物）の見積可能な資
料をご提示ください。もしくは指示数量をご提示ください。

意匠別紙20を参照ください。

176
解体工事特記仕様書

12/12
その他の有害物質含有物の
処分について

下記項目は別途と考えてよろしいでしょうか。本工事であれば見積可能な
資料をご提示ください。

□水銀などの重金属の処分
□解体に伴うアスペルギルス等の感染対策
□手術室、細菌検査室、各種研究室にあるHEPAフィルタの処分
□臓器類の処分
□放射線物質、ダイオキシン、ハロンの処分
□イオン感知器、六フッ化硫黄ガス等の処分

解体に伴うアスペルギルス等の感染対策、臓器類の処分は別途とします。
水銀などの重金属の処分、手術室、細菌検査室、各種研究室にある
HEPAフィルタの処分、放射線物質、ダイオキシン、ハロンの処分、イオン
感知器、六フッ化硫黄ガス等の処分は解体図面にて確認ください。

177
解体工事特記仕様書

12/12
家具・什器・備品の
撤去処分

家具・什器・備品の撤去は建設業者では許可されていませんので、工事
着手前に発注者側にてお願い致します。

移動可能な家具・什器・備品は、原則発注者側にて撤去を行います。

178
土壌汚染関連対応

建築工事特記仕様書 9/61
各種届出、調査結果につい
て

今回工事は形質変更届出の対象となりますが、着工時には届出が提出さ
れていると考えてよいでしょうか。
掘削土の場外搬出にあたり、土壌汚染調査結果は開示頂けると考えてよ
いでしょうか。

お見込みの通りです。

179 ―
外構工作物の鉄筋コンクリー
ト強度について

外構工作物において、図面に記載無い鉄筋コンクリート強度は、ＦＣ２１・Ｓ
８を想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

180 - 図中の材料について

図中の材料について､全て同等品と考えて宜しいでしょうか｡

又､特記すべき指定ﾒｰｶｰ品番があれば御指示下さい。
原則、同等品です。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

181 - 図面番号の相違について

図面番号について､下記の図面番号が図面ﾘｽﾄと相違しています｡図面ﾘｽ
ﾄに倣って読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい。
･ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ詳細図(2):        A-222  →  A-220
･7階家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ:           A-     →  A-184
･手術室1～4 平面図:       A-228  →  A-229
･手術室5～7 平面図:       A-229  →  A-230
･ﾍﾘﾎﾟｰﾄ部分詳細図(2):     A-323  →  A-322

お見込みの通りです。

182 - 各項目のﾒｰｶ･品番について

下記の項目について､ﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡
①屋根:断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AI-2
②屋根:露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 DI-2
③各所:塗膜防水 X-2
④地下外壁:塗膜防水 Y-2
⑤ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ庇･救急庇:完全かん合式折板
⑥ｱﾙﾐﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ竪樋
⑦ｱﾙﾐ笠木 W455
⑧3Fﾃﾗｽ:ｱﾙﾐ手摺 H400
⑨ｱﾙﾐ庇 既製品
⑩外壁下端役物
⑪犬走り側溝:ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ｽﾃﾝﾚｽ W650
⑫外部階段:ｽﾃﾝﾚｽﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ金物
⑬外壁･軒天井:ﾌｯ素樹脂塗装
⑭外壁:親水性ﾌｯ素樹脂塗装
⑮外壁･軒天井:ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ塗装
⑯ﾊﾄ小屋壁:複層仕上塗材E
⑰軒天井:外装薄塗材E
⑱3Fﾃﾗｽ:屋上緑化ｼｽﾃﾑ
⑲5F光庭:屋上緑化ｼｽﾃﾑ

共通で、仕上げ表及び、参考内訳書の備考欄の仕様同等とし、
無いものは中等品とお考えください
④地下外壁:塗膜防水 Y-2はY-1とします。
⑨アルフィン同等品

183 - 各項目のﾒｰｶ･品番について

下記項目のﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡
①地中部外壁:塗膜防水 Y-1
②屋根:二重折板
③庇:折板

①地中部外壁:塗膜防水 Y-1　タジマルーフィング　オルタック
②屋根:二重折板　製作品
③庇:折板　製作品

184 -
各項目のﾒｰｶｰ品番につい
て

下記の項目について､ﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡
①半湿式ﾛｯｸｳｰﾙ吹付
②耐火塗料
③耐火ｼｰﾄt3.0(SHIMADAﾌﾟﾗｻﾞ･ｾﾝﾀｰｽﾄﾘｰﾄ丸柱)
④ﾀｲﾙE
⑤ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.0(1F仮眠室)
⑥OAﾌﾛｱｰ
⑦鋼製二重床
⑧ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(壁･天井)
⑨腰壁ｼｰﾄ
⑩岩綿吸音板

共通で、仕上げ表及び、参考内訳書の備考欄の仕様同等とし、
無いものは中等品とお考えください。
④TOTO　ミスティパレット同等品
⑤東リ　フロアマーブル同等品
⑥三洋工業　サンフロア同等品
⑦三洋工業　メタルベース同等品
⑧サンゲツTH8911同等品
⑨タジマ KG301同等品
⑩吉野石膏　ソーラトン 平板同等品
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

185 - 各項目のﾒｰｶ･品番について

下記のﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡
①ﾎﾞﾗｰﾄﾞ
②車止ﾎﾟｰﾙ
③ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ
④車止めﾌﾞﾛｯｸ
⑤集水桝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
⑥集水桝化粧蓋
⑦自由勾配側溝ｽﾘｯﾄ化粧蓋
⑧U型側溝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
⑨ｽﾁｰﾙﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200
⑩免震ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
⑪鋼製防護柵H800
⑫緑化ﾌﾞﾛｯｸ(調整池)
⑬ｼｪﾙﾀｰ(ﾛｰﾀﾘｰ)
⑭ｼｪﾙﾀｰ(駐車場B)
⑮ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ
⑯ﾍﾞﾝﾁ(広場階段)
⑰駐輪場屋根
⑱ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ

①ﾎﾞﾗｰﾄﾞ　G071　部分詳細図（4）　D-42に記載
②車止ﾎﾟｰﾙ　G071　部分詳細図（4）　D-43に記載
③ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ　G071　部分詳細図（4）　D-47に記載
④車止めﾌﾞﾛｯｸ　　　四国化成 　サインストッパー
⑤集水桝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　　　カネソウ　KNSM　FBタイプ
⑥集水桝化粧蓋　　福西鋳物　スリット化粧蓋
⑦自由勾配側溝ｽﾘｯﾄ化粧蓋　同上
⑧U型側溝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　カネソウ　KNSM　FBタイプ
⑨ｽﾁｰﾙﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200　G071　部分詳細図（4）　D-41に記載
⑩免震ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ　G071　部分詳細図（4）　D-40に記載
⑪鋼製防護柵H800　部分詳細図（4）　D-44に記載
⑫緑化ﾌﾞﾛｯｸ(調整池)　　日本コンクリート 美緑ブロック同等
⑬ｼｪﾙﾀｰ(ﾛｰﾀﾘｰ)　　　製作物
⑭ｼｪﾙﾀｰ(駐車場B)　　G064　シャルター詳細図　表右上に記載
⑮ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ　　部分詳細図（4）　D-52に記載
⑯ﾍﾞﾝﾁ(広場階段)　　製作物
⑰駐輪場屋根　　　G-024　駐輪場回り詳細図に記載
⑱ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ　　　同上

186 L-001 図面リスト(T-001が不明）
T-001が図面に有りませんが、別冊の特記仕様書の事を指しているので
しょうか。

お見込みの通りです。

187 L-001図(図面ﾘｽﾄ(1)) 図面ﾘｽﾄのT-001
図面ﾘｽﾄに種別番号T-001がありますが、これは、添付資料の“T_特記仕
様書・建築材料等品質性能表”というﾌｫﾙﾀﾞの中の資料の事と解釈してよ
ろしいでしょうか。もし異なる場合は、T-001を御提示下さい。

お見込みの通りです。

188 Ｔ－００１ 設計図書確認
配布データに該当番号図面がありませんが、空き番でしょうか。特記仕様
書としてＡ－００図面がありますがこれが正ですか。

T-001は特記仕様書です。

189 【昇降機】A-002 建築取合について
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ三方枠取付・枠廻り埋め戻し・補強について昇降機工事とありま
すが、枠廻り埋め戻しについては建築工事とさせて頂いてよろしいでしょう
か。

図示の通りです。

190 【昇降機】A-002
運行監視盤までの配管配線
について

運行監視盤取付・配管配線については電気工事と考えてよろしいでしょう
か。

運行監視盤取付は昇降機工事、配管配線は電気設備工事とします。

191 【昇降機】 工場確認検査について
昇降機工事において、工場での確認検査は実施しないものと考えてよろ
しいでしょうか。実施するものであれば想定される号機名称をご指示くださ
い。（同様の質問複数あり）

実施を予定しています。N0.１、N0.２、N0.６を現段階では想定しています。

192 A-008
A-029

竪樋の仕様について

竪樋の仕様について､下記の様に相違しています｡
･仕上表(1):ｱﾙﾐﾊﾞﾝﾄﾞｽ 100角
･立面図(2):ｽﾃﾝﾚｽ 150角
仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

193 A-008
A-047

竪樋の仕様について

竪樋の仕様について､下記の様に相違しています｡
･仕上表(1):中庭 塩ﾋﾞ､内樋 配管用鋼管､外樋 ｱﾙﾐﾊﾞﾝﾄﾞｽ
･平面詳細図 凡例:内樋 VP､外樋 ｽﾃﾝﾚｽ
仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

194 A-002 工事区分について
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ三方枠取付･枠廻り埋戻し･補強について昇降機工事とあります
が、枠廻り埋戻しについては建築工事としてよろしいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

195 A-002
運行監視盤取付・配管配線
について

運行監視盤までの配管配線については電気工事としてよろしいですか。 お見込みの通りです。

196 A-002
床暖房(電気式)発熱体
について

床暖房(電気式)発熱体について､工事区分表-1より､建築工事とあります
が､該当範囲と床の納まり詳細を御指示下さい。 床暖房の使用はございません。

197 A-002 土壌汚染対策について
本入札に際し、土壌汚染がないものとして見積させて頂いてよろしいで
しょうか。否の場合、工事金額算出可能な見積条件・資料等をご指示ご提
示ください。

既存病院下以外については、土壌汚染調査を実施済みです。調査結果
については基準値以下です。既存病院下については解体時に別途調査
します。汚染が確認された場合の処分費用負担は別途協議とします。

198 A-002 土壌汚染対策について
土壌汚染が確認された場合、土壌汚染対策費用は別途とありますが、全
体工期についても別途協議頂けると考えてよろしいでしょうか。

既存病院下以外については、土壌汚染調査を実施済みです。調査結果
については基準値以下です。既存病院下については解体時に別途調査
します。汚染が確認された場合の処分費用負担は別途協議とします。

199 A-2
工事区分表の姿見鏡につい
て

工事区分表について､姿見鏡が建築工事ですが､図中に見当たりません｡
必要であれば仕様と数量をご指示下さい｡

水廻り詳細図を参照してください。
点線表記以外は建築工事です。

200 A-2
工事区分表の電動式移動棚
について

工事区分表について､電動式移動棚が建築工事ですが､図中に見当たり
ません｡必要であれば仕様と数量をご指示下さい｡

本工事で見込む電動式移動棚はありません。

201 A-2
工事区分表の浴槽･ｼｬﾜｰﾊﾟ
ﾝについて

工事区分表について､浴槽が建築工事で､6F作業療法室に1か所見受け
られますが､仕様をご指示下さい｡
又､ｼｬﾜｰﾊﾟﾝが見受けられませんが､必要であれば仕様と数量をご指示下
さい｡

リハビリで使用するため水栓は不要です。
TOTO PYS1412R同等品としてください。

202
A-002
A-169

洗面化粧台部化粧鏡の
工事区分について

工事区分表-1において、洗面化粧台部化粧鏡が衛生工事と記載されて
おりますが、部分詳細図(4)D4-5及び水廻り詳細図では建築工事の様に
思われます。
建築工事と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

203 下り天井の下地について 特記無き限り、PBt=12.5と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

204 ﾒｰｶｰ品番について

下記項目の参考ﾒｰｶｰ名・品番・ｸﾞﾚｰﾄﾞ等について御指示下さい。
■置床下　防塵塗装
■視覚障害者用点字鋲
■階段室　点字ﾌﾞﾛｯｸ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴｽﾄﾗﾏｰ製
■階段室　壁付手摺
■ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ
■点滴ﾚｰﾙ
■電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
■階段室　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

■置床下　防塵塗装　→A-007図示（ABC商会　カラートップA同等品）
■視覚障害者用点字鋲→SUS製　中等品
■階段室　点字ﾌﾞﾛｯｸ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴｽﾄﾗﾏｰ製→中等品
■階段室　壁付手摺　→ナカ工業同等品
■ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ　→TOSO　TC10同等品
■点滴ﾚｰﾙ　→TOSO同等品
■電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ　→ニチベイ　シルバースクリーン同等品
■階段室　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　→マーブル　ｔ2.0　中等品

205 A-002、P-116
浄化槽棟用仮設市水引込管
の負担金について

浄化槽棟用仮設市水引込管の負担金についても別途で宜しいでしょう
か。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

206 A-002・G-069 沓洗場の施工場所について
工事区分表－１において、沓洗場が外構となっていますが、施工範囲・仕
様・詳細が不明です。沓洗場は外構部分詳細図（２）のＤ－２４：洗い場と
想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

207
A-005

解体手順図A1
解体図一式

既存解体

現況配置図と解体手順図（１）の解体建物において、解体図のどの図面か
判定できない棟があります。現況配置図に、図面を照合出来ない棟を
マーキングしますので、解体図のどれを参照するのか教えてください。
※それでも不明な場合、現地確認だけで見積いたします。

意匠別紙4を参照ください。　（図面の無い建物をリスト化します）

208 A-007 地下二重壁の範囲ついて

共通特記事項 内装工事において、地下二重壁内水抜きは硬質塩ﾋﾞ管50
φを1ｽﾊﾟﾝに2か所設置する。内部は防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上と記載されてお
りますが、地下二重壁の範囲が不明です。該当無しと考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

209 A-007 ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ貼りについて

ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ貼りについて､特記仕様書で装飾ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌｨﾙﾑ･紫外線ｶｯﾄ･飛
散防止がありますが､飛散防止以外の項目に関して詳細が不明です。そ
れぞれ該当建具及びﾒｰｶｰ名･品番をご指示下さい。

飛散防止フィルムは3Mクラウド同等品としてください。家具図受付カウン
ター等にデザインフィルムを使用しています。（塩ビフィルムIROZUMI同等
品）紫外線カットは使用していません。

210 Ａ-007
結露防止グライト吹付けの厚
さについて

共通特記事項　外壁において、「外部に面する金属裏面には断熱材とし
てグライト吹付け（結露防止）とする。」とありますが、グライト吹付けの厚さ
が不明です。Ｔ５と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

211 Ａ-007 建具の支持材について

共通特記事項　建具において、「建具を取付け支持する通しの構造材は
ステンレス型鋼、またはスチール型鋼溶融亜鉛メッキ品とする。」とあります
が、「建具を取付け支持する通しの構造材」とは何を示すか不明確です。
具体的な項目を御指示下さい。

外壁建具の開口補強を示しています。スチール型鋼溶融亜鉛メッキ品とし
てください。

212 Ａ-007・175 建具の支持材について

上記において、外壁押出成形セメント板の開口補強金物の事の場合、部
分詳細図（１０）Ｄ１０－２外壁押出成形セメント板（縦張り、横目地・縦目地
部）仕様欄より、「パネル取付金物及び下地金物共耐火被覆を施すこと」
とあり、耐火被覆が必要となります。耐火被覆が必要な場合も、ステンレス
型鋼、またはスチール型鋼溶融亜鉛メッキ品を想定いたしますが宜しいで
すか。

お見込みの通りです。（今回、開口補強に耐火被覆は必要ありません。）
スチール型鋼溶融亜鉛メッキ品としてください。

213 Ａ-007 建具の支持材について
上記において、対象項目が何れの場合も、”スチール型鋼溶融亜鉛メッキ
品”を入札仕様と致しますが宜しいですか。 お見込みの通りです。スチール型鋼溶融亜鉛メッキ品としてください。

214 A-007 ＥＶ周囲の断熱材について

共通特記事項、内装工事において、「ＥＶのＲＣ室周囲はすべて硬質ウレ
タンフォームＴ３５吹付とする」とありますが、「ＲＣ室周囲」の意味が不明で
す。「ＲＣ室周囲」の具体的な範囲をご指示ください。

シャフト壁面及び天井面としてください。

215 A-007
二重床下の防塵塗装の仕様
について

共通特記事項・内部工事に於いて、「ＯＡフロア、フリーアクセスフロア、ユ
ニットフロア下は特記なき限り、防塵塗料とする」と指示がありますが、防塵
塗装の同等メーカー・品番が不明です。御指示下さい。

特に指定はございません。監督員に了承を得てください。

216 A-007
床タイル（Ａ）のデザイン貼り
について

材料表に於いて、床タイル（Ａ）に６００×３００、３００×３００、６００×１５０
（カット加工）、デザイン張りの指示がありますが、デザイン張りの詳細が不
明です。デザインの形状や、それぞれの割合を御指示下さい。

1階平面詳細図を参照してください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

217 A-007
床タイル（Ｂ）のデザイン貼り
について

材料表に於いて、床タイル（Ｂ）に６００×３００、３００×３００、デザイン張り
の指示がありますが、デザイン張りの詳細が不明です。デザインの形状
や、それぞれの割合を御指示下さい。

300×300のみとしてください。

218 A-007
ビニール床シートの仕様に
ついて

材料表において、ビニール床シート（Ｄ）（Ｅ）に単層の指示がありますが、
カタログを調べたところ複層でした。複層と想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。

219 A-007
ビニール床シートの仕様に
ついて

材料表において、ビニール床シート（Ｈ）に東リ：ＳＦフロアの指示がありま
すが、カタログを調べたところ該当するものがありませんでした。東リ：ＳＦフ
ロアNWと読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

220 A-007
ビニール床タイルの仕様に
ついて

材料表において、ビニール床タイル（Ｂ）に複層の指示がありますが、カタ
ログを調べたところ単層でした。単層と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

221 A-007
アルミ複合版の仕様につい
て

材料表において、アルミ複合板に三菱：プランチックアルポリックの指示が
ありますが、カタログを調べたところ該当するものがありませんでした。三菱
ケミカル：アルポリックと読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

222 A-007 メーカー・品番について

下記のメーカー・品番が不明です。御指示下さい。
【床】
①ビニル床シート　単層　Ｔ２．０　（マーブル）
【天井】
②アルミルーバー（A）　Ｗ３０×Ｄ１３０
③ＤＲ　ｔ１２　ハルタカ模様
【壁】
④ビニルクロス
⑤タイル（E）　磁器質　１００角
【腰壁】
⑥腰壁シート

①東リ　フロアマーブル同等品
②アイカオルティノルーバー同等品
③吉野石膏　ソーラトン 平板同等品
④サンゲツTH8911同等品
⑤TOTO　ミスティパレット同等品
⑥タジマ KG301同等品

223 A-007
強化ガラスの飛散防止フィル
ムについて

材料表において、強化ガラスに飛散防止フィルムとありますが、強化ガラス
面には建具表に飛散防止フィルムの指示が無くても必要で宜しいです
か。

お見込みの通りです。

224 A-007 壁LGS45の範囲について
共通特記事項で外壁面等GL工法分､LGS内引戸引込み部分にｺﾝｾﾝﾄ,ｽ
ｲｯﾁ等設備関係設置の際はLGS45ﾌｶｼ壁と記入がありますが､該当場所
が不明です。御指示下さい｡

ｺﾝｾﾝﾄ,ｽｲｯﾁ等設備関係設置部で設置できない箇所については、LGS45
とします。

225 A-007
壁(化粧)ｹｲｶﾙ板下の耐水石
膏ﾎﾞｰﾄﾞについて

共通特記事項で(化粧)ｹｲｶﾙ板仕上は下地耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞと記入がありま
すが､耐火間仕切を除く､表層ﾎﾞｰﾄﾞが石膏ﾎﾞｰﾄﾞ･硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞの範囲を
耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞと読み替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

水を使用する部屋及び部分（WC、SW、浴室、機械浴室、水治療、シンク
の水槽背面及び側面）は下地の上張りを耐水石膏ボードとしてください。
耐火間仕切が面する場合は､耐水PBt12.5を増張してください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

226 A-007
ﾀｲﾙ下の耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞにつ
いて

共通特記事項でﾀｲﾙ下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞの際は耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞと読み替えと記
入がありますが､耐火間仕切の範囲を除く､硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞの場合も耐水
石膏ﾎﾞｰﾄﾞに読み替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

水を使用する部屋及び部分（WC、SW、浴室、機械浴室、水治療、シンク
の水槽背面及び側面）は下地の上張りを耐水石膏ボードとしてください。
耐火間仕切が面する場合は､耐水PBt12.5を増張してください。

227 A-007 凡例FKについて
凡例床･壁･天井ではけい酸ｶﾙｼｳﾑ板､材料表壁(内装)では特殊UV塗料
硬質ｾﾒﾝﾄ板と相違します。凡例床･壁･天井を正と解釈して宜しいでしょう
か。御指示下さい。

お見込みの通りです。

228 A-007 防振天井の範囲について

共通特記事項で屋上機械置場の下階の室の天井吊金物は防振吊金物と
し､壁軽鉄ｽﾀｯﾄﾞは防振工法とすることと記入がありますが、該当範囲が不
明です。7階全てに該当するものと解釈して宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

不要とします。

229 A-007 防振天井の仕様について
屋上機械置場の下階の室の防振吊金物の仕様が不明です。御指示下さ
い。

不要とします。

230 A-007
壁軽鉄ｽﾀｯﾄﾞ防振工法の範
囲･仕様について

共通特記事項で屋上機械置場の下階の室の壁軽鉄ｽﾀｯﾄﾞは防振工法と
することと記入がありますが、下階ｽﾗﾌﾞ～ｽﾗﾌﾞ(梁底)の間仕切のみに適用
するものと解釈して宜しいでしょうか。仕様を併せて御指示下さい。

不要とします。

231 A-007 遮音天井の範囲について

共通特記事項で屋上機械置場の下階の室の天井吊金物は防振吊金物と
し､壁軽鉄ｽﾀｯﾄﾞは防振工法とすること。又､上下階は全て天井仕上+遮音
天井と記入がありますが､上下階に該当する範囲が不明です。御指示下さ
い。

下階のみとお考えください。

232 A-007 結露防止材の範囲について

共通特記事項で監督員指導の下､結露の発生が予測される部分(無菌個
室､新生児室､沐浴授乳室、分娩室､GUC･未熟児室､機械浴室､SW室等)
には結露防止剤を塗装することと記入がありますが、該当場所が不明で
す。御指示下さい｡

外壁側壁とします。

233 A-007 内部 仕様程度について

下記項目の仕様程度(ﾒｰｶｰ名･品名･品番)を御指示下さい。
･壁､天井 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ(医療施設用)
･壁 ﾀｲﾙE
･壁 腰壁ｼｰﾄ
･化粧ｼｰﾄ

・サンゲツTH8911同等品以上としてください。
・TOTO　ミスティパレット同等品としてください。
・タジマ KG301同等品としてください。
・A-120図を参照ください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

234 A-007 ｶﾞﾗｽ面ﾌｨﾙﾑについて

共通特記事項･材料表　ｶﾞﾗｽ面ﾌｨﾙﾑについて､下記を御指示下さい｡

①ﾌｨﾙﾑ貼:3M ﾌｧｻﾗ同等とありますが､建具表記載のﾌｨﾙﾑ貼に適用と考
えて宜しいでしょうか｡
②ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ貼:装飾用ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌｨﾙﾑ･紫外線ｶｯﾄとありますが､建具表に図
示がありません｡建具ｶﾞﾗｽ面には該当無しと考えて宜しいでしょうか｡

①３Mクラウド同等とし、建具表のフィルム貼りに適用と考えてください。
②家具図受付カウンターを正としてください。

235 Ａ-007　共通特記仕様書
内装工事におけるＥＶのＲＣ
室周囲断熱について

全て硬質ウレタンフォーム35吹付と記載してあります。具体的な部位を御
指示下さい。

EVシャフト内壁面及び天井面です。

236
Ａ-007
Ａ-015

車庫の塗床の厚さについて

仕上表（８）に於いて、浄化槽棟１階車庫にエポキシ樹脂系塗床の指示が
ありますが、材料表では厚さＴ２．０及びＴ０．８の指示がありどちらを使用
するのか不明です。Ｔ０．８を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

237
A-007
A-120

飛散防止ﾌｨﾙﾑについて
飛散防止ﾌｨﾙﾑについて､下記の様に相違しています｡特記仕様書で考え
てよろしいでしょうか｡御指示下さい。
■特記仕様書 住友3Mｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ同等品
■建具共通仕様書 住友3M「高強度型程度」>ｸﾗｳﾄﾞ同等品

クラウド同等品としてください。

238
A-007
A-120

飛散防止フィルムの品番に
ついて

飛散防止フィルムの品番に相違があります。
・材料表　―　３M：スコッチティント同等品
・建具共通事項　―　住友３M高強度型程度　クラウド同等品
３M：スコッチティント同等品を正と考えて宜しいですか。

クラウド同等品としてください。

239
A-007
A-120

衝突防止表示の材質につい
て

衝突防止表示の材質について､共通特記事項で塩ﾋﾞｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ､建具
共通仕様書でｽﾃﾝﾚｽと相違します｡塩ﾋﾞｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄを正と解釈して宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

仕様はサイン図を正としてください。

240
A-007

A-129他
飛散防止ﾌｨﾙﾑについて

飛散防止ﾌｨﾙﾑについて､下記を御指示下さい｡

①共通特記事項･材料表において､壁(内装)-強化ｶﾞﾗｽ-飛散防止ﾌｨﾙﾑと
ありますが､建具表ではSTD-1･SD-1等一部建具の強化ｶﾞﾗｽに飛散防止
ﾌｨﾙﾑの図示がありません｡強化ｶﾞﾗｽ部は全て飛散防止ﾌｨﾙﾑが必要と考
えて宜しいでしょうか｡
②上記①に関連し､複層ｶﾞﾗｽに使用される強化ｶﾞﾗｽ部及び特定防火設
備等の耐熱ｶﾞﾗｽ部も同様に､図示なくとも飛散防止ﾌｨﾙﾑが必要と考えて
宜しいでしょうか｡

①、②共　お見込みの通りです。

241
A-007
A-166

異種下地見切りの相違

壁異種下地部見切縁の形状に相違があります。
・共通特記事項　―　П型
・部分詳細図（１）　―　ハット型
П型を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

242
A-007
A-166
S-02

嵩上げコン内溶接金網の相
違

嵩上げコンクリート・防水押えコンクリート内の溶接金網の形状に相違があ
ります。
意匠図　共通特記事項　―　φ６－１５０×１５０
・部分詳細図（１）　―　φ６－１５０×１５０
・構造関係特記仕様書（１）　―　φ６－１００×１００
φ６－１５０×１５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

243
A-007
A-167

配線ﾋﾟｯﾄ内部 防塵塗装につ
いて

配線ﾋﾟｯﾄ内部 防塵塗装について､A-007図に記載のABC商会 ｶﾗｰﾄｯﾌﾟA
程度と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

244
A-007
A-168

木製巾木の仕様について

木製巾木の仕様について､下記の様に相違しています｡
･共通特記事項･材料表:OSCL+県産材ﾋﾉｷ
･部分詳細図(3)D3-1:SOP+堅木
共通特記事項･材料表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

245
A-007
A-170

取付下地補強の範囲につい
て

図面に記載されている以外の下記の範囲に取付下地補強が必要と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
■仕様　ｽﾁｰﾙPL-1.6
■跳上式手摺　200×400
■背もたれ　400×400
■前方ﾎﾞｰﾄﾞ　300×900
■紙巻器・ﾀｵﾙ掛け　300×300
■ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ　500×200

お見込みの通りです。なお、2つのLGS下地に固定できる幅とします。
跳上式手摺は900×900とします。

246
A-007

参考数量書P-300
壁ﾎﾞｰﾄﾞ下地の仕様について

特記無き限り継目処理工法とし､寒冷紗ﾊﾟﾃしごきとありますが､参考数量
書より貼物･塗装･吹付下の壁石膏ﾎﾞｰﾄﾞはﾃｰﾊﾟｰｴｯｼﾞﾎﾞｰﾄﾞと解釈して宜
しいでしょうか。御指示下さい。

寒冷紗ﾊﾟﾃしごきを正とします。

247 A-007、031他
断熱材吹付の防火ｺｰﾄ
について

断熱材吹付ｔ35の箇所は、防火ｺｰﾄを施すと考えてよろしいでしょうか。 不要とします。

248 A-007～015 壁ｹｲｶﾙ板の納まりついて

共通特記事項で壁ｹｲｶﾙ板仕上はｼﾞｮｲﾝﾄ部及び床･天井取合について
は全てｼｰﾘﾝｸﾞと記入がありますが､仕上表では目地ｼｰﾙの有無は部屋に
よって使い分けされています。仕上表を正とし､目地ｼｰﾙと記入が無い部
屋は目透し張り（目地底化粧ﾃｰﾌ張り）と解釈して宜しいでしょうか。御指
示下さい。

お見込みの通りです。

249 A-007～015
壁化粧ｹｲｶﾙ板の納まりにつ
いて

共通特記事項で壁化粧ｹｲｶﾙ板仕上はｼﾞｮｲﾝﾄ部及び床･天井取合につ
いては全てｼｰﾘﾝｸﾞと記入がありますが､仕上表では目地ｼｰﾙの有無は部
屋によって使い分けされています。壁化粧ｹｲｶﾙ板(FK-D･FK-D2･FK-
D3)は全て防ｶﾋﾞ目地ｼｰﾙ納まりと解釈して宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

お見込みの通りです。但し、FK－Dでシール無しで納まる箇所は
シール無しとします。

250 A-007～015
塗床立上げの納まりについ
て

塗床･防塵塗装立上げの範囲にはRC立上りが必要と解釈して宜しいで
しょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。但し、納まり上、RC立上りとできない部分は乾式下
地を設ける。

251 Ａ-007･031他
病室スラブ下断熱材につい
て

共通特記事項、内部工事に於いて、「病室部分のスラブ下に硬質ポリスチ
レンフォームＴ５０」の指示がありますが、矩計図（１）他では外壁面折返し
の硬質ウレタンフォーム吹付のみの指示です。今回、病室は５階からにな
りますが、５階病室部スラブ下に硬質ポリスチレンフォームＴ５０は必要で
しょうか。御指示下さい。

病室のスラブ下が外部の場合に硬質ポリスチレンフォームＴ５０と考えてい
ます。内部の場合は必要なしです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

252 Ａ-007･034
外部に接するスラブ下断熱
材の厚さについて

矩計図（４）他に於いて、最上階スラブ下に硬質ウレタンフォーム吹付Ｔ３５
の指示がありますが、共通特記事項、内部工事では外部に接する断熱は
Ｔ５０の指示です。最上階スラブ下断熱はＴ５０を想定いたしますが宜しい
ですか。

お見込みの通りです。

253 A-007・047･166 便所回り遮音壁について

共通特記事項、室内騒音レベルにおいて、「便所廻りの軽鉄間仕切には
グラスウールＴ５０（２４㎏／ｍ３）を充填」とありますが、１階平面詳細図（１）
Ｇ～Ｈ通り・２通りＷＣ３周囲の間仕切仕様はＷＴ－１（グラスウール充填は
無し）です。部分詳細図（１）のＷＴ－２Ｇに読み替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

254 A-007・091
天井ルーバーの取付要領に
ついて

１階天井伏図（１）及び２階天井伏図（１）・（３）において、天井にアルミルー
バー（Ａ）Ｗ３０×Ｄ１５０がありますが、下記を御指示下さい。
①ボード天井面の取付部詳細
②天井内下地金物等

アイカ　工業標準仕様程度とします。

255 A-007･166
WC･(化粧)ｹｲｶﾙ板･ﾀｲﾙ下
の壁耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞの納まり
について

耐火間仕切面に耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞの増張は不要と解釈して宜しいでしょう
か。御指示下さい。

水を使用する部屋及び部分（WC、SW、浴室、機械浴室、水治療、シンク
の水槽背面及び側面）は下地の上張りを耐水石膏ボードとしてください。
耐火間仕切が面する場合は､耐水PBt12.5を増張してください。

256 A-007･166他
ﾒｰｶｰ･商品名･品番につい
て

図面上で同等品と記入がない製品に関しても、同等品可と解釈して宜し
いでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

257 A-007･168 木製巾木の仕様について
材料表では県産材ヒノキのＯＳＣＬ塗、部分詳細図では堅木のＳＯＰ塗と
相違します。材料表を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

258 A-007･168 ﾒﾗﾐﾝ巾木の厚みについて
材料表では厚8､部分詳細図では厚3と相違します。材料表を正と解釈し
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

259 Ａ-007・建築工事特記仕様書60/61 保健所対応について
4床室は32㎡以上確保と記載ありますが、設計図通り施工すれば問題な
いと考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

設計図上問題ありません。プラン変更への配慮及び施工図レベルでの
チェックを必ず行って確認願います。

260
A-7

A-166･168
壁ﾀｲﾙ下地について

A-168図 D3-3において､ﾀｲﾙ下地がFKt6+6となっていますが､A-166図
各壁凡例では該当がありません｡又､A-7図共通特記事項では､ﾀｲﾙ下地
GB-Rの際はGB-Sと読み替えるとあります｡
A-168図を正としﾀｲﾙ下地については全てFK-t6.0+6.0と読み替えるので
しょうか｡又その場合､耐火間仕切面についてはKF-t6.0 1枚を増し貼と考
えてよろしいですか｡

タイル下地は一枚をFKｔ6.0に読み替えるものとし、
耐火間仕切り面はFKｔ6.0を増貼とします。

261
A-7

A-8～15
化粧ｹｲｶﾙ板の目地ｼｰﾙに
ついて

A-7図 共通特記事項において､｢(化粧)ｹｲｶﾙ板仕上の各ｼﾞｮｲﾝﾄ部及び
壁･天井の取合部については全ｼｰﾘﾝｸﾞ処理を施す｣とありますが､仕上表
では+防ｶﾋﾞｼｰﾘﾝｸﾞの記載が無い場合があります｡全てｼｰﾘﾝｸﾞを見込んで
よろしいですか｡

お見込みの通りです。

262 Ａ-008
防水立上り保護に乾式保護
材（押出成形セメント板Ｔ１５）
の仕上について

外装・外構仕上表において、２・６階屋根２の防水立上り保護に乾式保護
材（押出成形セメント板Ｔ１５）の指示がありますが、仕上が不明です。素地
仕上を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

263 Ａ-008
３階テラス軒天の外壁下端
役物（既製品）について

外装・外構仕上表において、３階テラス軒天に、外壁下端役物（既製品）と
ありますが、仕様が不明です。アルミを想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

264 Ａ-008
１階廻り外部床タイル施工範
囲について

外装・外構仕上表において、外構外部床仕上げエントランス周り磁器質タ
イル（タイルＡ）デザイン張りとありますが、施工範囲が不明確です。１階平
面詳細図（１）７通りＡ通りの風除室３前の免震ＥＸＰ．Ｊ金物設置巾のみと
想定いたしますが宜しいですか。

⑦－⑬通り、x4-I通りロータリー周り歩道全てとしてください。（犬走り含む）

265 A-008
受付・会計窓口の壁仕上に
ついて

仕上表（１）に於いて、１階＜医事課・地域サービス課＞の受付・会計窓口
の壁仕上に吹付塗装（Ｂ）、（Ｃ）、タイル（Ａ）の指示がありますが、それぞ
れの施工範囲が不明です。御指示下さい。

展開図を参照してください。
吹付塗装（B）はカウンター裏、吹付塗装（C）はその他です。

266
A-008
Ａ-080

総合待合・記載コーナーの
壁仕上について

仕上表（１）に於いて、１階＜医事課・地域サービス課＞の総合待合・記載
コーナーの壁仕上に吹付塗装（Ｂ）、（Ｃ）、タイル（Ａ）の指示があります
が、主要展開図（１）では吹付塗装（Ｂ）の図示が無く範囲が不明です。御
指示下さい。

展開図を参照してください。
吹付塗装（B）はカウンター裏、吹付塗装（C）はその他です。

267 A-008 投薬窓口の壁仕上について

仕上表（１）に於いて、１階＜医事課・地域サービス課＞の投薬窓口の壁
仕上に吹付塗装（Ｂ）、（Ｃ）の指示がありますが、それぞれの施工範囲が
不明です。御指示下さい。

カウンター裏が吹付塗装（B）です。

268 A-008 庇2･3について
庇2･3の竪樋仕様は外部･外構仕上表 救急･ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ庇に記入のｱﾙﾐ
ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽとし寸法は100角と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

269 A-008
外壁ECP下地ﾀｲﾙの
大きさについて

ﾀｲﾙ厚が15㎜で剥落が懸念されますので、ﾀｲﾙ毎にSUS引き線（径0.4㎜
以上）で留める工法としてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

270 A-008 アス防水の脱気について
アスファルト防水脱気装置の数量、仕様が不明です｡御指示下さい。

1箇所＠80㎡、仕様：標準仕様とします。

271
Ａ-008
Ａ-007

ＰＳ他の床仕上の相違

ＰＳ・ＥＰＳ・ＤＰＳの床仕上に相違があります。
・仕上表（１）　―　弾性ウレタン樹脂系塗床Ｔ２．０
・共通特記事項・材料表　内部工事　―　防塵塗装
弾性ウレタン樹脂系塗床Ｔ２．０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

272

Ａ-008
Ａ-008
Ａ-008
Ａ-008
Ａ-008
Ａ-033
Ａ-033
Ａ-037

Ａ-174
Ａ-176
Ａ-176

各項目の仕様について

下記の仕上・雑物などについて、見積図に記載の内容では、グレードが
判りません。メーカー・品番を御指示下さい。
①２・６階屋根　伸縮目地
②３階テラス他軒天　外装薄塗材Ｅ
③外壁押出成形セメント板面　親水性フッ素樹脂塗装
④４・５階下り壁　打放し面　フッ素樹脂塗装
⑤リニアック棟・浄化槽外壁　アクリルシリコン塗装
⑥エントランス庇丸柱型　撥水材塗布
⑦エントランス庇丸柱型　耐火塗料
⑧３階テラス他　屋上緑化システム（耐根シート・透水シート）
⑨既製アルミ庇
⑩５階光庭他　ウッドデッキ
⑪５階光庭　ベンチ

共通で、仕上げ表及び、参考内訳書の備考欄の仕様同等とし、
無いものは中等品とお考えください。
⑧東邦レオ同等品
⑨アルフィン同等品
⑩ハンディウッド同等品

273
Ａ-008
Ａ-028

フッ素樹脂塗装下地打放し
面の種別について

フッ素樹脂塗装下地打放し面の種別に相違があります。
・外装・外構仕上表　―　Ａ種
・立面図（１）凡例Ｍ　―　Ｂ種
Ａ種を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

274
A-008
A-091

天井仕上の相違

１階ＥＶホール３の天井仕上に相違があります。
・仕上表（１）　―　ＦＫ－ｔ６＋リブボード＋ＥＰ－Ｓｉ
・１階天井伏図（１）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＦＫ－ｔ６＋リブボード＋ＥＰ－Ｓｉを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

275
A-008
A-092

天井仕上の相違

１階消火ポンプ室の天井仕上に相違があります。
・仕上表（１）　―　打放し素地
・１階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
打放し素地を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

276
A-008
A-092

天井仕上の相違

１階受付１・２、相談・問診コーナー天井のリブボードの下地に相違があり
ます。
・仕上表（１）　―　ＦＫ－Ｔ６
・１階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ９．５
ＦＫ－Ｔ６を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

277
A-008
A-093

天井高さの相違

１階ＡＴＭ室、ＡＴＭメンテナンス室の天井高さに相違があります。
・仕上表（１）　―　ＣＨ＝２，２００
・１階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，２００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

278
A-008
A-093
A-037

天井高さの相違

１階寝台車庫の天井高に相違があります。
・仕上表（1）　―　スラブ下まで
・１階天井伏図（３）　―　スラブ下まで
・矩計図（７）　―　ＣＨ＝２，５００
スラブ下までを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

279
A-008
A-101

下り壁部の軒天について

外部仕上表 4･5F下がり壁部の軒天について､FK-Dt6.0+EP-Gとあります
が､4階天井伏図よりFKt6.0+EP-Gに読み替えて宜しいでしょうか。御指示
下さい｡

お見込みの通りです。

280
Ａ-008

建築工事特記仕様書Ｐ１３
防水押えコン内溶接金網の
寸法について

２・６階屋根２他、防水押えコン内溶接金網の寸法に相違があります。
・外装・外構仕上表　―　６φ×１５０
・建築工事特記仕様書Ｐ１３　５章鉄筋工事　―　φ６－１００×１００
６φ×１５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

281
Ａ-008

建築工事特記仕様書Ｐ３２
屋根の仕様について

マニホールド室屋根の仕様に相違があります。
・外装・外構仕上表　―　折板屋根
・建築工事特記仕様書Ｐ３２　１３章屋根及びとい工事　―　かん合式立て
ハゼ葺き
折板屋根を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

282
A-008

参考数量書P-181
外壁ﾀｲﾙにつて

外壁 せっ器質ﾀｲﾙの仕様が外部･外構仕上表 外壁 1～3階欄では
190*40*15、参考数量書 ﾀｲﾙ 外部では220*60*15で相違します。外部･
外構仕上表を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

283 A-008、069 竪樋の仕様について

内部竪樋の仕様が下記の様に異なります。外部仕上表を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。
＊外部仕上表：配管用鋼管 防露巻
＊８階平面詳細図：ＶＰ φ１５０

配管用鋼管 防露巻を正としてください。

284 A-008･010･091
天井ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞの下地につい
て

仕上表ではｹｲｶﾙ板厚6又は､石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5､天井伏図では石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚9.5と相違します｡仕上表を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

ｹｲｶﾙ板厚6を正とします。

285 A-008･021 2階屋根について
外部･外構仕上表 部位欄で2.6階屋根2の記入がありますが2階平面図に
は屋根2の記入が見当りません。場所を御指示下さい。

2階屋根2は3階平面図に記載の屋根2とお考えください。

286 A-008･022 3階屋根1について
外部･外構仕上表 部位欄で3.4階屋根1の記入がありますが3階平面図に
は屋根1の記入が見当りません。該当場所を御指示下さい。

3階屋根1は、4階平面図の屋根1とお考えください。

287 A-008･022 3階屋根について
外部･外構仕上表 部位欄で3.4階屋根1の記入がありますが、3階には屋
根1の記入が見当りません。場所を御指示下さい。

3階屋根1は、4階平面図の屋根1とお考えください。

288 A-008･023 4階屋根1について
4階平面図 Ｉ通に屋根1(ｳﾚﾀﾝ･ｺﾞﾑｱｽ複合防水)の記入がありますが、矩計
図(3)では塗膜防水(X-2)の記入で相違します。屋根1の範囲を御指示下
さい。

ｳﾚﾀﾝ･ｺﾞﾑｱｽ複合防水を正とします。なお、4階屋根1は5階平面図屋根1と
お考えください。

289 A-008･024 5階屋根について
外部･外構仕上表 部位欄で4階.5階光庭(N)の記入がありますが、5階光
庭(N)とは4階光庭(N)の上部ｾｯﾄﾊﾞｯｸ部屋根部分と解釈して宜しいでしょう
か。御指示下さい。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

290 A-008･025 6階屋根について
外部･外構仕上表 部位欄で3.4.6.7.8階屋根、2.6階屋根2、6階屋根の記
入がありますが、6階平面図には屋根が見当りません。 場所を御指示下さ
い。

6階の屋根は7階平面図に記載の屋根とお考えください。

291
A-008･036･037

参考数量書P-185･186
庇2･3について

外部･外構仕上表 部位欄 救急･ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ庇は2階平面図に記入の庇
2・庇3が該当でしょうか。 該当の場合、屋根仕様が仕上表では折版屋根
H=100 長尺耐酸被覆鋼板厚0.8、矩計図(6)B通 庇2、矩計図(7)13通 庇3
では完全かん合式折版(山高200)で相違します。 参考数量書 屋根及びと
い 外部の項目により、矩計図を正と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下
さい。

ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.8 H200としてください。

292 A-008･036他
3階庇･4～7階病棟庇につい
て

ﾊﾞﾙｺﾆｰ･庇の外壁側はRC立上り H100 塗膜防水と解釈して宜しいでしょ
うか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。但し、床面がウレタン・ゴムアス複合防水の部分は
立ち上がりも同様とします。

293 Ａ-008・047他 ＰＳ他の壁仕上について

仕上表（１）に於いて、１～８階＜共通＞のＰＳ・ＥＰＳ・ＤＰＳ・ＦＳの壁が打
放し補修の指示ですが、１階平面詳細図他では乾式間仕切及び外壁部
もあります。乾式間仕切面はボード素地、外壁面は断熱材現しを想定い
たしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

294 A-008･325 浄化槽棟 屋根について
外部･外構仕上表 浄化槽棟 部位欄 B1屋根の記入がありますが、該当場
所が不明です。御指示下さい。

1階の受水槽置場等がB1の屋根に該当します

295 A-008･A-047～070 竪樋について

外部･外構仕上表 ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ･樋欄で内竪樋 北西側150φ･その他100
φ、外竪樋 北東側150角・その他100角の記入がありますが、平面詳細図
の凡例では特記なき限り内竪樋150φ、外竪樋150角の記入があり、100φ
の記入が見当りません。内竪樋100φ・150φ、外竪樋100角・150角の明
確な区分を平面詳細図で御指示下さい。

外部･外構仕上表 ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ･樋欄で内竪樋 北西側150φ･その他100
φ、外竪樋 北東側150角・その他100角としてください。

296 Ａ-008他
天井アルミ複合板の下地に
ついて

仕上表（１）他に於いて、風除室１他の天井にアルミ複合板三菱プランテッ
ク・アルポリック同等品の指示がありますが、下地のボードが不明です。石
膏ボードＴ１２．５を想定いたしますが宜しいですか。

部分詳細図を参照してください。

297 Ａ-008他
巾木高さの指示が無い床材
立上げについて

仕上表（１）他に於いて、風除室３他床材立上げに巾木高さが無い部屋が
あります。特記無き巾木はＨ＝１００を想定いたしますが宜しいですか。 特記なき場合はH６０です。

298 Ａ-008他
直天の部屋の廻り縁につい
て

仕上表（１）他に於いて、１階＜共通＞の消火ポンプ室他の直天部に廻り
縁の指示ありますが、直天の為、不要と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

299 Ａ-008他 二重床の仕様について

下記の項目の同等メーカー・品番が不明です。御指示下さい。
①１階医事課他床下地　―　ＯＡフロア
②２階院内売店他床下地　―　鋼製床組

①三洋工業　サンフロア同等品
②三洋工業　メタルベース同等品

300 A-8 庇2･3 竪樋のｻｲｽﾞについて､ 庇2･3 竪樋のｻｲｽﾞについて､100角と考えてよろしいですか。 お見込みの通りです。

301 A-8
ﾊﾞﾙｺﾆｰ 竪樋のｻｲｽﾞについ
て､

ﾊﾞﾙｺﾆｰ 竪樋のｻｲｽﾞについて､100角と考えてよろしいですか。 お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

302
A-8

A-305他
EVﾋﾟｯﾄについて

EVﾋﾟｯﾄについて､
A-8図 防塵塗床
A-305他図 塗布防水
とありますが､A-305他図を正と考えてよろしいですか｡程度についても併
せてご指示下さい｡
又､ESCﾋﾟｯﾄについても同様に考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

303
A-8
A-32
A-103

4-7F病棟庇軒天仕上につい
て

4-7F病棟庇軒天仕上について､
A-8図:ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ塗装
A-32･103図:外装薄塗材E
とありますが､打放面補修 外装薄塗材Eを正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

304
A-8
A-36

庇2 折板の仕様･山高につ
いて

庇2 折板の仕様･山高について､
A-8図:長尺耐酸被覆鋼板t0.8 H100
A-36図:ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.8 H200
とありますが､A-36図を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

305
A-8
A-36

庇2･3軒天について､

庇2･3軒天について､
A-8図:FK-D t6.0+6.0 外装薄塗材E
A-36図:軒天無し
とありますが､A-36図を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

306
A-8
A-36

4･5F下り壁 軒天について

4･5F下り壁 軒天について､
A-8図:FK-D t6.0
A-36図:FK t6.0
とありますが､A-36図を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

307
A-8
A-37
A-98

3Fﾃﾗｽ軒天仕上について

3Fﾃﾗｽ軒天仕上について､
A-8図:外装薄塗材E
A-37･98図:EP-G
とありますが､EP-Gを正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

308
A-8
A-68

南側内部竪樋のｻｲｽﾞについ
て

南側内部竪樋のｻｲｽﾞについて
A-8図:φ100
A-68図φ150
とありますが､φ100を正と考えてよろしいですか。
又､中庭竪樋もφ100と考えてよろしいですか。

南側内部竪樋については全てφ100、中庭竪樋についても全てφ100とし
てください。

309
A-8
A-68

内部竪樋の仕様について

内部竪樋の仕様について
A-8図:配管用鋼管+防露巻
A-68図:VP管
とありますが､A-8図を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

310
A-8
A-68

外部竪樋の仕様について

外部竪樋の仕様について
A-8図:ｱﾙﾐ角樋
A-68図:ｽﾃﾝﾚｽ製角樋
とありますが､A-8図を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

311
A-8
A-91

EVﾎｰﾙ3天井仕上について

天井仕上について､仕上表ではFK-t6.0+ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞ+EP-Siのみですが､天
井伏図では2種類の使い分けとなっています｡凡例符号が無い部分は
DRt12仕上と考えてよろしいですか｡
(2.3F EVﾎｰﾙ3も同様)

お見込みの通りです。

312
A-8
A-95
A-36

2～4Fﾊﾞﾙｺﾆｰ1 軒天につい
て

2～4Fﾊﾞﾙｺﾆｰ1 軒天について､
A-8･95図:打放面補修+外装薄塗材E
A-36図:FK+EP-G
とありますが､A-36図を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

313
A-8
G-22

ｴﾝﾄﾗﾝｽ庇 幕板･軒天 ｱﾙﾐ
ﾊﾟﾈﾙの板厚について

ｴﾝﾄﾗﾝｽ庇 幕板･軒天 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙの板厚について､
A-8図:t4.0 ﾌｯ素焼付塗装
G-22図:t2.0 A-BE
とありますが､t2.0を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

314 A-8～15 天井下地について
天井仕上不燃木ﾊﾟﾈﾙについて､下地にGB-Rが必要であればﾎﾞｰﾄﾞ厚も
併せてご指示下さい｡

FK t6下地貼りとします。

315 A-8～15 ﾒｰｶｰ程度について

以下について,ﾒｰｶｰ程度ご指示下さい｡
･OAﾌﾛｱ H150
･OAﾌﾛｱ H200
･OAﾌﾛｱ H300
･鋼製床組 H300
･鋼製床組 H800
･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ形成板 t25

･OAﾌﾛｱ H150
･OAﾌﾛｱ H200
･OAﾌﾛｱ H300
･鋼製床組 H300
･鋼製床組 H800
→三洋工業同等品
･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ形成板 t25
→中等品とします。

316
A-8～15

A-91～111
天井ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞについて

天井ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞについて､
A-10～15図 FK-t6.0+ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞ+EP-Si
                 GB-Rt12.5+ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞ+EP-Si
A-91～111図凡例E GB-Rt9.5ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞ+EP-Si
とありますが､A-10～15図を正と考えてよろしいですか｡
又､1F中央処置待合のように仕上表に記載がなく天井伏図のみに図示の
場合はFK-t6.0+ﾘﾌﾞﾎﾞｰﾄﾞ+EP-Siと考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

317
A-009
A-091
A-031

天井高さの相違

１階初療１、ホールの天井高に相違があります。
・仕上表（２）　―　ＣＨ＝２，７００
・１階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，７００
･矩計図（１）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

318
A-009
A-091
A-265

ＭＲＩ室の天井高相違につい
て

１階ＭＲＩ室の天井高に相違があります。
・仕上表（２）　―　ＣＨ＝２，８００
・１階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，８００
・医療機器詳細図（１２）　―　ＣＨ＝２，５２０
ＣＨ＝２，８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

319
A-009
A-092

天井仕上の相違

１階放射線読影室の天井仕上げに相違があります。
・仕上表（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
・１階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

320
Ａ－００９
Ａ－０９３

天井高さの相違

１階泌尿器科Ｘ線ＴＶ室の天井高さに相違があります。
・仕上表（２）　―　ＣＨ＝２，５００
・１階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，８００
ＣＨ＝２，５００を正と考えて宜しいですか。

ＣＨ＝２，８００を正としてください。

321
A-009
A-250

筋電図室・脳波検査室の床
仕上相違

１階筋電図室・脳波検査室の床仕上に相違があります。
・仕上表（２）　―　ビニール床シート（Ｄ）
・放射線防護・シールド詳細図（３）
　　　　　　　　　―　タイルカーペットｔ６．５
ビニール床シート（Ｄ）を正と考えて宜しいですか。

放射線防護・シールド詳細図（３）
―　タイルカーペットｔ６．５を正としてください。

322 A-009･093 天井高さの相違

仕上表（２）において、１階放射線スタッフＷＣ７～９の備考欄にスタッフＷ
Ｃ８の天井高さはＣＨ＝２，４００の指示がありますが、１階天井伏図（２）で
はスタッフＷＣ７にＣＨ＝２，４００の指示があります。備考欄のスタッフＷＣ
８をスッタフＷＣ７に読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

323
A-009他
A-093他
A-081他

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（スクエア）の
厚さ相違

1階待合１他、天井の化粧石膏ボード（スクエア）の厚さに相違があります。
・仕上表（２）他　―　Ｔ９．５
・１階天井伏図（３）他　―　Ｔ９．５
・主要展開図（２）他　―　Ｔ１２
Ｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

324 A-010 天井仕上の範囲

仕上表（３）において、１階放射線治療・核医学の天井仕上にＧＢ－Ｒｔ１
２．５＋ビニルクロス、ＧＢ－Ｄｔ９．５の指示がありますが施工範囲が不明で
す。それぞれの施工範囲を御指示下さい。

治療室をＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ビニルクロス
機械室をＧＢ－Ｄｔ９．５としてください。

325
A-010
A-073

仕上の相違について

２階汚物処理室１の壁仕上に相違があります。
・仕上表（３）　―　ＥＰ－Ｓｉ
・水廻り展開図（３）　―　ＦＫ－Ｄ
ＥＰ－Ｓｉを正と考えて宜しいですか。

水廻り詳細図（３）　―　ＦＫ－Ｄを正としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

326

A-010
A-093
A-040
Ａ-041

天井高さの相違

１階待合３の天井高に相違があります。
・仕上表（３）　―　ＣＨ＝２，７００
・１階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，７００
・矩計図（１０）　―　ＣＨ＝２，５００
・矩計図（１１）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

327
A-010
A-093
A-041

天井高さの相違

１階ＲＩ待合の天井高に相違があります。
・仕上表（３）　―　ＣＨ＝２，５００
・１階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，５００
・矩計図（１１）　―　ＣＨ＝３，０００
ＣＨ＝２，５００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

328
A-010
A-093
A-041

天井高さの相違

１階ＳＰＥＣＴの天井高に相違があります。
・仕上表（３）　―　ＣＨ＝２，７００
・１階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，７００
・矩計図（１１）　―　ＣＨ＝３，０００
CＨ＝２，７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

329
A-010
A-093
A-041

天井高さの相違

１階操作・治療計画室の天井高に相違があります。
・仕上表（３）　―　CH＝２，５００
・１階天井伏図（３）　―　CH＝２，５００
・矩計図（１１）　―　CH＝３，０００
CH=２，５００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

330
A-010
A-093
A-041

天井高さの相違

１階ＣＴシュミレーターの天井高に相違があります。
・仕上表（３）　―　ＣH＝２，７００
・１階天井伏図（３）　―　ＣH＝２，７００
・矩計図（１１）　―　ＣＨ＝３，０００
ＣＨ＝２，７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

331
A-010
A-094

天井仕上の相違

２階ＥＶホール３天井のリブボードの下地に相違があります。
・仕上表（３）　―　ＦＫ－ｔ６
・２階天井伏図（１）　―　ＧＢ－Ｒｔ９．５
ＦＫ－Ｔ６を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

332
A-010
A-094

天井仕上の相違

２階外来受付１～３、相談・周診コーナー１～３天井のリブボードの下地に
相違があります。
・仕上表（３）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５
・２階天井伏図（１）　―　ＧＢ－Ｒｔ９．５
ＧＢ－Ｒｔ１２．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

333
A-010
A-096

天井高さの相違

２階化学療法隔離室の天井高に相違があります。
・仕上表（３）　―　ＣＨ＝２，７００
・２階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，７００を正と考えて宜しいですか。

ＣＨ＝２，５００を正としてください。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

334
A-010
A-096
A-034

天井高さの相違

２階化学療法室の天井高に相違があります。
・仕上表（3）　―　ＣＨ＝２，５００
・２階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，５００
・矩計図（4）　―　ＣＨ＝２，７００
ＣＨ＝２，５００を正と考えて宜しいですか。

ＣＨ＝２，５００を正としてください。

335
Ａ-010
S-103

操作・治療計画室の床下りに
ついて

仕上表（３）に於いて、１階＜放射線治療・核医学＞の操作・治療計画室
の床の躯体レベルにＦＬ－１５０及びＦＬ－３５０の指示がありますが、[リニ
アック棟]１階・２階床伏図ではＦＬ－１５０のみの指示です。ＦＬ－３５０は該
当無しといたしますが宜しいですか。

A-272　医療機器詳細図（20）を参照してください。

336 A-010・219
ユニットシャワーの数量につ
いて

ユニットバス詳細図（１）において、ＪＳＶ０８０８Ｌのタイプ表で「３Ｆ×２か所、
４F×２か所の合計が４か所」とありますが、リニアック棟の１階汚染検査室
横のＳＷにも１か所ある為、合計で５か所と想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。

337
Ａ-10
A-73

2F HWC4の壁仕上について

2F HWC4の壁仕上について､
A-10図 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
A-73図 FK-D2
とありますが､仕上表を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

338 Ａ-011
ＥＶホール５及び廊下４の天
井下地について

仕上表（４）に於いて、３階＜共通＞のＥＶホール５及び廊下４の天井にビ
ニルクロスの指示がありますが、下地のボードが不明です。石膏ボードＴ１
２．５を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

339
A-011
A-095

天井仕上の相違

２階ＯＰ小手術室の天井仕上に相違があります。
・仕上表（４）　―　ＦＫ－Ｔ６＋ＮＡＤ
・２階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＧＢ－ＮＣｔ９．５＋ＥＰ－Ｓｉ
ＦＫ－Ｔ６＋ＮＡＤを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

340
A-011
A-097

天井仕上の相違

３階前室３の天井仕上に相違があります。
・仕上表（４）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・３階天井伏図（１）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

341 Ａ-011・012・015 電気室の天井下地について

仕上表（４）・（５）・（８）に於いて、３階＜共通＞の電気室、４階＜共通＞の
空調機器室１～３、８階機械室の天井にグラスウールボードの下地が軽鉄
下地の指示ですが、天井高は直天です。軽鉄下地不要と想定いたします
が宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

342 Ａ-012
ＯＰホール・機材スペース・
ホールの天井下地について

仕上表（５）に於いて、４階＜ＯＰ＞のＯＰホール・機材スペース・ホールの
天井に不燃メラミン化粧板の指示がありますが、下地のボードが不明で
す。石膏ボードＴ１２．５を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

343 A-012
天井 不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板の
下地について

天井 不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板の下地について､仕上表(5)より､4F<OP>OPﾎｰﾙ･
器材ｽﾍﾟｰｽにはGB-Rt12.5を見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい。

お見込みの通りです。

344 - 下り壁の構成について

下り壁の構成について､特記無き限り下記の様に考えて宜しいでしょうか｡
･下地:LGS+GB-Rt12.5
･仕上:壁仕上に倣う
 (壁仕上がﾀｲﾙ･化粧ｹｲｶﾙ･ﾒﾗﾐﾝ化粧板等の場合はEP-Siとする)

お見込みの通りです。

345
A-012

A-097・098
天井仕上の相違

３階管理メールボックス1・２の天井仕上に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・３階天井伏図（１）（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

346
A-012
A-100

天井仕上の相違

４階ＥＶホール２の天井仕上に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・４階天井伏図（1）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

347
A-012
A-100

天井高さの相違

４階ＯＰ家族待合室２・３の天井高に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＣＨ＝２，８００
・４階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

348
A-012
A-100

天井高さの相違

４階ＯＰ前室７の天井高に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＣＨ＝２，７００
・４階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

349
A-012
A-100

天井高さの相違

４階ＯＰ前室２・３の天井高に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＣＨ＝２，８００
・４階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

350
A-012
A-100

天井高さの相違

４階ＯＰ器材室１の天井高に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＣＨ＝２，７００
・４階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，８００
ＣＨ＝２，７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

351
A-012
A-100
A-032

天井高さの相違

4階研修ルームの天井高に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＣＨ＝２，８００
・4階天井伏図（1）　―　ＣH＝２，８００
・矩計図（２）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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352
A-012
A-100
A-39

天井高さの相違

４階ＯＰホールの天井高に相違があります。
・仕上表（５）　―　CH=２，８００
・４階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，８００
・矩計図（９）　―　ＣＨ＝２，７００
ＣＨ＝２，８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

353
A-012
A-101

天井仕上の相違

４階廊下６の天井仕上に相違があります。
・仕上表（５）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・４階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

354
Ａ-012
Ａ-115

ＥＶホール３の巾木の使い分
けについて

仕上表（５）に於いて、４階＜共通＞のＥＶホール３の巾木にビニル巾木及
びステンレス巾木の指示がありますが、それぞれの施工範囲が不明です。
４階雑伏図では腰壁の指示が無い為、ステンレス巾木は不要として宜しい
ですか。

不要です。

355 A-012･100
天井ﾒﾗﾐﾝ化粧板の納まりに
ついて

仕上表では直貼､天井伏図では捨貼石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5と相違します。天井
伏図を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

FK t6.0 + 不燃メラミン化粧板としてください。

356
Ａ-013
Ａ-084

前室９・処置・倉庫の巾木の
使い分けについて

仕上表（６）に於いて、４階＜Ｎ病棟＞前室９・処置・倉庫の巾木にビニル
巾木及びメラミン巾木の指示がありますが、主要展開図（５）ではメラミン巾
木のみの指示です。ビニル巾木は該当無しとして宜しいですか。

お見込みの通りです。

357
A-013
A-100

天井高さの相違

４階ＯＰリカバリー室の天井高に相違があります。
・仕上表（６）　―　ＣＨ＝２，８００
・４階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

358
A-013
A-100
A-39

天井高さの相違

４階薬品輸血庫の天井高に相違があります。
・仕上表（６）　―　CH＝２，５００
・４階天井伏図（１）　―　ＣＨ＝２，５００
・矩計図（９）　―　ＣＨ＝２，７００
ＣＨ＝２，５００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

359
A-013
A-101

天井仕上の相違

４階コントロール室の天井仕上に相違があります。
・仕上表（６）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
・４階天井伏図（２）　―　ＦＫｔ６＋ＮＡＤ
ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２を正と考えて宜しいですか。

ＦＫｔ６＋ＮＡＤを正としてください。

360
A-013
A-101

天井仕上の相違

４階麻酔部長室の天井仕上に相違があります。
・仕上表（６）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・４階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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361
A-013
A-102

天井仕上の相違

４階麻酔部長室の天井仕上に相違があります。
・仕上表（６）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・４階天井伏図（３）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

362
A-013
A-102

天井高さの相違

４階Ｎ病棟スタッフＷＣ５の天井高に相違があります。
・仕上表（６）　―　ＣＨ＝２，４００
・４階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，５００
ＣＨ＝２，４００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

363
A-013
A-103

天井仕上の相違

５～７階ＥＶホール２の天井仕上に相違があります。
・仕上表（６）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・５階天井伏図（１）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

364
Ａ-013
Ａ116

ＥＶホール３の壁仕上の使い
分けについて

仕上表（６）に於いて、５階～７階＜共通＞のＥＶホール３の壁に吹付塗装
Ｃ及び不燃木パネルの指示がありますが、それぞれの施工範囲が不明で
す。ＥＶ－２・３の扉前壁を不燃木パネル、それ以外を吹付塗装Ｃと想定い
たしますが宜しいですか。

展開図を参照してください。

365
Ａ-013
Ｓ-029

倉庫１・２の鋼製床組の有無
について

仕上表（６）に於いて、４階＜Ｎ病棟＞の倉庫１・２の床に鋼製床組の指示
がありますが、躯体レベルはＦＬ－１０の指示です。４階床伏図では床下り
が無い為、鋼製床組は不要として宜しいですか。

お見込みの通りです。

366 A-13 5F個室Fの壁仕上について
5F個室Fの壁仕上について仕上表にﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ･強化ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽとあります
が､強化ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽをH1100で全面に見込んでよろしいですか｡

A面H1100強化ビニルクロス、上部ビニルクロス
B面FK-D3ｔ６
C面ビニルクロス
D面ビニルクロス
としてください。

367 A-13 断熱材について
仕上表よりｵｰﾄｸﾚｰﾌﾟの備考欄に天井ｽﾗﾌﾞ躯体に断熱材吹付t100とあり
ますが､仕様は発泡ｳﾚﾀﾝ吹付と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

368
A-13
A-60

5F個室Dの壁仕上について
5F個室Dの壁仕上について､仕上表にﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ･強化ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ･FK-D3と
ありますが､FK-D3をM通り面に見込むと考え､他面をﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ及びH1200
強化ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽと考えてよろしいですか｡

A-77図に倣ってください。

369
A-13
A-77

個室Eの壁仕上について
個室Eの壁仕上について､ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ･FK-Dt3の使い分けは､A-77図個室A
に倣ってよろしいですか｡
(展開図が無いため)

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

370
A-13
A-77

2床室Aの壁仕上について
2床室Aについて､病院詳細図では見受けられませんが､展開図も含み4床
室A･個室Cに倣ってよろしいですか.

お見込みの通りです。

371
A-13

A-85他
病棟廊下巾木について

4F廊下1～5の巾木について､Sとありますが施工範囲の確認ができませ
ん｡展開図よりMB巾木と読み替えてよろしいですか｡必要であれば施工範
囲をご指示下さい｡

S巾木は有りません。展開図を参照してください。

372
A-13
S-29

4F 倉庫1･2壁仕上について
4F 倉庫1･2について､仕上表 壁仕上にEP-Si･不燃木ﾊﾟﾈﾙ･強化ﾋﾞﾆﾙｸﾛ
ｽとありますがそれぞれの範囲が確認できません｡EP-Siのみと考えてよろ
しいですか｡

お見込みの通りです。

373
A-13･14･24～26

A-79
5～7F重症個室A･Bの壁仕
上について

5～7F重症個室A･Bの壁仕上について､仕上表にｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ焼付
塗装とありますが､4Fと同様にﾋﾞﾆﾙｸﾛｽと読み替えてよろしいですか､
ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝであれば､納まり及び範囲･程度をご指示下さい｡

お見込みの通りです。

374
A-014
A-104

天井仕上の相違

５階前室・面会スペースの天井仕上に相違があります。
・仕上表（７）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・５階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

375
A-014
A-104

天井仕上の相違

５階前室・面会スペースの天井仕上に相違があります。
・仕上表（７）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・５階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

376
A-014
A-104

天井高さの相違

５階調乳室の天井高に相違があります。
・仕上表（７）　―　ＣＨ＝２，５００
・５階天井伏図（２）　―　ＣＨ＝２，４００
ＣＨ＝２，５００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

377
A-014
A-106

天井仕上の相違

６階部長コーナー２の天井仕上に相違があります。
・仕上表（７）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
・６階天井伏図（１）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

378
A-014
A-107

天井仕上の相違

６階言語指導室の天井仕上に相違があります。
・仕上表（７）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・６階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２を正としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

379
Ａ-014
Ａ-117

リハビリラウンジの巾木の使
い分けについて

仕上表（７）に於いて、６階＜病棟＞のリハビリラウンジの巾木にビニル巾
木及びメラミン巾木の指示がありますが、それぞれの施工範囲が不明で
す。６階雑伏図では腰壁の指示が無い為、メラミン巾木は不要として宜し
いですか。

柱部のみ壁面不燃メラミンとし、メラミン巾木としてください。
その他は腰壁強化ビニルクロス、上部ビニルクロスとしてください。

380
A-14
A-104

5F沐浴･授乳室の天井仕上
について

5F沐浴･授乳室の天井仕上について､
A-14図 FKt6+NAD
A-104図 F(GB-Rt12.5+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ)
とありますが､A-14図を正と考えてよろしいですか｡

F（GB-Rt12.5+ビニルクロスとしてください。）

381
A-14
A-104

5F調乳室の天井高について

5F調乳室の天井高について､
A-14図 H2500
A-104図 H2400
とありますが､A-14図を正と考えてよろしいですか｡

H2,400としてください。

382
A-14
A-107

6F言語療法室1の天井高に
ついて

6F言語療法室1の天井高について､
A-14図 H2500
A-107図 H2300
とありますが､A-14図を正と考えてよろしいですか｡

外壁側のみ折り下げてH2300としています。

383
A-14
A-116

5Fﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ壁仕上について

3F廊下2の壁仕上について､
A-11図 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ･不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板
A-116図 凡例WG-B
とありますが､A-116図を正と考えﾋﾞﾆﾙｸﾛｽは不要と考えてよろしいです
か｡
必要であれば施工範囲をご指示下さい｡

WG-Bとしてください。

384
A-015
A-110

天井仕上の相違

７階倉庫の天井仕上に相違があります。
・仕上表（８）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・７階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

385
A-015
A-111

天井高さの相違

７階ＥＶホール１の天井高に相違があります。
・仕上表（８）　―　ＣＨ＝２，５００
・７階天井伏図（３）　―　ＣＨ＝２，４００
ＣＨ＝２，５００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

386
A-015
A-328

車庫の壁・天井仕上相違

車庫の壁・天井の打放補修の程度に相違があります。
・仕上表（８）　―　打放し（Ｂ種）補修
・矩計図　―　コンクリート化粧打放し
打放し（Ｂ種）補修を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

387 A-015・325 白線引きの仕様について
仕上表（８）において、一般ごみ置場の備考に「白線引きＷ＝１００」とあり
ますが、仕様が不明です。白線引きの仕様を御指示下さい。 トラフィックペイントとしてください。

39／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

388 A-015・327 同等メーカー・品番について
階段１～３　補助手摺φ３４　塩ビ樹脂被膜の同等メーカー・品番を御指
示下さい。 ナカ工業　O-34タイプとしてください。

389 A-019 湧水槽の仕上について

ピット階平面図に於いて、７～８通り・Ｌ～Ｍ通りに下部湧水槽の指示があ
りますが、仕上が不明です。下記と想定いたしますが宜しいですか。
①床　―　塗膜防水
②壁　―　塗膜防水
③天井　―　打放補修素地

A-019　右下　図示の通りです。

390 A-019 湧水槽の仕上について
上記質疑に於いて、塗膜防水のグレードが不明です。同等メーカー・品番
などを御指示下さい。 ピット図を参照してください。

391 A-019
免震ピットの免震装置リプレ
イス
用搬入ルートについて

ピット階平面図において、「免震装置リプレイス用搬入ルート」の斜線図示
が見られますが、斜線部分の仕様が不明です。範囲を図示しているだけ
で、建築の仕上としては、特に対応不要と判断しますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

392 A-019
ピット釜場の防水下地につい
て

ピット階平面図において、釜場の防水下地の仕様が不明です。モルタル
の上、塗膜防水と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

393 A-019
ピットの立入禁止サインにつ
いて

ピット階平面図において、「立入禁止サイン」の図示がありますが、仕様・
形状が不明です。御指示下さい。 サイン図の通りです。

394 A-019 湧水槽ＭＨについて
ピット階平面図の湧水槽で、ＭＨとありますが、凡例が見当たりません。Ｍ
Ｈの仕様・寸法と併せて御指示下さい。 600φ鋳鉄製　防水・防臭型としてください。

395
A-019
A-041

ピットの立上げ通気管につい
て

ピット階平面図において、地上部立上げ通気管の図示がありますが、地上
立上げ寸法（地盤面から）は、Ｈ５００と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

396
A-019
S-24

既存救急センターとの接続
部について

ピット階平面図において、Ａ通り既存救急センターとの接続部に止水ゴム
の指示がありますが、納まりの分かる詳細図がありません。接続部の袖壁・
スラブの構造リスト、及び既存壁の解体・改修について分かる詳細図の発
行をお願い致します。

既存側躯体に袖壁W180、出寸法200（配筋D16ダブル）、上下スラブ厚み
180、出寸法200（配筋D16ダブル）を打設します。その際既存躯体にケミ
カルアンカーD13＠200を四周に施工します。またその際に本体側に止水
ゴム：横浜ゴムダイナミックシール　Y150CA　を打ち込みます。

397
A-019

S-24・216
配管トレンチとの接続部につ
いて

上記に続きますが、配管トレンチ、リニアックとの接続部についても詳細を
御指示下さい。 止水ゴム：横浜ゴムダイナミックシール　Y150CA　を打ち込みます。

398 A-019、０２０
ｼｰﾙﾄﾞ諸室の下部
について

免震ﾋﾟｯﾄでｼｰﾙﾄﾞ諸室の下部ｴﾘｱに立ち入り禁止措置が必要ないでしょう
か。必要な場合は具体的な方法をご指示下さい。

スラブ厚ｔ２００以上確保していますので、免震層の立ち入り禁止は無いと
考えています。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

399 A-019、020、167、参考数量書P201、353
参考数量書の床点検口600
角について

床点検口６００角の数量が、下記の様に異なります。
本館・リニアック棟の床点検口６００角の数量を棟別に御指示下さい。
　＊部分詳細図Ｄ２－９：
　　床点検口６００角を４０か所設置
　＊ピット階平面図：
　　　本館　　　　床点検口　無し
　　　リニアック棟　床点検口　３か所
　＊１階平面図：
　　　消火ポンプ室（下部消火水槽）に□の
      図示があります。
　＊参考数量書（Ｐ２０１）（Ｐ３５３）：
　　　本館　　　床点検口　４０か所
　　　リニアック棟　床点検口　無し

本館　　　床点検口　37か所
　リニアック棟　床点検口　3か所

400 A-019、167、参考数量書P201、353
参考数量書のﾏﾝﾎｰﾙ600φ
について

マンホール６００φの数量が、下記の様に異なります。本館・リニアック棟の
マンホール６００φの数量を棟別に御指示下さい。
＊部分詳細図Ｄ２－１０：
　数量の記載はありません。
＊ピット階平面図：
　マンホールはありません。
＊参考数量書Ｐ２０１、３５３
　本館　　　　６か所
　リニアック　１か所

参考内訳書の通りです。
光庭や消火ポンプ室、湧水槽などです。

401 A-019・020 ＦＳ下部のＥＶについて

ピット階平面図において、下記の範囲にＥＶピットが指示ありますが、上階
にはＥＶシャフトは無くＦＳとなっています。将来用のピットとして想定いたし
ますが宜しいですか。
①Ｂ～Ｃ通り・１～２通り
②Ｔ～Ｕ通り・５～６通り
③Ｉ～Ｉ’通り・１２～１３通り

お見込みの通りです。

402 A-19･40 地下ﾟｯﾄについて

ﾘﾆｱｯｸ棟ﾋﾟｯﾄについて､床･立上りは以下のように考えてよろしいですか｡
床:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝 素地
立上り:打放補修 素地
釜場:H600 ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)
又､ﾀﾗｯﾌﾟについては､ｽﾃﾝﾚｽ製 φ19 @300程度と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。タラップはW400Φ22＠350とします。

403 A-19 湧水槽の仕上について
免震ﾋﾟｯﾄ内の下部湧水槽については､消火水槽と同様のｹｲ酸質系防水
を6面に見込んでよろしいですか｡

A-019　右下　図示の通りです。

404 A-19･31他 免震ﾋﾟｯﾄについて

免震ﾋﾟｯﾄについて､床･立上りは以下のように考えてよろしいですか｡
床:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝 素地
立上り:打放補修 素地
又､天井断熱材についてはSRC梁型にも見込むと考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

405 A-19･31他 免震ﾋﾟｯﾄについて
上記質疑に伴い､免震上部基礎については断熱材は不要と考えてよろし
いですか｡

必要です。範囲はD9-5の通りとします。
硬質ウレタンフォーム吹付t35としてください。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

406 A-020 消火水槽の仕上について

１階平面図に於いて、２～３通り・Ｔ～Ｕ通りの消火ポンプ室下部に消火水
槽の指示がありますが、仕上が不明です。下記と想定いたしますが宜しい
ですか。
①床　―　塗膜防水
②壁　―　塗膜防水
③天井　―　打放補修素地

A-019　右下　図示の通りです。

407 A-020 消火水槽の仕上について
上記質疑に於いて、塗膜防水の同等メーカー・品番を御指示下さい。

大関化学工業　ケイ酸質系塗布防水同等品としてください。

408 A-20 竪樋の経路について､
竪樋の経路について､A-20図 M通*4通､I通*4通､L通*7通の1FL移行の
排水経路をご指示下さい。

ピットに集水し、ポンプアップとします。

409 A-20 竪樋の経路について､
竪樋の経路について､U通*2通､ｽﾗﾌﾞ上を這樋にて横引と考えてよろしい
ですか。

お見込みの通りです。

410
A-020～027

A-166
耐火被覆の仕様について

以下に挙げる柱耐火被覆の仕様を御指示下さい。
■2階ﾚｽﾄﾗﾝ(職員)の丸柱
■3階廊下4の丸柱
■3階副院長室2の丸柱
■3階電気室の丸柱
■各階FSで壁に囲まれていない柱･梁
■各階機械室等で壁に囲まれていない柱･梁

■2階ﾚｽﾄﾗﾝ(職員)の丸柱
■3階廊下4の丸柱
■3階副院長室2の丸柱
→耐火シートｔ3.0（ｔ1.5二重張）

■3階電気室の丸柱
■各階FSで壁に囲まれていない柱･梁
■各階機械室等で壁に囲まれていない柱･梁
→セラタイカとし、厚みはA-166図　D1-1を確認ください。

411 Ａ-020・167
１階廻りの竪樋の経路につ
いて

１階平面図において、外周廻り外樋の経路が不明です。下記と想定いた
しますが宜しいですか。
①１・Ｄ通り他直下が排水溝の箇所　―　１階排水溝へ放流（樋受け無し）
②１・Ｂ通り他直下が犬走りの箇所　―　犬走りスラブを貫通し、免震ピット
内を横引きし、部分詳細図（２）Ｄ２－７Ａ免震ピット受け桝へ放流
③１・Ｂ通りＦＳ２室他屋内樋　―　１階スラブを貫通し、免震ピット内を横引
きし、部分詳細図（２）Ｄ２－７Ａ免震ピット受け桝へ放流
④リニアック棟ＬＸ１通りＬＹ１通り他免震に関連しない箇所　―　第一桝ま
で地中埋設管にて排水

①お見込の通りです。
②犬走を貫通せず露出配管で側溝に放流
③お見込の通りです。
④お見込の通りです。

412 A-021 庇2･3について 庇2･3の竪樋の位置が不明です。御指示下さい。 両端部に設置してください。

413 A-021～027 屋根 排水溝について
各屋根 アスファルト防水(AI-2･DI-2)の排水溝の範囲が平面図･平面詳細
図では把握出来ません。 範囲及びW寸法を御指示下さい。

AI-2の排水溝は、同部のパラペットにの長さにて見積もりください。
DI-2はございません。

414 A-022 3階屋根について
3階平面図 M通～Q通*10通～12通（平面L型）部の屋根はアスファルト露
出防水(DI-2)と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

AI-2となります。仕上げ表の2階屋根2の仕様で見積もりください。

415 A-022･024 屋根 排水溝について
３階ﾃﾗｽ･5階光庭 ｱｽﾌｧﾙﾄ保護断熱防水(AI-2)の排水溝は溶接金網 2.6
φ-50*50 ﾓﾙﾀﾙ塗と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

416 A-22･23
3階 I通*13通 内樋の員数に
ついて

3階 I通*13通 内樋の員数について､A-22図 3階 I通*13通 内樋が3本で
すが､A-23図の竪樋も合わせ4本と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

417
Ａ-026
Ａ-066

7階屋根２部ルーフドレイン
について

７階Ｔ－Ｕ通り５－６通り屋根２部のルーフドレインのか所数に相違がありま
す。
・７階平面図　―　１か所
・７階平面詳細図（２）　―　２か所（ずれて庇に記載があります）
１か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

418 A-026･008 7階屋根について
7階平面図でL'通～M通*11通～13通、T～U通*5通～6通に屋根2の記
入がありますが、外部･外構仕上表 部位欄には屋根2は見当りません。防
水仕様を御指示下さい。

7階の屋根は8階部とお考えください。

419 Ａ-027 ８階外部階段について

８階平面図において、Ｈ通りに鉄骨階段の指示がありますが、詳細の指示
がありません。下記について御指示下さい。
①鉄骨階段の部材メンバー
②受け鉄骨の部材メンバー・配置
③仕上
④手摺の仕様・部材メンバー

①ササラ：PL-12ｘ300、段板：PL-4.5、ベースプレート：PL-12ｘ120ｘ340、
A.BOLT:2-M16 ダブルナット締め、ﾌｯｸ付き、埋込長さL=320とします。
②CGX42とします。
③溶融亜鉛メッキ
④ヘリポート渡り廊下の手すりと同様の仕様としてください。

420 A-027 8F屋根の鉄骨階段について
8FL屋根 H×5通り鉄骨階段について､仕上･手摺の詳細を御指示下さ
い｡

ヘリポート渡り廊下の手すりと同様の仕様としてください。

421 A-027･008 8階屋根1について
8階平面図で屋根外周囲に屋根1の記入がありますが、外部･外構仕上表
部位欄には見当りません。3･4階屋根1と同仕様と解釈して宜しいでしょう
か。 御指示下さい。

8階平面図屋根1は7階屋根1とお考えください。

422 A-027･008 塔屋屋根について
屋根伏図でF通～H通*3通～5通屋根に屋根1の記入がありますが種小口
部分の納まりを御指示下さい。 又、防水仕様は3･4階屋根1(ｳﾚﾀﾝ･ｺﾞﾑｱｽ
複合防水)と同仕様と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-176図の通りとします。

423 Ａ-028
外壁押出成形セメント板の種
別について

立面図（１）北側立面図において、４階Ｌ’～Ｍ通りの凡例がＡ押出成形セ
メント板フラットパネル＋Ｂ押出成形セメント板ダブルカットとありますが、組
み合わせの割合が不明です。同じ割合を想定いたしますが宜しいです
か。

1：1としてください。

424 Ａ-028・029
外壁押出成形セメント板の種
別について

上記において、凡例Ａ＋Ｂ以外にも凡例Ｂ＋Ｃ他、多数押出成形セメント
板の２種類の組み合わせ張りがあり、立面図（２）南側立面図では、凡例Ａ
＋Ｄ＋Ｅの３種類の組み合わせ張りも御座います。凡例○＋○（＋○）の
箇所の押出成形セメント板の組み合わせは、同じ割合を想定いたします
が宜しいですか。

A+D+Eについては着色部分のみA　その他はD:E＝1：1の割合としてくだ
さい。

425 A-028
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

光庭 立面図に凡例の記入がありません。 全域 A ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ 親水性樹脂
塗料と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

426
A-028
A-029

外壁仕上の凡例について

立面図 外壁仕上の下記について､各凡例の割合は全て1:1と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡
①凡例A+B
②凡例B+C
③凡例C+D
④凡例D+E

1：1としてください。
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427 Ａ-028・029
外壁押出成形セメント板の種
別について

立面図（１）・（２）において、下記の箇所の外壁が凡例Ａ押出成形セメント
板フラットパネルとありますが、他の凡例Ａ押出成形セメント板フラットパネ
ルとは異なり、濃色の柄がついています。凡例Ｂ押出成形セメント板ダブ
ルカットに読替えて宜しいですか。
①北側立面図１～３階Ｉ’～Ｍ通り
②北側立面図７階下部Ｏ～Ｑ通り
③東側立面図６階７～８通り
④南側立面図１～３階Ｂ～Ｃ通り
⑤南側立面図１～３階Ｌ～Ｍ通り
⑥南側立面図５～７通りＪ～Ｌ通り
⑦西側立面図１～３階１～２通り

フラットパネルです。塗装色の違いを表現しています。

428 Ａ-028・029
外壁押出成形セメント板の種
別について

立面図（１）・（２）において、各所サッシ上部や南側立面図４階Ｃ通り等の
濃色の柄の押出成形セメント板の凡例が不明です。全て凡例Ｂ押出成形
セメント板ダブルカットを想定いたしますが宜しいですか。

フラットパネルです。塗装色の違いを表現しています。

429
A-028･029

参考数量書P-188
塔屋ﾀﾗｯﾌﾟについて

参考数量書 金属 外部に計上されている塔屋 背ｶｺﾞ付ﾀﾗｯﾌﾟ 2項目が立
面図等には見当りません。設置場所を御指示下さい。

A-052ﾘﾆｱｯｸ棟部、068図EV-7北側です。

430 A-028・29
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

特記仕様書 8章 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ･押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 4.押出
成形ｾﾒﾝﾄ板 ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙに○印がありますが、外部･外構仕上表 外壁
1～3階欄では接着張の記入があります。 ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ 粗研削加工 全面弾
性接着張工法とはならないのでしょうか。御指示下さい。

図面通りとしてください。

431 A-028・29
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

立面図 凡例 B･C･D･E・Fの押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙはﾉｻﾞﾜ:ｱｽﾛｯｸ
Neo同等品と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

432 A-028・29
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

立面図 凡例 A 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ厚60親水性ﾌｯ素樹脂塗料の
表示が白と黒の2種類がありますが、色違いでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

433 A-028・29
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

立面図で凡例 B+C、C+D、D+Eの記入がありますが、立面図では各範囲
が把握できません。各範囲区分を御指示下さい。

5Fハッチング部分B+C　6Fハッチング部分C+D　7Fハッチング部分D+Eと
してください。

434
A-028・29

特記仕様書P-21
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

特記仕様書 8章 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ･押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 4.押出
成形ｾﾒﾝﾄ板 幅欄で600・900に○印がありますが、900 ﾜｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙの範囲
が立面図では把握出来ません。 使用範囲を御指示下さい。

低層部の幅は基本的に600幅としタイル部分、A+B　B+C　C+D　D+E部
分、南側立面図のJ-L通り間の着色部分、病棟の凹凸部分以外の縦長窓
部分等としてください。その他の寸法は立面図の通りです。病棟部分につ
いては意匠別紙21を参照してください。

435
A-028・29他

特記仕様書P-33
ｱﾙﾐ表面処理について

ｱﾙﾐ型材 表面処理で焼付塗装と記入分は、特記仕様書 金属工事 2 ｱﾙﾐ
ﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金欄のB-2種 ﾌﾞﾗｯｸ系と解釈して宜しいでしょうか。御
指示下さい。

特記なき場合は、B2-ブラック系で見積もりください。また、D10-13のアン
グルはマットｼﾙﾊﾞｰとします。
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436
A-007

特記仕様書P-33
ｱﾙﾐ表面処理について

ｱﾙﾐ型材 表面処理が共通特記事項 工事別 塗装工事欄では2次電解着
色の記入ですが、上記、特記仕様書を正と解釈して宜しいでしょうか。 御
指示下さい。

二次電解着色のブラックとしてください。

437 A-28
成形板のﾀｲﾙ張(立面凡例
G)
について

成形板のﾀｲﾙ張(立面凡例G)
について､外壁ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙの上､ﾀｲﾙ張りについては､現場張りでは剥
離･落下の恐れがありますので押出成形板の上､ﾀｲﾙ張部は全て工場張り
と考えてよろしいですか。

現場張りとしてください。

438 A-28 成型板の割合について
成型板の割合について､立面図凡例､A+B､B+C､C+D､D+Eとありますが､
割合は50%:50%と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

439 A-28
立面図 黒色部分 凡例Aに
ついて

立面図 黒色部分 凡例Aについて､塗装の塗分けと考えてよろしいです
か。

お見込みの通りです。

440
A-28

A-174 D9-10
屋上目隠し壁の仕上につい
て

屋上目隠し壁の仕上ついて､外壁側のみ塗装仕上(内側 成型板 素地)と
考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

441
A-28
A-32

北立面 3～4F間 B-E通間の
外壁仕上について

北立面 3～4F間 B-E通間の外壁仕上について､
A-28図:現場ﾀｲﾙ張
A-32図:ﾌｯ素樹脂塗装
とありますが､A-28図を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

442 A-029 ﾘﾆｱｯｸ棟 竪樋について
立面図で竪樋仕様がｽﾃﾝﾚｽ150角の記入ですが、本館と同様のｱﾙﾐに読
み替えて宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

443
A-029

参考数量書P-350
ﾘﾆｱｯｸ棟 竪樋について

上記、竪樋の寸法が参考数量書 屋根及びとい 外部では100角、立面図
では150角で相違します。 御指示下さい。

A-008記載　北東側150φ　その他100φとしてください。

444 Ａ-029・032 庇見付アルミ幕板について

立面図（２）西側立面図において、３・４階７～１１通りのスラブ小口に凡例Ｉ
アルミパネルＴ４．０焼付塗装の指示がありますが、矩計図（２）他より、３・４
階のスラブ小口はアルミ型材ボーダーです。凡例ＩアルミパネルＴ４．０焼
付塗装を凡例Ｈアルミ型材ボーダーコの字７５×１５０焼付塗装に読替え
て宜しいですか。

お見込みの通りです。

445 A-29 成型板の割合について
成型板の割合について､立面図凡例､A+D+Eとありますが､割合は均等割
と考えてよろしいですか。

A+D+Eについては着色部分のみA　その他はD:E＝1：1の割合としてくだ
さい。

446 A-29
5～7F 6通 成形板ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟ
ﾈﾙについて

5～7F 6通 成形板ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙについて､5F:A+B､6F:B+C､7F:C+Dとあり
ますが､5FB+C､6F:C+D､7F:D+Eと考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。
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447 A-29
西立面図 3･4F 凡例Iについ
て

西立面図 3･4F 凡例Iについて､凡例Hと読み替えてよろしいですか｡
又､4Fの庇先端見切は全て凡例Hと考えてよろしいですか。

4F　I'～B　13～3、6通りの間は凡例Hとしてください。

448 Ａ-031
１階廻りアルミ手摺２の詳細
について

矩計図（１）において、１階廻りに免震擁壁部にアルミ手すり２の指示があり
ますが、部材メンバーが不明です。御指示下さい。 参考内訳書の仕様同等とします。

449 A-031
免震ﾋﾟｯﾄの防虫
について

免震ﾋﾟｯﾄ擁壁天端に防虫ｺﾞﾑを設けると考えてよろしいでしょうか。 不要とします。

450 A-031
擁壁外防水の仕様
について

免震ﾋﾟｯﾄ擁壁外防水のｺﾞﾑｱｽ塗膜防水の仕様はY-1としてよろしでしょう
か。

お見込みの通りです。

451 A-031
1階外壁立上りの
打継部について

1階外周に犬走りｺﾝがない部分の、外壁RC立上りの打継部は塗膜防水
（糸巾200程度を施す）としてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

452
A-031
S-15

免震装置の耐火被覆
について

免震ピット内、1FL鉄骨梁に耐火被覆がありますが、免震装置に耐火被覆
は不要でしょうか。必要であれば仕様（メーカー品番等）をご指示くださ
い。

免震装置は耐火被覆は不要です。

453
Ａ-031

建築工事特記仕様書Ｐ２２
屋上露出断熱アスファルト防
水の断熱材の仕様について

屋上露出断熱アスファルト防水の断熱材の仕様に相違があります。
・矩計図（１）　―　ポリスチレンフォーム保温板
・建築工事特記仕様書Ｐ２２　９章防水工事　―　硬質ウレタンフォーム断
熱材２種１号もしくは２号又はＡ種硬質ウレタンフォーム保温板２種１号又
は２号
ポリスチレンフォーム保温板を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

454 A-031、322 防水の仕様について

屋上防水の仕様が下記の様に異なります。矩計図を正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。
＊矩計図：露出断熱 立上り露出
＊ヘリポート部分詳細図：防水押えコンクリート 立上り保護板

お見込みの通りです。

455 A-031～034･037 ｽﾗﾌﾞ底断熱材について
最上階ｽﾗﾌﾞ底断熱補強硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑの厚みが、矩計図1～3･7では
50、矩計図4では35と相違します。矩計図1～3･7を正と解釈して宜しいで
しょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

456
A-031･047

参考数量書P-188
1階犬走り手摺について

矩計図及び1階平面詳細図で免震ﾋﾟｯﾄ周囲犬走り手摺がｱﾙﾐ手摺2の記
入ですが、部分詳細図には見当りません。 参考数量書 金属に計上され
ている。犬走り手摺の仕様に倣って宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

457 A-031･S-30
5～7階4床室の鋼製床組の
範囲について

矩計図ではW1295程度､伏図ではW2300程度と相違します｡伏図を正と解
釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

458 A-31
免震擁壁～1Fｽﾗﾌﾞ間のｸﾘｱ
ﾗﾝｽ50について

免震擁壁～1Fｽﾗﾌﾞ間のｸﾘｱﾗﾝｽ50について､免震ｺﾞﾑ等必要な場合､仕
様･詳細をご指示下さい。

不要とします。

459 Ａ-032
免震擁壁部のグレーチング
について

矩計図（２）において、免震擁壁部排水溝にステンレスグレーチングＷ６５
０の指示がありますが、施工範囲が不明確です。免震ＥＸＰ．Ｊ配置部分を
除く７’通りＡ～Ｉ通りに必要と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

460 Ａ-032
アルミ型材ボーダーの取付
下地について

矩計図（２）において、４階庇先端にアルミ型材ボーダーの指示があります
が、ＲＣ庇先端への取付要領が不明です。御指示下さい。 A-174図　D9-9と同等としてください。

461 A-032 ｱﾙﾐ見切縁について
矩計図(2) 3FL 押出成形ｾﾒﾝﾄ板下端 ｱﾙﾐR無ｱﾝｸﾞﾙ 75*75*4は既製品と
解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

462 A-032 免震ﾋﾟｯﾄ外周側溝について
免震ﾋﾟｯﾄ外周側溝の立上り壁及び立上り壁天端は塗膜防水(X-2)と解釈
して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

463 A-032 免震ﾋﾟｯﾄ外周側溝について
免震ﾋﾟｯﾄ外周側溝の立上り壁の外側(地中部)に塗膜防水は不要と解釈し
て宜しいでしょうか。 御指示下さい。

塗膜防水（Y-1）とします。

464 A-032 免震擁壁のｽﾘｯﾄについて
免震ﾋﾟｯﾄ擁壁天端～犬走りｽﾗﾌﾞ下端間のｽﾘｯﾄH50について､免震ｽﾘｯﾄｶ
ﾊﾞｰ等が必要と思われます｡仕様･詳細を御指示下さい｡ 不要とします。

465 A-032～、176 2重ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄの捨て笠木
2重ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄの笠木（既製品）の下には、止水対策として、板金＋加硫ｺﾞﾑ
系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞの捨て笠木を設けると考えてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

466 A-032･077
病室AW額縁の仕様につい
て

病室詳細図内展開図に窓枠木調ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼と記入がありますが､材種
が不明です｡矩計図の4床室樹脂製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽより､上･竪窓枠(ｶｰﾃﾝﾎﾞｯ
ｸｽ)は樹脂製の木調ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼でしょうか。御指示下さい。

樹脂製の木調オレフィンシート貼としてください。

467 A-032･077
病室AW膳板の仕様につい
て

矩計図で4床室のAW膳板に内壁指示仕上と記入がありますが､該当位置
の壁仕上は化粧ｹｲｶﾙ板です。上枠ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽに合せ､樹脂製木調ｵﾚ
ﾌｨﾝｼｰﾄ貼と読み替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

スチール焼付としてください。

468 A-33･217 下り壁の仕様について
1F SIMADAﾌﾟﾗｻﾞ他吹抜部I通りの斜め下り壁については､ｽﾁｰﾙ t1.6と考
えてよろしいですか｡鉈､同部ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽについても同様に考えてよろし
いですか｡

お見込みの通りです。

469 A-33･80 下り壁について
1F SIMADAﾌﾟﾗｻﾞの吹抜部下り壁 W150xH310については､GB-Rt12.5 1
枚張と考えてよろしいですか｡又､上部ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰの下地についても､GB-
Rt12.5+EP-Siを見込んでよろしいですか｡

お見込みの通りです。

470 A-33 下り壁見切について
上記質疑において､同部上端及び下端にｽﾁｰﾙFBの見切材が見受けら
れますが､焼付塗装と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

471 A-033 庇先端ｱﾙﾐについて
外部･外構仕上表 3階庇 鼻先欄 ｱﾙﾐ型材ﾎﾞｰﾀﾞｰｺの字 75*150は既製
品・加工品の何れでしょうか。 又、板厚を併せて御指示下さい。

加工品です。t3.0としてください。

472
Ａ-033
Ａ-008

エントランス庇の仕上につい
て

エントランス庇の仕上の一部に相違があります。
・矩計図（３）　―
　　幕板・軒天：アルミＴ２．０Ａ－ＢＥ
　　谷樋：スチール防水樋Ｔ１．８
　　丸柱型：コンクリート杉板本実現し＋
　　　　　　　撥水材塗布
・外装・外構仕上表　―
　　幕板・軒天：アルミＴ４．０フッ素焼付塗装
　　谷樋：高耐候性塩ビシート複層板Ｔ１．６
　　丸柱型：打放し（Ａ種）補修の上フッ素樹脂塗装
矩計図（２）を正と考えて宜しいですか。

幕板・軒天：アルミＴ２．０Ａ－ＢＥ
谷樋：スチール防水樋Ｔ１．８
丸柱型：打放し（Ａ種）補修の上フッ素樹脂塗装としてください。

473 A-033･008 庇先端ｱﾙﾐについて
矩計図(3) Ｉ通側4階庇先端が、3階庇先端と同様のｺの字型と思われます
が、外部･外構仕上表では４～7階庇 ｱﾙﾐ型材でｺの字型の記入がありま
せん。 矩計図を正と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

4F　I'～B　13～3、6通りの間は凡例Hとしてください。

474 A-034 ｻｯｼ額縁について
ｻｯｼ額縁について､建具共通事項で特記無きはｽﾁｰﾙ製です｡ｽﾁｰﾙt1.6
SOP 180×25で考えてよろしいでしょうか｡御指示下さい。

焼付としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

475
A-034～039･041

A-123～133
建具のH寸法の相違につい
て

下記外部建具のH寸法が建具表と短計図で相違します。建具表を正と解
釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。
･(符号)     (建具表)      (短計図)
・AW3        H1700         H1600(短計図4 9-10間1F)
・AD5         H1950        H2200(Ya 断面詳細図1F)
・AW11       H2350        H1300(Ya 断面詳細図2F)
・AW11a      H2735        H2350(Xa 断面詳細図1･2F)
・AD4         H1950        H2200(Xb 断面詳細図1F)
・AW5         H1700         H1300(Xb 断面詳細図3F)
・AG9         H2350         H2200(Xb 断面詳細図4F)
・AW10a      H3050        H2900(Yb 断面詳細図2F)
・AW10       H2650        H2350(Yb 断面詳細図4F)
・AW27       H2500        H2200(Yb 断面詳細図5F)
・AW27       H2500        H2350(Yb 断面詳細図6･7F)
・AW13       H2700        H2550(Yc 断面詳細図2F)
・AW13a      H2350        H2200(Yc 断面詳細図3F)
・AW1         H1600        H1500(Yd 断面詳細図1F)
・AW1         H1600        H1300(Yd 断面詳細図3F)
・AW19-1     H2200        H1900(Yd 断面詳細図4F)
・AW35        H1500        H1800(Yd 断面詳細図6F)
・AW31        H2200        H2350(Xd 断面詳細図6･7F)
・AW29a       H2200        H2100(Yf 断面詳細図5F)
・PD1           H1900        H2000(Yh 断面詳細図1F)

PD-1はH2,100としてください。
その他はお見込みの通りです。

476
A-35
A-91

天井ﾙｰﾊﾞｰについて

1F風除室3の天井ﾙｰﾊﾞｰについて､
A-35図 有り
A-91図 無し
とありますが､A-35図を正と考えてよろしいですか｡又､ﾙｰﾊﾞｰ(A)と考えて
よろしいですか｡

無しとしてください。

477 A-036
Ｕ通り８ＦＬ部庇上裏の上裏
について

矩計図（６）において、Ｕ通り８ＦＬ部庇の仕上が天端～上裏までウレタン・
ゴムアス複合防水となっていますが、Ｂ通り側の庇同様、天端ウレタン・ゴ
ムアス複合防水、見付アルミ小口金物、上裏外装薄塗材Ｅに読替えて宜
しいですか。

お見込みの通りです。

478 A-036
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

ﾊﾞﾙｺﾆｰ部軒天垂壁押出成形ｾﾒﾝﾄ板が片持ｽﾗﾌﾞ下端より垂下りとなしま
すが、この部分の取付金物は鉄骨梁型下部のみで宜しいでしょうか。御指
示下さい。

耐風梁H-194x150x6x9(SS400)、ＣＧ梁との接合部ＰＬ-9、ボルト2-Ｍ16を
見込んでください。

479 A-036 ｱﾙﾐ表面処理について
ﾊﾞﾙｺﾆｰ他 ｱﾙﾐ手摺の表面処理に関しても前記 B-2種 ﾌﾞﾗｯｸ系で宜しい
でしょうか。 御指示下さい。

シルバー系としてください。

480 A-036 軒天について
軒天 硅酸ｶﾙｼｳﾑ板は底目地貼、廻縁 塩ﾋﾞ製と解釈して宜しいでしょう
か。御指示下さい。

お見込みの通りです。
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481 A-036 軒天 見切縁について
軒天部 外壁押出成形ｾﾒﾝﾄ板下端役物(既製品)はｱﾙﾐ製と解釈して宜し
いでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

482 A-036 軒天について
庇軒天 外装薄塗材E面のｺﾝｸﾘｰﾄ増打は厚10mmと解釈して宜しいでしょ
うか。 又、軒天面 誘発目地は@3000 目地のみｼｰﾘﾝグは不要と解釈して
宜しいでしょうか。併せて御指示下さい。

15ｍｍと解釈ください。お見込みの通りです。

483
Ａ-036
Ａ-008

４・５階下り壁軒天のケイカル
板の仕様について

４・５階下り壁軒天のケイカル板の仕様に相違があります。
・矩計図（６）　―　ＦＫ（ケイカル板）
・外装・外構仕上表　―　ＦＫ－Ｄ（化粧ケイカル板）
ＦＫ（ケイカル板）を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

484
A-036
A-050

部屋及び間仕切の有無

矩計図（６）において、２階スタッフ通路と産婦人科診察室１の間に間仕切
の図示がありますが、２階平面詳細図（１）では、スタッフ通路及び間仕切
の指示はありません。スタッフ通路及び間仕切は無しと想定いたしますが
宜しいですか。

お見込みの通りです。

485
A-036
S-08

床増打ちコンクリートの配筋
について

矩計図（６）において、免震ピット及びバルコニー床に増打ちの図示があり
ますが、配筋要領が不明です。鉄筋コンクリート構造配筋標準図（８）７－１
増打補強（４）壁に倣い、打増し厚さ５０ｍｍ以上の場合にＤ１０＠２５０程度
縦横を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

486 A-036･037 庇2･3について
矩計図(6)B通 庇2、矩計図(7)13通 庇3にﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾎﾟﾘｶﾎﾞﾈｰﾄﾞ、採光体
網入りｶﾞﾗｽの記入がありますが、平面図には記入がなく平面寸法・配置が
不明です。御指示下さい。

A-328図を参照ください。

487 A-036･037 庇2･3について
上記、ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾎﾟﾘｶﾎﾞﾈｰﾄﾞ、採光体 網入りｶﾞﾗｽの枠材等の詳細が不明
です。断面詳細図を御提示下さい。

A-328図を参照ください。

488
A-036･037

参考数量書P-185･186
庇2･3について

庇2･3 谷樋仕様が外部･外構仕上表では耐酸被覆鋼板、参考数量書 屋
根及び樋 外部では高耐候性塩ﾋﾞｼｰﾄ複層板で相違します。参考数量書
を正と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

489 A-36
外壁下端役物の仕様につい
て

外壁下端役物の仕様･ﾒｰｶｰ程度をご指示下さい。 中等品と　ｱﾙﾐ製、底目地タイプとします。

490 A-36 庇2 折板 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄについて
庇2 折板 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄについて､W500XD6000 8か所と考えてよろしいです
か。
又､ﾒｰｶｰ程度をご指示下さい。

お見込みの通りです。　元旦ビューティ　A-328図参照

491
A-36
A-100

4F 空調機械室1～3ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
ﾎﾞｯｸｽについて

4F 空調機械室1～3について､天井伏図にﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの図示が見受け
られますが､矩計図には見受けられません｡直天･機械室につきﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
ﾎﾞｯｸｽは不要と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

492 A-37 ﾃﾗｽ ｱﾙﾐ手摺について ﾃﾗｽ ｱﾙﾐ手摺について､仕上･詳細をご指示下さい｡ 手摺子＠100　三協立山ｱﾙﾐ:71型同等品とします。

493 A-37 庇3 折板 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄについて
庇3 折板 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄについて､W500XD8500 9か所と考えてよろしいです
か。
又､ﾒｰｶｰ程度をご指示下さい。

お見込みの通りです。　元旦ビューティ　A-328図参照
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494 Ａ-037 庇折板の納まりについて

矩計図（７）において、庇３折板葺きに「タイトフレーム受けＣ-１００×５０×
２０×２．３＠６０６」とありますが、タイトフレームの一般的な配置＠３，０００
前後より大幅に密に配置されています。タイトフレーム受けの配置の見直
しをされる場合、ピッチをご指示ください。

見直しは行いません。

495 Ａ-037
庇折板のトップライトについ
て

矩計図（７）において、庇３折板葺きにトップライト：ポリカーボネート＠２，４
００とありますが、平面図に配置の図示が無く、納まり詳細も不明な為、積
算できません。下記について庇２・３共に御指示下さい。
①形状・寸法・配置
②折板フッ素ガルバリウム鋼板との納まり詳細

A-328図に記載しています。

496 Ａ-037 庇折板の採光体について

矩計図（７）において、庇３折板葺きに「採光体：網入りガラスＴ６．８」とあり
ますが、平面図に配置の図示が無く、納まり詳細も不明な為、積算できま
せん。下記について庇２・３共に御指示下さい。
①形状・寸法・配置
②枠の仕様
③折板フッ素ガルバリウム鋼板との納まり詳細

A-328図に記載しています。

497 A-037 ３階テラスの植栽について
矩計図（７）において、３階テラスに「植栽：クチナシ」とありますが、植栽リス
トが不明です。御指示下さい。 Ｗ0.3ｍ　Ｈ0.5ｍ　6本/㎡　とします。

498 A-037 3階ﾃﾗｽ手摺について 矩計図(7) 3階ﾃﾗｽに記入のｱﾙﾐ手摺の部材詳細を御指示下さい。 手摺子＠100　三協立山ｱﾙﾐ:71型同等品とします。

499 A-037 3Fﾃﾗｽの植栽について
3Fﾃﾗｽの植栽について､ｸﾁﾅｼの数量･寸法を御指示下さい｡

Ｗ0.3ｍ　Ｈ0.5ｍ　6本/㎡　とします。

500

A-037

A-008

救急・サービスヤード庇の仕
様について

庇２・３の仕様に相違があります。
・矩計図（７）　―　フッ素ガルバリウム鋼板
　　　　　　　　　　　山高２００
　　　　　　　　　　　軒天井無し
・仕上表（１）　―　長尺耐酸被覆鋼板
　　　　　　　　　　　Ｈ＝１００
　　　　　　　　　　　軒天井：ＦＫ－Ｄｔ６＋ｔ６
　　　　　　　　　　　　　　　　外装薄塗材Ｅ
フッ素ガルバリウム鋼板・山高２００・軒天井無しを正と考えて宜しいです
か。

お見込みの通りです。

501
A-037
A-132

建具形状の相違について
AW27の形状が建具表で上部にｶﾞﾗﾘがありますが、短計図（７）Yb 断面詳
細図5～7Fで記入がなく相違します。建具表を正と解釈して宜しいでしょう
か。御指示下さい。

お見込みの通りです。

502 A-038
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水立上り 水切ｱｺﾞ
について

矩計図(8) 4階 8通部 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水立上りに水切ｱｺﾞの記入がありません
が、3階 10通部と同様に水切ｱｺﾞが必要と解釈して宜しいでしょうか。御指
示下さい。

ｱﾙﾐ防水押え金物です。

503
A-038
A-131

建具形状の相違について
AW18の形状が建具表で2段Fix窓、短計図（8）Y d断面詳細図5Fで上部
にｶﾞﾗﾘの記入があり相違します。建具表を正と解釈して宜しいでしょうか。
御指示下さい。

お見込みの通りです。

504 A-039 ５階光庭の植栽について
矩計図（９）において、５階光庭に「植栽：アオダモ」とありますが、植栽リス
トが不明です。御指示下さい。

Ｗ0.5ｍ　Ｈ2.0ｍ　計2本　とします。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

505 A-039 5F光庭(W)の植栽について
5F光庭(W)の植栽について､ｱｵﾀﾞﾓの寸法･支柱の有無を御指示下さい｡

Ｗ0.5ｍ　Ｈ2.0ｍ　計2本　とします。

506
A-039
A-132

建具形状の相違について
AW31の形状が建具表で上部にｶﾞﾗﾘがありますが、短計図（9）Xd 断面詳
細図5～7Fで記入がなく相違します。建具表を正と解釈して宜しいでしょう
か。御指示下さい。

お見込みの通りです。

507
A-039
S-30

二重スラブの排水設備につ
いて

5階床伏図において、Ｉ～Ｉ’通り・2～４通り間光庭（Ｗ）及びＬ’～Ｍ通り・２
～４通り間光庭（Ｅ）の下部が二重スラブとなっており、矩計図（９）より内部
に塗膜防水を施工していますが、排水設備が必要な場合、排水方法・排
水経路・排水箇所数を御指示下さい。

鋳鉄製ドレーン2箇所、VP管65φ防露巻き、近くの雑排水に接続としま
す。

508 A-39
植込立上り天端見付の仕上
について

植込立上り天端見付の仕上について､塗膜防水X-2と考えてよろしいです
か。

お見込みの通りです。

509 Ａ-040
リニアック棟外周廻り防水に
ついて

矩計図（１０）において、リニアック棟のＧＬが１ＦＬより高くなっていますが、
外周廻りに地下防水（塗膜防水）の指示がありません。図面通り不要とい
たしますが、宜しいですか。

塗膜防水を見込んでください。

510
A-040
A-041

地中部の外壁について
地中部の外壁について､1FL～GL迄の範囲に塗膜防水Y-2が必要と考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ お見込みの通りです。

511 A-042他
階段の壁付き手摺の仕様に
ついて

階段１～３詳細図及びスタッフ階段詳細図において、壁付き手摺の下記
について御指示下さい。
①仕様については、中央手摺の中段手摺と同様の、ビニルハンドレール
φ３４と考えて宜しいですか。
②同上、ブラケット金物の仕様・形状・取付け＠を御指示下さい。
③壁内下地補強の仕様を御指示下さい。

①お見込みの通りです。
②ナカ工業の標準仕様程度とします。
③廊下手摺補強と同等します。

512
A-042他

S-73
S-02

鉄骨階段踏面の溶接金網相
違

鉄骨階段の踏面モルタル内溶接金網の形状に相違があります。
・意匠図　階段１詳細図他　―　φ３．２－７５×７５
・構造図　階段詳細図（１）　―　φ６－５０×５０
・構造関係特記仕様書（１）　―　φ６－１００×１００
φ３．２－７５×７５を正と考えて宜しいですか。

構造図　階段詳細図（１）　―　φ６－５０×５０　正としてください。

513
A-044
S-26

吊材を受ける鉄骨梁のメン
バーについて

階段３詳細図において、免震階段の吊材：Ｈ－１５０×１５０×７×１０の指
示がありますが、１階床伏図より受け梁の指示がなく、不明です。受け梁の
部材メンバーを御指示下さい。

S-74図によります。

514 A-045
  外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 梁
型貫通部について

外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 外部階段 鉄骨梁型貫通部の幕板等の詳細図
を御提示下さい、

意匠別紙19を参照ください。

515
A-45
A-166
A-320

外部の耐火被覆について
階段4､ﾍﾘﾎﾟｰﾄ等､外部鉄骨に耐火被覆､耐火塗料は不要と考えてよろし
いですか｡
必要な場合は､施工範囲をご指示下さい｡

特記なき箇所は不要とします。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

516
A-047
A-071

間仕切仕様の相違

１階Ｇ通り・６通りＭＷＣ１・ＨＷＣ１～中央処置待合間の間仕切壁凡例に
相違があります。
・１階平面詳細図（１）　―　ＷＴ－２Ｇ
・水廻り詳細図（１）　―　ＷＴ－１
ＷＴ－２Ｇを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

517 A-047､参考数量書P305
参考数量書の 1F中央処置
待合･受付1･2 ｶﾞﾗｽﾊﾟｰﾃｨｼｮ
ﾝについて

参考数量書Ｐ３０５で、　１Ｆ中央処置待合・受付１・２　ガラスパーティション
が３か所ありますが、１階平面詳細図（１）の中央処置待合附近で、ガラス
パーティションが見当たりません。必要な場合は、ガラスパーティションの
設置場所及び仕様詳細・寸法を御指示下さい。

SW107　SW211です。

518 A-047～070 壁下地の仕様について
外壁側及び鉄骨柱廻りの壁下地はLGS65とし､天井までと解釈して宜しい
でしょうか。御指示下さい。

柱廻りはお見込みの通りです。但し、LGSは柱から支持すること。外壁は
標準仕様書の通りとします。

519 A-047～070･166･300～310
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｼｬﾌﾄ廻り壁の
相違について

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｼｬﾌﾄ廻り壁がｴﾚﾍﾞｰﾀｰ詳細図ではｺﾝｸﾘｰﾄ壁の様な記載となっ
ておりますが､平面詳細図･部分詳細図(1)では乾式壁の表記となっており
ます｡ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ではなく､乾式壁と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡
違う場合は､意匠図変更図､構造伏図変更図､壁ﾘｽﾄ､壁符号等詳細を御
指示下さい｡

S-02 ６章２節 コンクリートの種類１番とし，配筋は縦筋Ｄ１３＠２００ダブ
ル、横筋Ｄ１０＠２００ダブルとしS-71図によります。

520 A-047・166 間仕切仕様について

１階平面詳細図（１）他において、Ｆ通り・５通り中央処置室内袖壁凡例に
「Ｗ－１Ｇ」と指示がありますが、部分詳細図（１）にＷ－１Ｇの詳細はありま
せん。壁凡例をＷ－２Ｇに読み替えるとして宜しいですか。

お見込みの通りです。

521
A-047他
A-166

間仕切仕様について

１階平面詳細図（１）他において、Ｊ通り・６通りに壁凡例「ＷＴ－１ａ」と指示
がありますが、部分詳細図（１）に「ＷＴ－１ａ」の指示がありません。壁凡例
「ＷＴ－１」と同様として想定いたしますが宜しいですか。

Ｊ通り・６通り記載は　W-1a です。

522 A-47
南側 H通 設備基礎の仕上
について､

南側 H通 設備基礎の仕上について､ｺﾝｸﾘｰﾄ面金鏝仕上と考えてよろし
いですか。

D9-3の通りとします。

523 A-47 間仕切壁符号について
1階中央処置室～注射ｺｰﾅｰ間がW-1Gとなってますが､W-1Gは壁符号
に無い為､W-1と考えてよろしいですか｡

前述の通り。

524
A-47

A-174 D9-12
1F南側 I通付近 小階段の仕
上について

1F南側 I通付近 小階段の仕上について､A-174 D9-12図に倣うと考えて
よろしいですか。

お見込みの通りです。但し、サイズ調整すること。

525
A-47
A-32

北側 FB手摺について

北側 FB手摺について､
A-47図:FB手摺
A-32図:ｱﾙﾐ手摺2
とありますが､FB手摺を正と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

526

A-47
A-49

A-167他
特記)仕様書50/61

視覚障害者誘導用床材につ
いて

視覚障害者誘導用床材についてA-167図D2-12に｢石･ｺﾝｸﾘｰﾄ用｣とあり
ますが､以下の床仕上の場合も同程度と考えてよろしいですか｡違うのであ
れば仕様及びﾒｰｶｰ程度を｢誘導用｣｢注意喚起用｣それぞれにご指示下
さい｡
①ﾀｲﾙ
②ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ
又､特記仕様書では塩化ﾋﾞﾆﾙ製のあります｡塩化ﾋﾞﾆﾙ製を見込むのであ
れば､施工範囲及びﾒｰｶｰ程度をご指示下さい｡

お見込みの通りです。

527
A-47･171

参考数量書P199
防護衣掛けについて

部分詳細図(6)D6-8防護衣掛け2とは1F CT室等のﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ掛けのことと
考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

528
A-47･48

参考数量書P305
ｶﾞﾗｽﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝについて

参考数量書について､ｶﾞﾗｽﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝが1F中央処置待合他に取り付くよ
うですが平面詳細図では見当たりません｡必要でしたら仕様をご指示下さ
い｡

SW107　SW211です。

529 A-47他 耐火被覆について
1通りE～R通りの柱型は凡例S(耐火被覆 左官仕上+EP-Si)となっています
が､左官仕上の仕様が不明です｡仕様･詳細をご指示下さい｡

平滑としてください（端部曲面）

530 Ａ-048
犬走り部階段の仕上につい
て

１階平面詳細図（２）に於いて、Ｕ通り７通りの犬走り部階段の仕上が不明
です。下記と想定いたしますが宜しいですか。
①段部　―　モルタル下地＋塗膜防水
②段鼻　―　ノンスリップタイル
③手摺　―　１階外周廻り同様のアルミ手摺２

お見込みの通りです。

531 Ａ-048
犬走り部階段の仕上につい
て

上記に於いて、階段の１段目のみ犬走りと縁切りされた踏み台のような図
示となっていますが、仕様・詳細が不明です。御指示下さい。 コンクリート鏝押え＋塗膜防水（X-2）としてください。

532 A-048 1階RC階段の手摺について
1階平面詳細図(2) U×1･7通りRC階段の手摺について､仕様･H寸法を御
指示下さい｡ 不要です。外構図を正としてください。

533
A-048
A-071

間仕切仕様の相違

１階Ｓ～Ｕ通り・６～７通りＭＷＣ２・ＨＷＣ２・ＷＷＣ２～センターストリート間
の間仕切壁凡例に相違があります。
・１階平面詳細図（２）　―　ＷＴ－２Ｇ
・水廻り詳細図（１）　―　Ｗ－２Ｇ
ＷＴ－２Ｇを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

534
A-048
S-26

免震犬走りの階段リストにつ
いて

１階平面詳細図（２）において、Ｕ・７通りに階段の図示がありますが、ＲＣ
階段のリスト（配筋）が不明です。御指示下さい。

段差部はｲﾅｽﾞﾏ筋D10@200，角部に1-D13の配筋としてください。床版部
はCDS20とします。

535 Ａ-048・Ｇ-071
鋼製ステップの手摺・門扉に
ついて

１階平面詳細図（２）に於いて、Ｕ通り１通り階段４南側の鋼製ステップに手
摺・門扉の指示がありますが、外構図部分詳細図（４）Ｄ－４８鋼製ステップ
詳細図に指示がありません。鋼製ステップ部手摺・門扉の仕様・部材メン
バー・詳細図の発行をお願い致します。

門扉、手摺はなしです。
外構図を正としてください。

536
Ａ-048・Ｇ-071

Ａ-045
階段４南側の渡りの仕様に
ついて

階段４南側の渡りの仕様に相違があります。
・１階平面詳細図（２）・外構図部分詳細図（４）　―　鋼製ステップ
・階段４詳細図　―　免震ＥＸＰ．Ｊ金物のような図示
鋼製ステップを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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537 Ａ-045
階段４南側の渡りの仕様に
ついて

上記に於いて、免震ＥＸＰ．Ｊ金物が正の場合、免震ＥＸＰ．Ｊ金物の詳細を
御指示下さい。 鋼製ステップを正とします。

538
A-48

A-166他
間仕切壁符号について

1階多目的室3の柱廻り等､WT-1aとなっていますが､WT-1aは壁符号に無
い為､WT-3の片面耐火と置き換えてよろしいですか｡

W-4aとします。

539
A-48
A-45
A-209

屋外階段 床EXP･Jについて

屋外階段 床EXP･Jについて､A-209図に凡例がありません｡仕様･詳細を
ご指示下さい。
又､設置範囲がA-48図とA-45図で相違します｡
併せてご指示下さい。

A-48図を正として、G-071　D-48　鋼製ステップ図としてください。

540
A-48
A-71

間仕切壁符号について

1階WC2～廊下間の間仕切壁符号について
A-48図 WT-2G
A-71図 W-2G
とありますが､A-48図を正と考えてよろしいですか｡
又､他にも平面詳細図と水廻り詳細図で相違がある場合は､平面詳細図を
正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

541
A-049
A-129

SS-1について
SS-1について､下記について御指示下さい。
■三方枠はｽﾁｰﾙt1.6 250×25で考えてよろしいでしょうか｡

お見込みの通りです。

542
A-050
A-073

間仕切仕様の相違

２階Ａ～Ｂ通り・６通り理美容室～患者ラウンジ間の間仕切壁凡例に相違
があります。
・２階平面詳細図（１）　―　ＷＴ－１
・水廻り詳細図（３）　―　ＷＴ－２Ｇ
ＷＴ－１を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

543
A-050～067
S-27～32

ＦＳ室の床開口範囲につい
て

２～７階ＦＳ１～３室の床開口範囲に相違があります。
・２～７階平面詳細図　―　室の半分程度開口
・２～７階床伏図　―　全面開口
何れが正か御指示下さい。

平面詳細図の範囲は、床開口範囲でなくEVシャフトの寸法を記載してい
ます。床開口範囲は床伏図を正としてください。

544 Ａ-052 基礎の高さについて

２階平面詳細図（３）において、屋根２に基礎「０．８×１．５×０．１５及び２．
０×１．０×０．１５」の指示がありますが、屋根２が露出アスファルト防水で
あり、防水立上がりが納まりません。屋根２に設置の他の基礎同様、高さ
０．１５を０．５に読替えといたしますが、宜しいですか。

お見込みの通りです。

545 Ａ-052 基礎の高さについて
上記において、高さ０．１５のままの場合、防水巻込み納まり及び緩衝材に
て屋根と絶縁して設置の何れかになると思われます。何れか御指示下さ
い。

高さを0.5とします。

546
A-052
A-073

間仕切仕様の相違

２階Ｏ通り・１０～１１通り汚物処理室１～薬局員室間の間仕切壁凡例に相
違があります。
・２階平面詳細図（３）　―　Ｗ－４
・水廻り詳細図（３）　―　ＷＴ－１
Ｗ－４を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

547
A-52
A-40

A-52図 屋根2とありますが､A-40図より屋根(DI-2)と考えてよろしいです
か。

お見込みの通りです。

548 A-53･54 ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝについて 3F平面詳細図でｽﾀｯﾌｺﾓﾝｽﾞにPTとありますが､仕様をご指示下さい｡ A-216図の通りです。

549
A-053
A-074

間仕切仕様の相違

３階Ｇ通り・４～６通りＭＷＣ１・ＷＷＣ１～廊下６間の間仕切壁凡例に相違
があります。
・３階平面詳細図（３）　―　ＷＴ－２Ｇ
・水廻り詳細図（４）　―　Ｗ－２Ｇ
ＷＴ－２Ｇを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

550
A-055
A-068
A-174

屋上の小階段について

下記範囲の小階段について､部分詳細図(9)<D9-12>内部･外部RC階段
詳細図に倣って宜しいでしょうか｡
①3階平面詳細図(3) M×11通り(洗濯室出入口)
②8階平面詳細図(1) J～L×5～6通り(EVﾎｰﾙ1出入口)

又､鉄骨階段の場合及び手摺が必要な場合は仕様･詳細を御指示下さ

お見込みの通りです。

551 A-055･169 天井裏防水ﾊﾟﾝについて
3階廊下4の天井裏防水ﾊﾟﾝからの竪樋は1本とし、階段1横ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ内
の竪樋に接続と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

552 A-55
3階 設備ｽﾍﾟｰｽ 目隠し壁の
扉について

3階 設備ｽﾍﾟｰｽ 目隠し壁の扉について､仕様･ｻｲｽﾞをご指示下さい。 スチール戸H2000×W600としてください。

553
A-056
A-166 曲面壁の仕様について

４階平面詳細図（１）において、物品庫・研修ルーム１～３内の柱型に曲面
壁の指示がありますが、壁凡例が不明です。部分詳細図（１）の壁凡例Ｗ
－６が該当すると想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

554 A-58 階段1 I'通の外壁について 階段1 I'通の外壁について､成形板 ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙと考えてよろしいですか。 4F A+B　5F B+C　6F C+D　7F D+Eとしてください。

555
A-59
A-62

間仕切壁符号について
5F個室A W512～513間､W516～517間､W518～519間の壁符号につい
て､個室間はW-2Gですが､WC間はWT-2Gの耐火壁となっています｡個
室と同じW-2Gと考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

556 A-059 光庭の排水溝仕上について
５階平面詳細図（１）において、５階光庭（Ｅ・Ｗ）排水溝の指示があります
が、仕上が不明です。モルタル仕上を想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

557 A-059他 曲面壁の仕様について

５階平面詳細図（１）他において、Ｃ～Ｄ通り・２通りコミュニケーションカウ
ンターの天井裏にＷＴ－１（１時間耐火間仕切）の指示があり一部曲面と
なりますが、ＷＴ－１の仕様は曲面施工ができないと思われます。ＷＴ－１
に替わる仕様を御指示下さい。

多角として施工してください。

558 A-60 機械浴室の手摺について
機械浴室の｢SUS手すり｣については､φ38 HL 壁付と考えてよろしいです
か｡

ステンレスI 型　Φ３４　Ｈ７００としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

559
A-60
A-63

洗面ｶｳﾝﾀｰについて

平面詳細図で以下の部屋に洗面ｶｳﾝﾀｰのような図示が有りますが､破線
表示となっています｡衛生器具表ではｶｳﾝﾀｰ一体型ですが設備工事です
か｡仕様をご指示下さい｡
 ■5F個室C(E515)
 ■6F個室D(E614)

設備工事です。
TOTO MV45同等品としてください。

560 A-062 防音仕様の病室について
平面詳細図で個室･4床室の一部に防音と記入がありますが､一般病室と
仕様は異なるのでしょうか。御指示下さい。

扉をSATとしています。

561 A-062､参考数量書P305
参考数量書の６Ｆ　ＳＳ２　可
動式パネルについて

参考数量書Ｐ３０５で、６Ｆ　ＳＳ２　可動式パネルが、合計３か所あります
が、６階平面詳細図（１）のＳＳ２で可動式パネルが見当たりません。必要な
場合は、可動式パネルの設置場所及び仕様詳細・寸法を御指示下さい。

7F　SS2です。
イトーキメディパネル同等品としてください。（壁固定×2、可動式×1）

562
A-62

参考数量書P305
可動式ﾊﾟﾈﾙについて

参考数量書について可動式ﾊﾟﾈﾙが6F SS2に取り付くようですが平面詳細
図では見当たりません｡必要でしたら仕様をご指示下さい｡

7F　SS2です。
イトーキメディパネル同等品としてください。（壁固定×2、可動式×1）

563 A-66
病室外壁凸部成形板のｻｲｽﾞ
について

病室外壁凸部成形板のｻｲｽﾞについて､寸法割付835､700部分はW900の
ﾊﾟﾈﾙをｶｯﾄと考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。詳細は意匠別紙21を参照してください。

564 A-067 建築図について
建築図PDFﾃﾞｰﾀでA-066(7階平面詳細図(2))とA-068(8階平面詳細図(1))
の間の図面がA-059 7階平面詳細図(1)です。図面ﾘｽﾄよりA-067 7階平面
詳細図(3)に読み替えて宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

565 Ａ－０６７ 設計図書確認 配布データではA-０５９となっており、０６７の番号誤りですか。 お見込みの通りです。

566 A-068 屋上の階段について
８階平面詳細図１ＥＶホール２Ｈ通りに階段が有りますが､詳細が不明で
す｡御指示下さい。 鉄骨造とします。手摺は前述の通り。

567 A-68 8F屋上排水溝について
8F屋上排水溝について､ｱｽﾌｧﾙﾄ露出断熱防水(DI-2) 水下部分に排水
溝 ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 ﾓﾙﾀﾙ下地 W300を見込むと考えてよろしいです
か。

排水溝は不要とし、ドレーンに向かって勾配とします。

568 A-68
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水立上り 水切ｱｺﾞ
について

8階屋上ｱｽﾌｧﾙﾄ防水立上りで、塔屋外壁部は水切ｱｺﾞ付 塗膜防水 X-2
と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

A-176図の通りです。

569 A-68
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水立上り 水切ｱｺﾞ
について

上記、水切ｱｺﾞと外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板下端取合部の納まりを御指示下さ
い。

A-176図の通りです。

570 A-069 8階屋根設備基礎について
8階平面詳細図(2)で6通～7通*L通～M通間の設備基礎2か所の寸法記
入がありません。御指示下さい。

１２００×２５００×５００
１０００×１８５０×５００としてください。

571 A-70
設備基礎H300 防水納めに
ついて

設備基礎H300 防水納めについて､露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水屋根にｱｽﾌｧﾙﾄ防
水増張を見込むと考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

572 A-70
設備基礎H300の仕上につ
いて

設備基礎H300の仕上について､天端:ｺﾝｸﾘｰﾄ面金鏝仕上､立上り:打放面
補修仕上と考えてよろしいですか。

D9-3の通りとします。

573 A-071～076・129～165
水廻りの展開図と建具の相
違について

水廻り詳細図と建具表で姿図の相違が多数あります。全て建具表を正と
考えて宜しいですか。

質疑No.582,737,856,857,877,885,801等を参照してください。
その他は建具表を正としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

574 A-080～090・121～165
主要展開図と建具の相違に
ついて

主要展開図と建具符号案内図・建具表で有無と姿図に相違が多数ありま
す。全て建具配置図・建具表を正と考えて宜しいですか。

質疑No.651～936を参照してください。
その他は建具表を正としてください。

575
A-071・073

P-103
ＨＷＣのトイレパックについて

水廻り平面詳細図（１）及び（３）に於いて、１階ＨＷＣ６・ＨＷＣ７及び２階Ｈ
ＷＣ３が衛生器具表（２）では「オストメイトパック」となっていますが、１階Ｈ
ＷＣ５同様の図示となっていますので、多機能トイレパックと思われます。１
階ＨＷＣ６・ＨＷＣ７及び２階ＨＷＣ３は１階ＨＷＣ５同様に多機能トイレパッ
クと想定して宜しいですか。

衛生器具表の通りとし、それ以外は、在来とします。

576
A-71
A-171

洗面ｶｳﾝﾀｰについて
2F平面詳細図でﾚｽﾄﾗﾝ(一般)(職員)に洗面ｶｳﾝﾀｰのような図示が有りま
すが､仕様は部分詳細図(6)D6-14のｱｸﾘﾙ系人工大理石と考えてよろしい
ですか｡

CERA TRADING　AU17302同等品としてください。

577 A-075 ライニングの仕様について

水廻り詳細図（5）に於いて、４階機械浴室にライニングの図示があります
が、ライニングの下地が不明です 。押えコンクリートを想定いたしますが宜
しいですか。

CB積としてください。A種t120とし、配筋は建築工事監理指針H.28 P737
表8.3.2としてください。

578 A-075 ライニングの仕様について
上記質疑に関連しますが、押えコンクリート内に鉄筋が必要と思われます
が、鉄筋要領が不明です。御指示下さい。

CB積としてください。A種t120とし、配筋は建築工事監理指針H.28 P737
表8.3.2としてください。

579 A-075
機械浴室の壁付手摺につい
て

機械浴室の壁付手摺の詳細図を御指示下さい。 ステンレスI 型　Φ３４　Ｈ７００としてください。

580 A-075 機械浴室ﾗｲﾆﾝｸﾞについて
機械浴室ﾗｲﾆﾝｸﾞ仕上は立上りと同じ床ﾀｲﾙ+CB100、面台をｽﾃﾝﾚｽt1.5
HLと解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

581 A-075・076
機械浴室の手摺の仕様につ
いて

水廻り詳細図（５）及び（６）において、各階機械浴室及び前室（１）の平面
詳細図・展開図に「ＳＵＳ手すり」とありますが、仕様・形状及び納まり詳細
が不明です。御指示下さい。

ステンレスI 型　Φ３４　Ｈ７００としてください。

582
A-076
A-154

ＴＢ－４０２の範囲について

ＴＢ－４０２において、トイレブース配置に相違があります。
・水廻り詳細図（６）　―　トイレブースＬ型＋ＳＫブースＬ型＋隔てブース
・４階建具表（４）　―　仕切り２枚付きブース＋隔てブース
トイレブースＬ型＋ＳＫブースＬ型＋隔てブースを正と考えて宜しいです
か。

お見込みの通りです。

583 A-077
4床室ｺﾝｿｰﾙ横の納まりにつ
いて

病室詳細図内展開図で4床室の病室ｺﾝｿｰﾙ～ﾛｯｶｰ(F-28)間のFL+1600
に実線の記入がありますが､納まりが不明です。断面図を御指示下さい｡

意匠別紙2を参照ください。

584 A-077･078
4床室化粧ｹｲｶﾙ板の範囲に
ついて

病室詳細図内平面詳細図で4床室A(N404･W501)の洗面前に化粧ｹｲｶﾙ
板の記入はありませんが､4床室A(N407)と同様に必要と解釈して宜しいで
しょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。
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585 A-77 各病室の壁仕上について
各病室の壁仕上について､A-77図の平面詳細図にFK-D6とありますが､
展開図のFK-D3を正と考えてえてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

586 A-77 ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝについて
病室詳細図(1)でﾛｰﾙｶｰﾃﾝが有りますが､別途工事と考えてよろしいです
か｡建築工事の場合は仕様と高さをご指示下さい｡

ニチベイ　ソフィー同等　1500×2500手動タイプとしてください。

587 A-77 ﾍﾞｯﾄﾞｶﾞｰﾄﾞについて 病室詳細図(1)でﾍﾞｯﾄﾞｶﾞｰﾄﾞが有りますが､程度をご指示下さい｡ ナカ工業　NS-150V同等品

588
A-77
A-221

無菌個室の各仕上について
無菌個室の壁･巾木仕上について､A-77図 病院詳細図(1)とA-221図 4階
無菌個室ﾕﾆｯﾄ 詳細図(1)とで相違しています｡床･天井仕上も含めA-221
図を正と考えてよろしいですか｡

A-221図 4階無菌個室ﾕﾆｯﾄ 詳細図(1)を正としてください。

589
A-77～79

参考数量書P309
棚板について

参考数量書について棚板が取り付くようですが病室詳細図では見当たり
ません｡必要でしたら詳細をご指示下さい｡

意匠別紙2を参照ください。

590
A-77･78
A-120

病室の窓枠について
病室の窓枠について､病室詳細図(1)(2)の展開図で窓廻りに木調ｵﾚﾌｨﾝ
ｼｰﾄ貼りの窓枠がありますが､材種はMDF､ｻｲｽﾞは80x25と考えてよろしい
ですか｡

樹脂製の木調オレフィンシート貼としてください。

591
A-79

A-244他
各重症室について

各重症室のｶｳﾝﾀｰ部について､A-79図に壁符号W-1aの記載があります
が､ｶｳﾝﾀｰﾕﾆｯﾄ詳細図とでは相違しています｡いづれを正と考えればよろ
しいですか｡

カウンターユニット詳細図を正としてください。

592
A-080
A-135

ＳＳ－１０３の相違について

ＳＳ－１０３のＨ寸法の相違があります。
・主要展開図（１)　―　Ｈ２，７００
・１階建具表（１）　―　Ｈ２，５００
Ｈ２，７００を正として宜しいですか。

H2700としてください。

593
A-80
A-112

他
壁出隅ｼﾞｮｲﾅｰについて

1F SIMADAﾌﾟﾗｻﾞの壁出隅ｼﾞｮｲﾅｰについて､
A-80図 ｱﾙﾐ製
A-112図 ｽﾃﾝﾚｽ製
とありますが､A-168図D3-10よりA-112図を正と考えてよろしいですか｡(他
室も同様)

お見込みの通りです。

594
A-80
A-171

円柱仕上について

1F中央処置待合の円柱の仕上げについて､
A-80図 耐火ｼｰﾄの上 EP-Si
A-171 D6-13図 SOP
とありますが､A-80図を正と考えてよろしいですか｡
(2Fｾﾝﾀｰｽﾄﾘｰﾄも同様)

お見込みの通りです。

595
A-81
A-96

天井間接照明ﾎﾞｯｸｽについ
て

主要展開図(2)において､2Fｲｰﾄｲﾝｽﾍﾟｰｽの天井段差部分に間接照明が
見受られますが｡A-172図 D7-4 L-1と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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596
A-84
A-115

A-168 D3-2
4F 前室9腰壁について

4F 前室9 腰壁WG-Aについて
A-163 D3-2図 H1000
A-84図  H800
とありますが､A163 D3-2図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

597 A-84他 壁不燃木ﾊﾟﾈﾙ見切材につて
5F廊下1他の一部壁に不燃木ﾊﾟﾈﾙが見受られますが､取合見切材が必
要であれば仕様･断面寸法をご指示下さい｡

ｱﾙﾐ見切りとします。

598
Ａ085～087

Ａ-013
廊下５～１６の巾木の相違

５階～７階＜共通＞の廊下５～１６の巾木に相違があります。
・主要展開図（６）～（８）　―　ビニル巾木・木巾木
・仕上表（６）　―　ビニル巾木・ステンレス巾木
ビニル巾木・木巾木を正と考えて宜しいですか。ビニル巾木・ステンレス巾
木が正の場合、ステンレス巾木の範囲が不明です。御指示下さい。

ビニル巾木、木巾木としてください。
不燃木パネル部分は巾木なしとしてください。

599
A-091～111

建築工事特記仕様書Ｐ５２
病室以外のカーテンレール
の仕様について

各階天井伏図において、病室以外の各室にカーテンレールがあります
が、下記を御指示下さい。
①天井付き・吊下げ式の何れですか
②吊下げ式の場合、吊り下げ高さ
③仕様

①天井吊とし、設備等をまたぐ場合のみ、吊り下げ式
②500程度
③ＴＯＳＯステンレス製消音タイプ同等品

600 A-091～111・169 天井点検口の数量について

部分詳細図（４）のＤ４－１６天井点検口（アルミ）において、各階の数量指
示がありますが、天井伏図より４５０×４５０と６００×６００の２種類があります
が、下記を御指示下さい。
①サイズ毎の振分け数量
②本館・リニアック棟各々の振分け数量
③メーカー・品番など

すべて600角とし、振り分けは部分詳細図を参照ください。
ナカ工業　ハイハッチMMⅡf同等品としてください。

601 A-91 天井ｱｰﾄについて
天井伏図 1F中央処置待合他に｢ｱ-ﾄ CH3000｣の図示がありますが､詳細
をご指示下さい｡

アート工事はA-171　D6-15及び特記仕様書を参照ください。

602
A-91
A-253

天井ｱﾝｶｰについて
1F天井伏図について､初療1･2には無影灯とｼｰﾘﾝｸﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄが有ります
が､医療機器詳細図(1)ではｼｰﾘﾝｸﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄのみです｡医療機器詳細図(1)
を正と考えてよろしいですか｡

天井伏図を正としてください。

603
A-91～111

A-169
吊物補強について

部分詳細図(4)D4-13吊物補強が天井伏図に見当たりません｡取付場所を
ご指示下さい｡

不要とします。

604
A-91～111

A-253
天井ｱﾝｶｰについて 天井ｱﾝｶｰとは無影灯又はｼｰﾘﾝｸﾞ用架台のことと考えてよろしいですか｡ 無影灯、シーリング等を示します。医療機器図を参照してください。
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605 A-91～111･170
病室以外のｶｰﾃﾝﾚｰﾙにつ
いて

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙについて､A-170 D5-2図に
病室のｶｰﾃﾝﾚｰﾙの詳細がありますが､
病室以外のｶｰﾃﾝﾚｰﾙについても倣ってよろしいですか｡違うのであれば､
詳細･程度をご指示下さい｡

お見込みの通りです。

606
A-093
A-008 天井仕上の相違

１階寝台車庫の天井仕上に相違があります。
・１階天井伏図（３）　―　ＳＯＰ
・仕上表（１）　―　ＮＡＤ
ＳＯＰを正と考えて宜しいですか。

ＮＡＤを正としてください。

607 A-093・094・095 待合の下り壁について
１階天井伏図（３）他において、１階待合１・２・２階待合１～５の天井に下り
壁が必要と思われますが、仕上が不明です。仕上げを御指示下さい。 部分詳細図（７）　D7－４　L-7　です。仕上Ep-siです。

608 A-93 天井異種仕上見切について
1F天井伏図 待合室1･2において､異種天井仕上が取合ますが､塩ﾋﾞ製見
切材を見込んでよろしいでしょうか｡(他室も同様)

タモ不燃木４５×９０　EP-Si仕上としてください。

609 A-94
2FｾﾝﾀｰｽﾄﾘｰﾄD-5-10 L-8
について

2F天井伏図(1) ｾﾝﾀｰｽﾄﾘｰﾄに｢D 5 10｣の図示がありますが､誤記と考えて
よろしいですか｡
又､EVﾎｰﾙ3との取合に｢L-8｣とありますが施工範囲が不明です｡ご指示下
さい｡

不要とします。L-8の施工範囲は近接して天井高が高くなっている範囲で
す。

610
A-96
A-171

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌｫﾛｰについて
I'通りのﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌｫﾛｰについては､A-171 D6-9図のｷｬｯﾄｳｫｰｸと考えてよ
ろしいですか｡違うのであれば､仕様･詳細をご指示下さい｡
又､各部材について､塗装等仕上が必要であればご指示下さい｡

お見込みの通りです。

611
A-106･108

A-014 天井仕上の相違

６階事務室１、２の天井仕上に相違があります。
・６階天井伏図（１）（３）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５
・仕上表（７）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５＋ビニルクロス
ＧＢ－Ｄｔ９．５を正と考えて宜しいですか。

ＧＢ－Ｄｔ９．５＋ビニルクロスを正としてください。

612
A-107
A-014 天井仕上の相違

６階事務室３の天井仕上に相違があります。
・６階天井伏図（２）　―　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２
・仕上表（７）　―　ＧＢ－Ｄｔ９．５＋ビニルクロス
ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＤＲｔ１２を正と考えて宜しいですか。

ＧＢ－Ｄｔ９．５＋ビニルクロスを正としてください。

613
A-11
A-114

3F EVﾎｰﾙ1 壁仕上につい
て

3FEVﾎｰﾙ1の壁仕上について､
A-11図 腰壁無し
A-114図 凡例WG-E 腰壁ｼｰﾄ有り
とありますが､A-114図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

61／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

614
A-11
A-114
A-168

3F EVﾎｰﾙ4 壁仕上につい
て

3FEVﾎｰﾙ4の壁仕上について､
A-11図 ESi
A-114図 凡例WG-D FK-D
とありますが､A-11図を正と考えてよろしいですか｡

A-114図を正とします。

615

A-11
A-54
A-114
A-168

3F 廊下2 壁仕上について

3F廊下2の壁仕上について､
A-11図 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
A-114図 凡例WG-D FK-D
とありますが､A-54図の壁符号も含め､A-11図を正と考えてよろしいです
か｡

A-114図を正とします。

616
A-11
A-99

3F廊下3 天井仕上について

3廊下3の天井仕上について､
A-11図 GB-Rt12.5+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
A-99図 GB-D t9.5
とありますが､A-11図を正と考えてよろしいですか｡

GB-D　t9.5としてください。

617 A-110 天井仕上について

７階天井伏図（２）において、Ｔ～Ｕ通り１～２通りの片持ちスラブより内側
（建物側）の天井・梁型に凡例Ｊ打放し補修外装薄塗材Ｅの指示がありま
すが、該当する天井はフラットデッキ、梁型は鉄骨梁となります。該当箇所
の仕上を再度御指示下さい。

フラットデッキ：フッ素樹脂エナメル塗り
鉄骨梁：耐火塗料としてください。

618
A-112
A-168

ｳｫｰﾙｶﾞｰﾄﾞ WG-Eについて
ｳｫｰﾙｶﾞｰﾄﾞ WG-Eの腰壁について
A-112図 H1000
A-168図 H800とありますが､A-168図を正と考えてよろしいですか｡

H1,000としてください。

619 A-112～119
ＴＴ－１縦型手摺の有無につ
いて

１～８階雑伏図の凡例において、「ＴＴ－１　縦型手摺（ＳＵＳ３０４　３４φＨ
７００）」とありますが、施工場所及び同等メーカー・品番が不明です。「ＴＴ
－１　縦型手摺（ＳＵＳ３０４　３４φＨ７００）」の施工場所及び同等メーカー・
品番を御指示下さい。

5FSW1,2,3,4
6FSW1,2
7FSW1,2,3,4に見込んでください。

中等品とします。

620 A-112～119 ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞについて
雑伏図内凡例欄外に※ｺｰﾅｰ部にはすべてｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞを設置する。と記
入がありますが、部屋の用途(ﾎｰﾙ･待合･廊下･病室など)に関係なく必要
となるのでしょうか。御指示下さい。

すべて見込んでください。

621 下り壁の仕上について 下り壁の仕上は天井同材と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。 天井伏図を参照してください。

622
A-12
A-115

4F OPﾎｰﾙの壁仕上につい
て

4F OPﾎｰﾙの壁仕上について､4階雑伏図において､壁凡例がWG-Aと
なっていますが､仕上表よりWG-Bに読み替えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

623
A-12
A-115

A-168 D3-2
4F 前室3について

4F 前室3の巾木･壁仕上について､
A-12図 巾木 ﾋﾞﾆﾙ巾木H60･壁 EP-Si
A-115図 WG-A 巾木 不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板･壁 不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板H1000
とありますが､A-12を正と考えてよろしいですか｡

A-115図を正とします。
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624
A-12
A-115

A-168 D3-2

4F 前室4巾木･壁仕上につ
いて

4F 前室4の巾木･壁仕上について､
A-12図 巾木 床材立上げH100･壁 FKt6+NAD
A-115図 WG-A 巾木 不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板･壁 不燃ﾒﾗﾐﾝ化粧板H1000
とありますが､A-12を正と考えてよろしいですか｡

A-115図を正とします。

625 A-120
スチール建具の塗装につい
て

建具共通事項において、鋼製建具は「特記にて現場塗装の際はＦＥとす
る。」とありますが、建具表で２－ＦＵＥやＳＯＰで相違があります。建具表
にある塗装を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

626 A-120
アルミサッシの膳板・額縁に
ついて

建具共通事項において、アルミサッシの膳板・額縁はスチール（建具と同
仕上）とありますが、アルミサッシはアルミＢ－２種のため、スチール焼付け
塗装と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

627 A-120・135・142
膳板・額縁の厚さ・仕様につ
いて

上記質疑に関連して、仕様毎の額縁・膳板の厚さは下記の通りで想定い
たしますが宜しいですか。
①スチール　―　T１．６　焼付け塗装
②アルミ　―　T２．０　建具と同仕上
③ステンレス　―　Ｔ１．５　建具と同仕上

お見込みの通りです。

628 Ａ-120
化粧シート張りの建具につい
て

建具符号凡例において、化粧シート張りの建具は枠も化粧シート張りと想
定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

629 A-120 ｶﾞﾗﾘの防鳥網について
ｶﾞﾗﾘの防鳥網について､建具共通事項で｢#16x10㎜｣と｢1.5φ15㎜ﾋﾟｯﾁ｣
の2種類指示がありますが､後者を正と考えてよろしいですか｡

すべてステンレス製防虫網としSUS316としてください。

630 -
外部建具枠廻り
ｼｰﾘﾝｸﾞの種類について

外部建具枠廻りｼｰﾘﾝｸﾞの種類について2成分形変性ｼﾘｺｰﾝ系と考えてよ
ろしいですか｡

お見込みの通りです。

631 A-120 建具符号のFB指示について
建具符号のFB指示について､建具の符号と図面表示欄で､｢FB:ﾌﾗｯﾄ
ﾊﾞｰ｣とありますが､枠がFB枠であるという意味と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

632 A-120
ﾀﾞｸﾄ接続部材の塗装につい
て

ﾀﾞｸﾄ接続部材の塗装について､建具共通事項 ｶﾞﾗﾘに記載のﾀﾞｸﾄ接続枠
及びﾀﾞｸﾄ接続用ﾌﾗﾝｼﾞに於いて仕上塗装の記述がありませんが､共に工
場塗装と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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633 A-120
建具符号と図面表示につい
て

建具共通仕様書　建具符号と図面表示について､各種図示がありますが､
下記を御指示下さい｡

①建具ｷｰﾌﾟﾗﾝに図示のあるSAT･FB等の図示は､建具表に記載なくとも
建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ通り見込むと考えて宜しいでしょうか｡
②逆に建具ｷｰﾌﾟﾗﾝに図示なくとも､建具表に図示のある電気錠等は全て
建具表通り見込むと考えて宜しいでしょうか｡
③凡例に化:化粧ｼｰﾄとありますが､扉枠共片面に見込むものと考えて宜し
いでしょうか｡

①お見込みの通りです。
②キープランを正としてください。
③お見込みの通りです。

634 A-120 建具シーリングについて
外部建具廻りのシーリングですが、２重シーリング２０×１０、変成シリコン
系と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

635
A-120
A-002

電気錠制御盤について

電気錠制御盤について､下記の様に相違します｡

･建具共通仕様書　建築工事
･工事区分表-1　電気工事

電気錠制御盤については､建築工事と考えて宜しいでしょうか｡
又､制御盤の数量等詳細を併せて御指示下さい｡

電気設備工事とします。

636
A-120
A-129

外部SDの欄間ｶﾞﾗﾘについて
外部SDの欄間ｶﾞﾗﾘについて､建具共通事項:ｶﾞﾗﾘで｢外部SDはｱﾙﾐﾆｳﾑ
製｣とありますが､建具表ではSD-3a･4の材質欄にその様な記載がありませ
ん｡ｶﾞﾗﾘもｽﾁｰﾙ焼付塗装と考えてよろしいですか｡

共通事項を正としてください。

637
A-120

A-137他
LDのｶﾞﾗﾘについて

LDのｶﾞﾗﾘについて､建具共通事項 ｶﾞﾗﾘに｢屋内SDのｶﾞﾗﾘはｽﾁｰﾙ製、戸
と同色仕上」とありますが､LDも同様に考えてよろしいですか｡又､仕上が
建具符号案内図により化粧ｼｰﾄ貼りとなる場合は､ｶﾞﾗﾘも化粧ｼｰﾄ貼りと考
えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

638
A-120
A-175

外部建具枠廻りについて

外部建具枠廻りは、下記仕様としてよろしいでしょうか。
■建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ：ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系
                         ｼｰﾘﾝｸﾞ20×10+20×10
■水切ｼｰﾙ：ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系 20×10
■押出成形ｾﾒﾝﾄ板廻り：ﾛｯｸｳｰﾙ充填

下記仕様としてください。
■建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ：変成シリコン系（ﾉﾝﾌﾞﾘｰｽﾞﾀｲﾌﾟ）
                         ｼｰﾘﾝｸﾞ20×10+20×10
■水切ｼｰﾙ：変成シリコン系 20×10（ﾉﾝﾌﾞﾘｰｽﾞﾀｲﾌﾟ）
■押出成形ｾﾒﾝﾄ板廻り：防水モルタル充填

639
A-120

A-276･288
衝突防止表示の仕様につい
て

衝突防止表示の仕様について､
A-120図:ｽﾃﾝﾚｽφ30両面 @450内外
A-276･288図:ｼｰﾄ貼
とありますが､A-276･288図を正と考えてよろしいですか｡

サイン図を正としてください。

640
A-120
A-7

飛散防止ﾌｨﾙﾑの程度につ
いて

飛散防止ﾌｨﾙﾑの程度について､
A-120図:住友3M ｸﾗｳﾄﾞ同等品
A-7図:3M ｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ同等品
とありますが､建具ついては全てA-120図を正と考えてよろしいですか｡

クラウド同等品としてください。
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641
A-120

E-275･277
電気錠制御盤の
工事区分について

電気錠制御盤の工事区分について､建具共通事項で｢電気錠制御盤は
すべて建築工事とする｣とありますが､電気設備図では電気及び防犯設備
工事になっています｡電気錠のみ建築工事､制御盤及びｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰは電
気･防犯設備工事と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

642 A-120～128
ＰＳの点検口の有無につい
て

建具共通仕様書・標準詳細図において、共通事項の点検口に「全てのＰ
Ｓに点検口を設置すること」とありますが、仕様・形状及び同等メーカー・
品番が不明です。建具符号の付かないＰＳに点検口が必要な場合、下記
を御指示下さい。
①仕様・形状
②同等メーカー・品番

ナカ工業　４５０×４５０　ウォールハッチWHA　受注生産色　同等としてく
ださい。

643 A-120・129 ガラリの仕様について
建具共通事項において、ガラリに外部ＳＤのガラリはアルミ製とあります
が、欄間のガラリがアルミ製と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

644 A-120・137他 ガラリの仕様について
軽量鋼製建具のガラリの仕様が不明です。スチール製と想定いたします
が宜しいですか。

お見込みの通りです。

645 A-120・139他
固定防煙垂壁のガラスにつ
いて

建具表において、固定防煙垂壁のガラス仕様がＮＰ－６．８とありますが、
ガラス凡例がありません。線入り磨き板ガラスＴ６．８と想定いたしますが宜
しいですか。

お見込みの通りです。

646 A-121
シャッターの化粧シート張り
について

１階建具符号案内図において、シャッターに化粧シート張りの指示です
が、袖扉に必要と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

647
A-121
A-129

STD-1の電気錠有無につい
て

STD-1の電気錠有無について､建具表に電気錠(ﾊﾟﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝ)とあります
が､建具符号案内図では符号にE･P指示がありません｡建具表通り電気錠
有りと考えてよろしいですか｡

パニックオープンのみとしてください。

648
A-121
A-136

SW-101の防火性能につい
て

SW-101の防火性能について､建具符号案内図では特防指示がありませ
んが､建具表では特定防火設備となっています｡建具表を正と考えてよろ
しいですか｡他にも同様の相違(案内図になく建具表に記載あり)のあるも
のは､建具表の記載を正と考えてよろしいですか｡

特定防火設備ではありません。
キープランを正としてください。

649
A-121
A-138

LSD-102の防火性能につい
て

LSD-102の防火性能について､建具符号案内図では6ヶ所中4ヶ所に特防
指示がありませんが､建具表では特定防火設備とあります｡又､特定防火
設備とありますが､ｶﾞﾗｽはT5です｡4ヶ所は防火なし､特定防火設備のもの
のみ耐熱ｶﾞﾗｽとしてよろしいですか｡又､他の建具にもあれば同様の考え
方でよろしいですか｡

整形外科処置室のみ特定防火設備です。
耐熱ガラスとしてください。

650
A-121
A-140

建具 PbD102･PbSD102
設置場所について

PbD102の数量が建具表で1か所､建具符号案内図で0か所｡PbSD102の
数量が建具表で2か所､建具符号案内図で3か所と相違します｡設置場所､
形状よりPbSD102の1か所をPbD102と読み替えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

651 Ａ-121～165 建具数量の相違について

建具符号案内図と建具表で数量の相違があります。全て、建具配置案内
図を正と考えて宜しいですか。
　　　　　　建具配置案内図　　建具表
ＳＳ－１０４　　―　　０か所　　　１か所
ＬＤ－１０３ａ　―　　８か所　　　９か所
ＰｂＤ－１０４　―　　２か所　　　１か所
ＳＤ－２１３　　―　　０か所　　　１か所
ＬＤ－３０８　　―　４３か所　　４５か所
ＬＤ－３１４　　―　　３か所　　　４か所

PbD104　-　1ヵ所
その他お見込みの通りです。

652 A-121～165 建具数量について

下記建具の数量が建具表と建具符号案内図で相違します｡建具符号案
内図を正と解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･(符号)        (建具表)     (建具符号案内図)
･AW18         10か所            4か所
･AW18a         4か所           10か所
･SS104          1か所             0か所
･SD106          1か所            2か所
･LD103a         9か所            8か所
･LSD113       41か所           42か所(◎含む)
･SD213          1か所             0か所
･LD203a         3か所             2か所
･LD308         45か所            43か所
･LD314          4か所             3か所
･SD407          1か所             2か所
･LSD510       12か所            11か所
･SW606         1か所              0か所
･LSD710b     13か所              9か所

AW18　-　10ヵ所
AW18a　-　4ヵ所
LD203a　-　3ヵ所
SW606　-　1ヵ所（理学療法室のカウンター廊下1側の建具）
その他お見込みの通りです。

653 A-121･137
１階廃棄物保管庫の扉につ
いて

１階建具符号案内図において、Ｎ～Ｐ通り１～２通り廃棄物保管庫に片開
きの図示ですが、建具符号がありません。ＬＤ－１１０で想定いたしますが
宜しいですか。

お見込みの通りです。

654 A-121・140
１階CT2救急の建具につい
て

１階建具符号案内図において、H通り２～３通りCT（救急）にＰｂＳＤ－１０２
の指示ですが、建具表より、ＰｂＤ－１０２に読替えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

655 A-122
ＳＤ－２０５の化粧シートにつ
いて

２階建具符号案内図において、Ｑ～Ｒ通り７通りＳＤ－２０５に化粧シートと
ありますが、外部建具のため、不要で宜しいですか。 お見込みの通りです。

656 A-122 SD-205の仕上について
SD-205の仕上について､SD-205は建具符号案内図で外部に取り付いて
いますが､化粧ｼｰﾄ貼の指示があります｡外部扉でも指示通り化粧ｼｰﾄ貼
でよろしいですか｡

不要としてください。

657
A-122
A-142

SW-211のFB指示について
SW-211のFB指示について､建具符号案内図で3ヶ所中2ヶ所にFB指示が
ありますが､同様の場所に付くため3ヶ所全てFB枠と考えてよろしいです
か｡

FB表記はLSD214に対してです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

658
A-122
A-142

建具 SW207'について
建具符号案内図でSW207'の記入がありますが､建具表で見当たりません｡
建具表でSW207とSW208の間にあるSW211をSW207'と読み替えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

659
A-122
A-142
A-51

2階細菌検査室SW-207につ
いて

2階細菌検査室SW-207について､建具表と平面詳細図とで形状が相違し
ています。SW-211と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

660 A-122、142 建具の仕様・寸法について
２階建具符号案内図、Ｌ通り／２－３通り部にＳＷ－２０７＇の建具符号が
ありますが、建具表にて不明です。ＳＷ－２０７＇の仕様・寸法を御指示下
さい。

SW-211の仕様と寸法です。

661 A-122・142 細菌検査室の建具について
２階建具符号案内図において、Ｌ通り２～３通りＳＷ－２０７とありますが、建
具表より、ＳＷ－２１１（建具表３段目）と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。建具番号をSW-207'としてください。

662 A-123～132 建具形状の相違について

下記外部建具の形状が建具表形式欄と建具表姿図で相違します。姿図
を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。
･(符号)      (形式欄)                        (姿図)
･AW10        Fix窓                           Fix窓+ｶﾞﾗﾘ
･AW10a       Fix窓                           Fix窓+ｶﾞﾗﾘ
･AW11        Fix窓+ｶﾞﾗﾘ                    Fix窓
･AW13        Fix窓                           Fix窓+ｶﾞﾗﾘ
･AW17b      縦ｽﾍﾞﾘ+Fix窓+ｶﾞﾗﾘ          縦ｽﾍﾞﾘ+Fix窓
･AW27       Fix窓+排煙窓                 Fix窓+排煙窓+ｶﾞﾗﾘ
･AW30a      Fix窓+排煙窓                 Fix窓+排煙窓+片開き窓
･AW31       Fix窓                            Fix窓+ｶﾞﾗﾘ
･AW38       縦ｽﾍﾞﾘ+Fix窓                  縦ｽﾍﾞﾘ+Fix窓+ｶﾞﾗﾘ

お見込みの通りです。

663
A-124
A-152

建具 SW404について
建具符号案内図でSW404の記入がありますが､建具表で見当たりません｡
建具表でSW408の次にあるSW401をSW404と読み替えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

664
A-124
A-153

建具 LSD119･119'
設置場所について

建具表でLSD119･119'とありますが､建具符号案内図で分かれていませ
ん｡重症個室A-N423(透析)をLSD119'と読み替えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

お見込みの通りです。

665
A-124

A-153･154
建具 LSD424
設置場所について

4階建具表(3)と(4)でLSD424の記入がありますが､建具表で設置場所(組
織払出室)が不明のため､4階建具表(4)のLSD424を不要と解釈して宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

4階建具表（3）LSD424は不要とし、4階建具表（4）のLSD424を採用してく
ださい。

666
A-124
A-57

4階廊下6:L～M間の
SD-407について

4階廊下6:L～M間のSD-407について､建具符号案内図に符号があります
が､平面詳細図に該当する扉がないため不要と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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667 A-124、152 建具符号について

４階建具符号案内図、Ｄ－Ｌ通り／１通り部ＯＰ室にＳＷ－４０４の建具符
号がありますが、建具表にて不明です。建具表、取付場所のＯＰ２～６×５
のＳＷ－４０１をＳＷ－４０４へ読替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

668 A-124・151 廊下６の建具について
４階建具符号案内図において、Ｌ～Ｍ通り６～７ａ通り廊下６にＳＤ－４０７と
ありますが、建具の図示がありません。不要で宜しいですか。 お見込みの通りです。

669 A-125 ５階処置室３の建具について
５階建具符号案内図において、Ｐ～Ｑ通り５通りにＬＳＤ－５０６ａとあります
が、建具表がありません。建具表の発行をお願い致します。 LSD510としてください。丸窓Φ150としてください。

670
A-125
A-157

5階処置室3の扉について
5階処置室3の扉について､建具符号案内図でLSD-506aとありますが､建
具表でその建具が×になっています｡建具表内容を活かし､1ヶ所計上し
てよろしいですか｡

LSD510としてください。丸窓Φ150としてください。

671
A-125
A-157

建具 LSD506a･LSD510
数量について

建具符号案内図でLSD506aが1か所ありますが､建具表になく仕様が不明
です｡建具表の設置場所よりLSD510に傚うと解釈して宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡

LSD510としてください。丸窓Φ150としてください。

672
A-125
A-157

建具 LSD706f･LSD710b
数量について

建具符号案内図でLSD706fが4か所ありますが､建具表になく仕様が不明
です｡建具表の設置場所よりLSD710bに傚うと解釈して宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

お見込みの通りです。

673 A-125、155 建具符号について

５階建具符号案内図、Ｊ通り／１－２通り部、ランドリー左ＰＳの片開き戸の
建具符号が不明です。ＳＤ－５１０を１か所追加と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

お見込みの通りです。

674 A-125、155 建具符号について

５階建具符号案内図、Ｔ－Ｕ通り／１－２通り部、屋外階段上ＰＳの片開き
戸の建具符号が不明です。ＳＤ－５１０を１か所追加と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

675 A-125、157 建具符号について

５階建具符号案内図、Ｑ通り／５通り部、処置室３にＬＳＤ－５０６ａの建具
符号がありますが、建具表にて不明です。建具表の取付場所よりＬＳＤ－
５１０へ読替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

LSD510としてください。丸窓Φ150としてください。

676 A-125、158 建具符号について

５階建具符号案内図、Ｊ－Ｌ通り／８通り部、重症個室Ａ、Ｎ５１７にＳＤ－５
１７の建具符号がありますが、建具表にて不明です。建具表の取付場所よ
りＬＳＤ－５１７＇へ読替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

677
A-125～127

A-155･159･162
5～7階
符号のないPS扉について

5～7階 符号のないPS扉について､建具符号案内図でT～U･①～②間PS
及び病棟ﾗｳﾝｼﾞPSに符号がありません｡各階のPS扉(SD-510･610･708)に
て見込んでよろしいですか(よって何れも11→13ヶ所となります)｡

お見込みの通りです。

678
A-125･126
A-157･160

建具符号について

下記建具は建具表で◎で囲まれた符号が建具符号案内図で見当たらな
いものです｡必要な場合は､設置場所を御指示下さい｡
･LSD516
･LSD613

LSD516　処置室1,2を丸窓Φ150としてください。
LSD613　処置室1を丸窓Φ150としてください。
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679
A-125･126

A-336
押出成形ｾﾒﾝﾄ板 開口補強
金物について

押出成形ｾﾒﾝﾄ板開口補強図で光庭部分の凡例の記入がありません。
AW28･AW29･AW29a･AW30･AW30a･AW31･AW32･AW33・AW33a･
AW34の各 開口補強凡例を御指示下さい。

意匠別紙5を参照ください。

680 A-125・155 ５階ＰＳの建具について
５階建具符号案内図において、Ｔ～Ｕ通り１～２通りＰＳの片開きの建具符
号が不明です。ＳＤ－５１０で想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

681
A-126

A-130～132
6階言語療法室1の窓につい
て

6階言語療法室1の窓について､建具符号案内図でAW-18dとありますが､
建具表にありません｡使用箇所指示により､AW-38と読み替えてよろしいで
すか｡

お見込みの通りです。

682
A-126
A-132

建具 AW18d･AW38につい
て

6階建具符号案内図でAW18dの記入がありますが､建具表で見当たりませ
ん｡建具表の設置場所より､AW38と読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

お見込みの通りです。

683 A-126、131、132 建具符号について

６階建具符号案内図、Ｑ通り／６通り部にＡＷ－１８ｄの建具符号がありま
すが、建具表にて不明です。建具表の取付場所より６Ｆ言語療法室１のＡ
Ｗ－３８の事と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

684 A-126、159 建具符号について

６階建具符号案内図、Ｊ通り／１－２通り部、ランドリー左ＰＳの片開き戸の
建具符号が不明です。ＳＤ－６１０を１か所追加と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

お見込みの通りです。

685 A-126、159 建具符号について

６階建具符号案内図、Ｔ－Ｕ通り／１－２通り部、屋外階段上ＰＳの片開き
戸の建具符号が不明です。ＳＤ－６１０を１か所追加と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

686 A-126・132
６階言語療法室１サッシにつ
いて

６階建具符号案内図において、Ｑ通り６～７通り言語療法室１にＡＷ－１８
ｄの指示ですが、建具表にありません。ＡＷ－３８に読替えて宜しいです
か。

お見込みの通りです。

687 A-126・159 ６階ＰＳの建具について
６階建具符号案内図において、Ｔ～Ｕ通り１～２通りＰＳの片開きの建具符
号が不明です。ＳＤ－６１０で想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

688
A-127
A-163
A-164

7階多目的室1～4の扉につ
いて

7階多目的室1～4の扉について､建具符号案内図でLSD-706fとあります
が､建具表でその建具が×になっています｡LSD-710bの取付場所指示に
多目的室1～4とあるため､案内図の符号をLSD-710bに置き換えてよろし
いですか｡

お見込みの通りです。

689 A-127、162 建具符号について

７階建具符号案内図、Ｊ通り／１－２通り部、ランドリー左ＰＳの片開き戸の
建具符号が不明です。ＳＤ－７０８を１か所追加と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

お見込みの通りです。

690 A-127、162 建具符号について

７階建具符号案内図、Ｔ－Ｕ通り／１－２通り部、屋外階段上ＰＳの片開き
戸の建具符号が不明です。ＳＤ－７０８を１か所追加と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

691 A-127、163、164 建具符号について

７階建具符号案内図、Ｉ－Ｍ通り／１－２通り部、多目的室１～４にＬＳＤ－
７０６ｆの建具符号がありますが、建具表にて不明です。建具表の取付場
所よりＬＳＤ－７１０ｂへ読替えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

692 A-127・162 ７階ＰＳの建具について
７階建具符号案内図において、Ｔ～Ｕ通り１～２通りＰＳの片開きの建具符
号が不明です。ＳＤ－７０８と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

693 A-127・164
７階多目的室の建具につい
て

７階建具符号案内図において、Ｉ～Ｍ通り１～２通り多目的室にＬＳＤ－７０
６ｆとありますが、建具表がありません。建具表より、ＬＳＤ－７１０ｂと想定い
たしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

694
A-128

A-335･336
押出成形ｾﾒﾝﾄ板 開口補強
金物について

押出成形ｾﾒﾝﾄ板開口補強図で塔屋部分の凡例が不明です。SDR02･
SDR03･SDR06･SDR07･AWR01･AGR01・AGR02の各 開口補強凡例を御
指示下さい。

意匠別紙5を参照ください。

695 A-129
外部SD建具の枠見込につい
て

外部SD建具の枠見込について､建具表で枠見込は100ですが､大枠
W250で考えてよろしいでしょうか｡額縁が必要な場合はｽﾁｰﾙt1.6で仕上
は枠に同じで考えてよろしいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

696
A-129
～134

ｱﾙﾐ製建具の性能について

ｱﾙﾐ製建具の性能について､下記の性能考えてよろしいでしょうか｡御指示
下さい。
■耐風圧性:S-5
■気密性:A-3
■水密性:W-5

S-5、A-4、W-5としてください。

697
A-129
A-035

ＡＤ－５の寸法について

ＡＤ－５のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（１）　―　Ｈ１，９５０
・矩計図（５）　―　Ｈ２，２００
Ｈ１，９５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

698
A-129
A-036

ＡＤ－４の寸法について

ＡＤ－４のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（１）　―　Ｈ１，９５０
・矩計図（６）　―　Ｈ２，２００
Ｈ１，９５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

699
A-129
A-047

ＡＤ－６の寸法について

１階Ｂ・５通り救命士控室においてＡＤ－６のＷ寸法に相違があります。
・外部建具表（１）　―　Ｗ１，２００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，２３０
Ｗ１，２００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

700
A-129
A-047

ＡＤ－４の寸法について

１階Ｂ～Ｃ・３～４通り前室１においてＡＤ－４のＷ寸法に相違があります。
・外部建具表（１）　―　Ｗ２，０００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ２，１００
Ｗ２，０００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

701
A-129
A-047

ＳＴＤ－２の寸法について

１階Ｂ～Ｃ・２通り風除室４においてＳＴＤ－２のＷ寸法に相違があります。
・外部建具表（１）　―　Ｗ３，５００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ３，４５０（Ｂ通り）
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ３，３００（Ｃ通り）
Ｗ３，５００を正と考えて宜しいですか。

W3,300としてください。

702
A-129
A-047

ＳＤ－４の寸法について

１階Ｉ～Ｊ・１通りスタッフ通路においてＳＤ－４のＷ寸法に相違があります。
・外部建具表（１）　―　Ｗ１，２００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，１００
Ｗ１，２００を正と考えて宜しいですか。

W1,100としてください。

703
A-129
A-049

ＳＤ－１０の寸法・形状に
ついて

１階Ｉ・１３通り車椅子置場においてＳＤ－１０のＷ寸法・形状に相違があり
ます。
・外部建具表（１）　―　Ｗ１，２５０（片引き）
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，８００（引分け）
Ｗ１，２５０（片引き）を正と考えて宜しいですか。

W1,800としてください。

704
A-129
A-121

電気錠指示の有無について

電気錠指示の有無について､SD-1は建具表には電気錠の指示がありま
せんが､建具符号案内図では符号にE･P指示があります｡建具符号案内
図の指示を正と考えてよろしいですか｡又､他に同様の相違がある場合も
その様に考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

705
A-129
A-121
A-47

SD-4のW寸法について
SD-4のW寸法について､建具表でW1200とありますが､姿図上部の子扉･
親扉合計ではW1100となり相違しています。平面詳細図より､W1100を正と
考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

706
A-129
A-133
A-141

ｽﾁｰﾙ建具枠の仕上につい
て

ｽﾁｰﾙ建具枠の仕上について､SD3～10･PD-1･2の仕上は焼付塗装です
が､他ｽﾁｰﾙ建具と同じく枠も焼付塗装で考えてよろしいでしょうか｡御指示
下さい。

お見込みの通りです。

707
A-129
A-172

ＳＳ－１の仕様について

ＳＳ－１オーバースライダーの仕様に相違があります。
・外部建具表（１）　―　スチール焼付け塗装
・部分詳細図（７）　―　アルミ
スチール焼付け塗装を正と考えて宜しいですか。

アルミとしてください。

708
A-129
A-172

SS-1の仕様について
SS-1の仕様について､建具表でｽﾁｰﾙ焼付塗装とありますが､部分詳細図
ではｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙとFRPﾊﾟﾈﾙの2種類記載があります｡3種類のうち建具表のｽ
ﾁｰﾙ焼付塗装を正と考えてよろしいですか｡

部分詳細図を正としてください。

709
A-129
A-175
A-31他

外部SDの枠見込について
外部SDの枠見込について､建具表で100とありますが､壁厚を考慮し260と
考えてよろしいですか｡

250としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

710
A-129
A-28

SD-6の姿図について

SD-6の姿図について､
A-129図:額無しﾌﾗｯｼｭ戸
A-28図:額入りﾌﾗｯｼｭ戸
とありますが､A-129図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

711
A-129
A-37
A-172

SS-1の形式について
SS-1の形式について､建具表に｢ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾄﾞﾄﾞｱ｣とありますが､矩計図で
は一般的なｼｬｯﾀｰの納まりになっています｡部分詳細図より､ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾄﾞ
ﾄﾞｱであると考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

712
A-129
A-49
A-37

SS-1の三方枠について
SS-1の三方枠について､建具表には指示がありませんが､平面詳細図･矩
計図より三方枠が必要と考え､ｽﾁｰﾙ 焼付塗装 D230で見込んでよろしい
ですか｡

三方枠はｽﾁｰﾙt1.6 250×25としてください。

713 A-129・131他 ガラリの接続フランジにつて
外部建具表において、ＳＤ－３ａ・ＡＷ－１８ｂ等の欄間ガラリに接続用フラ
ンジの指示がありません。指示の無い部分は不要で宜しいですか。 必要です。

714 A-130
ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗﾘの有無につい
て②

ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗﾘの有無について､下記建具の姿図にｶﾞﾗﾘがありませんが、形
式にｶﾞﾗﾘの記載が御座います。姿図を正とし、ｶﾞﾗﾘは不要としてよろしい
でしょうか｡御指示下さい。
■AW-11･36

お見込みの通りです。

715 A-130 網戸について 網戸について､ｻﾗﾝﾈｯﾄで考えてよろしいでしょうか｡御指示下さい｡ ステンレス網戸としてください。

716 A-130
ＡＷの接続用フランジについ
て

外部建具表（２）において、ＡＷ－２・１１に接続用フランジとありますが、ガ
ラリが無いため、不要で宜しいですが。 不要です。

717
A-130
～131

ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗﾘの有無につい
て①

ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗﾘの有無について､下記建具の姿図にｶﾞﾗﾘがありますが､形式
に記載がありません｡姿図を正としｶﾞﾗﾘ有りで考えてよろしいでしょうか｡御
指示下さい。
■AW-8a･10･10a･13
■AW-13･18b･18c･27･31･38(接続用ﾌﾗﾝｼﾞも必要)

お見込みの通りです。

718
A-130
A-035

ＡＷ－１１の寸法について

ＡＷ－１１のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｈ２，３５０
・矩計図（５）　―　Ｈ１，３００
Ｈ２，３５０を正考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

719
A-130
A-035

ＡＷ－１１ａの形状について

ＡＷ－１１ａのガラリの有無に相違があります。
・外部建具表（２）　―　ガラリ有り
・矩計図（５）　―　ガラリ無し
ガラリ有りを正考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

720
A-130
A-036

ＡＷ－５の寸法について

ＡＷ－５のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｈ１，７００
・矩計図（６）　―　Ｈ１，３００
Ｈ１，７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

721
A-130
A-037

ＡＷ－１０ａの寸法について

ＡＷ－１０ａのＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｈ２，３５０
・矩計図（７）　―　Ｈ２，２００
Ｈ２，３５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

722
A-130
A-037

ＡＷ－１４の寸法について

ＡＷ－１４のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｈ２，５００
・矩計図（７）　―　Ｈ２，２７０
Ｈ２，５００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

723
A-130
A-037

ＡＷ－１０の形状について

ＡＷ－１０のガラリの有無に相違があります。
・外部建具表（２）　―　ガラリ有り
・矩計図（７）　―　ガラリ無し
ガラリ有りを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

724
A-130
A-037

ＡＷ－１３の寸法について

ＡＷ－１３のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｈ２，３５０
・矩計図（７）　―　Ｈ２，２００
Ｈ２，３５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

725
A-130
A-037

ＡＷ－１３ａの寸法について

ＡＷ－１３ａのＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｈ２，３５０
・矩計図（７）　―　Ｈ２，２００
Ｈ２，３５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

726
A-130
A-041

ＡＷ－４の寸法について

ＡＷ－４のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｈ１，３００
・矩計図（１１）　―　Ｈ１，８６０
Ｈ１，３００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

727
A-130
A-051

ＡＷ－３ａの寸法について

２階Ｕ・３～５通り視力検査室においてＡＷ－３ａのＷ寸法に相違がありま
す。
・外部建具表（２）　―　Ｗ１，１００
・２階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，７００
Ｗ１，１００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

728
A-130
A-052

ＡＷ－１ａの寸法について

２階Ｑ・８～１１通り化学療法室においてＡＷ－１ａのＷ寸法に相違がありま
す。
・外部建具表（２）　―　Ｗ１，７００
・２階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，１００
Ｗ１，１００を正と考えて宜しいですか。

W1,700としてください。

729
A-130
A-055

ＡＷ－７の寸法について

３階Ｉ・７～１１通り廊下４においてＡＷ－７のＷ寸法に相違があります。
・外部建具表（２）　―　Ｗ１，８００
・３階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，７００
Ｗ１，８００を正と考えて宜しいですか。

W1,700としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

730
A-130
A-7

AW-5b ｶﾞﾗｽのﾌｨﾙﾑ貼につ
いて

AW-5b ｶﾞﾗｽのﾌｨﾙﾑ貼について､産婦人科窓のため材料表の住友3M ﾌｧ
ｻﾗ同等品と考えてよろしいですか｡又､他にもｶﾞﾗｽ欄に｢ﾌｨﾙﾑ貼｣とある場
合､同じﾌｧｻﾗ同等品と考えてよろしいですか｡

３Mクラウド同等品としてください。

731 A-130～132 AWの欄間ｶﾞﾗﾘについて
AWの欄間ｶﾞﾗﾘについて､ﾀﾞｸﾄ接続用ﾌﾗﾝｼﾞの記入のないものがあります
が､欄間ｶﾞﾗﾘは全てﾀﾞｸﾄ接続と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

732 A-131 ＡＷの網戸について
外部建具表（３）において、ＡＷ－１８ａ・１８ａ－１に網戸の指示がありませ
んが、プリーツ網戸が必要と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

733 A-131 ＡＷ－１８ｂの網戸について
外部建具表（３）において、ＡＷ－１８ｂにプリーツ網戸の指示ですが、嵌
殺しのため、不要で宜しいですか。 お見込みの通りです。

734 A-131
Low-E複層ｶﾞﾗｽの構成につ
いて

Low-E複層ｶﾞﾗｽの構成について､AW-17L等で｢Low-eｶﾞﾗｽ:上部
FL5.0+A6.0+FL5.0､下部T8.0+A6.0+FL5.0｣とありますが､下記の様に考え
てよろしいですか｡
 ･FL5.0+A6.0+FL5.0→Low-E5.0+A6.0+FL5.0
 ･T8.0+A6.0+FL5.0→Low-e5.0+A6.0+T8.0

お見込みの通りです。

735
A-131

A-052･055･058･061･064・059
ＡＷ－１７ｂの寸法について

２～７階Ｉ～Ｉ’・１３通り階段においてＡＷ－１７ｂのＷ寸法に相違がありま
す。
・外部建具表（３）　―　Ｗ９１０
・２階平面詳細図（３）他　―　Ｗ８００
Ｗ９１０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

736
A-131
A-054

ＡＷ－１５ａの寸法について

３階Ｕ・２～３通り廊下７においてＡＷ－１５ａのＷ寸法に相違があります。
・外部建具表（３）　―　Ｗ２，３００
・３階平面詳細図（２）　―　Ｗ２，２５０
Ｗ２，３００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

737
A-131
A-076

ＡＷ－１８の寸法について

ＡＷ－１８のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（３）　―　Ｈ２，３５０
・水廻り詳細図（６）　―　Ｈ２，００５
Ｈ２，３５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

738
A-131
A-218

AW-19について

AW-19について、建具表では2重ｻｯｼの記載になっておりませんが、建具
詳細図(2)では2重ｻｯｼとなっております。詳細図を正と考えてよろしいで
しょうか。
又、建具表を正とする場合は、納まりを併せて御指示下さい。

詳細図を正としてください。

739
A-131
A-218

AW-19･19-1について

AＷ-19･19-1について､下記のように考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
■ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ内臓とは、外部ｻｯｼと内部樹脂ｻｯｼ間にﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞが設置されて
いるということでよろしいでしょうか。
■ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞは建具工事としてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。
中等品としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

740
A-131
A-218

AW-19-1の額縁について

AW-19-1の額縁について、同上質疑でｽﾁｰﾙの額縁で質疑しております
が､建具詳細図(2)で二重ｻｯｼ部は木製の表現です｡AW-19-1の二重ｻｯｼ
のみｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼で考えてよろしいでしょうか｡御指示下さい。

スチール焼付としてください。

741
A-131
A-218

ＡＷ－１９－１の寸法につい
て

ＡＷ－１９－１のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（３）　―　Ｈ２，２００
・建具詳細図（２）　―　Ｈ２，４００
Ｈ２，２００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

742
A-131
A-218

建具のH寸法の相違につい
て

AW19-1嵌殺し窓部のH寸法が建具表でH1900、建具詳細図でH2180と
相違します。建具表を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

743
A-131
A-218

ガラスの仕様について
AW19-1の上部ｶﾞﾗｽが建具表でFL5+A6+FL4、建具詳細図で
FL5+A6+FL5と相違します。建具表を正と解釈して宜しいでしょうか。御指
示下さい。

FL5+A6+FL5としてください。

744
A-132
A-036

ＡＷ－２６の寸法について

ＡＷ－２６のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（４）　―　Ｈ２，４００
・矩計図（６）　―　Ｈ２，４６０
Ｈ２，４００を正と考えて宜しいですか。

H=2,500としてください。

745
A-132
A-037

ＡＷ－２７の形状について

ＡＷ－２７のガラリの有無に相違があります。
・外部建具表（４）　―　ガラリ有り
・矩計図（７）　―　ガラリ無し
ガラリ有りを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

746
A-132
A-039

ＡＷ－３１の形状について

ＡＷ－３１のガラリの有無に相違があります。
・外部建具表（４）　―　ガラリ有り
・矩計図（９）　―　ガラリ無し
ガラリ有りを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

747
A-132
A-039

ＡＷ－３１の寸法について

ＡＷ－３１のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（４）　―　Ｈ２，２００
・矩計図（９）　―　Ｈ２，３５０
Ｈ２，２００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

748
A-132
A-039

ＡＷ－２９ａの寸法について

ＡＷ－２９ａのＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（４）　―　Ｈ２，２００
・矩計図（９）　―　Ｈ２，１００
Ｈ２，２００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

749 A-132等
吹抜や庇のない外壁の
ｻｯｼｶﾞﾗｽについて

外部床からの高さが4mを超える複層ｶﾞﾗｽの外部側が強化ｶﾞﾗｽの場合、
自然破壊の懸念がありますので、飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼りとしてよろしいでしょ
うか。

不要とします。

750 A-133 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄのｶﾞﾗｽについて
ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄのｶﾞﾗｽについて､建具表にNP6.8とありますが､網入磨ｶﾞﾗｽのこと
と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

751
A-133
A-036

ＡＧ－９の寸法について

ＡＧ－９のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（５）　―　Ｈ２，３５０
・矩計図（６）　―　Ｈ２，２００
Ｈ２，３５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

752
A-133
A-041
A-249

ＰＤ－１の寸法について

ＰＤ－１のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（５）　―　Ｈ１，９００
・矩計図（１１）　―　Ｈ２，０００
・放射線防護・シールド詳細図（２）　―　Ｈ２，１００
Ｈ１，９００を正と考えて宜しいですか。

H2,100としてください。

753
A-133
A-249

ＰＤ－２の寸法について

ＰＤ－２のＨ寸法に相違があります。
・外部建具表（５）　―　Ｈ１，６００
・放射線防護・シールド詳細図（２）　―　Ｈ２，１００
Ｈ１，６００を正と考えて宜しいですか。

H1,600としてください。

754 A-134 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの性能について
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの性能について､同上ｱﾙﾐ建具と同じで考えてよろしいでしょう
か｡御指示下さい。 お見込みの通りです。

755 A-134 ACW-1のW寸法について
ACW-1のW寸法について､建具表姿図 ｻｯｼｭ芯より右のW52800部分に
ついて､方立と窓の合計ではW52860となり相違しています。W52860を正
と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

756
A-134
A-217

ＡＣＷ－１のガラスについて

ＡＣＷ－１のガラス仕様の相違があります。
・外部建具表（６）　―　ＦＬ８＋Ａ６＋ＦＬ８・Ｌｏｗ－Ｅ８＋Ａ６＋ＦＬ８・自動ド
ア部：強化ガラスＴ８
・建具詳細図（１）　―　ＦＬ８＋１２＋ＦＬ８
外部建具表（６）を正と考えて宜しいですか。

建具詳細図を正としてください。

757
A-134

A-217～218
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの複層ｶﾞﾗｽ
空気層について

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの複層ｶﾞﾗｽ空気層について､
A-134図:A6
A-217～218図:A12
とありますが､A-217～218図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

758 A-135 STHD-101のｶﾞﾗﾘについて
STHD-101のｶﾞﾗﾘについて､仕様は扉同材･同仕上と考えてよろしいです
か｡

お見込みの通りです。

759
A-135
A-047

ＳＴＤ－１０６の寸法について

１階J～Ｌ・５～６通りＥＶホール２においてＳＴＤ－１０６のＷ寸法に相違が
あります。
・１階建具表（１）　―　Ｗ３，２４５
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ３，３８５
Ｗ３，２４５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

76／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

760
A-135
A-047

ＭＳＤ－２の寸法について

１階Ｈ～Ｊ・１～２通り操作室においてＭＳＤ－２のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（１）　―　Ｗ７００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ９００
Ｗ７００を正と考えて宜しいですか。

W900としてください。

761
A-135
A-048

ＳＳ－１１０の寸法について

１階Ｑ～Ｒ・６通り生理検査受付においてＳＳ－１１０のＷ寸法に相違があり
ます。
・１階建具表（１）　―　Ｗ１，４００
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，０００
Ｗ１，４００を正と考えて宜しいですか。

W1,000としてください。

762
A-135
A-121

SS-104の取付位置について
SS-104の取付位置について､建具表に寝台車とありますが､建具符号案
内図にありません｡不要と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

763
A-135
A-137

衝突防止金物について
衝突防止金物について､STD-102～107･AD-102に記載がありますが、仕
様・詳細を御指示下さい。

不要です。

764 A-135他
シャッターボックスの仕上に
ついて

建具表において、シャッターボックスの仕上が不明です。焼付け塗装と想
定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

765 A-135他
ｽﾃﾝﾚｽ自動ﾄﾞｱの形式につ
いて

ｽﾃﾝﾚｽ自動ﾄﾞｱの形式について､自動ﾄﾞｱは全て框戸ﾀｲﾌﾟと考えてよろし
いですか｡

框戸とし、フルテック　スマートレール同等品としてください。

766 A-135他 内部ｼｬｯﾀｰの枠について
内部ｼｬｯﾀｰの枠について､内部ｼｬｯﾀｰは全て三方枠が付くと考え､見込
は建具表より60､ｽﾁｰﾙ 焼付塗装で見込んでよろしいですか｡

お見込みの通りです。

767
A-135他
A-121他

内部ｼｬｯﾀｰの仕上について
内部ｼｬｯﾀｰの仕上について､建具符号案内図で符号に｢化｣と付いている
場合､袖扉だけでなくｼｬｯﾀｰのｽﾗｯﾄも化粧ｼｰﾄ貼と考えてよろしいです
か｡

お見込みの通りです。

768
A-135他

建築工事特記仕様書Ｐ４０
軽量シャッターの操作方式
について

軽量シャッターの操作方式の相違があります。
・１階建具表（１）他　―　手動
・建築工事特記仕様書P４３　―　電動
手動を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

769
A-136
A-047

ＳＷ－１０１の寸法について

１階Ｂ・６～７通り防災センターにおいてＳＷ－１０１のＷ寸法に相違があり
ます。
・１階建具表（２）　―　Ｗ２，０００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，９８０
Ｗ２，０００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

770
A-136
A-047

ＳＤ－１１５の寸法について

１階Ｉ・７～８通りＡＴＭメンテナンス室においてＳＤ－１１５のＷ寸法に相違
があります。
・１階建具表（２）　―　Ｗ６００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ７００
Ｗ６００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

771
A-136
A-048

ＳＤ－１０６の寸法について

１階Ｕ・２～３通り消火ポンプ室においてＳＤ－１０６のＷ寸法に相違があり
ます。
・１階建具表（２）　―　Ｗ１，８００
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，７００
Ｗ１，８００を正と考えて宜しいですか。

W1,700としてください。

772
A-136
A-049

ＳＤ－１０６ｂの寸法について

１階Ｌ’～Ｍ・１３通り機械室１においてＳＤ－１０６ｂのＷ寸法に相違があり
ます。
・１階建具表（２）　―　Ｗ１，８００
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，７００
Ｗ１，８００を正と考えて宜しいですか。

W1,700としてください。

773
A-136
A-121

SD-106の数量について

SD-106の数量について､
A-136図:1ヶ所
A-121図:2ヶ所
とありますが､A-121図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

774 A-136・121
ＳＷ－１０１・１０２の防火性能
について

１階建具表（２）において、ＳＷ－１０１・１０２に特定防火設備の指示です
が、引違い窓では特定防火設備の認定が取れません。また、建具符号案
内図より、防火シャッターが併設されているため、一般仕様と想定いたしま
すが宜しいですか。

お見込みの通りです。

775 A-136・121
ＳＷ－１０１・１０２のガラスに
ついて

上記質疑において、ＳＷ－１０１・１０２のガラス仕様は強化ガラスＴ５に読
替えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

776 A-137
建具符号の
二重丸囲みについて

建具符号の二重丸囲みについて､例えばLD-104の様に､二重丸囲みの1
種類のみの場合､二重丸は何を意味していますか｡

丸窓を示しています。

777 A-137
建具 LD105の小窓形状につ
いて

建具表でLD105の姿図で小窓部が丸窓150φですが､○LD105は□150
でしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

778
A-137
A-047

ＬＤ－１０５の寸法について

１階Ｃ～Ｄ・１～２通り休憩カンファレンスルームにおいてＬＤ－１０５のＷ寸
法に相違があります。
・１階建具表（３）　―　Ｗ８００
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ９００
Ｗ８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

779
A-137
A-048

ＬＤ－１０３ａの寸法・形状に
ついて

１階Ｍ～Ｎ・５通り技局においてＬＤ－１０３ａのＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（３）　―　Ｗ９００（片開き）
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，２００（親子開き）
Ｗ９００（片開き）を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

780
A-137
A-048

ＬＤ－１０３の寸法について

１階Ｓ～Ｔ・２～３通り器材室３においてＬＤ－１０３のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（３）　―　Ｗ９００
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ８００
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

781
A-137
A-121

LD-103aの数量について

LD-103aの数量について､
A-137図:9ヶ所
A-121図:8ヶ所
とありますが､A-121図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

782
A-137

建築工事特記仕様書
AD-102の表面仕上につい
て

AD-102の表面仕上について､建具表に記載がありませんが､建築工事特
記仕様書37/61よりC-1種と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

783 A-138
ＬＳＤ－１１３ｂのガラスについ
て

１階建具表（４）において、ＬＳＤ－１１３ｂのガラス欄に強化ガラスの指示が
ありますが、姿図はフラッシュドアのため、ガラスは不要で宜しいですか。 お見込みの通りです。

784 A-138
建具 LSD113ｂの形状につい
て

建具表でLSD113bのｶﾞﾗｽ欄に記入がありますが､姿図で記入がなく相違
します｡不要と解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

785
A-138
A-047

ＬＳＤ－１２２の寸法について

１階Ｆ・２～３通り中央処置室（ＷＣ２）においてＬＳＤ－１２２のＷ寸法に相
違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，２１３
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

W1,213としてください。

786
A-138
A-047

ＬＳＤ－１１２の寸法について

１階Ｇ・３通り倉庫１においてＬＳＤ－１１２のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ９８０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

787
A-138
A-048

ＬＳＤ－１１２の寸法について

１階Ｋ・７通りスタッフ通路１においてＬＳＤ－１１２のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ８３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

W830としてください。

788
A-138
A-048

ＬＳＤ－１０９の寸法について

１階Ｎ～Ｏ・７～８通り消化器内科診察室においてＬＳＤ－１０９のＷ寸法に
相違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

W1,130としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

789
A-138
A-048

ＬＳＤ－１１０の寸法について

１階Ｐ～Ｑ・３通りエコー室においてＬＳＤ－１１０のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，１３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ」１，３３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

エコー室1のみW1,330としてください。

790
A-138
A-048

ＬＳＤ－１１０の寸法について

１階Ｒ・６通り肺機能検査室においてＬＳＤ－１１０のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，１３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，３３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

LSD105としてください。

791
A-138
A-048

ＬＳＤ－１１０の寸法について

１階Ｑ・４～５通り多目的室２においてＬＳＤ－１１０のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，１３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

792
A-138
A-048

ＬＳＤ－１１０の寸法について

１階Ｑ・５通り多目的室１においてＬＳＤ－１１０のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，１３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，３３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

LSD105としてください。

793
A-138
A-048

ＬＳＤ－１１０の寸法について

１階Ｓ・４～５通り多目的室４においてＬＳＤ－１１０のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，１３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，１５５
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

794
A-138
A-048

ＬＳＤ－１０６の寸法において

１階Ｒ～Ｓ・２～３通り前処置室においてＬＳＤ－１０６のＷ寸法に相違があ
ります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，３３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，３３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

795
A-138
A-049

ＬＳＤ－１０５の寸法について

１階Ｐ～Ｑ・１０通り前室４においてＬＳＤ－１０５のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，３３０
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，３３０を正と考えて宜しいですか。

W1,130としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

796
A-138
A-049

ＬＳＤ－１１０の寸法について

１階Ｐ～Ｑ・９～１０通り呼吸器内科外科処置室においてＬＳＤ－１１０のＷ
寸法に相違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，１３０
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，３３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

797
A-138
A-049

ＬＳＤ－１１３の寸法について

１階Ｎ～Ｏ・８～９通り消化器内科２・３においてＬＳＤ－１１３のＷ寸法に相
違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

798
A-138
A-049

ＬＳＤ－１０２の寸法について

１階ＬＸ１～２・ＬＹ２～３通りＲＩ待合においてＬＳＤ－１０２のＷ寸法に相違
があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，６３０
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，７３０
Ｗ１，６３０を正と考えて宜しいですか。

W1,730としてください。

799
A-138
A-049

ＬＳＤ－１２２の寸法について

１階ＬＸ１・ＬＹ２通りＨＷＣ６においてＬＳＤ－１２２のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，１１３
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

W1,113としてください。

800
A-138
A-071
A-047

ＬＳＤ－１０８の寸法について

ＬＳＤ－１０８のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，１３０
・水廻り詳細図（１）　―　Ｗ１，０３０
・１階平面詳細図（１）　―　W１，０３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

HWC1はW1,030としてください。

801
A-138
A-071
A-047

ＬＳＤ－１１７の寸法について

ＬＳＤ－１１７のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ８８０
・水廻り詳細図（１）　―　Ｗ９３０
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ８８０を正と考えて宜しいですか。

MWC1,WWC1はW930　MWC2,WWC2はW880としてください。

802
A-138
A-071
A-048

ＬＳＤ－１１１の寸法について

ＬＳＤ－１１１のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・水廻り詳細図（１）　―　Ｗ１，１３０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

W1,130としてください。

803
A-138
A-121

LSD-113の数量について

LSD-113の数量について､
A-138図:41ヶ所
A-121図:42ヶ所
とありますが､A-121図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

81／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

804
A-138
A-137

丸窓のﾌｨﾙﾑについて
丸窓のﾌｨﾙﾑについて､LSD-101の様にｶﾞﾗｽ欄に飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼とあっ
ても､丸窓(FL5)の場合のﾌｨﾙﾑはLD-105と同程度のﾌｨﾙﾑ貼でよろしいで
すか｡

お見込みの通りです。

805 A-139
ＴＳ－１１３・２０８のＨ寸法に
ついて

建具表において、ＴＳ－１１３・２０８のＨ寸法が不明です。Ｈ５００と想定い
たしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

806 A-139 TB-105のW寸法について
TB-105のW寸法について､建具表姿図 右側ﾌﾞｰｽの扉がW500とあります
が､両ｻｲﾄﾞと扉の合計でW580となっており､全体W680と相違しています。
扉をW600と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

807 A-139 建具Ｈ寸法について
１階建具表（５）、ＴＳ－１１３のＨ寸法が不明です。ＴＳ－１１２に倣い、Ｈ５０
０と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

808
A-139
A-047

ＬＳＤ－１３０の寸法について

１階Ｈ・２通り前室３においてＬＳＤ－１３０のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（５）　―　Ｗ１，４８０
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，６３０
Ｗ１，４８０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

809
A-139
A-047

ＬＳＤ－１２６の寸法について

１階Ｊ・１～２通り血管室においてＬＳＤ－１２６のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（５）　―　Ｗ４，２５０
・１階平面詳細図（１）　―　４，５９０
Ｗ４，２５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

810
A-139
A-121

TB-101～106の数量につい
て

TB-101～106の数量について､建具表に記載がありませんが､1階建具符
号案内図より各1ヶ所と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

811
A-139
A-145

TS-113･208のH寸法につい
て

TS-113･208のH寸法について､建具表に記載がありませんが､何れも他の
TS同様H500と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

812
A-139
A-145

建具 TS113･208のH寸法に
ついて

TS113･208のH寸法が不明です｡その他TSに倣い､H500と解釈して宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

813

A-139
A-145
A-150
A-154

防煙垂壁について

防煙垂壁について､下記防煙垂壁で天井内補強が必要な場合は詳細を
御指示下さい。
■巻取式防煙ﾊﾟﾈﾙ
■固定ｶﾞﾗｽ垂壁

意匠別紙2を参照ください。

814 A-139他
可動防煙垂壁の取付下地に
ついて

可動防煙垂壁において、天井内に取付下地補強鉄骨が必要と思われま
すが、部材メンバー等の詳細が不明です。詳細図の発行をお願い致しま
す。

意匠別紙2を参照ください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

815 A-139他
固定防煙垂壁の仕様につい
て

建具表において、ＴＳ－１０２等に可動防煙垂壁と一緒の姿図にガラス固
定防煙垂壁の記載がありますが、枠の仕様が不明です。ＴＦ－１０１等と同
様にアルミ枠と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

816
Ａ-139他
Ａ-171

建築工事特記仕様書Ｐ５０

トイレブースのエッジについ
て

トイレブースのエッジ仕様の相違があります。
・１階建具表（５）他　―　ステンレスＲエッジ
・部分詳細図（６）　―　ポリウレタン樹脂エナメル塗装
・建築工事特記仕様書Ｐ５０　―　表面材と同材
ステンレスＲエッジを正と考えて宜しいですか。

部分詳細図を正としてください。

817 A-140 ＰｂＤのガラスについて
１階建具表（６）において、ＰｂＤ－１０１・１０３のガラス仕様が不明です。鉛
ガラスＴ１４を想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

818 A-140
ＰｂＳＤ－１０４の姿図につい
て

１階建具表（６）において、ＰｂＳＤ－１０４の姿図がありません。図面の発行
をお願い致します。 PbSD104は不要です。

819
A-140
A-047

ＰｂＷ－１０１の寸法について

１階Ｈ～Ｉ・３～５通りＣＴ室においてＰｂＷ－１０１のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，１７０
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，２００
Ｗ１，１７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

820
A-140
A-047

ＰｂＷ－１０１の寸法について

１階Ｉ～Ｌ・３～５通り一般撮影室（１～3）においてＰｂＷ－１０１のＷ寸法に
相違があります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，１７０
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，２００
Ｗ１，１７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

821
A-140
A-047
A-048

ＰｂＷ－１０３の寸法について

１階Ｊ～Ｌ・１～２通り血管室においてＰｂＷ１０３のＷ寸法に相違がありま
す。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，５７０
・１階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，５１５
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，５００
Ｗ１，５７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

822
A-140
A-048

ＰｂＷ－１０１の寸法について

１階Ｋ～Ｌ・４通り一般撮影室４においてＰｂＷ－１０１のＷ寸法に相違があ
ります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，１７０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，１００
Ｗ１，１７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

823
A-140
A-048

ＰｂＷ－１０２の寸法について

１階Ｍ・３～４通り骨密度検査室においてＰｂＷ－１０２のＷ寸法に相違が
あります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ９７０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，０００
Ｗ９７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

824
A-140
A-048

ＰｂＷ－１０１の寸法について

１階Ｎ～Ｐ・４通り乳房撮影室においてＰｂＷ－１０３のＷ寸法に相違があり
ます。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，１７０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，２００
Ｗ１，１７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

825
A-140
A-048

ＰｂＷ－１０３の寸法について

１階Ｎ～Ｐ・４～５通りＸ線ＴＶ室１・２においてＰｂＷ－１０３のＷ寸法に相違
があります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，５７０
・１階平面詳細図（２）　―　１，６００
Ｗ１，５７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

826
A-140
A-048

ＰｂＷ－１０３の寸法について

１階Ｌ～Ｎ・１～２通り心カテ室においてＰｂＷ－１０３のＷ寸法に相違があ
ります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，５７０
・１階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，６００
Ｗ１，５７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

827
A-140
A-049

ＰｂＷ－１０１の寸法について

１階Ｎ・９～１０通り結石破砕室・泌尿器科Ｘ線ＴＶ室においてＰｂＷ－１０１
のＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，１７０
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，２００
Ｗ１，１７０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

828
A-140
A-121

PbD-104の数量について

PbD-104の数量について､
A-140図:1ヶ所
A-121図:2ヶ所
とありますが､A-121図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

829
A-140
A-248

ＰｂＳＤ－１０５の寸法につい
て

ＰｂＳＤ－１０５のＷＨ寸法に相違があります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，０３０×Ｈ２，０００
・放射線防護・シールド詳細図（１）　―　Ｗ１，３３０×Ｈ２，１００
Ｗ１，０３０×Ｈ２，０００を正と考えて宜しいですか。

W1,330×H2,100としてください。

830
A-140
A-248

ＰｂＳＤ－１０４の寸法につい
て

ＰｂＳＤ－１０４のＨ寸法に相違があります。
・１階建具表（６）　―　Ｈ２，０００
・放射線防護・シールド詳細図（１）　―　Ｈ２，１００
Ｈ２，０００を正と考えて宜しいですか。

H2,100としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

831
A-140
A-249

放射線遮蔽戸について

放射線遮蔽戸について､下記について御指示下さい。
■建具表で枠･扉共に焼付塗装ですが放射線防護･ｼｰﾙﾄﾞ詳細図(2)では
SOPです｡焼付塗装で考えてよろしいでしょうか｡
■建具表で枠見込が160で大枠ですが､放射線防護･ｼｰﾙﾄﾞ詳細図(2)で
額縁付です｡建具表の大枠で考えてよろしいでしょうか｡額縁付の場合､額
縁の仕上は枠に準じると考えてよろしいでしょうか。

焼付としてください。

832
A-140
A-249

ＰｂＳＤ－１０５の寸法につい
て

ＰｂＳＤ－１０５のＨ寸法に相違があります。
・１階建具表（６）　―　Ｈ２，０００
・放射線防護・シールド詳細図（２）　―　Ｈ２，１００
Ｈ２，０００を正と考えて宜しいですか。

W1,430としてください。

833
A-140
A-249
A-049

ＰｂＳＤ－１０１ａの寸法につい
て

ＰｂＳＤ－１０１ａのＷ寸法に相違があります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，９３０
・放射線防護・シールド詳細図（２）　―　Ｗ１，４３０
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ1,430
Ｗ１，９３０を正と考えて宜しいですか。

W1,430としてください。

834
A-140
A-249
A-049

ＰｂＳＤ－１０６の寸法につい
て

ＰｂＳＤ－１０６のＷＨ寸法に相違があります。
・１階建具表（６）　―　Ｗ１，６３０×Ｈ２，０００
・放射線防護・シールド詳細図（２）　―　Ｗ１，７３０×Ｈ２，１００
・１階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，７３０
Ｗ１，６３０×Ｈ２，０００を正と考えて宜しいですか。

W1,730としてください。

835
A-140
A-252

ＰｂＳＤ－１０７の仕上につい
て

ＰｂＳＤ－１０７の仕上に相違があります。
・１階建具表（６）　―　焼付け塗装
・放射線防護・シールド詳細図（５）　―　ＳＯＰ
焼付け塗装を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

836 A-140・250 ＰｂＷ－１０４の仕様について
１階建具表（６）において、ＰｄＷ－１０４に鉛：ｔ２．０当量の指示ですが、防
音シールド工事の窓ですが、鉛は必要で宜しいのでしょうか。御指示下さ
い。

不要です。

837 A-140他
TF(固定ｶﾞﾗｽ垂壁)の
ｶﾞﾗｽについて

TF(固定ｶﾞﾗｽ垂壁)のｶﾞﾗｽについて､建具本体に共計上(ｶﾞﾗｽ工事ではな
い)と考えてよろしいですか｡

ガラス工事です。

838 A-142 SW-209の額縁について
SW-209の額縁について､建具表でSW-209に｢ｽﾁｰﾙ額縁(焼付塗装)｣と
記載がありますが､枠見込160で壁厚との納まりがつくため額縁不要と考え
てよろしいですか｡

お見込みの通りです。

839
A-142
A-050

ＳＤ－２１１の寸法について

２階Ｊ・５通り抗酸菌室（陰圧）においてＳＤ－２１１のＷ寸法に相違がありま
す。
・２階建具表（２）　―　Ｗ６００
・２階平面詳細図（１）　―　Ｗ７００
Ｗ６００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

840
A-142
A-122

SD-213の取付位置について
SD-213の取付位置について､建具表に患者ﾗｳﾝｼﾞとありますが､建具符号
案内図にありません｡不要と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

841
A-142

A-122･50
SW-205の形状について

SW-205の形状について､建具表姿図では片袖FIX付片開戸ですが､平面
詳細図では親子開戸になっています｡建具表姿図を正と考えてよろしいで
すか｡

お見込みの通りです。

842 A-143 ＬＤ－２０３の仕様について
２階建具表（３）において、ＬＤ－２０３厨房～倉庫３が特定防火設備とある
ため、ガラス：耐熱強化ガラスＴ５、ガラリ：ＦＤ付きと想定いたしますが宜し
いですか。

お見込みの通りです。

843 A-143 ＬＳＤ－２０２の形式について
２階建具表（３）において、ＬＳＤ－２０２の姿図にガラスとありますが、框ドア
形式でガラスが必要と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

844
A-143
A-050

ＬＤ－２０５の寸法について

２階Ｄ～Ｅ・１通りＷＣ３・４においてＬＤ－２０５のＷ寸法に相違があります。
・2階建具表（３）　―　Ｗ６００
・２階平面詳細図（１）　―　Ｗ７００
Ｗ６００を正と考えて宜しいですか。

W700としてください。

845
A-143
A-050

ＬＤ－２０３ａの寸法について

２階Ｄ～Ｅ・１～２通り歯科機械室においてＬＤ－２０３ａのＷ寸法に相違が
あります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ９００
・２階平面詳細図（１）　―　Ｗ８００
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

W800としてください。

846
A-143
A-050

ＬＳＤ－２０７の寸法について

２階Ｆ～Ｇ・１通り点滴室においてＬＳＤ－２０７のＷ寸法に相違がありま
す。
・２階建具表（３）　―　Ｗ１，１３０
・２階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，０９０

お見込みの通りです。

847
A-143
A-050

ＬＳＤ－２０７の寸法について

２階Ｉ・５通り隔離待合室においてＬＳＤ－２０７のＷ寸法に相違があります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ１，１３０
・２階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

LSD213としてください。

848
A-143
A-050

ＬＤ－２０３の寸法について

２階Ｊ・１～２通り倉庫２においてＬＤ－２０３のＷ寸法に相違があります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ９００
・２階平面詳細図（１）　―　Ｗ８００
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

849
A-143
A-051

ＬＤ－２０５の寸法について

２階Ｑ・１通りＷＣ５・６においてＬＤ－２０５のＷ寸法に相違があります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ６００
・２階平面詳細図（２）　―　Ｗ７００
Ｗ６００を正と考えて宜しいですか。

W700としてください。

850
A-143
A-051

ＬＳＤ－２１０の寸法について

２階Ｒ・５～６通り皮膚科診察室１においてＬＳＤ－２１０のＷ寸法に相違が
あります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ１，１３０
・２階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

851
A-143
A-051

ＬＳＤ－２０７の寸法について

２階Ｒ・４～５通り皮膚科診察室２においてＬＳＤ－２０７のＷ寸法に相違が
あります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ１，１３０
・２階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

852
A-143
A-052

ＬＤ－２０３の寸法について

２階Ｌ’・１２通りＭＲ室においてＬＤ－２０３のＷ寸法に相違があります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ９００
・２階平面詳細図（３）　―　Ｗ８００
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

853
A-143
A-052

ＬＤ－２０５の寸法について

２階Ｋ～Ｌ’・９～１０通りＷＣ１・２においてＬＤ－２０５のＷ寸法に相違があ
ります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ６００
・２階平面詳細図（３）　―　Ｗ７００
Ｗ６００を正と考えて宜しいですか。

W700としてください。

854
A-143
A-052

ＬＤ－２０３の寸法について

２階Ｏ～Ｑ・１２通りＷＣ７においてＬＤ－２０３のＷ寸法に相違があります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ９００
・２階平面詳細図（３）　―　８００
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

W800としてください。

855
A-143
A-052

ＬＳＤ－２１２の寸法について

２階Ｏ～Ｑ・１０～１１通りＨＷＣ２においてＬＳＤ－２１２のＷ寸法に相違が
あります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ１，０３０
・２階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

856
A-143
A-073

ＬＳＤ－２０６の寸法について

ＬＳＤ－２０６のＷ寸法に相違があります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ１，１３０
・水廻り詳細図（３）　―　Ｗ１，２３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

W1,130としてください。

857
A-143
A-073

ＬＳＤ－２１２の寸法について

ＬＳＤ－２１２のＷ寸法に相違があります。
・２階建具表（３）　―　Ｗ１，０３０
・水廻り詳細図（３）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

858

A-143
A-122

A-50～52
LD-205のW寸法について

LD-205のW寸法について､建具表でW600(700)とありますが､使い分けが
不明です｡平面詳細図で6ヶ所ともW700のため､W700のみ適用と考えてよ
ろしいですか｡

お見込みの通りです。

859
A-143
A-152

LD-201･203･204･402･404･
410･701～704の扉･窓･ｶﾞﾗﾘ
H寸法について

LD-201･203･204･402･404･410･701～704の扉･窓･ｶﾞﾗﾘ H寸法について､
建具表で扉:H2000､窓:H850､ｶﾞﾗﾘ:H600とありますが､姿図の窓+ｶﾞﾗﾘ+扉
の合計がH1900となり､全体H2000と相違しています。記載通り扉:H2000､
窓:H850､ｶﾞﾗﾘ:H600と考えてよろしいですか｡

ガラスをH950としてください。

860 A-144 LSD-221のｶﾞﾗｽについて

LSD-221のｶﾞﾗｽについて､基本的に他の扉の150x150のｶﾞﾗｽはFL5 ﾌｨﾙ
ﾑ貼ですが､LSD-221はT5 飛散防止ﾌｨﾙﾑとなっています｡指示の通りでよ
ろしいですか｡又､他に同様のものがある場合も指示の通りでよろしいです
か｡

LSD221はW730×H800と大きいためT5としています。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

861 A-144
建具 LSD221の小窓形状に
ついて

建具表でLSD221の姿図で小窓があるような記入がありますが､形状が不
明です｡□150と解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

図面に記載同様、W730×H800です。

862
A-144
A-051

ＬＳＤ－２１４の寸法について

２階Ｐ～Ｑ・７～８通り面談室においてＬＳＤ－２１４のＷ寸法に相違があり
ます。
・２階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・２階平面詳細図（２）　―　Ｗ９３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

863
A-144
A-051

ＬＳＤ－２１４ｂの寸法につい
て

２階Ｐ～Ｑ・７～８通り面談室においてＬＳＤ－２１４ｂのＷ寸法に相違があり
ます。
・２階建具表（４）　―　Ｗ１，０３０
・２階平面詳細図（２）　―　Ｗ９３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

864
A-144
A-052

ＬＳＤ－２１５の寸法について

２階Ｌ’・１１～１２通り医薬品情報室においてＬＳＤ－２１５のＷ寸法に相違
があります。
・２階建具表（４）　―　Ｗ９３０
・２階平面詳細図（３）　―　Ｗ８３０
Ｗ９３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

865
A-144
A-052

ＬＳＤ－２２３の寸法について

２階Ｏ～Ｑ・１１～１２通り隔離室８においてＬＳＤ－２２３のＷ寸法に相違が
あります。
・２階建具表（４）　―　Ｗ１，４３０
・２階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，４８０
Ｗ１，４３０を正と考えて宜しいですか。

W1,480としてください。

866 A-145 建具Ｈ寸法について
２階建具表（５）、ＴＳ－２０８のＨ寸法が不明です。ＴＳ－２０６に倣い、Ｈ５０
０と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

867 A-146 SHSの枠について SHSの枠について､仕様はｽﾁｰﾙ焼付塗装と考えてよろしいですか｡ お見込みの通りです。

868 A-146
建具 STD301の防火性能に
ついて

建具表でSTD301の防火戸の種類欄に特定防火施設とありますが､仕様
が不明です｡御指示下さい｡

特定防火設備です。

869
A-146
A-053

ＳＤ－３１０の寸法について

３階Ｂ・６～７通り電気室においてＳＤ－３１０のＷ寸法に相違があります。
・３階建具表（１）　―　Ｗ２，４００
・３階平面詳細図（１）　―　Ｗ２，５００
Ｗ２，４００を正と考えて宜しいですか。

W2,300としてください。

870 Ａ-146他
スクリーンシャッターの操作
方式について

建具表において、ＳＨＳ－３０１等のスクリーンシャッターの操作方式が不
明です。電動式と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

871 A-147
SW-303 扉･連窓連結部
方立のW寸法について

SW-303 扉･連窓連結部方立のW寸法について､姿図に記載がありません
が､W100と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

872
A-147
A-054

ＡＷ－３０８の寸法について

３階Ｐ～Ｑ・６～７通り盛付室においてＡＷ－３０８のＷ寸法に相違がありま
す。
・３階建具表（２）　―　Ｗ７５０
・３階平面詳細図（２）　―　Ｗ７００
Ｗ７５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

873
A-147
A-054

LD－３０２の寸法について

３階Ｒ～Ｓ・６通りサーバー室においてＬＤ－３０２のＷ寸法に相違がありま
す。
・３階建具表（２）　―　Ｗ１，５００
・３階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，８００
Ｗ１，５００を正と考えて宜しいですか。

W1,800としてください。

874
A-147
A-054

ＬＳＤ－３１２の寸法について

３階Ｒ～Ｓ・２～３通り脱衣室においてＬＳＤ－３１２のＷ寸法に相違がありま
す。
・３階建具表（２）　―　Ｗ７００
・３階平面詳細図（２）　―　Ｗ７３０
Ｗ７００を正と考えて宜しいですか。

W730としてください。

875
A-147
A-055

ＬＤ－３１３の寸法について

３階Ｋ・１１通りＷＣ１・２においてＬＤ－３１３のＷ寸法に相違があります。
・３階建具表（２）　―　Ｗ７００
・３階平面詳細図（３）　―　Ｗ６００
Ｗ７００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

876
A-147
A-055

ＡＷ－３０２の寸法について

３階Ｍ～Ｏ・８～９通り委託事務室においてＡＷ－３０２のＷ寸法に相違が
あります。
・３階建具表（２）　―　Ｗ１，０００
・３階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，２００
Ｗ１，０００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

877
A-147
A-074
A-054

ＬＤ－３０７の寸法について

ＬＤ－３０７のＷ寸法に相違があります。
・３階建具表（２）　―　Ｗ９００
・水廻り詳細図（４）　―　Ｗ８００
・３階平面詳細図（２）　―　Ｗ８００
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

W800としてください。

878
A-147
A-123

LD-308の数量について

LD-308の数量について､
A-147図:45ヶ所
A-123図:43ヶ所
とありますが､A-123図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

879
A-147
A-123

LD-314の数量について

LD-314の数量について､
A-147図:4ヶ所
A-123図:3ヶ所
とありますが､A-123図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

880 A-148
3階建具表(3)ﾊﾝｶﾞｰ戸の
引残し巾について

3階建具表(3)ﾊﾝｶﾞｰ戸の引き残し巾について､明記されていない場合
は全てW130と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

881 A-148 建具 引き残し寸法について
3階建具表(3)でLSD307･308a311･312を除く引き戸の引き残し寸法が不明
です｡その他引き戸に倣い、W130と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

お見込みの通りです。

882
A-148
A-055

ＬＳＤ－３０８の寸法について

３階Ｉ～Ｉ’・１０通りスタッフ室においてＬＳＤ－３０８のＷ寸法に相違がありま
す。
・３階建具表（３）　―　Ｗ９００
・３階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

W1,030としてください。

883
A-148
A-055

ＬＳＤ－３０４の寸法について

３階Ｉ～Ｊ’・１１～１２通り前室１においてＬＳＤ－３０４のＷ寸法に相違があり
ます。
・３階建具表（３）　―　Ｗ１，２００
・３階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，４３０
Ｗ１，２００を正と考えて宜しいですか。

W1,430としてください。

884 A-148他 ＬＳＤのＷ寸法について
建具表において、ＬＳＤ－３０１等が有効寸法の表示となっていますが、引
き残し寸法が不明です。原則引き残し１３０と想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。

885
A-149
A-074

ＴＢ－３０５の範囲について

ＴＢ－３０５において、ＳＫ～洗面間仕切りの仕様に相違があります。
・３階建具表（４）　―　トイレブース
・水廻り詳細図（４）　―　ＬＧＳ間仕切
トイレブースを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

886
A-151
A-226

ＳＴＤ－４１３の寸法について

ＳＴＤ－４１３（ＡＴＤＸ）のＷ寸法に相違があります。
・４階建具表（１）　―　Ｗ１，８００
・手術室仕様書　―　Ｗ１，５００
Ｗ１，８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

887
A-151
A-226

ＳＴＤ－４１２の寸法について

ＳＴＤ－４１２（ＡＤ４）のＷ寸法に相違があります。
・４階建具表（１）　―　Ｗ８８０
・手術室仕様書　―　Ｗ９００（引残し含まず）
Ｗ８８０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

888 A-151・242 手術室の建具について

手術室器具図（１）において、ＡＤ１～４で自動ドアの詳細がありますが、建
具表のＳＴＤ－４０９・４１１・４１２・４１３と姿図・ガラス仕様で相違がありま
す。建具表と正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

889 A-151
ＳＴＤ－４１３のガラスについ
て

上記質疑に関連して、ＳＴＤ－４１３が建具表でフロートガラスの指示です
が、放射線防護のため、鉛入りガラスになると思われます。鉛入りガラスの
厚さを御指示下さい。

鉛ガラスｔ１４とし、鉛t2.0mm当量としてください。

890 Ａ-152 ＳＷ－４０１について
４階建具表（２）において、２段目にＳＷ－４０１の建具符号がありますが、
建具符号案内図より、ＳＷ－４０４に読替えて宜しいですか。 お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

891
A-152
A-057

ＳＷ－４０８の寸法について

４階Ｓ～Ｔ・５通り免疫染色室においてＳＷ－４０８のＷ寸法に相違がありま
す。
・４階建具表（２）　―　Ｗ２，４００
・４階平面詳細図（２）　―　Ｗ２，５００
Ｗ２，４００を正と考えて宜しいですか。

W2,500としてください。

892
A-152
A-057

ＳＷ－４０７の寸法について

４階Ｓ～Ｔ・１～２通り組織切出室においてＳＷ－４０７のＷ寸法に相違があ
ります。
・４階建具表（２）　―　Ｗ１，１８０
・４階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，０００
Ｗ１，１８０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

893
A-152
A-058

ＬＤ－４０８の寸法について

４階Ｋ・１０通り医療廃棄物庫においてＬＤ－４０８のＷ寸法に相違がありま
す。
・４階建具表（２）　―　Ｗ７００
・４階平面詳細図（３）　―　Ｗ６００
Ｗ７００を正と考えて宜しいですか。

W600としてください。

894
A-152
A-077

ＳＷ－４０１の寸法について

ＳＷ－４０１のＨ寸法に相違があります。
・４階建具表（２）　―　Ｈ１，０５０
・病室詳細図（１）　―　Ｈ８００
Ｈ１，０５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

895
A-152
A-124

SW-401の重複について
SW-401の重複について､建具表にSW-401が2種類ありますが､後者(取付
場所:OP2～6x5ヶ所の方)は建具符号案内図よりSW-404と読み替えてよ
ろしいですか｡

お見込みの通りです。

896 A-153
LSD-419･419'･420の
袖FIX高さについて

LSD-419･419'･420の袖FIX高さについて､建具表に記載がありませんが､
何れもH1900と考えてよろしいですか｡

H1800としてください。

897 A-153 建具Ｈ寸法について
４階建具表（３）、ＬＳＤ－４１９、４１９＇、４２０の袖ＦＩＸ部のＨ寸法が不明で
す。袖ＦＩＸ部のＨ寸法はＨ１７００と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

H1800としてください。

898
A-153
A-056

ＬＳＤ－４０３ａの寸法につい
て

４階Ｊ～Ｌ・７～８通り重症個室ＡにおいてＬＳＤ－４０３ａのＷ寸法に相違が
あります。
・４階建具表（３）　―　Ｗ１，４８０
・４階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，６８０
Ｗ１，４８０を正と考えて宜しいですか。

W1,630としてください。

899
A-153
A-056

ＬＳＤ－４１３の寸法について

４階Ｊ～Ｌ・４通り麻酔科診察室においてＬＳＤ－４１３のＷ寸法に相違があ
ります。
・４階建具表（３）　―　Ｗ１，０３０
・４階平面詳細図（１）　―　Ｗ９３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

W1,030としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

900
A-153
A-057

ＬＳＤ－４０８ｂの寸法につい
て

４階Ｎ～Ｐ・２～３通り既滅菌室においてＬＳＤ－４０８ｂのＷ寸法に相違が
あります。
・４階建具表（３）　―　Ｗ１，３３０
・４階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，６３０
Ｗ１，３３０を正と考えて宜しいですか。

W1,630としてください。

901
A-153
A-057

ＬＳＤ－４１６の寸法について

４階Ｑ～Ｒ・１通り前室１０においてＬＳＤ－４１６のＷ寸法に相違がありま
す。
・４階建具表（３）　―　Ｗ１，０３０
・４階平面詳細図（２）　―　Ｗ９５０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

902
A-153
A-058

ＬＳＤ－４１９の寸法について

４階Ｉ’～Ｌ’・８通り重症個室ＡにおいてＬＳＤ－４１９のＷ寸法に相違があり
ます。
・４階建具表（３）　―　Ｗ２，２００
・４階平面詳細図（３）　―　Ｗ２，０９０
Ｗ２，２００を正と考えて宜しいですか。

W2,090としてください。

903
A-153
A-124

LSD-411の二重丸囲みにつ
いて

LSD-411の二重丸囲みについて､建具表ではLSD-411が一重丸囲みと二
重丸囲みの2種類となっていますが､建具符号案内図では2ヶ所共一重丸
囲みのため､二重丸囲みは無しと考えてよろしいですか｡

麻酔科診察室は丸窓Φ150としてください。

904 A-153、154 建具重複について

４階建具表（３）と４階建具表（４）にて、ＬＳＤ－４２４が重複しています。４階
建具表（３）のＬＳＤ－４２４は不要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

4階建具表（3）LSD424は不要とし、4階建具表（4）のLSD424を採用してく
ださい。

905 A-154・124 ＬＳＤ－４２４について

４階建具表（４）において、ＬＳＤ－４２４の指示がありますが、建具符号案
内図にありません。不要で宜しいですか。（建具表（３）のＬＳＤ－４２４は有
り）

4階建具表（3）LSD424は不要とし、4階建具表（4）のLSD424を採用してく
ださい。

906
A-153･154

A-124
LSD-424の重複について

LSD-424の重複について､4階建具表(3)･(4)にLSD-424が2種類あります
が､建具符号案内図では組織切出室に1ヶ所のみのため､取付位置の一
致している建具表(3)の方のみ適用､建具表(4)の方は不要と考えてよろし
いですか｡

4階建具表（3）LSD424は不要とし、4階建具表（4）のLSD424を採用してく
ださい。

907
A-154
A-124

LSD-422の数量について
LSD-422の数量について､建具表に数量の記入がありませんが､建具符
号案内図より1ヶ所と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

908
A-154
A-124
A-57

TF-404のW寸法について
TF-404のW寸法について､建具表にW4460とありますが､平面詳細図より
W1360と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

909
A-155
A-061

ＳＴＤ－５０５の寸法について

５階Ｌ・１１～１２通りＥＶホール１においてＳＴＤ－５０５のＷ寸法に相違があ
ります。
・５階建具表（１）　―　Ｗ２，４４０
・５階平面詳細図（３）　―　Ｗ２，４００
Ｗ２，４４０を正と考えて宜しいですか。

W2,400としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

910
A-156
A-061

ＬＤ－５０３ｂの寸法について

５階Ｌ’・８通り器材室４においてＬＤ－５０３ｂのＷ寸法に相違があります。
・５階建具表（２）　―　Ｗ８００
・５階平面詳細図（３）　―　Ｗ９００
Ｗ８００を正と考えて宜しいですか。

W900としてください。

911
A-157
A-060

ＬＳＤ－５１６の寸法について

５階Ｌ～Ｍ・７～７’通り前室においてＬＳＤ－５１６のＷ寸法に相違がありま
す。
・５階建具表（３）　―　Ｗ１，３３０
・５階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，１３０
Ｗ１，３３０を正と考えて宜しいですか。

W1,130としてください。

912
A-157
A-060

ＬＳＤ－５００の寸法について

５階Ｑ～Ｒ・４通り廊下１５においてＬＳＤ－５００のＷ寸法に相違がありま
す。
・５階建具表（３）　―　Ｗ１，９３０
・５階平面詳細図（２）　―　Ｗ２，０６０
Ｗ１，９３０を正と考えて宜しいですか。

W2,060としてください。

913
A-157
A-060

ＬＳＤ－５０５の寸法について

５階Ｔ～Ｕ・１～２通り個室ＡにおいてＬＳＤ－５０５のＷ寸法に相違がありま
す。
・５階建具表（３）　―　Ｗ１，３３０
・５階平面詳細図（２）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ１，３３０を正と考えて宜しいですか。

W1,330としてください。

914
A-157
A-061

ＬＳＤ－５１３の寸法について

５階Ｋ～Ｌ・１１～１２通り仮眠室１においてＬＳＤ－５１３のＷ寸法に相違が
あります。
・５階建具表（３）　―　Ｗ８３０
・５階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ８３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

915
A-157
A-125

LSD-510の数量について

LSD-510の数量について､
A-157図:12ヶ所
A-125図:11ヶ所
とありますが､A-125図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

916
A-158
A-079
A-060

ＬＳＤ－５２１の寸法について

ＬＳＤ－５２１のＷ寸法に相違があります。
・５階建具表（４）　―　Ｗ５，０１５
・病室詳細図（３）　―　Ｗ４，２７０
・５階平面詳細図（２）　―　Ｗ４，２７０
Ｗ５，０１５を正と考えて宜しいですか。

W4,270としてください。

917
A-158
A-161
A-164

LSD-521･522･522'･621･78
の
窓下部について

LSD-521･522･522'･621･718の窓下部について､姿図で竪枠が床まである
ため､壁ではなく扉同材同仕上のﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙと考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

918
A-159
A-126
A-63

SW-606の取付位置につい
て

SW-606の取付位置について､建具符号案内図に符号がありませんが､建
具表取付場所指示により､理学療法室入口STD-602の左横に付くと考え
てよろしいですか｡

お見込みの通りです。

919 A-160
ＬＳＤ－６０２の使い分けにつ
いて

６階建具表（２）において、ＬＤ－６０２のＷ寸法に（８００）の指示があります
が、使い分けが不明です。Ｗ８００が必要でしたら、施工位置・数量を御指
示下さい。

お見込みの通りです。

920
A-160
A-062

ＬＳＤ－６０６の寸法について

６階Ｅ～Ｆ・４通り処置室２においてＬＳＤ－６０６のＷ寸法に相違がありま
す。
・６階建具表（２）　―　Ｗ１，１３０
・６階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，３３０
Ｗ１，１３０を正と考えて宜しいですか。

W1,330としてください。また、病棟処置室についてはすべて丸窓Φ150と
してください。

921
A-160
A-062

ＬＳＤ－６０８の寸法について

６階Ｉ～Ｊ・１～２通り多目的室１・２においてＬＳＤ－６０８のＷ寸法に相違が
あります。
・６階建具表（２）　―　Ｗ１，０３０
・６階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，３３０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

922
A-160
A-064

ＬＳＤ－６１１ｆの寸法につい
て

６階Ｋ～Ｌ’・１１～１２通り仮眠室１においてＬＳＤ－６１１ｆのＷ寸法に相違
があります。
・６階建具表（２）　―　Ｗ８３０
・６階平面詳細図（３）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ８３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

923
A-160
A-126

LSD-613の二重丸囲みにつ
いて

LSD-613の二重丸囲みについて､建具表ではLSD-613が一重丸囲みと二
重丸囲みの2種類となっていますが､建具符号案内図では4ヶ所共一重丸
囲みのため､二重丸囲みは無しと考えてよろしいですか｡

処置室1は丸窓Φ150としてください。

924

A-160
A-126

A-62～64
LD-602のW寸法について

LD-602のW寸法について､建具表でW900(800)とありますが､使い分けが
不明です｡平面詳細図で8ヶ所ともW900のため､W900のみ適用と考えてよ
ろしいですか｡

お見込みの通りです。

925
A-161
A-062

ＬＳＤ－６２１の寸法について

６階Ｊ～Ｌ’・７～８通り重症個室ＡにおいてＬＳＤ－６２１のＷ寸法に相違が
あります。
・６階建具表（３）　―　Ｗ５，０１５
・６階平面詳細図（１）　―　Ｗ４，２７０
Ｗ５，０１５を正と考えて宜しいですか。

W4,270としてください。

926
A-161
A-062

ＳＴＤ－６０１の寸法について

６階Ｊ～Ｌ・５～６通りＥＶホール２においてＳＴＤ－６０１のＷ寸法に相違が
あります。
・６階建具表（３）　―　Ｗ３，２４５
・６階平面詳細図（１）　―　Ｗ３，５８５
Ｗ３，２４５を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

927
A-161
A-064

ＳＴＤ－６０５の寸法について

６階Ｋ～Ｌ’・１２通りＥＶホール１においてＳＴＤ－６０５のＷ寸法に相違が
あります。
・６階建具表（３）　―　Ｗ２，３４０
・６階平面詳細図（３）　―　Ｗ２，４００
Ｗ２，３４０を正と考えて宜しいですか。

W2,400としてください。

928
A-162
A-065

ＳＴＤ－７０５の寸法について

７階Ｋ～Ｌ’・１１～１２通りＥＶホール１においてＳＴＤ－７０５のＷ寸法に相
違があります。
・７階建具表（１）　―　Ｗ２，３４０
・７階平面詳細図（１）　―　Ｗ２，４００
Ｗ２，３４０を正と考えて宜しいですか。

W2,400としてください。

929
A-162
A-066

ＳＷ－７０１の寸法について

７階Ｓ～Ｔ・５通り個室ＡにおいてＳＷ－７０１のＷ寸法に相違があります。
・７階建具表（１）　―　Ｗ７００
・７階平面詳細図（２）　―　Ｗ５００
Ｗ７００を正と考えて宜しいですか。

W500としてください。

930
A-163
A-065

ＬＤ－７０１の寸法について

７階Ｆ・３～４通り器材室２においてＬＤ－７０１のＷ寸法に相違があります。
・７階建具表（２）　―　Ｗ９００
・７階平面詳細図（１）　―　Ｗ９３５
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

931
A-163
A-066

ＬＳＤ－７０１ａの寸法につい
て

７階Ｓ～Ｔ・４～５通り前室(陰圧）においてＬＳＤ－７０１ａのＷ寸法に相違が
あります。
・７階建具表（２）　―　Ｗ２，０６０
・７階平面詳細図（２）　―　Ｗ２，８３６
Ｗ２，０６０を正と考えて宜しいですか。

W2,836としてください。

932
A-164
A-065

ＬＳＤ－７１０ｂの寸法につい
て

７階Ｊ・３～４通りサテライトファーマシーにおいてＬＳＤ－７１０ｂのＷ寸法に
相違があります。
・７階建具表（３）　―　Ｗ１，０３０
・７階平面詳細図（１）　―　Ｗ９９０
Ｗ１，０３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

933
A-164
A-065

ＬＳＤ－７１３の寸法について

７階Ｊ～Ｌ・１～２通り下膳室においてＬＳＤ－７１３のＷ寸法に相違がありま
す。
・７階建具表（３）　―　Ｗ８３０
・７階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，０３０
Ｗ８３０を正と考えて宜しいですか。

W1,030としてください。

934
A-164
A-065

ＬＳＤ－７１８の寸法について

７階Ｊ～Ｌ・７～８通り重症個室ＡにおいてＬＳＤ－７１８のＷ寸法に相違があ
ります。
・７階建具表（３）　―　Ｗ５，０１５
・７階平面詳細図（１）　―　Ｗ４，２７０
Ｗ５，０１５を正と考えて宜しいですか。

W4,270としてください。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

935
A-165
A-068

ＡＷ－Ｒ０１の寸法について

８階Ｇ～Ｈ・３～５通りＥＶホール２においてＡＷ－Ｒ０１のＷ寸法に相違が
あります。
・８階建具表（１）　―　Ｗ１，８００
・８階平面詳細図（１）　―　Ｗ１，７００
Ｗ１，８００を正と考えて宜しいですか。

W1,700としてください。

936
A-165
A-068

ＳＤ－Ｒ０６の寸法について

８階Ｈ・５通りＥＶホール２においてＳＤ－Ｒ０１のＷ寸法に相違があります。
・８階建具表（１）　―　Ｗ８００
・８階平面詳細図（１）　―　Ｗ８５０
W８００を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

937 A-166
耐火塗料・耐火シートの厚み
について

部分詳細図（１）　Ｄ１－２柱・梁耐火被覆詳細図において、耐火塗料及び
耐火シートの厚み指定がありますが、鉄骨部材メンバーによって厚みが変
わります。図面に記載の厚みは最低厚さとし、部材メンバーによっては変
更可能と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

938 A-166 間仕切仕様について

部分詳細図（１）において、壁凡例Ｗ－２Ｇの間仕切仕様同等品に「吉野
石膏：ハイパーウォールＺＴ（ＦＰ０６０ＮＰ－０２００・ＳＯＩ－０１１２」と指示が
ありますが、軽鉄間仕切（一般壁）の為、同等品は該当無しと想定いたし
ますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

939 A-166 WC室内のGB-Sについて

壁凡例 W-1･W-1a･W-2･W-2a･W-2Gについて､WC室内に面する箇所
はGB-St12.5を利用するとありますが､GB-Ht9.5+GB-Rt12.5のGB-Rt12.5
をGB-St12.5に置き換えると解釈してよろしいですか｡
又､W-3～W4aについては､GB-Rt12.5の2枚共GB-St12.5に置き換えると
解釈してよろしいですか｡

お見込みの通りです。

940 A-166 WC室内のGB-Sについて
上記質疑に伴い､耐火間仕切ﾎﾞｰﾄﾞ面は､GB-St12.5の増貼と考えてよろし
いですか｡

お見込みの通りです。

941 A-166 間仕切壁の仕様について

部分詳細図1より､壁符号W-2Gは軽鉄間仕切壁(一般壁)となっています
が､概要欄では吉野石膏ﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZT(耐火壁)となっています｡
W-2にｸﾞﾗｽｳｰﾙを充填したものがW-2Gと考え､一般壁を正と考えてよろし
いですか｡
又､図示の通り､ｽﾀｯﾄﾞは千鳥配置でよろしいですか｡

お見込みの通りです。

942 A-166
WC壁耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞの納ま
りについて

軽鉄間仕切壁詳細図でWC室内に面する箇所は耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞを使用す
ると記入がありますが､一般壁(W-3･4)は上張石膏ﾎﾞｰﾄﾞを耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
と読み替えと解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

水を使用する部屋及び部分（WC、SW、浴室、機械浴室、水治療、シンク
の水槽背面及び側面）は下地の上張りを耐水石膏ボードとしてください。
耐火間仕切が面する場合は､耐水PBt12.5を増張してください。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

943 A-166
WC壁耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞの納ま
りについて

軽鉄間仕切壁詳細図でWC室内に面する箇所は耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞを使用す
ると記入がありますが､一般壁(W-1･2)､遮音壁(W-2G)の上張ﾎﾞｰﾄﾞが硬質
石膏ﾎﾞｰﾄﾞの範囲も耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞは必要でしょうか。必要とする場合、上
張硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞを耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞへ読み替えと解釈して宜しいでしょう
か。併せて御指示下さい。

水を使用する部屋及び部分（WC、SW、浴室、機械浴室、水治療、シンク
の水槽背面及び側面）は下地の上張りを耐水石膏ボードとしてください。
（遮音壁も同じ）耐火間仕切が面する場合は､耐水PBt12.5を増張してくだ
さい。

944 A-166
間仕切(W-2G)の仕様につい
て

軽鉄間仕切壁詳細図で参考品名がﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZT､認定番号はﾊｲﾊﾟｰ
ｳｫｰﾙZ･WIと相違しています。又、壁ﾎﾞｰﾄﾞの仕様が硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5+
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5(又は耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5)ですが､ﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZT､ﾊｲ
ﾊﾟｰｳｫｰﾙZ･WIとは一致していないため、参考品名･認定番号は適用外と
解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

適応外としないでください。ﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZ-WIとしてください､認定番号
SOI-０１１２としてください。

945 A-166 間仕切凡例W-5について
W-5軽鉄間仕切壁詳細図内でｹｲｶﾙ板下のﾎﾞｰﾄﾞの仕様が断面では耐水
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ､平面では石膏ﾎﾞｰﾄﾞと相違します｡断面を正と解釈して宜しいで
しょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

946 A-166
軽鉄間仕切り壁のｽﾀｯﾄﾞ巾に
ついて

軽鉄間仕切（WT1･2･W-2･4）詳細図でH4.2を超える間仕切はLGS100と
解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

947 A-166 壁下地の耐水PBについて

壁下地の耐水PBについて､部分詳細図(1) D1-4に｢WC室内に面する箇
所はGB-St12.5を使用する｣とありますが､WC以外で耐水PBが必要な部
屋があれば御指示下さい｡

又､耐水PBが必要な部屋に耐火間仕切が面する場合は､耐水PBt12.5を
増張と考えて宜しいでしょうか｡

水を使用する部屋及び部分（WC、SW、浴室、機械浴室、水治療、シンク
の水槽背面及び側面）は下地の上張りを耐水石膏ボードとしてください。
耐火間仕切が面する場合は､耐水PBt12.5を増張してください。

948 A-166
壁符号W-2G
軽鉄間仕切壁(一般壁)
について

壁符号W-2G 軽鉄間仕切壁(一般壁)について､部分詳細図(1) D1-4の備
考欄に吉野石膏:ﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZT(耐火遮音間仕切)と記載がありますが､
在来工法(一般遮音間仕切)と考えて宜しいでしょうか｡

又､違う場合､吉野石膏ｶﾀﾛｸﾞより､ﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZTには間仕切内ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
が無い為､図の納まりと相違しています｡W-2Gの納まり･ﾒｰｶｰ･品番を改
めて御指示下さい｡

適応外としないでください。ﾊｲﾊﾟｰｳｫｰﾙZ-WIとしてください､認定番号
SOI-０１１２としてください。

949 A-166
壁符号
WT-1･WT-2G･W-2G･W-4
のｽﾀｯﾄﾞ巾について

壁符号WT-1･WT-2G･W-2G･W-4のｽﾀｯﾄﾞ巾について､部分詳細図(1)に
表がありますが､高さ4.2mを超える場合はｽﾀｯﾄﾞ巾は100と考えて宜しいで
しょうか｡

お見込みの通りです。

950 A-166
耐火塗料の
表面仕上について

耐火塗料の表面仕上について､部分詳細図(1) D1-2.柱･梁耐火被覆詳
細図より､指示が無い為､不要と考えて宜しいでしょうか｡

又､違う場合､表面仕上を御指示下さい。

ﾌｯ素樹脂系（SK耐火コート中塗り材F、SK耐火コート上塗り材F　エアレス
スプレー塗り同等）としてください。

951 A-166
鉄骨梁貫通部の
耐火被覆について

鉄骨梁貫通部の耐火被覆について､仕様を御指示下さい｡
A-166　部分詳細図(1）　D1-2　の通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

952
A-166

A-047他
間仕切仕様について

部分詳細図（１）において、壁凡例ＷＴ－３軽鉄間仕切（性能壁）の施工範
囲に「ＥＶシャフト・階段室・ＰＳ・ＥＰＳ等の片面ボード張り部分」と指示があ
りますが、各階平面詳細図にＷＴ－３の指示がありません。ＷＴ－３は該当
無しと想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

953
A-166
A-168

壁ﾀｲﾙの下地について

壁ﾀｲﾙの下地について､部分詳細図(3) D3-3.ﾀｲﾙ張り(内装ﾀｲﾙ)に
FKt6+6とありますが､部分詳細図(1)の壁凡例には無い為該当無しとし､各
壁凡例に倣うと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい。 内壁タイル張り部分は、部分詳細図（３）を正としてください。

954
A-166

A-312～313
梁型の耐火塗料について

ｴｽｶﾚｰﾀｰ詳細図に耐火塗料の指示がありません。施工範囲を御指示下
さい。

仕様はＡ166　Ｄ1-1の図示の通りとし、
範囲は、エスカレーターに接続する１Ｆ２Ｆの大梁とします。

955
A-166
A-313

耐火塗料の施工範囲につい
て

部分詳細図1より､梁の耐火塗料はｴｽｶﾚｰﾀｰ詳細図とありますが､詳細図
では※耐火被覆無しと記載があります｡耐火塗料の明確な範囲をご指示
下さい｡

エスカレーターの受け鉄骨部とします。

956 A-166・033
梁型耐火塗料の仕様範囲に
ついて

部分詳細図（１）　Ｄ１－２柱・梁耐火被覆詳細図において、「梁耐火塗料ｔ
３．７　エスカレーター詳細図」の指示がありますが、エスカレーター部（ＳＨ
ＩＭＡＤＡプラザ）の梁は天井フトコロ内の為、該当しないと思われます。梁
耐火塗料ｔ３．７の使用場所がありましたら範囲図の発行をお願い致しま
す。

エスカレーターが接続する大梁となります。A-313図をご確認ください。

957 Ａ-167
免震ピット受け桝の詳細につ
いて

部分詳細図（２）において、Ｄ２－７Ａ免震ピット受樋の配置が不明です。
免震ピット内の横引き樋の箇所に必要と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

958 Ａ-167
免震ピット受け桝の詳細につ
いて

部分詳細図（２）において、Ｄ２－７Ａ免震ピット受樋の寸法が不明です。４
００角の箱型と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

959 Ａ-167
免震ピット受け桝の詳細につ
いて

部分詳細図（２）において、Ｄ２－７Ａ免震ピット受樋に下地：木繊セメント
板とありますが、厚さが不明です。御指示下さい。 ｔ＝20としてください。

960 A-167 医療各室のピット蓋について
上記質疑に関連致しますが、上記で宜しい場合、配線ピット「蓋」のメー
カー・品番を御指示下さい。 中等品とします。

961 A-167 配線ﾋﾟｯﾄ蓋について

配線ﾋﾟｯﾄ蓋について､D2-11詳細図内で
･蓋:CPL-4.5 OP塗
･蓋:底板+長尺ｼｰﾄ等
･ｴｯｼﾞ金物:FB-30x4.5 EP塗
･ｴｯｼﾞ金物:FB-30x4.5 OP塗
とありますが､底板PL-2.3+長尺ｼｰﾄ･ｴｯｼﾞ金物FB-30x4.5 OP塗と考えて
よろしいですか｡

お見込みの通りです。

962 A-167 床面 増打について
部分詳細図(2) DS-1･2･3に床面厚10mmの増打の記入がありますが、屋
根ｱｽﾌｧﾙﾄ防水下面にも増打10mmが必要と解釈して宜しいでしょうか。御
指示下さい。

不要とします。
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963 A-167 D2-7A
免震ﾋﾟｯﾄ受け樋のｻｲｽﾞにつ
いて

免震ﾋﾟｯﾄ受け樋のｻｲｽﾞについてW400XD400と考えてよろしいですか。 お見込みの通りです。

964 A-167 D2-7A
免震ﾋﾟｯﾄ 受け樋の取付場所
について

免震ﾋﾟｯﾄ 受け樋の取付場所について､A-19図に設置場所をご指示下さ
い。

12,13通り、I通り左の免震擁壁に取り付きます。

965
A-167
A-256

配線ﾋﾟｯﾄ内部 分割板につい
て

配線ﾋﾟｯﾄ内部 分割板について
A-167 D2-11図 記載無し
A-256図 記載有り
とありますが､各室全てA-167 D2-11図を正と考えてよろしいですか｡使い
分けがあれば範囲･分割板の仕様･詳細をご指示下さい｡

お見込みの通りです。

966 A-167～177 ﾒｰｶｰ程度について

以下について,ﾒｰｶｰ･程度ご指示下さい｡
･床下点検口 600角
･ﾏﾝﾎｰﾙ
･視覚障害者誘導表示(石･ｺﾝｸﾘｰﾄ用)
･ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ(その他)
･ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ
･点滴ﾚｰﾙ､点滴用ﾌｯｸ

･床下点検口 600角　→　SUS製同材仕上　ナカ工業同等品
･ﾏﾝﾎｰﾙ　→中等品とします。
･視覚障害者誘導表示(石･ｺﾝｸﾘｰﾄ用)　→中等品とします。
･ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ(その他)　→　ナカ工業同等品
･ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ　→　TOSO同等品
･点滴ﾚｰﾙ､点滴用ﾌｯｸ　→　TOSO同等品

967 A-167･007
床ﾀｲﾙA･Bの伸縮目地につ
いて

床用磁気ﾀｲﾙ張り詳細図で目地共100*100､125*125､150*150程度の場
合､10m2毎に伸縮目地を設けると記入がありますが､ﾀｲﾙA･Bの600*300､
300*300､600*150にも10m2毎に伸縮目地は必要でしょうか｡御指示下さ
い。

お見込みの通りです。詳細は現場指示によります。

968 A-167･008～015
OAﾌﾛｱ･鋼製床組の納まりに
ついて

部分詳細図でOAﾌﾛｱ･鋼製床組下に増打ｺﾝｸﾘｰﾄの図示がありますが､ｽ
ﾗﾌﾞ下りと床組の高さが同一のため､床組下の増打ｺﾝｸﾘｰﾄは不要と解釈し
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

969 A-168 腰壁見切りについて 部分詳細図(3) D3-2 WG-Eについて､見切り材の仕様をご指示下さい｡ ｱﾙﾐ製とします。

970
Ａ-168
Ａ-013

オートクレーブの床高の相違

４階＜中材＞のオートクレーブの仕上レベルに相違があります。
・部分詳細図（３）　―　ＦＬ－１５０
・仕上表（６）　―　ＦＬ±０
ＦＬ－１５０を正と考えて宜しいですか。ＦＬ±０が正の場合、嵩上げ方法を
御指示下さい。

ＦＬ－１５０を正としてください。

971
Ａ-168
Ａ-013

オートクレーブの床下地の相
違

４階＜中材＞のオートクレーブの床下地に相違があります。
・部分詳細図（３）　―　モルタル金鏝
・仕上表（６）　―　コンクリート金鏝
モルタル金鏝を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

972
Ａ-168
Ａ-013

オートクレーブの天井スラブ
下断熱材の厚さの相違

４階＜中材＞のオートクレーブの天井スラブ下断熱材の厚さに相違があり
ます。
・部分詳細図（３）　―　Ｔ５０
・仕上表（６）　―　Ｔ１００
Ｔ５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

973 A-168･112～119 腰壁ｼｰﾄについて
腰壁ｼｰﾄのH寸法が、部分詳細図では800、雑伏図では1000と相違しま
す。部分詳細図を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

H1,000としてください。

974 A-168･166 ﾀｲﾙ下の壁下地について
ﾀｲﾙ張り(内装ﾀｲﾙ)詳細図でｹｲｶﾙ板6+6下地とありますが､間仕切凡例に
該当する下地は見当たりません。使用場所を御指示下さい。

仕上表、展開図のタイル張り部分を参照してください。

975 A-168他 LGS補強について

間仕切LGSについて､H5000以上があれば以下のように考えてよろしいで
すか｡｣
部材:C-100X50X2.3
ﾀﾃﾋﾟｯﾁ:@3000
ﾖｺ:上下2本

今回は階高5000以上の箇所はございません。

976 A-169 天井点検口の数量について
部分詳細図(4)D4-16において、天井点検口が記載されておりますが、300
角・450角・600角　それぞれの数量を御指示下さい。

全て600角とします。
総数は図面を正としてください。

977 A-169 天井点検口の仕様について

部分詳細図(4)D4-16　天井点検口において、1･2階廊下・ﾎｰﾙのみ目地ﾀ
ｲﾌﾟと記載されておりますが、建設工事特記仕様書52/61では仕様は目地
ﾀｲﾌﾟのみと相違しています。
部分詳細図(4)を正とし、1･2階廊下･ﾎｰﾙのみ目地ﾀｲﾌﾟと考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

すべて目地タイプとします。

978 A-169 天井点検口の数量について
上記質疑が正の場合、1･2階廊下･ﾎｰﾙの天井点検口の大きさ毎の数量
を御指示下さい。

上記質疑において全て目地タイプとしてください。

979 A-169 防水ﾊﾟﾝの範囲について
部分詳細図(4)D4-9において、B1F機械室に天井防水ﾊﾟﾝが記載されて
おりますが、B1F機械室が無い為、不要と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

機械室の記載は誤記です。
Ａ-055図等平面詳細図、天井伏図に図示しています。

980 A-169
ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽの範囲につい
て

部分詳細図(4)D4-17において、ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽが12か所記載されておりま
すが、天井伏図等では記載されておりません。取付場所及びそれぞれの
長さを御指示下さい。

A-103～110図に図示の通りです。

981 A-169
防水パンの施工範囲につい
て

部分詳細図（４）において、Ｄ４－９防水パンの詳細がありますが、施工範
囲が不明です。施工範囲図の発行をお願い致します。 Ａ-055図等平面詳細図、天井伏図に図示しています。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

982 A-169 下り壁見切について
D4-1に記載の下り壁見切りについては､ｽﾃﾝﾚｽ HL t0.8 20x20と考えてよ
ろしいですか｡

お見込みの通りです。

983 A-169 天井ﾓﾆﾀｰﾊﾝｶﾞｰについて 部分詳細図(4)D4-2ﾓﾆﾀｰﾊﾝｶﾞｰは既製品ですか｡程度をご指示下さい｡ 製作ものです。

984 A-169 防水ﾊﾟﾝについて 部分詳細図(4)D4-9防水ﾊﾟﾝが見当たりません｡取付場所をご指示下さい｡ Ａ-055図等平面詳細図、天井伏図に図示しています。

985 A-169
機械浴室天井結露受けにつ
いて

機械浴室天井結露受けの詳細を御指示下さい。 創建アルミ製結露受けｔ2.0同等とし、穴あけ10Φ2か所とします。

986 A-169 天井点検口について
天井点検口の寸法が不明です(特記仕様書では450角､600角に適用印が
あります)。御指示下さい。

600角です。

987 A-169 天井点検口について
部分詳細図注意事項に1･2階廊下､ﾎｰﾙの天井点検口のみ目地ﾀｲﾌﾟと記
入がありますが、特記仕様書より全て目地ﾀｲﾌﾟと解釈して宜しいでしょう
か。御指示下さい。

お見込みの通りです。

988 天井点検口について
上記、質疑で部分詳細図注意事項を優先し、1･2階廊下､ﾎｰﾙの天井点
検口のみ目地ﾀｲﾌﾟとする場合、1･2階廊下､ﾎｰﾙの点検口のか所数、1･2
階廊下､ﾎｰﾙ以外の仕様を御指示下さい。

上記質疑より全て目地タイプとしてください。

989 A-169
内部天井 吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が
900mmを超える場合の
補強について

内部天井 吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が900mmを超える場合の補強について､部分詳
細図(4)D4-3より図示がありますが､範囲が不明です｡該当無しと考えて宜
しいでしょうか｡

又､違う場合は範囲を御指示下さい｡

設備機器、配管等により、吊ﾎﾞﾙﾄの間隔が900mmを超える部分とします。

990 A-169 天井点検口について

部分詳細図Ｄ４－１６の天井点検口で、１、２階廊下・ホールのみ目地タイ
プとありますが、数量が不明です。目地タイプ天井点検口の数量を本館・
リニアック棟別に御指示下さい。

すべて目地タイプとします。

991 A-169 天井点検口について
部分詳細図Ｄ４－１６の天井点検口で、特記なき天井点検口は額縁タイプ
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 すべて目地タイプとします。

992
A-169

A-091～111
吊物補強の施工場所につい
て

部分詳細図（４）において、Ｄ４－１３吊物補強の詳細があり、使用場所が
「天井伏図による」とありますが、天井伏図に図示がありません。Ｄ４－１３
吊物補強の施工場所を御指示下さい。

不要とします。

993
A-169

A-091～111
心疾患リハビリ用吊りフックの
施工場所について

部分詳細図（４）において、Ｄ４－１４心疾患リハビリ用吊りフックの詳細が
あり、使用場所が「天井伏図による」とありますが、天井伏図に図示があり
ません。Ｄ４－１４心疾患リハビリ用吊りフックの施工場所を御指示下さい。

Ａ-107図　6階天井伏図（2）に図示の通り。
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994
A-169

A-091～111
リハビリ用ポールの施工場所
について

部分詳細図（４）において、Ｄ４－１５リハビリ用ポールの詳細があり、使用
場所が「天井伏図による」とありますが、天井伏図に図示がありません。Ｄ４
－１５リハビリ用ポールの施工場所を御指示下さい。

Ａ-107図　6階天井伏図（2）に図示の通り。

995
A-169
A-170

同等メーカー・品番について

下記の同等メーカー・品番を御指示下さい。
①ピクチャーレール
②点滴レール

①ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ　→TOSO　TC10同等品とします。
②点滴ﾚｰﾙ　→TOSO同等品とします。

996
A-169
A-71

参考数量書P309
化粧鏡について

部分詳細図(4)D4-5化粧台鏡間接照明の施工場所はMWC1等の大型鏡
部分と思われますが､参考数量書では小型の鏡しか計上されていません｡
又､衛生器具表ではMWC1等も含め全て設備工事の様に思われます｡工
事区分も含め使い分けをご指示下さい｡

水廻り詳細図の通りとしてください。

997
A-169

R-008・009
天井点検口について

部分詳細図（４）のＤ４－１６天井点検口（アルミ）において、救急棟の各階
の数量指示がありますが、下記を御指示下さい。
①点検口のサイズ・仕様
②両方のサイズがある場合の振分け数量

600角とします。アルミ製、アルミ枠共。同材仕上としてください。

998
A-169

参考数量書P199
ﾘﾊﾋﾞﾘ用吊ﾎﾟｰﾙについて

ﾘﾊﾋﾞﾘ用吊ﾎﾟｰﾙのﾎﾟｰﾙの材種と径は参考数量書よりｽﾃﾝﾚｽ製 φ70と考
えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

999 A-169、参考数量書P201、353
参考数量書の天井点検口に
ついて

部分詳細図Ｄ４－１６で、新棟の天井点検口は１８４０か所とありますが、棟
別の数量が不明です。下記と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
＊参考数量書Ｐ２０１：本館　１８１０か所
＊参考数量書Ｐ３５３：リニアック棟　３０か所

お見込みの通りです。

1000 A-170
消火器ﾎﾞｯｸｽの大きさについ
て

部分詳細図(5)D5-17において、消火器ﾎﾞｯｸｽが記載されておりますが、大
きさが図示とﾒｰｶｰ品番で相違しています。ﾒｰｶｰ品番の大きさを正と考え
てよろしいでしょうか。図示が正の場合、改めてﾒｰｶｰ品番を御指示下さ
い。
■図示：W250×D200×H541
■ﾕﾆｵﾝ　UFB-1F-2720：W288×D192×H693

メーカー品番を正としてください。

1001 A-170 AEDﾎﾞｯｸｽの仕様について
部分詳細図(5)D5-19において、AEDﾎﾞｯｸｽが記載されておりますが、仕様
及び奥行を御指示下さい。

GB-Ht9.5+仕上げとし、仕上は設置個所の壁面仕上としてください。ま
た、奥行165mmにて見積もりください。
但し、現場にて施主が選定するAED（別途）の形状確認の上、施工図を作
成してください。

1002 A-170
非接触ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰﾎﾞｯｸｽの仕
様
について

部分詳細図(5)D5-21において、非接触ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰﾎﾞｯｸｽが記載されてお
りますが、表面の仕上が耐摩耗化粧合板　t=3・ﾒﾗﾐﾝ化粧板　t=3・ﾋﾞﾆﾙｸﾛ
ｽ巻込　ﾌﾟﾗﾍﾞﾆﾔt9の3種類記載されておりますが、108か所全て耐摩耗化
粧合板　t=3と考えてよろしいでしょうか。ﾒﾗﾐﾝ化粧板　t=3及びﾋﾞﾆﾙｸﾛｽの
場合、それぞれの数量を御指示下さい。

壁仕上げに合わせて計上ください。

1003 A-170
天井内横走り管支持金物の
範囲について

部分詳細図(5)D5-3において、天井内横走り支持金物が記載されておりま
すが、範囲又は数量及び吊高さを御指示下さい。

横引雨水配管のみ適用としてください。場所は平面詳細図を参照してくだ
さい。高さは平均H800とし、水勾配は現場調整としてください。
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1004 A-170 吊り会所桝の仕様について
部分詳細図(5)D5-10において、ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t45と記載されております
が、図示ではRC造　t=150と相違しています。ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t45は不要と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1005 A-170 流し台前 面台について D5-5 流し台前の面台について､仕様をご指示下さい｡ D5-4同様とします。

1006 A-170
天井内横走り管支持金物に
ついて

D5-3 天井内横走り管支持金物について､施工範囲もしくは必要数量をご
指示下さい｡

建築工事としては横引雨水配管において適用としてください。場所は平面
詳細図を参照してください。

1007 A-170 ﾗｲﾆﾝｸﾞについて
D5-4各ﾗｲﾆﾝｸﾞについて､ﾄｲﾚ以外は最右の詳細とし､それ以外はﾄｲﾚﾄ考
えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1008 A-170
天井内横走り管支持金物に
ついて

部分詳細図(5)D5-3天井内横走り管支持金物の長さ及び場所が不明で
す｡範囲をご指示下さい｡

建築工事としては横引雨水配管において適用としてください。場所は平面
詳細図を参照してください。

1009 A-170 AEDﾎﾞｯｸｽについて 部分詳細図(5)D5-19 AEDﾎﾞｯｸｽの程度について御指示下さい｡

GB-Ht9.5+仕上げとし、仕上は設置個所の壁面仕上としてください。ま
た、奥行165mmにて見積もりください。
但し、現場にて施主が選定するAED（別途）の形状確認の上、施工図を作
成してください。

1010 A-170 ﾗｲﾆﾝｸﾞの納まりについて

ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細図内のA部詳細図ではﾗｲﾆﾝｸﾞ壁ﾒﾗﾐﾝ化粧板+ｹｲｶﾙ板､C-
60×30×10×2.3下地､面台ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ(ｹｲｶﾙ板下地)ﾗｲﾆﾝｸﾞ拡大図では
ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁EP-G又はNED+耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ2枚貼､LGS65下地､面台ﾒﾗﾐﾝﾎﾟ
ｽﾄﾌｫｰﾑと相違します｡A部詳細図を正と解釈して宜しいでしょうか。御指
示下さい。

A部詳細図を正としてください。

1011
A-170

建築工事特記仕様書Ｐ５２
病室カーテンレールの材質
について

病室カーテンレールの材質に相違があります。
・部分詳細図（５）　―　ステンレス
・建築工事特記仕様書　―　アルミ
ステンレスを正と考えて宜しいですか。

部分詳細図（5）→病室内のプライバシー用のカーテンレール→ステンレス
製
特記仕様書→ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ内のカーテンレール
→アルミ製
とお考えください。

1012 ―
病室のカーテンレールにつ
いて

上記に関連しますが、病室カーテンレールの材質が何れの場合も同等
メーカー・品番を御指示下さい。 TOSO　消音タイプ同等品とします。

1013
A-170

参考数量書P205
消火器ﾎﾞｯｸｽ･消火栓ﾎﾞｯｸｽ
下地について

参考数量書において消火器ﾎﾞｯｸｽ及び消火栓ﾎﾞｯｸｽ下地の表記が有りま
すが部分詳細図(5)では記載が有りません｡必要であれば参考数量書の
仕様･数量を見込んでよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1014
A-170

参考数量書P206～208
衛生器具取付下地補強につ
いて

参考数量書の各種衛生器具下地補強の数量ついて衛生器具表(壁掛型)
と数量に相違が有りますが､全て衛生器具表の数量を正と考えてよろしい
ですか｡

お見込みの通りです。
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1015
A-170

参考数量書P309
SK棚板について

参考数量書についてSK棚板が取り付くようですが部分詳細図では見当た
りません｡必要でしたら詳細をご指示下さい｡

意匠別紙2を参照ください。
モップ掛けフックはLXIL KF-28同等品としてください。

1016 A-170､参考数量書P210
参考数量書の天井内横走り
管支持金物について

部分詳細図Ｄ５－３の天井内横走り管支持金物は、参考数量書Ｐ２１０で、
１３か所とありますが、設置場所が不明です。御指示下さい。

横引雨水配管のみ適用としてください。場所は平面詳細図を参照してくだ
さい。

1017
A-170･171

参考数量書P207～208
洗面ｶｳﾝﾀｰ取付下地補強に
ついて

参考数量書 洗面ｶｳﾝﾀｰ取付下地補強の仕様は衛生器具のものです｡部
分詳細図D6-14のﾌﾞﾗｹｯﾄを正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1018 A-171 ｷｬｯﾄｳｫｰｸの範囲について
部分詳細図(6)D6-9において、ｷｬｯﾄｳｫｰｸが記載されておりますが、範囲
が不明ですので御指示下さい。

A-096図に図示の通りです。

1019 A-171
防護衣掛け２の設置場所に
ついて

部分詳細図（６）において、Ｄ６－８防護衣掛け（３枚掛け用）の詳細があ
り、他図に見当たりません。Ｄ６－８防護衣掛け（３枚掛け用）の設置場所
を御指示下さい。

1F操作･観察ﾎｰﾙ1･2など7か所です。
平面詳細図、医療機器図等を参照してください。

1020 A-171 ｱｰﾄﾜｰｸについて
部分詳細図Ｄ６－１５のアートワークの詳細が不明です。御指示下さい。 特記仕様書にてアート想定金額をご確認ください。内容は今後作家等決

定の上、詳細決定いたします。

1021 A-171・096
キャットウォークの施工場所
について

部分詳細図（６）において、Ｄ６－９キャットウォークの詳細がありますが、下
記を御指示下さい。
①2階天井伏図（３）のＩ’通りにあるメンテナンスフォローが該当すると考え
て宜しいですか。
②キャットウォーク階段（図示により階段がある場合）とありますが、今物件
は該当なしと想定いたしますが宜しいですか。

①お見込みの通りです。
②１箇所とします。

1022 A-172 間接照明ﾎﾞｯｸｽについて
部分詳細図(7)D7-4　L-1・4において、台座部はｽﾁｰﾙ製t=1.6焼付塗装と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1023 A-172 間接照明ﾎﾞｯｸｽについて
部分詳細図(7)D7-4　L-7において、ST-PL焼付塗装が記載されておりま
すが、厚み及び大きさを御指示下さい。

意匠別紙2参照ください。

1024 A-172 間接照明ﾎﾞｯｸｽについて
部分詳細図(7)D7-4　L-8において、ｱﾙﾐL型型材　0.8×300×300が記載
されておりますが、0.8×30×30と読み替えると考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

お見込みの通りです。

1025 A-172
間接照明の下り壁の仕上に
ついて

部分詳細図（７）、Ｄ７－４に於いて、間接照明の詳細が指示ありますが、Ｌ
－１・Ｌ－３・Ｌ－４・Ｌ－５・Ｌ－８の下り壁部分の仕上が不明です。間接照
明の天井部と同様の仕上とし、ボードは図示通りの枚数（１枚の場合と２枚
場合あり）と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

1026 A-172
間接照明の下り壁の仕上に
ついて

部分詳細図（７）、Ｄ７－４に於いて、間接照明の詳細が指示ありますが、Ｌ
－２の下り壁の仕上が不明です。ＥＰ＋ＰＢ１２．５＋ＬＧＳと想定いたします
が宜しいですか。

お見込みの通りです。

1027 A-172 SS-1の枠について

SS-1の枠について､詳細図に｢PL-1.6 錆止め塗装まで｣とありますが､ｵｰ
ﾊﾞｰﾄﾞｱ仕様書にはｱﾙﾐとあります｡ｽﾁｰﾙ製と考えてよろしいですか｡又､錆
止めまでとありますが､他の鋼製建具同様表面仕上は焼付塗装と考えてよ
ろしいですか｡

ステンレス製としてください。

1028 A-172・161
ＰＴ－６０３の防音仕様につ
いて

６階建具表（３）において、ＰＴ－６０３に防音仕様の記載がありませんが、
部分詳細図（７）より、防音仕様と想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1029 A-173
LGS壁内蔵引戸(ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ使
用)詳細図について

部分詳細図(8)　LGS壁内蔵引戸(ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ使用)詳細図について､詳細が
3種類ありますが､使い分けを御指示下さい｡

両側FBタイプは不要。SAT仕様でFBタイプは中央の詳細図を参照しま
す。

1030 A-173
D10-1詳細について(押出成
形ｾﾒﾝﾄ板用ｻｯｼ枠)

部分詳細図(10)　D10-1詳細について､押出成形ｾﾒﾝﾄ板用ｻｯｼ枠の場合
を示すとあり､ｶﾞｽｹｯﾄ(工場取付)の図示があります｡全て二重ｼｰﾘﾝｸﾞ納まり
と考えて宜しいでしょうか｡

又､押出成形ｾﾒﾝﾄ板用ｻｯｼ枠となる建具がある場合､建具符号を御指示
下さい｡

二重シーリング納まりとしてください。
押出成形セメント板用サッシ枠は外部サッシ全てです。

1031 Ａ-174
防水押えコン内のアスファル
トフェルトについて

部分詳細図（９）Ｄ９－１伸縮目地（断熱防水の場合）において、押えコンク
リート内にアスファルトフェルト９４０の指示がありますが、不要といたします
が宜しいですか。

お見込みの通りです。

1032 Ａ-174
外部ＲＣ階段の詳細につい
て

部分詳細図（９）Ｄ９－１２内部・外部ＲＣ階段詳細図において、ＲＣ階段の
設置場所が屋根露出アスファルト防水に設置する箇所の下部にアスファ
ルト防水との緩衝材やアスファルトルーフィング増張り等が必要と思われま
す。露出アスファルト防水設置部の納まり詳細図の発行をお願い致しま
す。

アスファルト防水の上D9-12の階段を施工すること。緩衝材及びアスファ
ルト防水の増し張りを適切に行ってください。

1033 A-174 ｱﾙﾐ庇について
部分詳細図(9) D9-8 既製ｱﾙﾐ庇8の設置場所が平面図には見当りませ
ん。設置場所を御指示下さい。

浄化槽棟に設置となります。

1034 A-174 庇先端ｱﾙﾐについて
部分詳細図(9) D9-9 庇先端ｱﾙﾐの板厚･表面処理が不明です。 御指示
下さい。

ｔ2　シルバーマットとします。

1035 A-031・174 ｱﾙﾐ小口金物について
矩計図に記入の床小口部 ｱﾙﾐ小口金物が部分詳細図には見当りませ
ん。 上記、庇先端ｱﾙﾐが該当と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さ
い。

お見込みの通りです。
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1036 A-174 8階屋根 目隠し壁について
部分詳細図(9) D9-10 PH階目隠し壁の鉄骨下地面は溶融亜鉛ﾒｯｷ素
地、現場塗装は不要と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

1037 A-174 塔屋屋根について
塔屋屋根はｱｽﾌｧﾙﾄ露出断熱防水(DI-1)と解釈して宜しいでしょうか。 御
指示下さい。

A-176図の通りとします。

1038 A-174 目隠し壁の仕上について

部分詳細図(9)<D9-10>PH階目隠し壁詳細について､押出成形ｾﾒﾝﾄ板は
ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙとし､片面親水性ﾌｯ素樹脂塗装仕上･片面素地と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1039 A-174 屋上の設備架台について

屋上の設備架台について､部分詳細図9(D9-3)において､設備架台H鋼+
無収縮ﾓﾙﾀﾙ+ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16は設備工事と考えて宜しいでしょうか｡

又､建築工事の場合は設置位置を御指示下さい｡
建築工事とします。
8階平面詳細図を参照ください。

1040 A-174 D9-10
屋上目隠し壁の鉄骨仕上に
ついて

屋上目隠し壁の鉄骨仕上について､溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上と考えてよろしいで
すか。

お見込みの通りです。

1041 A-174 D9-12
RC小階段 防水納めについ
て

RC小階段 防水納めについて､露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水屋根に防水増張を見込
むと考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

1042
A-174

参考数量書P-188
ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺について

部分詳細図(9) D9-4 ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺の仕様がｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ手摺ですが、矩計
図(6)では竪格子手摺と思われます。 参考数量書 金属工事 外部の項目
により矩計図を正とし、部材詳細は参考数量書に記入分を採用して宜し
いでしょうか。 御指示下さい。

部材詳細はD9-4を正とします。

1043 A-174･031～041･069 屋上手摺について
部分詳細図(9) D9-4a 屋上手摺が矩計図には見当りません。 8階平面詳
細図(2)の吹抜に記入のD9-4gが該当でしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

1044 A-174･047 1階犬走り手摺について
部分詳細図(9)D9-4b EXP.J 転落防止柵の設置範囲は1階平面詳細図(1)
の7通側に記入の範囲のみと解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。
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1045 Ａ-175
押出成形セメント板取付金
物の耐火被覆について

部分詳細図（１０）Ｄ１０－２外壁押出成形セメント板（縦張り、横目地・縦目
地部）において、仕様にパネル取付金物及び下地金物共耐火被覆を施
すこと。とありますが、仕様が不明です。ロックウール吹付を想定いたしま
すが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1046 Ａ-175
押出成形セメント板下部水
切りの仕様について

部分詳細図（１０）Ｄ１０－６外壁押出成形セメント板（一階基礎部分）にお
いて、水切り金物の指示がありますが、仕様が不明です。御指示下さい。 水切金物はｽﾃﾝﾚｽ厚1.0加工 HLとしてください。

1047 A-175
外壁 成形板 水抜ﾊﾟｲﾌﾟの
ﾋﾟｯﾁについて

外壁 成形板 水抜ﾊﾟｲﾌﾟのﾋﾟｯﾁについて､ﾋﾟｯﾁ1200と考えてよろしいです
か。

1800とお考えください。

1048 A-175
アスロック取付クリップについ
て

ECP工事A-175図　部分詳細図（10）
アスロック取付クリップがLZ金物と一般Z型金物の
2種類表記がありますが、一般Z型金物として
考えれてよろしいでしょうか

指定は致しません。

1049 A-175 扉上部水切の仕様について
扉上部水切の仕様について､部分詳細図D10-3に記載の水切はｽﾃﾝﾚｽ
t1.5 HLと考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1050 A-175 ｱﾙﾐ笠木について
部分詳細図(2) D10-4 外壁押出成形ｾﾒﾝﾄ板でﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 ｱﾙﾐ笠木下
に、捨て笠木の記入がありませんが不要でしょうか。 必要な場合、仕様を
御指示下さい。

必要とし、メーカー標準仕様とします。

1051 A-175
外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板につ
いて

外壁 親水性ﾌｯ素樹脂塗料面の押出成形ｾﾒﾝﾄ板 の出隅ｺｰﾅｰはｺｰﾅｰ
ﾊﾟﾈﾙではなくｶｯﾄ加工と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1052 A-175
  外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 下
端水切について

部分詳細図(10) D10-6に記入の水切金物はｽﾃﾝﾚｽ厚1.0加工 HLと解釈
して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

1053 A-175
  外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 下
端水抜ﾊﾟｲﾌﾟについて

部分詳細図(10) D10-6 外壁押出成形ｾﾒﾝﾄ板に記入の水抜きﾊﾟｲﾌﾟ8φ
はｽﾃﾝﾚｽ製 @1800と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1054 A-175
  外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ｻｯ
ｼｭ部 水抜ﾊﾟｲﾌﾟについて

部分詳細図(10) D10-1･D10-3に記入のｽﾃﾝﾚｽ水抜きﾊﾟｲﾌﾟはｻｯｼｭ両端
に設置と解釈して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

1055 A-175 ECPの出隅について

外壁 押出成形ｾﾒﾝﾄ板について､塗装仕上範囲の出隅納まりが不明で
す｡45°ｺｰﾅｰ留加工と考えて宜しいでしょうか｡

又､既製品ｺｰﾅｰﾊﾟﾈﾙの場合はL寸法を御指示下さい｡
お見込みの通りです。

107／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1056 A-175 ECPの水抜ﾊﾟｲﾌﾟについて

押出成形ｾﾒﾝﾄ板の最下部水抜きﾊﾟｲﾌﾟについて､ｽﾃﾝﾚｽ @1800と考えて
宜しいでしょうか｡

又､ｻｯｼ上部の水抜きﾊﾟｲﾌﾟはｻｯｼ両端部に設置と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1057 A-175
層間塞ぎのﾛｯｸｳｰﾙについ
て

層間塞ぎのﾛｯｸｳｰﾙについて､部分詳細図(10)に図示あるものは下記の様
に考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･外壁取合部:寸法-W30×H150､
 密度-24kg/m3
･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部:寸法-W75×H150､
 密度-24kg/m3

お見込みの通りです。但し、外壁取り合い部の幅は、部位による。

1058
A-175 D10-6
A-175 D10-5
A-176 D11-1

成形板 足元水切について
成形板 足元水切について､1Fのみ(A-175 D10-5､ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部等は不要)
必要と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

1059
A-175 D10-9

A-31
1通側 RFLｽﾗﾌﾞ部について

1通側 RFLｽﾗﾌﾞ部について､7FL､6FLも同様の取付金物と考えてよろしい
ですか。

お見込みの通りです。

1060 A-175他
建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞｻｲｽﾞについ
て

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞｻｲｽﾞについて､詳細図等に図示無き限り20×10+20×10
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

下記仕様としてください。
■建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ：変成シリコン系（ﾉﾝﾌﾞﾘｰｽﾞﾀｲﾌﾟ）
                         ｼｰﾘﾝｸﾞ20×10+20×10

1061 Ａ-176
植栽土留め内の配筋につい
て

部分詳細図（１１）Ｄ１１－３　３Ｆテラス詳細図において、植栽土留めＲＣ立
上り内の配筋が不明です。Ｄ１０＠１００シングルと想定いたしますが宜し
いですか。

D10@150シングルとします。

1062
A-176 D11-1

A-323
ﾍﾟﾝﾄﾊｳｽ階段の仕様につい
て

ﾍﾟﾝﾄﾊｳｽ階段の仕様について､床面･ｻｻﾗ桁等は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上と考
えてよろしいですか。
又､階段手摺はﾍﾘﾎﾟｰﾄﾌﾞﾘｯｼﾞ手摺に倣うと考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

1063 A-177
ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽの仕様に
ついて

部分詳細図(12)D12-1において、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽが記載されております
が、仕様はｱﾙﾐ製と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

A-217図に図示の通りです。
（スチール焼付塗装ｔ1.6）

1064 A-177
壁付ﾙｰﾊﾞｰの下地補強につ
いて

部分詳細図(12)D12-3において、内壁固定下地が記載されておりますが、
仕様詳細を御指示下さい。

C-65型とします。

1065
A-181
A-056

薬品・輸血庫の家具の有無
について

４階薬品・輸血庫の作業台Ｆ－２－３５の有無に相違があります。
・４階家具キープラン　―　有り
・４階平面詳細図（１）　―　無し
有りを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
（Ｆ-20ｂとしてお答えします）
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1066
A-182
A-060

個室Ｃ：Ｅ５１５の家具の有無
について

５階Ｍ～Ｎ通り・２～４通り間の個室Ｃ：Ｅ５１５（陣痛）のロッカーＦ－８ｃの有
無に相違があります。
・５階家具キープラン　―　有り
・５階平面詳細図（２）　―　無し
有りを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1067
A-182
A-060

５階個室Ｄ：Ｅ５１６・５１７の家
具の有無について

５階Ｍ～Ｎ通り・２～４通り間の個室Ｄ：Ｅ５１６（透析）・個室Ｄ：Ｅ５１７（透
析）のロッカーＦ－２８ｂの有無に相違があります。
・５階家具キープラン　―　有り
・５階平面詳細図（２）　―　無し
有りを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1068 A-182・183
コミュニケーションカウンター
の家具について

５・６階家具キープランにおいて、Ｄ～Ｅ通り間・２通りのコミュニケーション
カウンターでＦ－３６家具とＦ－３５ｂ家具の間に２人掛け×３連の家具と思
われる図示がありますが、家具符号・詳細共にありません。本工事の場
合、家具図の発行をお願い致します。

備品とします。

1069
A-183
A-063

６階個室Ｄ：Ｅ６１４の家具の
有無について

６階M～Ｎ通り・２～３通間個室Ｄ：Ｅ６１４のロッカーＦ－２８ｂの有無に相違
があります。
・５階家具キープラン　―　有り
・５階平面詳細図（２）　―　無し
有りを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1070 A-184 建築図について
建築図PDFﾃﾞｰﾀでA-183(6階家具ｷｰﾌﾟﾗﾝ)とA-185(家具図(1))の間の図
面が図名・図番共 空欄です。図面ﾘｽﾄよりA-184 7階家具ｷｰﾌﾟﾗﾝと解釈
して宜しいでしょうか。 御指示下さい。

お見込みの通りです。

1071 Ａ－１８４ 設計図書確認 配布データではＡ－（ブランク）となっており、１８４の番号漏れですか。 お見込みの通りです。

1072 A-186
家具Ｆ－４ＣのＷ寸法につい
て

家具図（２）において、Ｆ－４家具の流し台のＣタイプが姿図ではＷ２，４００
ですが、リスト表よりＷ２，１００を正（形状は姿図のままで）と想定いたしま
すが宜しいですか。

W2100が正で、姿図はそのままです。

1073 A-189
家具Ｆ－１４の吊ボルトにつ
いて

家具図（５）において、Ｆ－１４家具の吊戸棚のｃタイプとｄタイプの吊ボルト
の本数が不明です。Ｃタイプは中央に２本、ｄタイプは両側合計で４本必
要と想定いたしますが宜しいですか。

吊りボルトは、Ｃタイプは３ヶ所、Ｄタイプは８カ所を想定して頂けますで
しょうか。
意匠別紙9を参照ください。

1074 A-192
総合カウンターの天板仕様
について

家具図（８）において、Ｆ－３０家具の総合カウンターに、「上天板：メラミン
ポストフォーム（特注品）」と記載がありますが、どのような仕様程度を示す
のか不明です。御指示下さい。

ポストフォームの特注品については、両側がポストフォーム形状になり、ま
た組み合わせタイプのポストフォームとなる為、特注仕様となります。

1075 A-192・202・203
各カウンター付きのスイング
扉について

家具図（８）において、Ｆ－３０家具に「スイング扉（Ｔ２０）」の指示があります
が、仕様が不明です。（他にも、Ｆ－５８・５９・６２の各所カウンターにもスイ
ング扉の設置が見られます。）御指示下さい。

スイング扉の仕様は、メラミン化粧板（フラッシュ構造）です。
また、スイング扉の金物（Ｆ310）資料添付します。
意匠別紙10を参照ください。
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1076
A-193・194

A-280

外来カウンターのモニター
ガード等の工事範囲につい
て

家具図（９）（１０）において、Ｆ－３１・３２の外来カウンターに「サイン表示・
モニター・モニターガード」の図示があり、「家具工事外」とありますが、サイ
ンプロット図や部分詳細図等に見当たらず、工事範囲が不明です。建築
工事の場合は、それぞれの仕様・詳細を御指示下さい。

SW107,211を参照してください。

1077 A-194・195・196
病棟カウンターの腰壁タイル
について

家具図（１０）～（１２）において、Ｆ－３３等の病棟カウンターの腰壁仕上の
「タイル」（四半張り状、合板面に付き接着張り）の仕様・メーカー・品番が
不明です。御指示下さい。

タイル（D）です。

1078 A-199
配膳台の厨房側腰壁仕上
について

家具図（１５）において、Ｆ－４７配膳・下げ膳カウンターの厨房側腰壁の仕
様が不明です。仕上・下地・巾木の仕様を併せて御指示下さい。 ＳＵＳ304ｔ1.0貼りとします。

1079 A-205 窓下収納ﾕﾆｯﾄについて
家具図F-65詳細について､腰壁の仕上がﾒﾗﾐﾝ化粧板貼となっています
が､注記に地場産材木ｼｰﾄ貼りとも有ります｡いずれが正かご指示下さい。
又、地場産材木ｼｰﾄ貼りが正の場合は程度をご指示下さい｡

仕上は地場産材木シート貼りとしてください。
イトーキ同等品としてください。

1080 A-209 EXP･J金物について
内部EXP･J金物について､床･壁･天井それぞれのﾒｰｶｰ程度があればご
指示下さい｡

UACJ同等品とします。

1081 A-210
手摺EXP.J部 固定手摺の仕
様について

手摺EXP.J部 固定手摺の仕様について､ｱﾙﾐ手摺2と考えてよろしいです
か。

EXP．J平面図（1）の固定手摺はｱﾙﾐ手摺2とし、E
XP．J平面図（2）の固定手摺はFB手摺とします。

1082
A-210
A-49

M通+3000*13通+2500付近
の固定手摺について

M通+3000*13通+2500付近の固定手摺について､A-48図より無しと考えて
よろしいですか。

アルミ手摺２とします。

1083 A-212
ＥＸＰ．Ｊ金物の鉄骨下地につ
いて

ＥＸＰ．Ｊ詳細図（３）において、Ｒ１屋根ＥＸＰ．Ｊ金物に鉄骨下地（別途工
事）とありますが、部材メンバーが不明です。[－３００×９０×９×１３と想定
いたしますが宜しいですか。

BT-300ｘ100ｘ4.5ｘ6＠500
BPL-9ｘ350ｘ150　中ボルト　4-M12とします。

1084 A-212
ＥＸＰ．Ｊ金物の鉄骨下地につ
いて

ＥＸＰ．Ｊ詳細図（３）において、Ｏ１外壁ＥＸＰ．Ｊ金物・Ｓ１内壁ＥＸＰ．Ｊ金物
に鉄骨下地の指示がありますが、部材メンバーが不明です。□－１００×１
００×３．２と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1085 A-212 ＥＸＰ．Ｊの取付下地について

ＥＸＰ．Ｊ詳細図（３）に於いて、Ｃ１天井ＥＸＰ．Ｊ（ＫＦＣ－Ｎタイプ）の詳細
で、天井内にＥＸＰ．Ｊを取付ける為の下地鉄骨がありますが、部材メン
バー及び構成が不明です。部材メンバー及び構成を御指示下さい。

束材、控え材共に（振れ止め）L-65x65x6@1000とします。

1086 A-212 ＥＸＰ．Ｊの取付下地について

ＥＸＰ．Ｊ詳細図（３）に於いて、Ｓ１内壁ＥＸＰ．Ｊ（ＳＷタイプ）の詳細で、壁Ｅ
ＸＰ．Ｊを取付ける為の下地鉄骨が６通り側ありますが、部材メンバー及び
構成が不明です。部材メンバー及び構成を御指示下さい。

□-100ｘ100ｘ3.2とします。

1087 A-213 ＥＸＰ．Ｊの取付下地について

ＥＸＰ．Ｊ詳細図（４）に於いて、Ｃ２天井ＥＸＰ．Ｊ（ＫＦＣ－Ｎタイプ）の詳細
で、天井内にＥＸＰ．Ｊを取付ける為の下地鉄骨がありますが、部材メン
バー及び構成が不明です。部材メンバー及び構成を御指示下さい。

束材、控え材共に（振れ止め）L-65x65x6@1000とします。
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1088 A-213 ＥＸＰ．Ｊの取付下地について

ＥＸＰ．Ｊ詳細図（４）に於いて、Ｓ２内壁ＥＸＰ．Ｊ（ＳＷタイプ）の詳細で、壁Ｅ
ＸＰ．Ｊを取付ける為の下地鉄骨が本館側ありますが、部材メンバー及び構
成が不明です。部材メンバー及び構成を御指示下さい。

□-100ｘ100ｘ3.2とします。

1089 A-216 ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝについて
3F部長個室のﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ詳細図においてV319部分は建具PT301となっ
ており相違します｡いずれが正かご指示下さい｡

V319を正としてください。

1090 A-217
ＡＣＷ－１のファスナー取付
け鉄骨について

建具詳細図において、上部鉄骨梁への取付け部分にＣＷ取付下地鋼材
の指示ですが、部材メンバーが不明です。御指示下さい。 意匠別紙14を参照ください。

1091
A-217

建築工事特記仕様書
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの性能等級につ
いて

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの性能等級について､
A-217図:設計風圧力P=2500Pa･A-5･W-4
建築工事特記仕様書42/61:耐風圧性能1.15倍の風圧力対応･A-3･W-4
とありますが､建築工事特記仕様書を正と考えてよろしいですか｡

S-5、A-4、W-5としてください。

1092 A-217・218・134 ＡＣＷ－１の方立てについて

建具詳細図において、ＦＢ方立てがＦＢ－４０×２２０とＦＢ－４０×１００の２
種類ありますが、７～１１通りがＦＢ－４０×２２０、Ａ～Ｉ通りをＦＢ－４０×１０
０と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1093 A-218 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの額縁について
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの額縁について､建具詳細図(2)でSt1.6tですが､SOPで考え
てよろしいでしょうか｡御指示下さい。

焼付としてください。

1094 A-218
ＡＷ－１９・１９－１の膳板・額
縁について

建具詳細図（２）において、ＡＷ－１９・１９－１の額縁が木製のような図示
ですが、材種・樹種・仕上が不明です。御指示下さい。

スチール焼付としてください。

1095
A-218
A-120

AW-19･19-1の額縁につい
て

AW-19･19-1の額縁について､建具詳細図で木製になっていますが､建具
共通事項にある通り､他のAW同様ｽﾁｰﾙ 焼付塗装と考えてよろしいです
か｡

スチール焼付としてください。

1096
A-218
A-131

ＡＷ－１９の樹脂サッシの有
無について

ＡＷ－１９の樹脂サッシの有無の相違があります。
・建具詳細図（２）　―　あり
・外部建具表（３）　－　なし
ありを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1097 A-218・131
ＡＷ－１９・１９－１の樹脂サッ
シのガラス仕様について

建具詳細図（２）において、ＡＷ－１９・１９－１の樹脂サッシのガラス仕様・
厚さが不明です。御指示下さい。 図示の通り、FL3+A6+FL3としてください。

1098 Ａ-221
無菌個室の長尺塩ビシート
の仕様について

４階無菌個室ユニット詳細図（１）に於いて、４階無菌個室の床・巾木に長
尺塩ビシートＴ２．０の指示がありますが、同等メーカー・品番が不明です。
御指示下さい。

他病室と同様としてください。
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1099
A221,A224

M-340
４Ｆ無菌個室工事区分
について

４Ｆの無菌個室４室についてですが建築図に記載のあります無菌個室ユ
ニット工事の工事範囲及び無菌個室ユニット図と４階ダクト平面図の空調
ダクト及び換気ダクトが異なっております。
４階ダクト平面図を優先といたしますがよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1100
A-221、A-224

M-340
4F無菌個室工事区分
について

4Fの無菌個室4室についてですが建築図に記載のあります無菌個室ユ
ニット工事の工事範囲及び無菌個室ユニット図と4階ダクト平面図の空調
ダクト及び換気ダクトが異なっております。
4階ダクト平面図を優先と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1101 A224,M-127,340
４Ｆ無菌室　ＦＦＵ４０１につい
て

機器表に記載のありますＦＦＵ－４０１については４階平面図に図示が御
座いません。
平面図を優先としてＦＦＵ－４０１については無菌病室ユニット工事（建築
工事）としてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1102 A-224、Ｍ-127、M-340
４Ｆ無菌室　ＦＦＵ401につい
て

機器表に記載のありますＦＦＵ－401については4階平面図に図示が御座
いません。
平面図を優先としてＦＦＵ－401については無菌病室ユニット工事（建築工
事）としてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1103 A-226
手術室床長尺塩ビシートの
仕様について

手術室仕様書に於いて、手術室の床・巾木に耐荷重性長尺塩ビシートＴ
２．０の指示がありますが、グレードが不明です。同等メーカー・品番を御
指示下さい。

特に指定はございせん。監督員に了承を得てください。

1104 A-226 手術室内装について
手術室仕様書のﾘｽﾄについて､採光窓室内側四方枠に電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ組
み込みとありますが､程度をご指示下さい｡

ニチベイ　シルバースクリーン同等品としてください。

1105 A-248 壁鉛ﾎﾞｰﾄﾞについて
壁鉛ﾎﾞｰﾄﾞについて､耐火間仕切ﾎﾞｰﾄﾞ面は鉛ﾎﾞｰﾄﾞを増張するものと考え
てよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1106 A-248・249
放射線防護の納まりについ
て

放射線防護・シールド詳細図（１）（２）に於いて、放射線防護の鉛ボードの
入隅部に鉛板Ｌ型の指示がありますが、コーナー部の出隅及び壁～スラ
ブ間及び建具取合いに指示が無く、鉛板等が入るか不明です。必要でし
たら詳細を御指示下さい。

コーナー部の出隅及び壁～スラブ間、鉛板Ｌ型としてください。建具取り
合いは建具詳細を確認ください。

1107 A-248・249・010
放射線防護の納まりについ
て

放射線防護・シールド詳細図（１）（２）に於いて、Ｄ－６・１０に鉛ボードが天
井までの詳細図が指示ありますが、仕上表（３）では該当となるＳＲＣＴ室の
天井には鉛ボードの指示が無く、放射線防護にならない為、天井に鉛
ボードが必要と思われます。仕様を御指示下さい。

屋根スラブｔ２００で放射線防護を考えています。

1108 A-254
配線ﾋﾟｯﾄ 壁下貫通処理につ
いて

配線ﾋﾟｯﾄ 壁下貫通処理について､詳細をご指示下さい｡ 意匠別紙11を参照ください。

1109
A-254～274

A-167
医療各室の床ピットの仕様に
ついて

各医療機器詳細図において、ＣＴ室等の医療各室の「床ピット」の仕様が
不明です。部分詳細図（２）のＤ２－１１「配線ピット、配管ピット」の通りと想
定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。
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1110 A-167
医療各室のピット蓋の仕様に
ついて

上記質疑に関連致しますが、部分詳細図（２）のＤ２－１１「配線ピット、配
管ピット」において、蓋の仕様が「ＣＰＬ－４．５、ＳＯＰ」と、「アルミ押出し型
材枠、表面長尺シート張り等」の２種類記載がありますが、医療各室は全
て「アルミ押出し型材枠、表面長尺シート張り等」を採用と想定いたします
が宜しいですか。

お見込みの通りです。

1111 A-254・258
各ＣＴ室の配線用壁開口の
仕様について

医療機器詳細図（２）・（６）において、各ＣＴ室の「配線用床開口」は床ピッ
トの壁貫通部分を示すとし、開口のみと考えて宜しいですか。枠・接続部
の処理などが必要な場合は、仕様を御指示下さい。

意匠別紙11を参照ください。

1112 A-256
Ｘ線ＴＶ室の配線ピット内の
分割板の仕様について

医療機器詳細図（４）において、Ｘ線ＴＶ室１・２・５の配線ピット内の「分割
板（シールド用）」の仕様・材厚が不明です。御指示下さい。 鉛当量ｔ2.0相当とします。

1113 A-259・262
血管室・心カテ室の床箱抜き
について

医療機器詳細図（７）及び（１０）において、血管撮影室・心カテ室の建築
工事区分中の「Ａ０８：床ベースプレート埋め込み部の箱抜き」（要否は条
件によって異なるとの事）の、深さ寸法の記載がありません。御指示下さ
い。

右下詳細図より確認ください。

1114 A-260・263
血管室・心カテ室の装置天
井架台について

医療機器詳細図（８）及び（１１）において、血管撮影室・心カテ室の「装置
天井架台」の、下記について御指示下さい。
①凡例の*４、「ボス－１５０×１５０×３６」は何を示しますか。
②同図中の「Ａ０４：②③ボス詳細図」のどの部分を示しますか。該当する
部材リストを御指示下さい。

医療機器詳細図（７）及び（１０）の建築工事区分A-004及びA-005にて、
ボスの制作取付、精度確認は別途工事とします。

1115 A-265～268
ＭＲＩの建築雑物関連工事
について

医療機器詳細図（１３）以降のＭＲＩ検査室において、天井点検口の図示
以外は建築関連の雑物（例：配管ピット、開口枠、アンカー、架台など）の
記載がありません。必要な場合は、仕様・形状・詳細・数量を御指示下さ
い。

Ａ-265　床プレート詳細図等図示以外は
別途とします。

1116 A-265・009 ＭＲＩ室の建築工事について

医療機器詳細図（１２）　の欄外に於いて、「ＭＲＩ撮影室電磁シールド工
事は別途工事とする。原則、ＭＲＩ撮影室は躯体渡しとし、詳細は医療機
器メーカーと調整を行うこと」とありますが、仕上表（２）では仕上が指示あり
ます。仕上表に指示あるものは建築工事で見込むと想定いたしますが宜
しいですか。

お見込みの通りです。

1117 A-269
結石破壊室他の建築関連工
事
について

　医療機器詳細図（１７）の結石破壊・骨密度・乳房撮影室において、工事
負担表の建築関連の№４に「流し台」と記載がありますが、図中のどの部
分を示しますか。流し台の仕様・形状・数量を御指示下さい。

図示無き場合は、不要とします。

1118 A-269・169
結石破壊室他の建築関連工
事
について

医療機器詳細図（１７）の結石破壊・骨密度・乳房撮影室において、工事
区分表に記載があります下記の物について御指示下さい。
①№４「天井点検口」について、部分詳細図（４）Ｄ４－１６にある指示数量
に含まれていない場合、仕様・形状及び設置数を御指示下さい。
②№５「コンソールパネル壁取付け補強板（鉄板：材工共）」の設置図示が
無く、また材厚・形状が不明です。

①天井伏図に記載なき天井点検口は部分詳細図リスト数に含まれていま
す。
②スチールプレートｔ１．６　640×１，０００
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1119 A-270・169・178
ＳＰＥＣＴ室の建築雑物につ
いて

医療機器詳細図（１８）のＳＰＥＣＴ室において、工事区分表に記載がありま
す№４「天井点検口」について、部分詳細図（４）Ｄ４－１６にある指示数量
に含まれている場合は含まれている数量を、含まれていない場合は仕様・
形状及び設置数を御指示下さい。

含まれており、数量は参考内訳書の通りです。

1120 A-270・178
ＳＰＥＣＴ室の建築雑物につ
いて

医療機器詳細図（１８）のＳＰＥＣＴ室において、工事区分表に記載がありま
す№３「配線埋め込み工事」の具体的な内容（例：配線ピットを施設するな
ど）及び、仕様・詳細を御指示下さい。

専用分電盤から⑦収集コンソールまで、天井内で１００Φの空配管１本を
見込んでください。

1121 A-270・178
ＳＰＥＣＴ室の建築雑物につ
いて

医療機器詳細図（１８）のＳＰＥＣＴ室において、工事区分表に記載がありま
す№５「コンソールパネル壁取付け補強板（鉄板：材工共）」について、設
置図示が無く、また材厚・形状が不明です。御指示下さい。

スチールプレートｔ１．６　640×１，０００としてください。

1122 A-270・178
ＳＰＥＣＴ室の建築雑物につ
いて

医療機器詳細図（１８）のＳＰＥＣＴ室において、工事区分表に記載がありま
す№６「流し台（設置する場合）」について、ＳＰＥＣＴ平面図の準備室に図
示があります流し台（１階家具キープランより、Ｆ－２－⑨）を示すと想定い
たしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1123 A-272
リニアック室の天井点検口
について

医療機器詳細図（２０）リニアック室において、№１７天井点検口（数量・形
状の指示あり）の仕様を御指示下さい。。 部分詳細図（４）Ｄ４－１６にある指示数量に含まれます。

1124
A-272
A-052

リニアック室の冷水装置用基
礎について

医療機器詳細図（２０）リニアック室において、№１６冷水装置用コンクリート
ベースが屋外設置とあり、「設置場所は打合せによる」とありますが、２階平
面詳細図（３）よりリニアック棟の屋根２にあります「０．８×１．５×０．１５」の
事を示すと想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1125
A-272・178

P-103
リニアック室の流し台の工事
範囲について

医療機器詳細図（２０）リニアック室において、№１１に「流し台（衛生工事」
とありますが、衛生器具表（２）では上記の該当工事は混合水栓のみであ
ることから、１階家具キープランのとおり、「家具Ｆ－２－⑦」の流し台と想定
いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1126 A-274・048
一般撮影室の配線ピットの
範囲について

医療機器詳細図（２２）の一般撮影室において、平面図のＬ通り+２，７００
以降の設置範囲が不明です。１階平面詳細図（２）でも同様の図示のよう
で不明ですが、Ｌ通り+２，７００で止まりと想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1127 A-274・169
一般撮影室の天井点検口
について

医療機器詳細図（２２）の一般撮影室の標準工事区分表において、建築
範囲で天井点検口の指示がありますが、部分詳細図（４）Ｄ４－１６にある
指示数量に含まれていない場合、仕様・形状及び設置数を御指示下さ
い。

ｱﾙﾐ製600角同材仕上げとし、設置数はA-169の数量の通りです。

1128 A-276 ｻｲﾝについて
IS-47 案内ｽﾀﾝﾄﾞｻｲﾝはｻｲﾝﾌﾟﾛｯﾄ図には記入がありませんが、ﾘｽﾄ通りの
か所数と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

3か所として考えてください。
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1129 A-276 外構ｻｲﾝ基礎について

外構ｻｲﾝ基礎について、以下の様に考えて宜しいでしょうか｡
①配筋:D10@200 端部D13
②捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50
③砕石:RC-40t150

又､違う場合は､各仕様･寸法を御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1130 A-276 ｻｲﾝについて
サイン工事特記仕様書の各サイン数量表のＮＯＴＥ欄に＋２見込むなどの
数量の指示がありますが、本館に見込むと考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

お見込みの通りです。

1131 A-276 ｻｲﾝについて

サインＩＳ－２４：検査室スタッフ用注意書（計３５か所）がサインプロット図で
見当たりません。サインＩＳ－２４（計３５か所）は、本館に設置と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1132
A-276
A-280

ｻｲﾝIS-22について

ｻｲﾝIS-22の数量について
 ﾘｽﾄ表:1F-29か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:1F-37か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1133
A-276
A-280

ｻｲﾝIS-28について

ｻｲﾝIS-28の数量について
 ﾘｽﾄ表:1F-5か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:1F-6か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1134
A-276

A-280～286
ｻｲﾝB-1について

ｻｲﾝB-1の数量について
 ﾘｽﾄ表:494か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:512か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1135
A-276

A-280～286
ｻｲﾝB-3について

ｻｲﾝB-3の数量について
 ﾘｽﾄ表:158か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:174か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1136
A-276

A-280･281･283
ｻｲﾝIS-32について

ｻｲﾝIS-32の数量について
 ﾘｽﾄ表:1F-15か所 2F-17 4F-9か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:1F-17か所 2F-18 4F-10か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

リスト表を正としてください。

1137
A-276

A-280･283
ｻｲﾝIS-20について

ｻｲﾝIS-20の数量について
 ﾘｽﾄ表:1F-6か所 4F-1か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:1F-4か所 4F-2か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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1138
A-276
A-281

ｻｲﾝIS-34について

ｻｲﾝIS-34の数量について
 ﾘｽﾄ表:2F-1か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:2F-2か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1139
A-276

A-281･283
ｻｲﾝIS-18について

ｻｲﾝIS-18の数量について
 ﾘｽﾄ表:2F-1か所 4F-0か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:2F-2か所 4F-1か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

リスト表を正としてください。

1140
A-276
A-282

ｻｲﾝIS-25について

ｻｲﾝIS-25の数量について
 ﾘｽﾄ表:3F-2か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:3F-1か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1141
A-276
A-282

ｻｲﾝIS-37について

ｻｲﾝIS-37の数量について
 ﾘｽﾄ表:3F-1か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:3F-2か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1142
A-276
A-282

ｻｲﾝB-2について

ｻｲﾝB-2の数量について
 ﾘｽﾄ表:3F-27か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:3F-22か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1143
A-276
A-282

ｻｲﾝB-5について

ｻｲﾝB-5の数量について
 ﾘｽﾄ表:3F-21か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:3F-20か所
とありますが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1144
A-276
A-284

ｻｲﾝIS-26について

ｻｲﾝIS-26の数量について
 ﾘｽﾄ表:5F-11か所
 ﾌﾟﾛｯﾄ図:5F-20か所
とありまうが､ﾌﾟﾛｯﾄ図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。
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1145 A-276～292 ｻｲﾝについて

下記ｻｲﾝのか所数が、ｻｲﾝﾌﾟﾛｯﾄ図とﾘｽﾄで相違します。ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と解
釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　ｷｰﾌﾟﾗﾝ　　　　　　ﾘｽﾄ
･O-1 館名ｻｲﾝA　　　　　　　 1　　　　　　　　　2
･IS-15 外来受付ｻｲﾝ　　　　 22                21
･IS-18 受付窓口ｻｲﾝ   　　  12                 9
･IS-20 情報ﾎﾞｰﾄﾞ        　 　 11                10
･IS-22 検査室ｻｲﾝ     　　   38                32
･IS-25 室名ｻｲﾝA     　　    12                11
･IS-26 室名ｻｲﾝB     　　     53               44
･IS-28 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝA       　　   17                13
･IS-32 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝE       　　  106                92
･IS-34 誘導ｻｲﾝ       　　    10                 9
･B-1 BY室名ｻｲﾝA    　　  511               494
･B-2 BY室名ｻｲﾝB    　 　  26                 31
･B-3 BY室名ｻｲﾝC    　　  173               158
･B-5 BYﾋﾟｸﾄｻｲﾝ       　  　 67                 68
･B-6 搬送用EV案内ｻｲﾝ  　45                 47
･B-7 階段室階数表示       39                 38
･B-8 避難経路図             37                 38

お見込みの通りです。
リストの備考にある+の見込みは、加算して計上してください。

1146 外部 仕様程度について

下記項目の仕様程度(ﾒｰｶｰ名･品名･品番)を御指示下さい。
･ﾊﾞﾙｺﾆｰ他 ｳﾚﾀﾝ･ｺﾞﾑｱｽ複合防水
･外壁 せっ器質ﾀｲﾙ 190*140
･外壁 親水性ﾌｯ素樹脂塗料
･救急･ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ庇 完全かん合式折版
･3階ﾃﾗｽ、5階光庭 ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ
･3階ﾃﾗｽ、5階光庭 屋上緑化ｼｽﾃﾑ
･垂直式救助袋
･免震ﾋﾟｯﾄ外周 側溝 ｽﾃﾝﾚｽ W650 歩行用 粗目

・エフワンエヌ同等品
・仕上表を参照してください。
・ノザワ　カラーフロン同等品
・製作ものです。
・ハンディウッド同等品
・東邦レオ同等品
・石川商工　セフティ垂直降下方式救助袋（WA型）同等品
・カネソウ　SMGプレーンタイプ同等品

1147 A-276・280
サインＢ－０１の数量につい
て

サイン工事特記仕様書において、ＢＡＣＫＹＡＲＤ　ＳＩＧＮＳリストの「Ｂ－０
１　ＢＹ室名サインＡ」のＴＯＴＡＬ数量・１階数量には、１階サインプロット図
の右上に記載のある浄化槽棟の数量は含まれていないと想定いたします
が宜しいですか。

浄化槽棟も含めての数量ですので想定してください。

1148 A-276･282 ｻｲﾝについて
ＩＳ-12 診療科受付ｻｲﾝのか所数が、ﾘｽﾄでは1階8か所、2階4か所、3階1
か所 合計13か所ですが、3階には外来受付がないため12か所と解釈して
宜しいでしょうか。御指示下さい。

12カ所として考えてください。

1149 Ａ-278
サインＯ－１Ａのか所数につ
いて

外構サイン詳細図（１）において、Ｏ－１Ａのか所数が２か所とありますが、
立面配置図に１か所しかありません。設置箇所不明ですが、２か所必要を
想定いたしますが宜しいですか。

1か所としてください。

1150 Ａ-278
サインＯ－１Ａの受け下地に
ついて

外構サイン詳細図（１）において、Ｏ－１Ａ館名サインの裏面に角パイプの
ような受け下地鉄骨の指示がありますが、部材メンバー・割付が不明で
す。御指示下さい。

1文字ごとの裏側にボルトを浮かすための補強となります。
ボルトの本数分をLアングル等補強すると考えてください。
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1151 A-278 ｻｲﾝO1-Aについて
ｻｲﾝ詳細についてO1-Aの数量が2か所とありますが､立面図では1か所し
か有りません｡1か所を正と考えてよろしいですか｡

1か所としてください。

1152 A-278 ｻｲﾝについて
O-8 免震ｻｲﾝがｻｲﾝﾌﾟﾛｯﾄ図には記入がありませんが、ﾘｽﾄ通りのか所と
解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

3か所として考えてください。

1153
A-278
G-071

サインの基礎について

Ｏ－４：館名サインの基礎断面に相違があります。
・外構サイン詳細図（１）：実測　―　２，７００×５００×Ｈ４００程度
・部分詳細図（４）：Ｄ－４６サイン用基礎　―　基礎Ａ：２５００×９００×Ｈ４０
０
２，７００×５００×Ｈ４００程度を正と考えて宜しいですか。

2500×900×H400とします。

1154
A-278
G-071

サインの基礎について

Ｏ－６：名称案内サインの基礎断面に相違があります。
・外構サイン詳細図（１）：実測　―　６００×５００×Ｈ３００程度
・部分詳細図（４）：Ｄ－４６サイン用基礎　―　基礎Ｄ：７００×６００×Ｈ４００
６００×５００×Ｈ３００程度を正と考えて宜しいですか。

700×600×H400とします。

1155
A-278
G-071

サインの基礎について

Ｏ－１０：防火水槽サインの基礎断面に相違があります。
・外構サイン詳細図（１）：実測　―　６００×６００×Ｈ４００程度
・部分詳細図（４）：Ｄ－４６サイン用基礎　―　基礎Ｄ：７００×６００×Ｈ４００
６００×６００×Ｈ４００程度を正と考えて宜しいですか。

700×600×H400とします。

1156
A-278・279

G-071
サイン基礎の配筋について

サイン基礎の配筋要領に相違があります。
・外構サイン詳細図（１）・（２）　―　ベース筋・ハカマ筋共Ｄ１０＠２００カゴ
状
・部分詳細図（４）：Ｄ－４６サイン用基礎　―　Ｄ１３＠１５０タテヨコ
ベース筋・ハカマ筋共Ｄ１０＠２００カゴ状を正と考えて宜しいですか。

D13＠150とします。

1157 A-280 ｻｲﾝについて
1階待合2、呼吸器内科外科診察室2のｻｲﾝ符号がIS-37ですが、IS-37は
EV前案内ｻｲﾝのため不要と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1158
A-280
A-276

サインＩＳ－１０の数量につい
て

サインＩＳ－１０　総合受付カウンターサインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：２か所
・サインリスト　―　１階：６か所
１階：２か所を正と考えて宜しいですか。

サインリストの1階：6カ所を正としてください。

1159
A-280
A-276

サインＩＳ－２２の数量につい
て

サインＩＳ－２２　検査室サインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：３６か所
・サインリスト　―　１階：２９か所
１階：３６か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1160
A-280
A-276

サインＩＳ－２８の数量につい
て

サインＩＳ－２８　ピクトグラムサインＡの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：９か所
・サインリスト　―　１階：５か所
１階：９か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1161 A-280～286
７階階段２部サインＢ－０１の
有無について

７階サインプロット図に於いて、循環器内科の階段２入口にサインＢ－０１
の指示がありませんが、１～６階サインプロット図同様にサインＢ－０１が必
要と想定して宜しいですか。

7階の階段入口には、B-03を想定してください。
また、１F～6Fは、B-03を想定してください。

1162
A-280・281

A-276
サインＩＳ－１５の数量につい
て

サインＩＳ－１５　外来受付サインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：３か所、２階：５か所
・サインリスト　―　１階：８か所、２階：１３か所
１階：３か所、２階：５か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1163

A-280・281・283

A-276
サインＩＳ－１８の数量につい
て

サインＩＳ－１８　受付窓口サインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：９か所、２階：２か所、４階：１か所
・サインリスト　―　１階：８か所、２階：１か所、４階：０か所
１階：９か所、２階：２か所、４階：１か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1164
A-280・282

A-276
サインＩＳ－３７の数量につい
て

サインＩＳ－３７　ＥＶ前案内サインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：５か所、３階：２か所
・サインリスト　―　１階：４か所、３階：１か所
１階：５か所、３階：２か所を正と考えて宜しいですか。

１階：４か所、３階：１か所を正としてください。

1165

A-280・282・283・284

A-276
サインＢ-０３の数量について

サインＢ－０３　ＢＹ室名サインＣの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：２９か所，３階：２２か所、４階：２８か所、５
階：１８か所
・サインリスト　―　１階：２７か所，３階：１９か所、４階：２２か所、５階：１５か
所
各階サインプロット図を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1166

A-280・283

A-276
サインＩＳ－３２の数量につい
て

サインＩＳ－３２　ピクトサインＥの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：１７か所、４階：１０か所
・サインリスト　―　１階：１５か所、４階：９か所
１階：１７か所、４階：１０か所を正と考えて宜しいですか。

1階:15カ所、4階:9カ所を正としてください。

1167 A-280･289 ｻｲﾝについて
1階 IS-16のか所数が、ﾘｽﾄで2か所の記入ですが、ｻｲﾝﾌﾟﾛｯﾄ図では1か
所と思われます。1か所と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1168
A-281
A-276

サインＩＳ－３４の数量につい
て

サインＩＳ－３４　誘導サインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　２階：２か所
・サインリスト　―　２階：１か所
２階：２か所を正と考えて宜しいですか。

２階：１か所を正としてください。

1169 A-281～286
７階機械室サインＢ－０１に
ついて

７階サインプロット図に於いて、循環器内科の階段２横機械室にサインＢ
－０１の指示がありますが、２～６階サインプロット図同様にサインＢ－０１を
サインＢ－０３に読み替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1170

A-281・282・283・284・286

A-276
サインＢ-０１の数量について

サインＢ－０１　ＢＹ室名サインＡの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　２階：１３１か所、３階：８４か所、４階：５９か所、
５階：２９か所、７階：３０か所
・サインリスト　―　２階：１２０か所、３階：７５か所、４階：６１か所、５階：３１か
所、７階：２７か所
各サインプロット図を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1171

A-282

A-276
サインＢ-０２の数量について

サインＢ－０２　ＢＹ室名サインＢの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　３階：２２か所
・サインリスト　―　３階：２７か所
３階：２２か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1172

A-282

A-276 サインＢ-０８の数量について

サインＢ－０８　避難経路図の数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　１階：５か所、３階：６か所、４階：５か所
・サインリスト　―　１階：６か所、３階：５か所、４階：６か所
１階：５か所、３階：５か所、４階：６か所を正と考えて宜しいですか。

１階：５か所、３階：６か所、４階：５か所を正としてください。

1173
A-282
A-27６

サインＩＳ－２５の数量につい
て

サインＩＳ－２５　室名サインＡの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　３階：１か所
・サインリスト　―　３階：２か所
１階：２か所を正と考えて宜しいですか。

3階:1カ所を正としてください。

1174
A-282
A-276

サインＢ-０５の数量について

サインＢ－０５　ＢＹピクトサインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　３階：２１か所
・サインリスト　―　３階：２０か所
３階：２１か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1175
A-282
A-276

サインＢ-０６の数量について

サインＢ－０６　搬送用ＥＶ案内サインの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　３階：９か所
・サインリスト　―　３階：５か所
３階：９か所を正と考えて宜しいですか。

３階：５か所を正としてください。

1176
A-282
A-276

サインＢ-０７の数量について

サインＢ－０７　階段室階数表示の数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　３階：６か所
・サインリスト　―　３階：５か所
３階：６か所を正と考えて宜しいですか。

３階：５か所を正としてください。

1177
A-28４
A-276

サインＩＳ－２０の数量につい
て

サインＩＳ－２０　情報ボードの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　５階：２か所
・サインリスト　―　５階：１か所
５階：２か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1178
A-284
A-276

サインＩＳ－２６の数量につい
て

サインＩＳ－２６　室名サインＢの数量に相違があります。
・各階サインプロット図　―　５階：２０か所
・サインリスト　―　５階：１１か所
５階：２０か所を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1179 A-288
サインＩＳ－１１のベース（壁）
について

サイン詳細図（１）において、ＩＳ－１１サイン詳細図に「２．ベースクロス張分
（内装工事）」とありますが、ベースクロスの仕様及び施工範囲（具体的な
寸法）が不明です。御指示下さい。

施工範囲は、2.ベースクロス張分と図示された壁の範囲で、仕様はクロス
でなく吹付塗装Ｂとします。

1180 A-288・289
サインＩＳ－２・３の範囲につ
いて

サイン詳細図（２）において、ＩＳ－１７サインの姿図中にサイン符号の無い
衝突防止マーク及び自動扉注意表示の図示がありますが、ＩＳ－２の衝突
防止サインとＩＳ－３の自動扉注意表示の事と想定いたしますが宜しいで
すか。

お見込みの通りです。

1181 A-288他
サインＩＳ－２・３の内容につ
いて

サイン詳細図（１）において、ＩＳ－２・３サイン詳細図の右下に「窓約８ｍｍ
分」と記載がありますが、どのような内容を示しますか。御指示下さい。 不要とします。

1182
A-288他
A-120

建具面の衝突防止マーク
について

建具面の衝突防止マークの仕様・形状に相違があります。
・サイン詳細図（１）他　―　Ｗ５×Ｈ２００、塩ビシート２列で＠２００
・建具共通仕様書・標準詳細図（共通事項）―　ステンレスφ３０両面接着
張りで＠４５０内外
サイン詳細図（１）他を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1183 A-289
サインＩＳ－１５の寸法につい
て

サイン詳細図（２）において、IS-15サインの内容欄の１・２・３に「ベース建
築工事」とありますが、具体的な寸法が不明です。御指示下さい。 11/6（月）の追加質疑にて詳細は回答します。

1184 A-289
サインＩＳ－１５の内容につい
て

サイン詳細図（２）において、ＩＳ－１５サインの内容欄に「ガラス両面：デザ
イン張り」とありますが、どの部分を示しますか。具体的な施工場所及び寸
法を御指示下さい。

11/6（月）の追加質疑にて詳細は回答します。

1185 A-290
サインＩＳ－３８の寸法につい
て

サイン詳細図（３）において、ＩＳ－３８サインの全体寸法が不明です。また、
網掛け部分は何を示しますか。併せて御指示下さい。 11/6（月）の追加質疑にて詳細は回答します。

1186 A-291
サインＩＳ－４１のＷ寸法
について

サイン詳細図（４）において、ＩＳ－４１スタッフッステーションサインのＷ寸法
が不明です。御指示下さい。 W3,771です。

1187 A-298 エレベータ仕様書について
エレベータ６号機以外にてオプション盤付と記載されていますが、エレ
ベータメーカー各社が、対応が可能な機能でしょうか。内容について、御
指示下さい。

EVメーカー各社対応可能で、制御盤の増設のことです。

1188
A-305～310・176

S-71
ＥＶ廻りＲＣ壁について

雑配筋詳細図及びエレベーター詳細図において、ＥＶ周囲の壁がＲＣ壁
の指示ですが、配筋が不明です。ハト小屋に倣い、縦筋Ｄ１３＠２００、横
筋Ｄ１０＠２００ダブルと想定いたしますが宜しいですか。

縦横共D13＠200ﾀﾞﾌﾞﾙとします。

1189 S-65
ＥＶ廻りＲＣ壁～鉄骨梁の取
合いについて

上記に続きますが、ＲＣ壁と鉄骨梁側面の取合いは、スラブリストの７階将
来対応スラブに倣い、頭付きスタッドが必要と想定いたしますが宜しいで
すか。

S-65の将来対応スラブと同様，
φ16,h=200,ﾀﾃﾖｺ共@300です。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1190
Ａ-305他
Ａ-008

ＥＶピットの仕上の相違

ＥＶピットの仕上に相違があります。
・ＮＯ４・５エレベーター詳細図（２）他　―　塗布防水
・仕上表（１）　―　防塵塗装
塗布防水を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1191 ―
エスカレータピットの仕上に
ついて

上記質疑に関連しますが、エスカレーターピットの仕上はＥＶピットと同様
を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1192 A-311
小荷物専用昇降機の点検口
について

小荷物専用昇降機詳細図（１）に於いて、機械室入口に「点検口（鋼製
施錠付）Ｗ７００×Ｈ７００」とありますが、表面仕上、防火種別が不明です。
御指示下さい。

特定防火設備、遮煙、ＳＯＰ塗装とします。

1193 A-315～319
気送管の２階既存廊下撤去
範囲について

大口径気送管設備図において、工事区分表の№１４に「２階既存廊下の
空気管撤去時の天井取外し・復旧工事」とありますが、図示が無く範囲が
不明です。御指示下さい。

救急センター改修図面に見込んでおります。

1194 A-315･169 天井点検口について
大口系気送管設備用の天井点検口(450角 7か所､600角 1か所)は部分詳
細図の天井点検口総数(新館1840か所､救急棟80か所)とは別に必要と解
釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1195
A-320
A-322

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ階段踏板について

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ階段踏板について､
A-320図:縞鋼板t3.2 溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上
A-323図:ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
とありますが､ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上と考えてよろしいですか。
又､ｱﾙﾐﾃﾞｯｷ渡り板はｱﾙﾐ縞鋼板t4.5と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

1196 A-320～322 屋上のﾍﾘﾎﾟｰﾄについて

屋上のﾍﾘﾎﾟｰﾄについて､下記項目を御指示下さい｡
①巾木H=70の仕様･詳細
②脱落防止床内側の巾木H=70は内側全周と考えて宜しいでしょうか｡
③油水分離槽･排水管VP125は建築工事と考えて宜しいでしょうか｡
④軒天:ﾌｧｲﾝﾌﾛｱ(ﾍﾘﾎﾟｰﾄ軒裏全面)の部材寸法

①SUS３０４　ｔ３．０
②巾木範囲は平面詳細図A-320記載
③お見込みの通りです。
④W250H60ｔ2.0としてください。

1197 A-323
ﾍﾘﾎﾟｰﾄの連絡ﾌﾞﾘｯｼﾞについ
て

ﾍﾘﾎﾟｰﾄの連絡ﾌﾞﾘｯｼﾞについて､下記項目を御指示下さい｡
①床 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄの厚み･ﾒｰｶｰ･品番
②手摺はｽﾁｰﾙ 溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上と考えて宜しいでしょうか｡
③EXP･J金物 ｱﾙﾐ鋼板のW寸法･ﾒｰｶｰ･品番

①中等品ｔ2.0
②お見込みの通りです。
③中等品

1198
A-323
A-323

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ連携ﾌﾞﾘｯｼﾞ仕上につ
いて

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ連携ﾌﾞﾘｯｼﾞ仕上について､鉄骨面･手摺の仕上はA-320図より溶
融亜鉛ﾒｯｷ仕上と考えてよろしいですか。

お見込みの通りです。

1199 --- 丸環について
屋上丸環は無しと考えてよろしいですか。
必要な場合､仕様･ｻｲｽﾞ及び員数をご指示下さい。

お見込みの通りです。

1200 A-324
ﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑの
周辺廊下について

ﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑの周辺廊下について､ﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑ詳細図より､施工範囲に指示が
ありますが､周辺廊下の具体的な範囲を御指示下さい。 前面廊下までお願いします。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1201 Ａ-325
メッシュフェンスの詳細につ
いて

１階平面図において、オイルギアポンプ廻りにメッシュフェンスの指示があ
りますが、下記の不明点を御指示下さい。
①仕様
②高さ
③扉の形状・寸法
④基礎の寸法・割付

①四国化成 LMF10型同等
②H1200
③片開き　W800
④W150×H300　無筋

1202 Ａ-325 ステップの高さについて

浄化槽棟　１階平面図に於いて、外周廻りのステップの高さが不明です。
ＧＬから設備機器置場のパラペットまで高さがＨ６００ありますので、Ｈ３００
程度と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1203 Ａ-325
側溝グレーチング内の仕上
について

浄化槽棟　１階平面図に於いて、側溝ステンレスグレーチング内の仕上が
不明です。モルタル仕上と想定いたしますが宜しいですか。 モルタル金ゴテの上ウレタン系塗膜防水仕上とします。

1204 A-325
ＲＩ処理室の釜場の仕上につ
いて

浄化槽棟各階平面図の地下１階平面図において、ＲＩ処理室に釜場があ
りますが、下記を御指示下さい。
①平面寸法：８００×８００
②内部仕上げ：防水モルタル

お見込みの通りです。

1205 A-325
マシンハッチの仕様につい
て

浄化槽棟各階平面図の１階平面図において、汚泥搬出室の外部側に「ア
ルミ製マシンハッチ１，５００×２，５００」とありますが、下記を御指示下さ
い。
①仕様・詳細
②受け鉄骨など

①D7-2に準ずる。
②3分割し、D7-2に準ずる。

1206 A-325 設備基礎の図示について

浄化槽棟各階平面図の１階平面図において、汚泥搬出室に「基礎Ｌ９００
×Ｄ９００×２００H」とあり、引出し線の指している場所がアルミ製マシン
ハッチとなっていますが、汚泥搬出室内にある基礎２か所が該当すると想
定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1207 A-325 汚泥搬出室の図示について

浄化槽棟各階平面図の１階平面図において、汚泥搬出室に□に×印の
図示がありますが、何を示すか不明です。建築にて見込むものがあれば、
仕様・形状及び納まり詳細を御指示下さい。

床開口です。ダクトが通ります。

1208 A-325 浄化槽棟 ﾏｼﾝﾊｯﾁ 1階屋根 ｱﾙﾐ製ﾏｼﾝﾊｯﾁの仕様程度を御指示下さい。 D7-2に準じてください。

1209 A-325 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽの仕様について
ｵｲﾙｷﾞｱﾎﾟﾝﾌﾟ廻り ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽの仕様･H寸法及びﾒｰｶｰ･品番を御指示下
さい｡

・四国化成 LMF10型同等
・H1200
・片開き　W800
・W150×H300　無筋

1210 A-325
B1Fﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽの
ﾗｲﾆﾝｸﾞについて

B1Fﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽのﾗｲﾆﾝｸﾞについて､浄化槽棟 地下1階平面図より､
X1-3/Y1-2通にﾗｲﾆﾝｸﾞの図示がありますが､詳細を御指示下さい。

エポキシ系ライニング防水　大関化学工業:ﾊﾟﾗﾃｯｸｽEP-GSX-C工法同等
品としてください。

1211
A-325
A-331

ｼｬｯﾀｰ三方枠について
ｼｬｯﾀｰ三方枠について､ｽﾁｰﾙt1.6 300×25 焼付塗装で考えてよろしい
でしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

1212
A-325

S-206･207
地下ﾀﾝｸ関連詳細について

重油地下ﾀﾝｸ置場にて､ﾀﾝｸ枕基礎等がありませんが不要なのでしょうか｡
必要でしたら配筋を含め詳細を御指示下さい｡
又､乾燥砂､砂下防湿ｼｰﾄ､X5通り側､外部側への油漏洩防止処理方法等
建築見積上必要な詳細を図示にて御指示下さい｡

・乾燥砂ありとしP-172～174図を参照ください。
・構造別図５の配筋要領としてください。

1213
A-325
S-207

ＲＩ処理室上部のマシンハッ
チの有無について

浄化槽棟各階平面図の地下１階平面図において、ＲＩ処理室の中ほどに
「アルミ製マシンハッチ１，５００×２，５００」とありますが、１階平面図に図示
がなく、また［浄化槽棟］Ｂ１階・１階床伏図の１階床伏図にも開口の図示
がありません。必要な場合、下記を御指示下さい。
①仕様・断面形状
②周囲の枠の納まり詳細
③同等メーカー・品番

不要です。

1214
A-325
S-207

地下ﾀﾝｸ置き場について
A重油地下ﾀﾝｸ置き場の断面詳細を御指示下さい｡

構造図参照ください。

1215 A-325・167
水槽内タラップの仕様につ
いて

浄化槽棟各階平面図の地下浄化槽平面図において、総合排水消毒槽及
び合併浄化槽消毒槽にタラップがありますが、仕様が不明です。部分詳
細図（２）のＤ２－９床点検口・ステンレスタラップに記載のあるタラップを適
用すると想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1216 A-325・329・330 壁開口（通気口）について

浄化槽棟各階平面図の地下浄化槽平面図及び浄化槽棟断面展開図に
於いて、壁開口（通気口）の図示がありますが、構造の開口補強筋以外で
見込む必要があるものがあればご指示下さい。

ありません。

1217 A-327
階段１～３のノンスリップの仕
様について

浄化槽棟断面詳細図のＸ２断面図において、「段鼻ノンスリップ金物（ゴム
付）」がありますが、材質はステンレスと想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1218 A-327 ﾄﾚﾝﾁの塗膜防水について

配管ﾄﾚﾝﾁ天端の塗膜防水はY-1と考えて宜しいでしょうか｡

又､配管ﾄﾚﾝﾁ外壁面も塗膜防水Y-1が必要と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡

お見込みの通りです。

1219
A-327
S-216

配管トレンチの仕上について

配管トレンチの仕上が不明です。下記を想定いたしますが宜しいですか。
①床　―　コンクリート金鏝　素地
②壁　―　打放補修　素地
③天井　―　打放補修　素地

お見込みの通りです。

1220 A-328
浄化槽水槽ピット水勾配に
ついて

浄化槽水槽躯体図において、浄化槽ＦＬのハンチ増打ち部分の仕様・配
筋が不明です。無筋コンクリートと想定いたしますが宜しいですか。 S-206図によります。

1221 A-328 二重折板葺の仕様について

浄化槽棟　矩計図において、マニホールド室二重折板屋根がカラーガル
バリウム鋼板Ｔ０．８とありますが、下弦材の仕様が不明です。下弦材に関
しても上弦材同様、カラーガルバリウム鋼板Ｔ０．８を想定いたしますが宜
しいですか。

お見込みの通りです。
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1222 Ａ-328
地下防水の施工範囲につい
て

浄化槽棟　矩計図において、Ｙ１通り地中部分の塗膜防水の範囲がＢ１Ｆ
Ｌ－１００程度までの指示となっていますが、図面通りＢ１ＦＬ－１００より下
部は不要といたしますが、宜しいですか。

お見込みの通りです。

1223 Ａ-328
地下防水の施工範囲につい
て

上記において、Ｂ１ＦＬ－１００下部にも地下防水が必要な場合、破線書き
で山留めが必要な図示となっていますので、塗膜防水は施工できず、山
留め面先やり工法の防水になると思われます。下記について御指示下さ
い。
①防水の仕様・メーカー・品番
②塗膜防水との取合い防水仕舞

壁面より５００離し、防水工事可能な設置としてください。
①塗膜防水（Y-1）します。
②周辺GLより-100の位置にRCアゴ100×100に取り合うものとしてくださ
い。

1224 A-328 勾配ｺﾝｸﾘｰﾄの配筋について

勾配ｺﾝｸﾘｰﾄの配筋について､浄化槽棟 矩計図より､合併浄化槽流量調
整槽･汚泥濃縮槽等に図示がありますが､配筋はD10､m3当たり100kg程度
と考えて宜しいでしょうか｡

又､違う場合は配筋を御指示下さい。

お見込みの通りです。

1225
A-328

参考数量書P-98
水槽内ｺﾝｸﾘｰﾄ増打につい
て

参考数量書P98 各水槽内の勾配増打ｺﾝｸﾘｰﾄが鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄに含まれて
いると思われます。構造体の強度(Fc-27N)で宜しいでしょうか。又､増打内
補強配筋はﾀﾃﾖｺD10＠300程度が必要と解釈して宜しいでしょうか。併せ
て御指示下さい。

S-206図によります。

1226 A-331 建具枠廻りについて
建具枠廻りについて､ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系ｼｰﾘﾝｸﾞ15×10で考えてよろしいで
しょうか｡御指示下さい。

公共建築工事標準仕様書の通りとしてください。

1227 A-331 ＳＳ－０１の仕上について
ＳＳ－０１において、シャッターケースがスチールの指示ですが、仕上が不
明です。焼付け塗装と想定いたしますが宜しいですか。 不要です。

1228 A-331 ＬＳＤの仕上について
ＬＳＤ－０１・０２において、仕上が不明です。ＬＤ－０１と同様に枠：ＳＯＰ／
扉：焼付け塗装と想定いたしますが宜しいですか。 不要です。

1229
A-331
A-332

ＳＤ－０２のＷ寸法について

ＳＤ－０２のＷ寸法の相違があります。
・建具表　―　Ｗ９００
・設備基礎伏図　―　Ｗ９３０
Ｗ９００を正と考えて宜しいですか。

不要です。

1230 A-332・325
地下１階階段室建具につい
て

設備基礎伏図において、階段室（３か所）に片開きドアの図示ですが、平
面図にはありません。建具が必要な場合、建具符号を御指示下さい。 不要です。

1231 A-334
タンクローリーの路面表示に
ついて

医療ガス設備供給装置室詳細図において、工事区分に「タンクローリー停
止位置、コンクリート舗装及び表示」とありますが、停止位置・表示内容が
不明です。御指示下さい。

停止位置はコンクリート舗装部分です。表示は不要です。
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質問の要旨 質問の内容 回答

1232 Ａ-335
押出成形セメント板の開口補
強について

押出成形セメント板開口補強図（１）において、凡例③の横材が、Ｌ－５０
×５０×９とありますが、Ｌ型鋼にＬ－５０×５０×９はありません。Ｌ－５０×５
０×６に読替えいたしますが、宜しいですか。

L-50×50×6を正としてください。

1233 Ａ-335・336
押出成形セメント板の開口補
強について

押出成形セメント板開口補強図（１）・（２）において、下記の建具に凡例の
指示がありません。凡例番号を御指示下さい。
①８階のサッシ・ガラリ・扉
②４～７階光庭吹抜け窓

意匠別紙5を参照ください。

1234 A-336
押出成形ｾﾒﾝﾄ板 開口補強
金物について

押出成形ｾﾒﾝﾄ板開口補強図 凡例で⑥と⑦が縦材・横材共同じ部材です
が、記入通りで宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1235 R-001 1階の撤去・改修について
撤去改修仕上表－１において、１階ＴＥＬコーナーが既存のままの色分け
ですが、改修前と改修後の床仕上が変わっています。床仕上は撤去・改
修するか御指示下さい。

撤去、改修とします。

1236 R-001 1階の撤去・改修について

撤去改修仕上表－１において、１階ＭＷＣ３・ＷＷＣ３・ＨＷＣが既存のま
まの色分けになっていますが、改修後の壁仕上に磁器質タイルが追加さ
れています。既存のままでは無く、撤去改修するのか不明です。御指示下
さい。

撤去、改修とします。

1237 R-001 1階の撤去・改修について

撤去改修仕上表－１において、改修後の人工透析室等、仕上新設　一部
下地調整の上仕上新設の色分けになっている部屋で、改修前の部屋が
仕上・下地共撤去になっている範囲があります。撤去が仕上・下地共の範
囲については、改修も仕上・下地共新設に読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1238 R-001･006 1階の撤去・改修について

撤去改修仕上表－１において、１階倉庫４・ＴＥＬコーナー・ＭＷＣ３・ＷＷ
Ｃ３・ＨＷＣが既存のままの色分けになっていますが、改修前と改修後の
天井仕上が違っています。平面詳細図－１では上階工事に伴う天井撤
去・復旧工事の範囲となっている為、天井は撤去・改修すると想定いたし
ますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1239 R-004
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の詳細図
について

改修前 立面図 北側立面図で詳細図Aの記入がありますが、見当りませ
ん。  御指示下さい。

詳細図Aは、R-015 既存庇（B）撤去断面詳細図です。

1240 Ｒ-004・005
建物解体後の外壁補修方法
について

改修前立面図において、現病院接続渡り廊下・庇・風除室撤去・解体撤
去の上、外壁仕上補修とありますが、外壁仕上補修は、既存押出成形セ
メント板面に外壁仕上げの復旧程度と思われます。下記の不明点を御指
示下さい。
①既存ＯＷ－１磁器質タイル４５角張りのメーカー・品番
②既存ＯＷ－２せっ質二丁掛タイルのメーカー・品番
③既存ＯＷ－１・２タイル張りの張り方（工法）

メーカー品番不明です。意匠別紙6,7にて写真を添付いたします。
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1241 Ｒ-004・005・007
現病院接続渡り廊下部の外
壁改修について

平面詳細図－２　２階平面詳細図（撤去図）において、階段東側の壁が撤
去となり、改修後に外壁押出成形セメント板の復旧が必要になりますが、
改修後立面図東側立面図では、他の既存外壁と同列の図面表記になっ
ていて、外壁押出成形セメント板の復旧範囲が不明確です。外壁押出成
形セメント板の復旧範囲を立面図に図示をお願い致します。

階段東側壁は残置してください。

1242 Ｒ-004・016
建物解体後の外壁補修方法
について

改修前立面図において、現病院接続渡り廊下・庇・風除室撤去・解体の
上、外壁仕上補修とありますが、改修方法が不明です。既存庇キャノピー
改修断面詳細図より、各所共に既存押出成形セメント板面に外壁仕上げ
（ＯＷ－１・２）復旧を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1243 Ｒ-004・016
建物解体後の外壁補修方法
について

上記において、外壁タイル張替えの下記の不明点を御指示下さい。
①既存ＯＷ－１磁器質タイル４５角張りのメーカー・品番
②既存ＯＷ－２せっ質二丁掛タイルのメーカー・品番
③既存ＯＷ－１・２タイル張りの張り方（工法）

メーカー品番不明です。意匠別紙6,7にて写真を添付いたします。

1244 【昇降機】R-017 改造内容
改造内容にて④共用部レールブラケット取替はﾒｰｶｰ詳細確認の結果、
現在のブラケットで適合と確認が取れました。よって、④は除外とさせて頂
いてよろしいでしょうか。

図示の通りです。

1245 Ｒ-005 外壁新設部の下地について

改修後立面図東側立面図において、１階Ｙ２通りに外壁新設の上ＯＷ－２
とありますが、下地が不明です。押出成形セメント板横張りＴ６０を想定い
たしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1246 Ｒ-005
外壁新設部の納まりについ
て

上記において、外壁新設の上ＯＷ－２と既存外壁との取合い納まり詳細
が不明です。足元・縦方向・頂部毎に御指示下さい。

R-016 既存キャノピー（C）撤去後　改修　断面詳細図　参照　内部現場発
泡ウレタンｔ２０吹付けとしてください。詳細は、11/6（月）追加質疑での追
加資料として添付します。

1247 Ｒ-005
外壁新設部の納まりについ
て

上記において、外壁新設の上ＯＷ－２部押出成形セメント板は、既存鉄
骨に設置するとし、補強鉄骨等、新規に設置する鉄骨は不要として宜しい
ですか。

原則、既存鉄骨に取り付けることとします。既存鉄骨に取り付けるための
鉄骨は本工事とします。詳細は、11/6（月）追加質疑での追加資料として
添付します。

1248 R-005・009
立面図のサッシ改修につい
て

改修後立面図において、水色でサッシ改修（開閉不可）の指示がありま
す。建具表の改修後と撤去ともにＡＷ－９・１３に該当すると思われます
が、どちらも同じ建具表になっており、改修内容の詳細が不明です。御指
示下さい。

クレセントを外して開閉不可としてください。

1249 R-006
防波堤の立上り壁リストにつ
いて

１階平面詳細図（改修後）において、Ｘ３～４通りＹ３～４通り間に「防波堤
Ｈ５００×Ｗ１５０新設」の指示がありますが、コンクリート仕様、配筋、既存
床取合いアンカー）が不明です。御指示下さい。

差筋アンカーD10×４５０　@200、配筋D10-@200ヨコ、D13-@150タテ　ダ
ブル、Fc24N／mm2, S=21cm
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1250 Ｒ-006
風除室前ポーチの撤去仕様
について

平面詳細図－１　１階平面詳細図（撤去図）において、１階Ｘ４通りＹ２通り
の風除２前ポーチの仕上撤去が必要と思われますが、既存仕上が不明で
す。下記を御指示下さい。
①床仕上
②天井仕上

①床仕上げ　磁器質タイル
②木製ルーバー　一部　EP　下地GB　です。

1251 R-006 撤去・改修の凡例について

平面詳細図－１において、１階の白抜き部分の外壁及び外壁付き柱型が
斜線の図示がありますが、凡例では斜線は上階工事に伴う天井撤去・復
旧工事になりますが、内容が違うと思われます。外壁及び外壁付き柱型の
撤去・改修内容を御指示下さい。

外壁及び外壁付柱型斜線凡例について、他に図示なき場合は、不要とし
てください。

1252 R-006
コーナーガードの撤去につ
いて

平面詳細図－１（現況・撤去、改修後）の１階平面詳細図（撤去図）におい
て、各所出隅にある○印について、下記を御指示下さい。
①コーナーガードと想定してよろしいですか。
②コーナーガードは、床～天井までの範囲にあるとと想定いたしますが宜
しいですか。

お見込みの通りです。

1253 R-006 ＨＲの内容について

平面詳細図－１（現況・撤去、改修後）の１階平面詳細図（撤去図）におい
て、ＥＶ前待合～診察前待合の撤去する壁際に「ＨＲ」とありますが、何を
指すのか不明です。壁付手摺を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1254 R-006 Ｘ線の配管ピットについて

平面詳細図－１（現況・撤去、改修後）の１階平面詳細図（撤去図）におい
て、X線に配線ピットと思われる図示がありますが、詳細が不明です。配線
ピットの下記を御指示下さい。
①断面寸法
②配線ピット内の仕上

A-167　D2-11　としてください。W450

1255 R-006 Ｘ線の配管ピットについて
平面詳細図－１（現況・撤去、改修後）の１階平面詳細図（改修図）におい
て、X線の配線ピット撤去後の改修方法が不明です。御指示下さい。 配線ピット枠撤去の上、コンクリート塞ぎとしてください。

1256 R-006 ＣＴの配管ピットについて

平面詳細図－１（現況・撤去、改修後）の１階平面詳細図（撤去図）におい
て、ＣＴに配線ピットと思われる図示がありますが、詳細が不明です。配線
ピットの下記を御指示下さい。
①断面寸法
②配線ピット内の仕上

A-167　D2-11　としてください。W450としてください。

1257 R-006 ＣＴの配管ピットについて
平面詳細図－１（現況・撤去、改修後）の１階平面詳細図（改修図）におい
て、ＣＴの配線ピット撤去後の改修方法が不明です。御指示下さい。 配線ピット枠撤去の上、コンクリート塞ぎとしてください。

1258 R-006
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の防煙垂
壁の仕様について

防煙垂壁の仕様が不明です。新館に倣うと解釈して宜しいでしょうか。御
指示下さい。

お見込みの通りです。

1259 R-006･007 既存間仕切について

平面詳細図－１・２（撤去図）において、間仕切の撤去が指示ありますが、
間仕切仕様が不明です。撤去する範囲の間仕切の仕様が解る図面の発
行をお願い致します。

ＧＢ-Ｒ12.5+ＧＢ－Ｈ9.5とします。
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1260 R-006･007
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の撤去範
囲について

既存間仕切撤去はｽﾗﾌﾞ下まで撤去と解釈して宜しいでしょうか。御指示
下さい。

お見込みの通りです。

1261 R-006･007
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の撤去範
囲について

天井ｲﾝｻｰﾄは既存再利用と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。必要に応じて追加してください。

1262 R-006･007
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の改修範
囲について

既存AW額縁の改修内容が不明です。御指示下さい。 撤去の上新設してください。

1263
R-006・007

A-170
カーテンレールの仕様につ
いて

平面詳細図－１（現況・撤去、改修後）及び平面詳細図－２（現況・撤去、
改修後）の各階平面詳細図（改修後）において、「天井付ＣＲ」とあります
が、仕様が不明です。本館の部分詳細図（５）のＤ５－２病室カーテンレー
ル（天井直付）を適用すると想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1264 R-006･007･001･002 撤去・改修の凡例について

平面詳細図－１・２において、白抜き部分の凡例が指示無く不明です。撤
去改修仕上表－１・２より、全面撤去・改修と想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。

1265 R-007
２階外壁面撤去・改修につい
て

上記質疑に関連しますが、平面詳細図－２において、白抜き部分の撤
去・改修範囲の部屋の外壁面及び柱型部分の撤去・改修範囲がボードま
でか、複壁のＬＧＳまでか不明です。御指示下さい。

再利用はなしです。すべて撤去し、新設してください。

1266 R-006・008 １階ＰＳのＳＤ－１３について

１階平面詳細図（撤去）において、Ｘ３～４通りＹ１通りＰＳにＳＤ－１３の指
示がありますが、建具表に無く、改修後平面図では、既存のままと思われ
ます。改修が必要であれば、建具表と改修内容を御指示下さい。

既存のままです。

1267 R-006・008 １階清リネン室建具について
１階平面詳細図（撤去）において、Ｘ３～４通りＹ１～２通り清リネン室建具
の建具符号がありません。建具表より、ＬＤ－１１と想定いたしますが宜し
いですか。

お見込みの通りです。

1268 R-006・008
１階アラーム弁室建具につい
て

１階平面詳細図（撤去）において、Ｘ３～４通りＹ２通りアラーム弁室に建具
符号がありません。建具表より、ＳＤ－２と想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。

1269 R-006・008
平面詳細図と建具表の数量
について

１階平面詳細図（撤去）と建具表の数量が下記のように相違があります。全
て平面詳細図を正と考えて宜しいですか。
　　　　　　　１階平面詳細図　　建具表
・ＡＷ－７　　―　　　０か所　　　　　５か所
・ＳＳＤ－５Ｂ　―　　１か所　　　　　３か所
・ＬＨＤ－４　　―　　１か所　　　　１１か所
・ＬＨＤ－１０　―　　２か所　　　　　１か所

お見込みの通りです。

1270 Ｒ-007
建物解体に伴う現病院の改
修について

平面詳細図－２　２階平面詳細図（撤去図）において、渡り廊下の解体の
指示がありますが、撤去に伴う現病院の外壁補修の指示がありません。補
修が必要な場合は、積算できる図面の発行をお願い致します。

R-013 渡り廊下詳細図に記載しています。
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1271 R-007 脱衣の床について

平面詳細図－２（現況・撤去、改修後）の２階平面詳細図（撤去図）におい
て、脱衣入り口部分にＬ型の二重線がありますが、何を示すか不明です。
Ｌ型の二重線の内容を御指示下さい。

上がり框です。

1272
R-007
A-219

２階ＳＷの仕様について

平面詳細図－２（現況・撤去、改修後）の２階平面詳細図（改修図）におい
て、２階脱衣室横にＳＷがありますが、仕様が不明です。2階平面詳細図
のスケールアップ８００×１，２００程度の為、本館のユニットバス詳細図（１）
にある「ＪＳＶ０８１２Ｌ」を適用すると想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1273
R-００７、E-３２９、３３０、P-７０３～７０５、

M-６０３、６０４
既存救急センター改修範囲
について

建築改修図にて既存救急センター棟の内装解体範囲が示されています
が、電気・衛生・空調設備の改修範囲と違っています。改修範囲につい
て、再度御指示下さい。

図示の通りとします。建築改修図に電気、衛生、空調の範囲を付け加えた
範囲がすべての改修範囲となります。

1274 R-007・009 ２階廊下４の建具について
２階平面詳細図（改修後）において、Ｘ４通りＹ３～４通り廊下４にＳＳＤ－４
の指示ですが、建具表にありません。ＳＳＤ－２に読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1275 R-007・011 建具の有無について
展開図－２において、廊下１Ｂ面のＹ４～５通り間に２枚引込みドアの図示
ですが、平面詳細図にありません。必要でしたら、建具符号を御指示下さ
い。

無しです。

1276 R-007・013・014
仮設渡り廊下接続部の建具
について

仮設渡り廊下２階改修後平面図において、仮設渡り廊下撤去後、ＡＤ－１
４を新設とありますが、Ｒ－００７図の改修後建具ＡＷ－２に読替えて宜し
いですか。

お見込みの通りです。

1277 R-007・014
仮設渡り廊下接続部の建具
について

仮設渡り廊下撤去建具ＡＤ－１４とＲ－００７図の撤去建具ＡＷ－１４が重
複しています。Ｒ－００７図の撤去建具ＡＷ－１４のみ必要と想定いたしま
すが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1278 R-008 ＬＨＤの仕上について
改修後建具表－１において、ＬＨＤ－１・２・３の備考欄に化粧シート張りと
ありますが、仕上欄にＳＯＰの指示もあります。扉を化粧シート張り・枠をＳ
ＯＰ塗装と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1279
R-008
R-010

ＳＳＤ－１の形式について

ＳＳＤ－１の形式の相違があります。
・建具表－１　―　袖嵌殺し片引ドア
・展開図－１　―　両袖嵌殺し引分ドア
袖嵌殺し片引ドアを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1280 R-008・010 ＳＳＤ－１の形式について
上記質疑において、展開図が正の場合、建具表の発行をお願い致しま
す。

建具表が正です。

1281 R-008～012 建具姿図の相違について
展開図と建具表でＬＤ・ＬＨＤのガラスの有無で多数相違があります。全
て、建具表を正と考えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

1282 R-008・009 撤去建具沓摺について、
撤去建具表において、ドアの沓摺の有無が不明です。沓摺は有りと想定
いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。軽量鋼製ハンガー戸は沓摺無しです。
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1283
R-008・009
A-091他

ブラインドボックスの仕様に
ついて

撤去改修天井伏せ図建具表－１・２において、「ＢＢ」とありますが、仕様が
不明です。本館の各階天井伏図の凡例にあるブラインドボックスの仕様を
を適用すると想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1284 R-009 建具表のサッシについて

撤去建具表において、ＡＷ－１６・１７・１８・ＡＧ－４・ＡＣＷ－１・２・３が建具
表にありますが、他図に指示がありません。渡り廊下の解体範囲に建具表
の数量分が必要と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1285 R-009
ＳＳＤ－２のガラス仕様につ
いて

改修後建具表－２において、ＳＳＤ－２が特定防火設備ですが、ガラスが
強化ガラスです。認定が通らないため、耐熱強化ガラスＴ８と想定いたしま
すが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1286 R-009
ＡＷ－１のガラス構成につい
て

改修後建具表－２において、ＡＷ－１のブラインド内蔵ガラスの厚さ・仕
様・構成･ブラインドの仕様が不明です。詳細（フロートガラスＴ○○＋Ａ６
＋強化ガラスＴ５等）・同等メーカー・品番を御指示下さい。

不二サッシ　FP-AT同等としてください。

1287 R-009 ＡＷ－１の形式について
改修後建具表－２において、ＡＷ－１の姿図が３連嵌殺しのような図示で
すが、ガラスの斜線と凡例「Ｆ」が１つしかありません。ブラインドが３分割さ
れているとし、１連嵌殺し窓と想定いたしますが宜しいですか。

サッシを３分割としてください。

1288
R-009
R-011

ＬＨＤ－５の形式について

ＬＨＤ－５の形式の相違があります。
・建具表－２　―　引分けドア
・展開図－２　―　２枚引込みドア
引分けドアを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1289 Ｒ-013
ＥＸＰ．Ｊ金物の受け鉄骨につ
いて

感染症病棟　渡り廊下詳細図（１）ＥＸＰ．Ｊ部分納まりにおいて、ＥＸＰ．Ｊ金
物下部にＣ型鋼の受け鉄骨の指示がありますが、部材メンバー及び縦材
の割付が不明です。御指示下さい。

縦材，頭つなぎ材共にC-100x50x20x2.3とし，縦材ピッチは450mmとしま
す。

1290 Ｒ-013 外部軒天の仕様について
感染症病棟　渡り廊下詳細図（１）において、外部天井に軒天用ＤＢとあり
ますが、共通特記事項・材料表の凡例にＤＢがありません。ＤＲ（ロックウー
ル化粧吸音板）に読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1291 Ｒ-013
柱脚根巻きの撥水材塗布に
ついて

感染症病棟　渡り廊下詳細図（１）において、渡り廊下柱脚根巻きに撥水
材塗布の指示がありますが、下地はコンクリート化粧打放しを想定いたし
ますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1292 Ｒ-013
ＥＸＰ．Ｊ金物のメーカー・品
番について

感染症病棟　渡り廊下詳細図（１）において、既存建物取合いにＥＸＰ．Ｊ金
物の指示がありますが、メーカー・品番が不明です。外部・内部・各部位毎
に御指示下さい。

以下の通りとし、厚み等は意匠別紙16を参照ください。
●共通：変位量100ｍｍX,Y共　　W＝200ｍｍ
●床：SUS304　2B仕上　同材仕上
●外壁、内壁、天井、屋根　：アルミ製アルマイト

1293 Ｒ-013
仮設渡り廊下の接続改修に
ついて

感染症病棟　渡り廊下詳細図（１）において、渡り廊下～既存建物取合い
ＥＸＰ．Ｊ金物設置に伴う既存外壁の改修は不要といたしますが、宜しいで
すか。

外壁改修は必要です。

1294 Ｒ-013
仮設渡り廊下の接続改修に
ついて

上記において、改修が必要でしたら、改修図の発行をお願い致します。
EXP.j金物と取り合う外壁面の周囲1mの範囲は既存タイルを撤去し、新設
してください。タイルはOW-1とします。（参考として取付詳細図を添付しま
す。意匠別紙22）

1295 Ｒ-013
仮設渡り廊下の接続改修に
ついて

感染症病棟　渡り廊下詳細図（１）において、２階ＳＤ－２Ａ部に「仮設渡り
廊下撤去後、ＡＤ－１４及び既設壁仕様を新設」とありますが、外壁側は、
既存外壁タイル張替えＷ１００程度を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1296 R-013
軽鉄下地折版部受け鉄骨に
ついて

感染症病棟　渡り廊下詳細図（１）に於いて、仮設渡り廊下の天井ＧＢ－Ｄ
の軽鉄下地が折板面となる為、受け鉄骨が必要と思われます。部材メン
バー・ピッチを御指示下さい。

C-100x50x20x2.3@，接合部：GPL-4.5　中ボルト　2-M12とします。
部材ピッチは    とします。
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1297 R-013・14
仮設渡り廊下のサッシにつ
いて

仮設渡り廊下２階改修後平面図において、ＡＷ－２Ａが４か所指示ありま
すが、建具表にありません。ＡＷ－１０１に読替えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

1298 R-014 本館腰壁の仕様について

感染症病棟　渡り廊下詳細図（２）　２階撤去渡り廊下　撤去平面図におい
て、本館建物に「アルミサッシ・腰壁撤去」の指示がありますが、既存腰壁
の仕様・高さが不明です。御指示下さい。

PC板タイル打ち込み　H1,050です。

1299 Ｒ-014
本館腰壁撤去部の補修につ
いて

上記において、腰壁撤去後の本館建物外壁に補修が必要と思われます。
補修方法を御指示下さい。

腰壁撤去部分より外壁面の周囲1mの範囲は吹付塗装とします。（複層塗
材Eとしてください。）

1300 R-014
既存渡り廊下撤去後の仮設
ＡＬＣの仕上について

感染症病棟渡り廊下詳細図（２）において、２階既存渡り廊下撤去後のＸ４
通りに、仮設ＡＬＣｔ１００新設及び撤去の指示がありますが、仕上をするか
不明です。内部側及び外部側共、仕上は不要として宜しいですか。

外壁→Ｒ004　立面図参照
内壁→ＬＧＳ+ＧＢ－Ｒｔ12.5+ＧＢ－Ｈｔ9.5とします。

1301 R-014
仮設渡り廊下撤去建具につ
いて

仮設渡り廊下２階撤去平面図において、ＡＤ－１イの指示ですが、建具表
がありません。建具表の発行ををお願い致します。 不要とします。

1302 R-014
仮設渡り廊下撤去建具につ
いて

撤去建具表において、ＳＤ－２０１の指示ですが、どこの撤去建具か不明
です。位置を御指示下さい。 不要とします。仮設渡り廊下撤去時、SD2Aを撤去とします。

1303 R-014･007
既存渡り廊下接続部の壁に
ついて

平面詳細図－２及び感染症病棟渡り廊下詳細図（２）において、２階の既
存渡り廊下取合い部のＸ４通り階段部分の間仕切の撤去・改修が指示あり
ますが、間仕切仕様が不明です。既存渡り廊下解体時に仮外壁で塞ぐ事
となりますので、工事ＳＴＥＰを考慮した、内容を御指示下さい。

既存救急センター渡り廊下解体時に階段部分X4通り間仕切りを解体。仮
設外壁はALCｔ１００とし、階段部分X4通り新設壁はOW-1（既存壁合わ
せ）としてください。

1304 R-015
キャノピー撤去の範囲につ
いて

既存　庇　キャノピー撤去断面詳細図において、軒天アルミスパンドレル
撤去の指示がありますが、下地天井軽鉄下地まで撤去を想定いたします
が宜しいですか。

お見込みの通りです。

1305 Ｒ-015
キャノピー撤去の範囲につ
いて

既存　庇　キャノピー撤去断面詳細図において、幕板アルミＴ２加工フッ素
樹脂焼付塗装撤去の指示がありますが、下地鉄骨は撤去不要といたしま
すが、宜しいですか。

お見込みの通りです。

1306 R-015
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の図面に
ついて

既存 庇 ｷｬﾉﾋﾟｰ撤去断面詳細図の通り芯名がA・B通の記入ですが、平
面図ではX･Y通で相違します。  御指示下さい。

A→X、B→Y、と読み替えてください。既存庇（A）撤去断面詳細図のX8は
削除、既存庇（A）撤去断面詳細図のY-3は削除ください。

1307 R-015･006･007
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の撤去場
所･範囲について

上記、既存 庇 ｷｬﾉﾋﾟｰ撤去断面詳細図に記入の既存庇（A）・既存庇（B）･
既存ｷｬﾉﾋﾟｰ（C･D）の撤去範囲が改修前平面図が無いため把握できませ
ん。 既存意匠図を御提示下さい。

R-007　右側が改修前平面図です。平面西側（既存庇A）、平面東側（既
存庇C・D）、北側（既存庇B）です。北側（既存庇B）は、仮設の渡り廊下新
設のため先行撤去します。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1308
R-015

参考数量書P-409～437
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の撤去に
ついて

既存庇（A）・既存庇（B）･既存ｷｬﾉﾋﾟｰ（C･D）の撤去の躯体撤去の項目が
参考数量書には見当りません。 計上場所を御指示下さい。

既存庇（A）既存救急センター改修工事・既存庇（B）インフラ切回し工事･
既存ｷｬﾉﾋﾟｰ（C･D）既存病院解体工事です。

1309 R-015･006･007
既存救急ｾﾝﾀｰ棟の撤去場
所･範囲について

既存 庇 ｷｬﾉﾋﾟｰ撤去断面詳細図に記入の既存庇（A）・既存庇（B）･既存
ｷｬﾉﾋﾟｰ（C･D）の躯体関連の詳細が不明です。 既存構造図を御指示下さ
い。

意匠別紙17を参照ください。

1310 Ｒ-016
キャノピー幕板アルミパネル
の下地について

既存　庇　キャノピー改修断面詳細図において、幕板アルミＴ２加工フッ素
樹脂焼付塗装撤去の指示がありますが、既存Ｃ－１００×５０×２０面にＬ
型鋼等の下地が必要と思われますが、部材メンバー・割付が不明です。
御指示下さい。

意匠別紙8を参照ください。

1311 R-017 改修内容について

改造内容にて④共用部レールブラケット取替はメーカー詳細確認の結
果、現在のブラケットで適合と確認が取れました。よって、④は除外と想定
いたしますが宜しいですか。

現行法に対応させてください。（設計時日立ビルシステムの調査により現
行法対応のため④も必要との見解を得ています。）

1312 R-017 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ耐震改修について
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの耐震改修について、改造内容にて④共用部ﾚｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ取替
が現在のﾌﾞﾗｹｯﾄで適合と確認が取れました。（日立ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑ）よって、④
は除外とさせていただいてよろしいですか。

現行法に対応させてください。（設計時日立ビルシステムの調査により現
行法対応のため④も必要との見解を得ています。）

1313 R-017 既存昇降機の改修について
エレベーター耐震改修の改造内容において、「④共用側レールブラケット
取替」についてメーカー詳細確認の上「適合」となる場合は不要と考えて
宜しいでしょうか。御指示願います。

現行法に適合するよう対応ください。

1314 R-017
エレベータ耐震改修につい
て

健診センター棟改修工事にて、エレベータ１０号機の改修工事が計画さ
れていますが、既設メーカーでしか行えない改修工事となっています。改
修及びエレベータ入替のいずれかの選択にて見積で宜しいでしょうか。

救急センター棟改修工事です。提案によりEV入れ替えでもかまいませ
ん。

1315 Ｒ-018 既存外壁の仕様について

風除室　改修詳細図において、正面自動ドア及び側面ガラスブロックの上
部既存外壁の仕様が不明です。外壁に関しても、外部鉄骨梁囲い部に指
示のあるアルミパネルを想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1316 Ｒ-018
既存外壁の補修方法につい
て

風除室　改修詳細図において、既存庇８（Ｄ９－８）設置部分の壁が元々
屋根が設置されていて、屋根を撤去する事により、屋外に露出し外壁にな
る為、外壁に補修が必要と思われます。改修範囲・改修方法を御指示下
さい。

屋根撤去部分　既存仕上復旧としてください。

1317 Ｒ-018 既存竪樋の仕様について
風除室　改修詳細図において、既存屋根の竪樋の仕様・径が不明です。
御指示下さい。 SUS縦樋１００φです。

1318 Ｒ-018
新設アルミパネル幕板の下
地について

風除室　改修詳細図において、新設ステンレス自動ドア上部にアルミパネ
ルＴ２．０電解着色の指示がありますが、本体鉄骨や外壁へ接続する為の
下地が必要と思われます。アルミパネルの本体への接続方法・下地詳細
を御指示下さい。

本体鉄骨に[-100×50×5×7.5@600　＋　L-50×50×6（通し）により接続

1319 R-018 風除室の床仕上について

風除室　改修詳細図において、風除室の床仕上の撤去が指示あります
が、仕上が不明です。風除室内も外部と同様１５０角タイルを想定いたしま
すが宜しいですか。

A-007　タイル（B）としてください。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1320 R-018
風除室の折上天井下り壁に
ついて

風除室　改修詳細図、断面詳細図において、風除室の折上天井がＲＢリ
ブ付の図示ですが、下り壁の仕上が不明です。下り壁もＲＢリブ付を想定
いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1321 R-018 既存建具について
撤去詳細図において、既存建具の自動ドアと周囲ガラスブロック・片開きド
アの建具表がありません。建具表の発行をお願い致します。 意匠別紙15を参照ください。

1322 R-018
既存健診ｾﾝﾀｰ棟の撤去に
ついて

風除室撤去の躯体関連の詳細が不明です。 既存構造図を御指示下さ
い。

風除室構造図が現在ないため意匠図を参考として添付します。
意匠別紙18参照ください。

1323
G-001
A-005

外構範囲の現況地盤高さに
ついて

外構範囲の現況地盤高さについて、高さを御指示下さい｡
G-002参照ください。

1324 Ｇ-001・071
免震アコーディオンパーテン
ションの設置位置について

部分詳細図（４）において、Ｄ－４０免震アコーディオンパーテーションの指
示がありますが、配置が不明です。施設平面図の新病院とリニアック棟の
間にある門扉の事と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。　計2か所です。

1325 G-003 舗装範囲について
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装のｵｰﾊﾞｰﾚｲの範囲は、既存健診ｾﾝﾀｰ西側のW1500の範囲
のみと解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1326
G-003
G-028

新病院南側の舗装ついて

新病院南側の舗装仕様の相違があります。
・舗装仕上別図　―　舗装Ｅ：コンクリート舗装
・擁壁断面詳細図（４）：Ｈ－Ｈ・Ｉ－Ｉ断面　―　アスファルト舗装
舗装Ｅ：コンクリート舗装を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1327
G-003
G-065

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の耐油仕様に
ついて

舗装仕上別図の凡例Gより､ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(耐油仕様)の記載が御座います
が部分詳細図(1)に舗装断面の記載が御座いません。舗装断面は凡例A
のｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 車道(T20)に倣うと考えてよろしいでしょうか。また、凡例D
のアスファルト混合物の色の指示をお願いします。

お見込みの通りです。　色：グレー

1328 G-003･068 舗装Ｇの舗装断面について

舗装仕上別図において、凡例に舗装Ｇ：アスファルト舗装車道（Ｔ２０）（耐
油仕様）がありますが、部分詳細図（１）には、舗装断面は見当たりませ
ん。舗装Ｇ：アスファルト舗装車道（Ｔ２０）（耐油仕様）の舗装断面を御指
示下さい。

お見込みの通りです。　色：グレー

1329
G-004
G-071

鋼製防護柵について
縁石･囲障別図､部分詳細図(4)より､鋼製防護柵の詳細の記載が御座い
ますが､参考ﾒｰｶｰ品番が四国化成のSGJ2型とSCJ2型と相違します。
SGJ2型を正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1330
G-004
G-071

浄化槽廻りの目隠しﾌｪﾝｽ扉
について

部分詳細図(4)より目隠しﾌｪﾝｽ扉の両開き戸の詳細の記載が御座います
が､縁石･囲障別図より扉は親子扉と相違します。部分詳細図(4)に記載の
有る両開き扉は不要とし親子扉W1200が必要と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

両開きが正です。
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1331 G-005 花壇について
植栽計画図より､花壇20.0m2の記載が御座いますが､樹種の記載が御座
いません。花壇には現状､植栽は不要と考えてよろしいでしょうか。必要な
場合は樹種詳細を御指示下さい。

植栽は不要です。

1332 G-005 壁面緑化について
植栽計画図より､壁面緑化5mの記載が御座いますが､樹種の記載が御座
いません。緑化用登攀金物には現状､植栽は不要と考えてよろしいでしょ
うか。必要な場合は樹種詳細を御指示下さい。

植栽は不要です。

1333 G-005 客土について

植栽計画図より､客土厚150の記載が御座いますが､客土の仕様の記載が
御座いません。客土仕様は黒土と考えてよろしいでしょうか。
また､芝張り､低木範囲の客土の厚みは厚150とし高木部分の客土の厚み
は高さH=2000の一般的な根鉢深さよりH=560程度と考えてよろしいでしょ
うか。併せて御指示下さい。

お見込みの通りです。

1334
G-005

建築工事特記仕様書Ｐ５７
高木・低木の植栽土につい
て

植栽計画図において、高木・低木がありますが、植栽土の仕様は、建築工
事特記仕様書Ｐ５７　２３章植栽及び屋上緑化工事の２植栽基盤の整備よ
り、「Ａ種、樹高３ｍ未満○５０」を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1335 G-005
植栽範囲の潅水装置につい
て

植栽計画図より､潅水装置の記載が御座いません。今回工事には潅水装
置は不要と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

設備工事に入っています。

1336 G-005 新病院の壁面緑化について

植栽計画図において、新病院南西部に「新設花壇２０ｍ２＋壁面緑化５
ｍ」とありますが、壁面緑化の図面が見当たりません。新設花壇の植栽リス
ト、壁面緑化の仕様・断面詳細、新病院外壁への割付け等の詳細図の発
行をお願い致します。

植栽不要です。

1337 G-005 植栽範囲について
新病院南西部に、壁面緑化の記入がありますが、樹木等の記入がありま
せん。不要と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1338 G-005 壁面緑化について
壁面緑化について、植栽計画図に､南側に壁面緑化5mとありますが､仕
様･H寸法･詳細･ﾒｰｶｰ品番等を御指示下さい｡ Asanoﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｹｯﾄｼｽﾃﾑ WB-Sです　植栽は無しです。

1339
G-006
G-022
G-070

駐車､駐輪番号表示につい
て

標識等別図より駐車区画､駐輪区画での番号表示の記載が御座いませ
ん。今回工事には不要と考えてよろしいでしょうか。また、路面表示の「タク
シー」「バス」等の文字書きのサイズを御指示下さい。

お見込みの通りです。　W=150　路面標示１文字1,500×1,500とします。
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1340
G-006
G-070

白線引き､路面標示につい
て

標識等別図､部分詳細図(3)より､白線引きや路面標示の記載が御座いま
すが､仕様はﾄﾗﾌｨｯｸﾍﾟｲﾝﾄと考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1341 G-007
塩ビ小口径桝の断面につい
て

雨水排水平面図において、凡例に「塩ビ小口径桝」とありますが、仕様・断
面詳細が不明です。下記の項目について御指示下さい。
①塩ビ小口径桝（４か所）の各口径・深さ・蓋仕様
②塩ビ小口径桝からの排水管の管材・管径

①150×150-300    SUS蓋
②塩ビ　φ100
としてください。

1342 G-007、008 雨水排水について
排水管の最終が直接放流とありますが、下水道本管に接続すると考えて
よろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1343 G-007・066 排水管範囲について
洗い場のVP管φ100は、最寄桝までと記入がありますが、B-13-01の集水
桝までと解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1344 G-008・009
集水桝：Ｃ－１０－０１の集水
桝タイプについて

雨水排水系統図において、集水桝：Ｃ－１０－０１がありますが、集水桝リ
ストには見当たりません。集水桝：Ｃ－１０－０１のタイプ（Ｗ×Ｄ×Ｈ）を御
指示下さい。

タイプ500Hとします。

1345
G-008・009

G-021・022・023・024
集水桝・排水管の各相違に
ついて

雨水排水系統図・雨水桝リストにおいて、各番号毎に集水桝・排水管の仕
様・断面がありますが、調整池兼広場詳細図・ロータリー回り詳細図（1）・
（２）・駐輪場回り詳細図に記載ある集水桝・排水管と相違している箇所が
多々あります。集水桝・排水管は、雨水排水系統図・雨水桝リストを正と考
えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1346
G-008･009

G-028・029・030
新病院南側の排水溝につい
て

新病院南側の排水溝の仕様の相違があります。
・雨水排水系統図、雨水桝リスト：直接放流１－AA-3桝　―　Ｇ－３００Ａ
（Ｓ－３：Ｌ＝１０４．００ｍ）
・擁壁断面詳細図（４）・（５）・（６）：Ｈ－Ｈ・Ｉ－Ｉ・Ｊ－Ｊ・Ｋ－Ｋ・Ｌ－Ｌ断面
―　Ｕ－１８０
Ｇ－３００Ａ（Ｓ－３：Ｌ＝１０４．００ｍ）を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1347 G-008・009・007
側溝タイプＳ－５のＬ型側溝
について

雨水排水系統図において、集水桝Ｂ－１２の上流側に「Ｓ－５：３００×３０
０」とありますが、雨水桝リストの側溝サイズ凡例では、Ｓ－５：Ｌ型側溝耐重
蓋付となっています。雨水排水系統図のＳ－５：３００×３００は何を示して
いるのか不明です。御指示下さい。
※雨水排水平面図ではＬ型側溝桝も確認は出来ません。

L型側溝です　。（S-5:300×300は誤記です）

1348 G-009 各集水桝について

雨水桝ﾘｽﾄより現場打ちの集水桝の記載が御座いますが､配筋の記載が
御座いません。D13@200と考えてよろしいでしょうか。
また､桝底、立上りの仕上の記載が御座いません。防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上と
考えてよろしいでしょうか。併せて御指示下さい。

共にお見込みの通りです。
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1349 G-009 側溝の180について
雨水桝ﾘｽﾄより凡例S-6に180の側溝の記載が御座いますが現場打ち､既
製品等の詳細の記載が御座いません。詳細を御指示下さい。

U型側溝のことです。

1350 G-009 組立９００の深さについて
雨水桝リストにおいて、Ｂ－１７：集水桝（組立９００：組立マンホール内径９
００）の深さが不明です。御指示下さい。 H=1770以上とします。

1351 G-009 集水桝のタラップについて

雨水桝リストにおいて、集水桝のタラップの有無が不明です。タラップが必
要な場合は、下記の項目について御指示下さい。
①タラップの仕様・詳細
②タラップが必要となる桝サイズ（深さ）

組立マンホール以外は不要です。

1352 G-009 集水桝 配筋について
集水桝：500×・400×400・1000×1000・800×800の配筋が不明です。御
指示下さい。

D10＠200としてください。

1353 G-009
集水桝 簡易山留範囲につ
いて、

B-17・18：集水桝に簡易山留の記入がありますが、桝の四周に必要と解
釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1354 G-009
集水桝 簡易山留範囲につ
いて、

C-13・14・15：集水桝に簡易山留の記入がありますが、道路側（東側）のみ
必要と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

四周に設けます。

1355 G-009 雨水枡の蓋について
流域B-11･15.･16･19に化粧蓋の記入がありますが、仕様が不明です｡御
指示下さい。

スリット化粧蓋　D-16に準じてください。

1356 G-009 集水桝について
集水桝詳細図で、集水桝に鉄筋の図示がありませんが、鉄筋は不要と考
えて宜しいでしょうか。必要な場合、配筋を御指示下さい。 D10＠200としてください。

1357 G-009・071 ﾏﾝﾎｰﾙ仕様について
B-17：集水桝のﾀｲﾌﾟは、組立900*と記入がありますが、G-071図D-050の
雨水ﾏﾝﾎｰﾙと解釈して宜しいでしょうか。ﾏﾝﾎｰﾙの高さと併せて御指示下
さい。

お見込みの通りです。H1,800 h2,000としてください。

1358 G-010 ３号擁壁－４の延長について

３号擁壁－４の延長の相違があります。
・擁壁位置図：図面上　―　１９．１８ｍ（１０．８８ｍ＋８．３０ｍ）
・擁壁位置図：リスト　―　１４．１４ｍ
１９．１８ｍ（１０．８８ｍ＋８．３０ｍ）を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1359 G-010 １１号擁壁の延長について

１１号擁壁の延長の相違があります。
・擁壁位置図：図面上　―　２３．２５ｍ
・擁壁位置図：リスト　―　４７．４３ｍ
２３．２５ｍを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1360 G-010・035・036・038・039・040～062 擁壁の仕上げについて

擁壁位置図において、各擁壁類の天端・壁仕上げが不明です。各擁壁断
面に仕上げの記載がない場合、天端：鏝押え・壁：打放しを想定いたしま
すが宜しいですか。

お見込みの通りです。
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1361 G-016
駐車場Ａ調整池の門扉につ
いて

調整池構造図（１）において、外周フェンスに門扉が見当たりませんが、必
要と思います。門扉の施工範囲・仕様・詳細等の詳細図の発行をお願い
致します。

2号擁壁-2の入口・メッシュフェンス・W=1800　H＝1800　D-41詳細図に準
ずる。

1362 G-016 調整池床の水抜きについて
調整池構造図（１）において、図面左下の断面図に「水抜きφ７５」とありま
すが、仕様が不明です。ＶＰ管φ７５を想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1363 G-016
調整池東側余水吐部の排水
溝の断面詳細について

調整池東側余水吐部の排水溝(W500､5.2m程度)の断面詳細が不明で
す､御指示下さい｡
(調整池構造図(1)､調整池A平面図)

G-027　E-E断面参照(外構別紙を参照）ください。

1364 G-018 単独調整池の門扉について
調整池構造図（３）において、外周フェンスに門扉が見当たりませんが、必
要と思います。門扉の施工範囲・仕様・詳細等の詳細図の発行をお願い
致します。

スロープ入口・メッシュフェンス・W2400　H＝1800　D-41に準ずる。

1365 G-018 調整池導水路について
調整池導水路について、調整池構造図(3)､独立調整池に､導水路の仕
様･断面詳細が不明です､御指示下さい｡ G-018参照（外構別紙参照)ください。

1366 G-018・019
調整池下 地盤改良の仕様
について

調整池下に地盤改良の記入がありますが、改良材の仕様が不明です。御
指示下さい。

六価クロム溶出対策型・添加量：0.12ｔ／ｍ3としてください。

1367 G-019
単独調整池の地盤改良につ
いて

調整池構造図（４）において、地盤改良の添加材・添加量が不明です。御
指示下さい。 六価クロム溶出対策型・添加量：0.12ｔ／ｍ3としてください。

1368 G-021
調整池兼広場の緑化ブロッ
クについて

調整池兼広場の緑化ブロックについて、緑化率は何パーセントの材料を
使用しますか。

66％（日本コンクリート 美緑ブロック同等）です

1369 G-021
調整池兼広場のタイルにつ
いて

調整池兼広場詳細図において、タイルのメーカー・品番が不明です。下
記のタイルについて御指示下さい。
①磁器質タイル１５０角
②スロープ用磁器質タイル１５０角
③天然石風タイル乱形貼

①LIXIL　ベイシス同等
②LIXIL　ベイシス同等
③LIXIL　乱形 ダイヤモンドホワイト同等
としてください。

1370 G-021
緑化ブロックの舗装断面に
ついて

調整池兼広場詳細図において、調整池（広場）内に「緑化ブロック」とあり
ますが、舗装断面・メーカー品番が不明です。御指示下さい。

日本コンクリート 美緑ブロック同等としてください。

1371 G-021
調整池天然石風ﾀｲﾙ乱形貼
について

調整池天然石風ﾀｲﾙ乱形貼について､厚み･ﾒｰｶｰ品番等を御指示下さ
い｡ LIXIL　乱形 ダイヤモンドホワイト同等品としてください。
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1372 G-021
調整池階段用磁器質ﾀｲﾙ
150角について

調整池階段用磁器質ﾀｲﾙ150角について、厚み･ﾒｰｶｰ品番等を御指示
下さい｡ LIXIL　ベイシス同等品としてください。

1373 G-022 ｼｪﾙﾀｰB全体配置について

ｼｪﾙﾀｰB全体配置について、ﾛｰﾀﾘｰ廻り詳細図に､ｼｪﾙﾀｰBがあります
が､全体配置図がありません｡
各ｼｪﾙﾀｰBの寸法･か所数を御指示下さい｡

ロータリー西側：39.5ｍ
ロータリー東側：27.7ｍ
ロータリー南側：53.3ｍ
新透析センター北側：32.8ｍとしてください。

1374 G-023
目隠し壁の断面詳細につい
て

ロータリー回り詳細図（２）において、Ｅ・Ｆ断面詳細図に「※配筋は構造に
よる」とありますが、図面が見当たりません。Ｅ・Ｆ断面詳細の配筋要領を御
指示下さい。

構造別図４を参照してください。

1375 G-023
目隠し壁の断面詳細につい
て

ロータリー回り詳細図（２）において、Ｅ・Ｆ断面詳細図に下記の仕上げが
ありますが、仕様・メーカー・品番が不明です。御指示下さい。
①壁：撥水材塗布
②天端：塗膜防水

①大同塗料　アクアシール
②ダイフレックス　ミエカシステム同等
としてください。

1376 G-023
液酸タンクのコンクリートスラ
ブについて

ロータリー回り詳細図（２）において、液酸タンク南側に「コンクリートスラブ」
とありますが、舗装断面が不明です。御指示下さい。 D-05詳細に準ずる。

1377 G-024 駐輪場上屋の基礎について

駐輪場回り詳細図において、Ｘ１・Ｘ２・Ｙ－Ｙ断面図に「駐輪場屋根基礎
（土留め壁と一体化）」とありますが、配筋要領が不明です。御指示下さ
い。

D13＠200　ダブル配筋　端部補強：D13としてください。

1378 G-024 駐輪場上屋の基礎について

駐輪場回り詳細図において、駐輪場屋根基礎の配筋要領が不明です。
下記の基礎について御指示下さい。
①片流れ屋根：７００×１，２００×Ｈ７００
②片流れ屋根：９００×１，６００×Ｈ７００
③合掌屋根：７００×１，４００×Ｈ７００
④合掌屋根：９００×１，７００×Ｈ７００

D-10＠200　カゴ状としてください。

1379 G-025～039
擁壁の断面寸法(形状)につ
いて

擁壁の断面寸法(形状)について、以下の擁壁が不明です､御指示下さい｡
①1号擁壁-2
②3号擁壁-2
③3号擁壁-4
④3号擁壁-5
⑤9号擁壁-2
⑥12号擁壁

①G-042参照（外構別紙参照）
②～④3号擁壁一覧参考（外構別紙参照）ただし、3号擁壁-2は3号擁壁-
1と同じとしてください。
⑤G-60.61参照
⑥G-021参照（外構別紙参照）

1380 G-025～039
止壁の断面寸法(形状)につ
いて

止壁の断面寸法(形状)について、以下の止壁が不明です､御指示下さい｡
①1号止壁
②2号止壁

前後の擁壁の延長（取り合い）とし構造はその擁壁と同等としてください。

1381 G-030 フェンスＢの基礎について
擁壁断面詳細図（６）において、Ｌ－Ｌ断面に「フェンスＢ」とありますが、基
礎タイプが不明です。独立基礎を想定いたしますが宜しいですか。 D10＠200　シングル配筋　としてください。
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1382 G-033・034・007 Ｕ字溝の施工範囲について

擁壁断面詳細図（９）・（１０）において、Ｒ－Ｒ・Ｓ－Ｓ断面に「Ｕ－１８０」が
ありますが、雨水排水平面図には見当たりません。Ｕ－１８０が必要な場合
は、施工範囲図の発行をお願い致します。

U型側溝のことです。

1383
G-034・035

G-004
メッシュフェンスの施工範囲
について

メッシュフェンスの施工範囲の相違があります。
・擁壁断面詳細図（１０）・（１１）：Ｔ－Ｔ・Ｕ－Ｕ断面　―　メッシュフェンス無
し
・縁石・囲障別図　―　メッシュフェンス有り
メッシュフェンス無しを正と考えて宜しいですか。

縁石・囲障別図を正としてください。

1384 G-035
外構L型擁壁の切欠き及び
補強

６号擁壁-2の底盤は、浄化槽躯体と干渉します。L型擁壁底盤を切り欠く
と考えてよろしいですか。また、切欠き寸法について、浄化槽躯体からの
離れ寸法等ご指示願います。また、切り欠いた部分の補強、鉄筋の処理
等ご指示願います。

L型擁壁底盤を切り欠きます。浄化槽躯体とのクリアランスは100ｍｍで
す。端部補強2-D16

1385 G-035・007 Ｕ字溝の施工範囲について

擁壁断面詳細図（１１）において、Ｕ－Ｕ・Ｖ－Ｖ断面に「Ｕ－１８０」がありま
すが、雨水排水平面図には見当たりません。Ｕ－１８０が必要な場合は、
施工範囲図の発行をお願い致します。

U型側溝のことです。

1386 G-035・036・038・039 擁壁の配筋について

擁壁断面詳細図（１１）・（１２）・（１４）・（１５）において、各断面に下記の擁
壁がありますが、配筋要領が不明です。御指示下さい。
①Ｚ－Ｚ断面：３号見切壁－１
②ｂ－ｂ断面：３号見切壁－２
③ｈ－ｈ・ｉ－ｉ・ｊ－ｊ断面：４号見切壁
④ｋ－ｋ・ｌ－ｌ断面：５号見切壁
⑤ｍ－ｍ断面：３号擁壁－１
⑥Ｙ－Ｙ・ａ－ａ断面：３号擁壁－３

①～④見切り壁構造図参照ください。（外構別紙参照）
⑤⑥3号擁壁一覧参考（外構別紙参照）

1387 G-010 擁壁の断面詳細について

上記以外に、擁壁位置図のリストより、擁壁断面詳細図に断面詳細が記
載無い擁壁がありますが、下記の擁壁の断面詳細・配筋要領が不明で
す。御指示下さい。
①３号擁壁－２
②３号擁壁－４
③３号擁壁－５
④１０号擁壁－２
⑤１号止壁
⑥２号止壁

①～③3号擁壁一覧参考（外構別紙参照）ただし、3号擁壁-2は3号擁壁-
1と同じとしてください。
④外構別紙を参照ください。
⑤⑥　前後の擁壁の延長（取り合い）とし構造はその擁壁と同等としてくだ
さい。

1388 G-040 擁壁の構造について
擁壁の構造について、水抜きパイプ呑口側の止水コンクリート及び排水材
の記載が見当たりません。詳細を御指示下さい。

外構別紙を参照ください。

1389 G-040 擁壁の仕上について
現場打ち擁壁の仕上げは、天端：ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝、壁：打放補修と解釈して
宜しいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

140／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1390 G-063 ﾌﾞﾛｯｸ積様壁 配筋について
ﾌﾞﾛｯｸ積様壁の基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ・天端ｺﾝｸﾘｰﾄは、無筋と解釈して宜しいで
しょうか。有筋の場合は、配筋を御指示下さい。

無筋です。

1391 G-065 ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装について

部分詳細図(1)より､ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の記載が御座いますが､ｶﾗｰ舗装材
は加熱系ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物とし路盤材は再生砕石(RC-40)と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1392 G-065
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の表層仕上に
ついて

部分詳細図(1)より､ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の記載が御座いますが､ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の
表層の仕上はｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上と考えてよろしいでしょうか。
また、伸縮目地 杉板2等 厚9.0 @3000で必要と考えてよろしいでしょうか。
併せて御指示下さい。

お見込みの通りです。

1393 G-065
各縁石の均しﾓﾙﾀﾙについ
て

部分詳細図(1)より､各縁石の記載が御座いますが､均しﾓﾙﾀﾙの厚みの記
載が御座いません。厚みは厚10と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

お見込みの通りです。

1394 G-065
現場打ち水路の土被りにつ
いて

歩道改良図（２）において、水路詳細図に「現場打水路（Ａ）」・「現場打水
路（Ｂ）」がありますが、地盤面までの土被りが不明です。御指示下さい。 約1000ｍｍです。

1395 G-065
D-17(A)：自転車置場廻り集
水桝 配筋について

D-17(A)：自転車置場廻り集水桝において、基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ・調整ｺﾝｸﾘｰﾄ
は、無筋と解釈して宜しいでしょうか。有筋の場合は、配筋を御指示下さ
い。

お見込みの通りです。

1396 G-065
D-12：L型側溝のｺﾝｸﾘｰﾄ部
配筋について

D-12：L型側溝のｺﾝｸﾘｰﾄ部は、無筋と解釈して宜しいでしょうか。有筋の
場合は、配筋を御指示下さい。

お見込みの通りです。

1397 G-065
外構 側溝･集水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ
強度について

排水工事の下記分のｺﾝｸﾘｰﾄ強度・ｽﾗﾝﾌﾟ値が不明です。 下記の解釈で
宜しいでしょうか。 御指示下さい。
・D-17：L型側溝
　　捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc-18　S-15
　　基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc-21　S-18
・D-17(A)：自転車置場廻り集水桝
　　基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc-18　S-15
　　調整ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc-18　S-15

お見込みの通りです。

1398 G-066 洗い場について
部分詳細図(2)より洗い場の記載が御座いますが､配筋の記載が御座いま
せん。配筋はD13 @200と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1399 G-066 防火水槽について
防火水槽詳細図において、耐震性貯水槽４０ｍ３型のメーカー・品番が不
明です。御指示下さい。 朝日コンクリート　耐震性貯水槽と同等としてください。

1400 G-066 洗い場について
洗い場詳細図で、洗い場に鉄筋の図示がありませんが、鉄筋は不要と考
えて宜しいでしょうか。必要な場合、配筋を御指示下さい。 洗い場：D10＠200　シングル配筋
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1401 G-066・67・071
洗い場･ｼｪﾙﾀｰの配筋につ
いて

下記の配筋が不明です。御指示下さい。
・D-24：洗い場
・ｼｪﾙﾀｰA　基礎

洗い場：D10＠200　シングル配筋
シェルター：D10＠200　カゴ状

1402 外構 仕様程度について

下記項目の仕様程度(ﾒｰｶｰ名･品名･品番)を御指示下さい。
・舗装F　磁器質ﾀｲﾙ
・調整池　階段用磁器質ﾀｲﾙ
・調整池　ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質ﾀｲﾙ
・調整池　緑化ﾌﾞﾛｯｸ
・撥水材塗布
・ﾛｰﾀﾘｰ廻りｽﾛｰﾌﾟ　手摺
・車止めﾌﾞﾛｯｸ

・舗装F　磁器質ﾀｲﾙ　　　名古屋モザイクタイル　アルファヒルズ
・調整池　階段用磁器質ﾀｲﾙ　　LIXIL　ベイシス同等
・調整池　ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質ﾀｲﾙ　　LIXIL　ベイシス同等
・調整池　緑化ﾌﾞﾛｯｸ　　日本コンクリート 美緑ブロック同等
・撥水材塗布　　　大同塗料　アクアシール同等
・ﾛｰﾀﾘｰ廻りｽﾛｰﾌﾟ　手摺　　　製作金物
・車止めﾌﾞﾛｯｸ　　　四国化成 　サインストッパー同等

1403 G-066・67・071
外構 工作物 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度に
ついて

下記のｺﾝｸﾘｰﾄ強度・ｽﾗﾝﾌﾟ値が不明です。Fc-21　S-18と解釈して宜しい
でしょうか。御指示下さい。
・D-24：洗い場
・D-44：鋼製防護柵 下部基礎
・D-51：ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ
・防火水槽　基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
・ｼｪﾙﾀｰA　基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

お見込みの通りです。

1404 G-067 シェルターの基礎について

シェルター詳細図において、Ｂ側立面図の基礎（７００×７００×Ｈ５５０、９０
０×１，７００×Ｈ７００）が重複しています。基礎は一体化９００×２，０００×
Ｈ７００を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1405 G-067 シェルターの基礎について

シェルター詳細図において、シェルターの各基礎の配筋要領が不明で
す。御指示下さい。
①７００×７００×Ｈ５５０
②１，４００×１，４００×Ｈ７００
③９００×２，０００×Ｈ７００

D-10＠200　カゴ状としてください。

1406 G-068
コンクリート舗装の仕上げに
ついて

部分詳細図（１）において、舗装Ｅ：コンクリート舗装の表面仕上げが不明
です。コン鏝押えを想定いたしますが宜しいですか。 刷毛引きとします。

1407 G-068
舗装D ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の
路盤について

部分詳細図(1)で､路盤材(再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ､ｸﾗｯｼｬﾗﾝ又はｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗ
ｸﾞ)と記入がありますが､再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを正と解釈して宜しいでしょうか｡御
指示下さい。

お見込みの通りです。

1408 G-068 縁石Eについて
基礎砕石に(再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ､切込砂利又は切込砕石)と記入がありますが､
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを正と解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

1409
G-068
G-023

Ｌ型側溝の仕様について

Ｌ型側溝の仕様の相違があります。
・部分詳細図（１）：Ｄ－１２　―　現場打ち
・ロータリー回り詳細図（２）：Ｅ・Ｆ部断面詳細図　―　鉄筋コンクリート製
現場打ちを正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）
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1410
G-068
G-038

舗装Ａの舗装断面について

舗装Ａ：アスファルト舗装車道（Ｔ２０）の舗装断面の相違があります。
・部分詳細図（１）　―　再生密粒度アスコン（１３）：Ｔ５０＋粒度調整砕石
Ｍ－３０：Ｔ２５０
・擁壁断面詳細図（１４）：ｈ－ｈ・ｉ－ｉ・ｊ－ｊ断面　―　密粒度アスコン：Ｔ５０
＋粗粒度アスコン：Ｔ５０＋粒調砕石：Ｔ１５０＋再生下層路盤材：Ｔ２００
再生密粒度アスコン（１３）：Ｔ５０＋粒度調整砕石Ｍ－３０：Ｔ２５０を正と考
えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1411
G-068
G-038

舗装Ｄの舗装材について

舗装Ｄ：カラーアスファルト舗装（歩道）の表層材の相違があります。
・部分詳細図（１）　―　カラー舗装材：Ｔ３０
・擁壁断面詳細図（１４）：ｈ－ｈ・ｉ－ｉ・ｊ－ｊ断面　―　再生細粒度アスコン：
Ｔ３０（透水性）
カラー舗装材：Ｔ３０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1412
G-068
G-039

舗装Ｂの舗装断面について

舗装Ｂ：アスファルト舗装車道（Ｔ１４）の舗装断面の相違があります。
・部分詳細図（１）　―　再生密粒度アスコン（１３）：Ｔ５０＋粒度調整砕石
Ｍ－３０：Ｔ１５０
・擁壁断面詳細図（１５）：ｋ－ｋ・ｌ－ｌ断面　―　密粒度アスコン：Ｔ５０＋粒
調砕石：Ｔ１５０＋再生下層路盤材：Ｔ２００
再生密粒度アスコン（１３）：Ｔ５０＋粒度調整砕石Ｍ－３０：Ｔ１５００を正と
考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1413 G-068・008・009
自転車置場廻り集水桝の施
工範囲について

部分詳細図（１）において、Ｄ－１７（Ａ）：自転車置場廻り集水桝４００×４０
０×５００ｄ（グレーチング蓋）詳細図がありますが、自転車置場の集水桝
は、雨水排水系統図・雨水桝リストより、４００Ｄ・Ｅ・Ｆタイプ（Ｈ５００・Ｈ５５
０・Ｈ６００）となっています。自転車置場廻り集水桝４００×４００×５００ｄ（グ
レーチング蓋）が必要な場合は、施工範囲図の発行をお願い致します。

４００Ｄ・Ｅ・Ｆタイプ（Ｈ５００・Ｈ５５０・Ｈ６００）とします。

1414 G-069 洗い場の配筋について
部分詳細図（２）において、Ｄ－２４：洗い場詳細図がありますが、配筋要
領が不明です。御指示下さい。 D-10＠200　カゴ状としてください。

1415 G-069・008・009
Ｕ型側溝用集水桝の施工範
囲について

部分詳細図（２）において、Ｄ－１８：Ｕ型側溝用集水桝詳細図があります
が、雨水排水系統図・雨水桝リストストには見当たりません。Ｕ型側溝用集
水桝が必要な場合は、施工範囲図の発行をお願い致します。

G-007図　雨水排水平面図　C-10　C-11間にあるL型側溝部です。

1416 G-070
ﾛｰﾄﾞﾍﾟｲﾝﾄ(横断歩道)の幅･
間隔について

部分詳細図(3)D-31で､幅45cm･間隔45cmと記入がありますが､図示では
幅･間隔共に30cmの記入で相違します｡それぞれ45cmを正と解釈して宜
しいでしょうか｡御指示下さい。

図示の巾40ｃｍ、間隔40ｃｍとします。

1417 G-006･070
ﾛｰﾄﾞﾍﾟｲﾝﾄ(横断歩道)の長さ
について

上記質疑図面で長さが3mと記入がありますが､標識等別図からの測定で
1.5m･2m･3mに区分して宜しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

1418
G-070

建築工事特記仕様書Ｐ５７
駐車ラインの幅について

駐車ラインの幅に相違があります。
・部分詳細図（３）　―　Ｗ１５０
・建築工事特記仕様書Ｐ５７　９路面表示用塗料　―　Ｗ１００
Ｗ１５０を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1419 G-071 雨水ﾏﾝﾎｰﾙの地業について
基礎砕石について､(再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ､切込砂利又は切込砕石)と記入があり
ますが､再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい。

G-65　スリット化粧蓋を参照してください。

1420 G-073 撤去工の寸法について
撤去工の寸法について、構造物の下地基礎、均しコンクリートの撤去寸法
をお教え下さい。

下地基礎不明ですが、均しコンクリート厚：100としてください。

1421
G-073
K-001

防火水槽撤去後埋戻し深さ
について

外構撤去図1､既存救急ｾﾝﾀｰ西側ﾛｰﾀﾘｰ部の下部防火水槽撤去につい
て､撤去は別途とし､埋戻しのみ本工事とありますが､埋戻し深さが不明で
す､御指示下さい｡

詳細は不明ですが、深さ3000としてください。

1422 G-073～075
外構撤去の舗装厚さについ
て

外構撤去図（１）・（２）・（３）において、凡例の外構舗装の撤去厚さが不明
です。下記と想定いたしますが宜しいですか。
①アスファルト舗装撤去　―　Ｔ１００
②コンクリート舗装撤去　―　Ｔ１５０

お見込みの通りです。

1423 G-074
水路ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄの撤去範
囲について

水路ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄの撤去範囲について、外構撤去図2､撤去範囲が不明
です､御指示下さい｡

南北通路の下部です。総延長85ｍです。

1424 G-077 雨水埋設管の撤去について
雨水埋設管の撤去について、外構撤去図5､範囲が不明です｡
範囲又は､1期～4期別･径別の数量を御指示下さい｡

雨水配管と汚水配管の種別は不明です。合わせた数量が参考内訳書に
記載されています。

1425 G-077 会所桝の撤去について
会所桝の撤去について、外構撤去図5､撤去する会所桝範囲が不明で
す｡
範囲又は､1期～4期別･寸法別の数量を御指示下さい｡

1800×900×H900　1期2か所　2期8か所
1350×1000×H900　1期1か所　2期2か所　4期2か所
1350×1000×H950　1期3か所　2期10か所　3期1か所　4期3か所

1426 G-078 サンドドレーンについて
サンドドレーンについて、「設置期間６カ月」と記載がありますが、６カ月経
過後もサンドドレーンの撤去の必要はなく残置と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1427 Ｇ-079 地盤沈下対策について
建物南側及び東側の地盤沈下対策ですが、2ｍ盛土部分の対策をお考
えでしょうか。それとも、地山部分をお考えでしょうか。又、仮設山留は指
定仮設でしょうか。御指示下さい。

２ｍの盛土部分です。山留は地盤沈下対策の指定仮設です。

1428 G－079図他 既存電柱について
病院敷地内にある電柱は残したままでしょうか。
山留めと干渉すると思われますが、どのような処置をお考えでしょうか。

病院敷地内にある電柱は、敷地外に移設します。移設は別途工事です。

1429
C-001
A-047
A-166

間仕切仕様について

１階　法規チェック図において、Ａ～Ｂ通り・５～６通り防災センター～仮眠
室・救命士控室間の間仕切が防火区画の指示ですが、１階平面詳細図
（１）では、壁凡例：Ｗ－２Ｇ・Ｗ－１より軽鉄間仕切（一般壁）です。部分詳
細図（１）より「ＷＴ－２Ｇ」及び「ＷＴ－１」に読み替えて宜しいですか。

ＷＴ－２Ｇとしてください。
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1430
C-001
Ｒ-008

ＳＳＤ－３の防火性能につい
て

ＳＳＤ－３の防火性能に相違があります。
・１階法規チェック図　―　特定防火設備
・建具表－１　―　一般仕様
特定防火設備を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1431 Ｒ-008
ＳＳＤ－３のガラス仕様につ
いて

上記質疑において、特定防火設備の場合、ガラス仕様を耐熱ガラスＴ８で
想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1432 C-001・A-136
ＳＳ－１１６の防火性能につ
いて

１階建具表（２）において、ＳＳ－１１６に特定防火設備の指示ですが、仕様
が軽量シャッター・法規チェック図でも区画では無いため、一般仕様と想
定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1433 C-001・A-138
ＬＳＤ－１０２の防火性能につ
いて

１階建具表（４）において、ＬＳＤ－１０２に特定防火設備とありますが、法規
チェック図で防火区画となる範囲に設置されないため、一般仕様と想定い
たしますが宜しいですか。

整形外科処置室のLSD102は防火区画の範囲となるので特定防火設備で
す。

1434
C-001他
A-049他
A-166

間仕切仕様について

１階　法規チェック図他において、Ｌ～Ｍ通り・１１通りＤＷ周囲が防火区画
の指示ですが、１階平面詳細図（３）他では、壁凡例：Ｗ－１・Ｗ－３より軽
鉄間仕切（一般壁）です。部分詳細図（１）より「ＷＴ－１」に読み替えて宜
しいですか。

お見込みの通りです。

1435
C-002
A-051
A-166

間仕切仕様について

２階　法規チェック図において、Ｌ～Ｍ通り・５通りＥＰＳ・ＰＳ周囲が防火区
画の指示ですが、２階平面詳細図（２）より壁凡例：Ｗ－４より軽鉄間仕切
（一般壁）です。部分詳細図（１）より「ＷＴ－１」に読み替えて宜しいです
か。

お見込みの通りです。

1436
C-002
Ｒ-009

ＳＳＤ－２の防火性能につい
て

ＳＳＤ－２の防火性能に相違があります。
・２階法規チェック図　―　特定防火設備
・建具表－２　―　一般仕様
特定防火設備を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1437 Ｒ-009
ＳＳＤ－２のガラス仕様につ
いて

上記質疑において、特定防火設備の場合、ガラス仕様を耐熱ガラスＴ８で
想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1438 C-002・Ａ-122・143
ＬＳＤ－２０７の防火性能・ガ
ラス仕様について

２階法規チェック図において、２階Ｌ～Ｍ通り８通りイートインイベントス
ペースＬＳＤ－２０７が特定防火設備の指示ですが、ガラス仕様が強化ガラ
スＴ５です。耐熱強化ガラスＴ５に読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1439 C-002・Ａ-122・144
ＬＳＤ－２１３の防火性能・ガ
ラス仕様について

２階法規チェック図において、２階Ｍ～Ｎ通り７～８通り払出室ＬＳＤ－２１３
が特定防火設備の指示ですが、ガラス仕様が強化ガラスＴ５です。耐熱強
化ガラスＴ５に読替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1440 C-004・A-124・151 ＰＳのＳＤ－４０５について
４階法規チェック図において、Ｊ～Ｌ通り９通りＰＳのＳＤ－４０５が防火区画
のため、特定防火設備になると思われます。ＳＤ－４０５ｂへ読替えて宜し
いですか。

お見込みの通りです。
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1441 C-004・A-124・152 前室のＬＤ－４０２について

４階法規チェック図において、Ｍ～Ｎ通り６通り前室のＬＤ－４０２が防火区
画のため、特定防火設備になると思われます。仕様を特定防火設備、ガラ
ス：耐熱強化ガラスＴ５、ガラリ：ＦＤ付きと想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1442 C-004・A-151
ＳＴＤ－４０８の防火性能につ
いて

４階建具表（１）において、ＳＴＤ－４０８が特定防火設備の指示ですが、４
階Ｊ～Ｌ通り３通りのＳＴＤ－４０８は防火区画等ではないため、一般仕様と
し、ガラスを強化ガラスＴ８で想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1443
C-004他
A-058他
A-166

間仕切仕様について

４階　法規チェック図他において、Ｉ～Ｉ’通り・１２通りＦＳ１の周囲が防火区
画の指示ですが、４階平面詳細図（３）では、壁凡例：Ｗ－２Ｇより軽鉄間
仕切（一般壁）です。部分詳細図（１）より「ＷＴ－２Ｇ」に読み替えて宜しい
ですか。

お見込みの通りです。

1444
C-004他
A-058他
A-166

間仕切仕様について

４階　法規チェック図他において、Ｉ’～Ｋ通り・９～１０通りＰＳ周囲が防火
区画の指示ですが、４階平面詳細図（３）では、壁凡例：Ｗ－４ａ・Ｗ－３・
Ｗ－２Ｇより軽鉄間仕切（一般壁）です。部分詳細図（１）より「ＷＴ－１」、Ｈ
ＷＣ１前は「ＷＴ－２Ｇ」に読み替えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1445 C-006・A-107
理学療法室・作業療法室の
防煙垂壁について

６階法規チェック図・６階天井伏図（２）において、理学療法室・作業療法
室に防煙垂壁が３か所分の指示ですが、法規チェック図と天井伏図で仕
様の相違があります。下記について御指示下さい。
①正しい仕様を御指示下さい。
②Ｗ寸法をそれぞれ御指示下さい。

天井伏せ図を正としてください。
W8,483　W8,580　W8,283

1446 C-027
工事ステップの駐輪場につ
いて

工事ステップ図（１）において、ＳＴＥＰ③・④の敷地西側に「駐輪場」とあり
ますが、駐輪場の工事区分が不明です。外構工事にて見込む工作物が
ある場合は、仕様・断面等の詳細図の発行をお願い致します。

駐輪場の表記はスペースの確保を示しています。本工事外です。

1447 Ｃ-027　ＳＴＥＰ③ 駐輪場
敷地西側に駐輪場が記載されています。設置の場合仕様をご指示下さ
い。

駐輪場スペースを示しています。本工事外です。

1448
C-027

解体図　浄化槽（Ｓ52）　図番402
排水処理１号施設について

C-027に記載されている「排水処理１号施設」について、解体図の浄化槽
（Ｓ52）配置図の、「浄化槽」、「ＲＩ貯留槽」、「薬液貯留槽」の３つの構造物
と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1449 C-027,C-028工事ステップ図 工事完了引き渡しについて
ステップごとでの工事完了引き渡しを行うと考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

ステップごとでの中間検査を行い、工事完了部分の部分引渡しを受けるこ
とを考えています。なお、対象部分は協議によります。

1450
C-027,STEP③既存浄化槽解体

C-037既存浄化槽解体山留計画図
既存浄化槽配置について

既存浄化槽は２か所と考えて、山留も必要か所を見込むと考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

既存浄化槽は２ヶ所です。西側の浄化槽は救急車両スペース確保のた
め、山留が必須と考え指定仮設としています。図示以外の山留は任意で
ご提案ください。

1451 C-027、029 山留工事について

C-027、029図に於きまして、準備工事期間（H30.11～H31.1）に新棟杭工
事とありますが、新棟山留工事期間も包含されていると考えて宜しいでしょ
うか。

お見込みの通りです。
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1452
C-027・028

G-003・004・005・006・007・010
工事ステップの外構工事に
ついて

工事ステップ図（１）・（２）において、ＳＴＥＰ①～ＳＴＥＰ⑥にて工事手順の
区分がありますが、外構図の各平面関係（舗装・囲障・排水・植栽・擁壁）
では、ＳＴＥＰ①～ＳＴＥＰ⑥の区分がありません。ＳＴＥＰ⑥にて「外構整備
（調整池工事含む）」とありますが、ＳＴＥＰ①～ＳＴＥＰ⑤までに外構工事が
必要な場合は、外構図のＳＴＥＰ図の発行をお願い致します。

STEP②浄化槽新設のサービスヤードの外構は、仮設で整備し、本節は
STEP⑥と考えています。
他、STEP⑤の新棟建設に際し南側外構が整備されていることが望ましい
と考えています。他はSTEP⑥と考えています。

1453 Ｃ-027・Ｓ-213 杭納期について

浄化槽施工期間が、Ｈ30/4～10と記載されています。山留から地下躯体
工事などを考慮すると、着工後すぐに杭打設の工程になりますが、杭納期
が通常3.5か月必要です。しかし、開札後の契約締結がＨ30/3上旬と予定
されていますので、施工者からの発注では間に合いません。発注者から
の支給材料にしていただけないでしょうか。または、2/6の業者決定通知
により、契約前発注（先行手配）してよろしいでしょうか。

発注者は関与しません。また材料支給等も行いません。

1454 C-028,STEP⑤本館、東館解体
解体前土壌汚染調査につい
て

土壌汚染調査における使用履歴を開示願います。調査における汚染状
況による工期変更費用清算は協議と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

土壌汚染調査は実施済みです。調査結果については基準値以下です。
既存病院下部については解体時に別途調査します。　原則として工期変
更は考えておりません。汚染が確認された場合の処分費用負担は別途協
議とします。

1455 Ｃ-030 山留について
指定仮設で山留が記載されていますが、新病院の一部分のみ山留が指
示されています。指示の無い部位は、任意で別に計上してよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

山留において指定のない部位は、任意で別計上をお願い致します。

1456 Ｃ-030 山留めについて

C-030の「CASE-4」の山留について、これは工事中の仮設調整池のため
の山留と考えて宜しいですか。その場合、必要な設置期間について御指
示ください。

調整地の建設着手までとしてください。

1457
Ｃ-030
Ａ-032

山留めの位置について

新病院山留計画図において、ＣＡＳＥ－１北西面のＥ～Ｈ通り７～１３通り
の山留めの設置位置が擁壁面に設置となっていますが、擁壁外面に塗膜
防水が必要になる為、現状の設置位置では、擁壁外面への塗膜防水の
施工ができません。ＣＡＳＥ－１の山留めの位置を再度御指示下さい。

壁面より５００離し、防水工事可能な設置としてください。

1458 Ｃ-035 山留めの位置について

上記において、浄化槽棟山留計画図（１）の配置についても、地下外壁面
への塗膜防水の施工ができませんので、山留めの位置の見直しを再度御
指示下さい。

壁面より５００離し、防水工事可能な設置としてください。塗膜防水（Y-1）し
ます。

1459 Ｃ-030、G-078 山留めについて

C-030の「CASE-3」の山留について、G-078に記載されている「仮設山
留」と同じものと思われますが、平面的な設置範囲に相違があります。G-
078の範囲を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1460 C-030、G-079 独立（仮設）調整池について
C-030図独立調整池、G-079図仮設調整池は、開発行為等には該当しま
すか。 該当します。仮設調整池については、協議済です。

1461 C-030～C-037 山留めについて
山留めが指定仮設である場合、芯材の「残置」、「引抜き」の条件について
御指示ください。

浄化槽解体山留「残置」、新設浄化槽SMW「残置」、CASE-1「残置」、
CASE-2「引抜き」、CASE-3「残置」、CASE-4「引抜き」としてください。
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1462 C-030～C-037 指定仮設について
C-030～C-037の山留計画図にて、「原則山留は指定仮設とする」とありま
すが、ＶＥ提案の対象と考えて宜しいでしょうか。 お見込みの通りです。

1463
C-030図～037図

建築工事特記仕様書 P.9
山留の指定仮設の御確認

新病院山留計画図等の山留関連図に、“原則山留は指定仮設とする”と
記載ありますが、建築工事特記仕様書の 3 土工事の5 山留工事に、“指
定仮設”と記載あり、若干の表現の相違がありますが、建築特記仕様書の
方を正とし、山留は“指定仮設”としてよろしいでしょうか。

図示の山留は指定仮設としてください。図示無き山留は任意で提案くださ
い。

1464 Ｃ-031～034 構台について
構台は、指定仮設でしょうか。その場合、今後の打合せにより実施と異
なった場合、清算頂けると考えてよろしいでしょうか。それとも、任意に計
画してよろしいでしょうか。御指示下さい。

構台は指定仮設ではありません。参考図としてください。

1465 Ｃ-033 構台計画について

C-033の構台スロープ部分において、「※現状の位置だと、乗入れに必要
な勾配の確保が厳しい」とコメントの記載がありますが、この図を指定仮設
として見積して宜しいですか。

構台は指定仮設ではありません。26.4m確保しスロープ勾配12.5％確保し
てください。

1466 C-033 1FLとGLの設定について
C-033図では1FL=GL+1800とありますが、設計図A-019図等記載の
1FL=GL+50の他、MFL等の設定値も設計図を正として宜しいでしょうか。 お見込みの通りです。

1467 C-037
既存浄化槽の解体山留計画
について

既存浄化槽の解体山留計画について、「浄化槽」の範囲のみを考慮して
おり、隣接する「薬液貯留槽」や「ＲＩ貯留槽」の解体山留めが考慮してい
ないように思われます。山留めを南側に拡張する必要があると考えます
が、御指示下さい。

提案願います。浄化槽解体の山留は救急車両の寄り付き確保を考慮して
います。

1468 C-037
既存浄化槽の解体山留計画
について

既存浄化槽の解体山留の仕様が「親杭」で計画されており、遮水工法と
なっておりません。釜場排水程度で解体工事が可能である前提での指定
仮設と考えて宜しいですか。

提案願います。浄化槽解体の山留は救急車両の寄り付き確保を考慮して
います。

1469 工事ステップ図②～④ 工事車両動線について
工事車両はＨ30.4からＨ32.12まで敷地外周道路を使用可能としてよいで
しょうか

使用可能です。病院関係者及び近隣住民、通学路のため学校関係者と
協議の上、工事車両動線、来院者通路を決定してください。

1470 K-001、K-003 東館庇の解体について

東館庇の解体について、K-001では「平成３０年８月から解体」となってい
ますが、K-003の矩計図では、既存庇の解体が平成３１年４月解体、共同
溝の解体が平成３３年７月解体となっており、相違があります。また、既存
庇の解体前に、下部の共同溝の解体となっており、施工手順が不明で
す。何れが正か御指示ください。

K-003　共同溝解体は、K-001　０８既存病院解体同様平成３３年８月～既
存庇解体はK-001　０３東館庇解体同様平成３０年８月～としてください。

1471
既存基礎解体範囲

K-001、004
解体深さについて

既存基礎躯体の解体深さは、排水処理１号施設、２号施設を除き、K-004
図に示されている高さ範囲にならってよいでしょうか。

お見込みの通りです。
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1472
Ｋ006解体工事特記仕様書・解体ｱｽﾍﾞｽﾄ

範囲図・参考設計書
既存建物有害物使用建材調
査について

特記仕様書に『調査により含有する場合は除去』、解体図面に疑わしい部
位がマーキングされており、更に、参考設計書摘要欄にも『アスベスト含
有』と記載されています。既存建物有害物質（PCB,アスベスト含有建材、
フロン、ハロン、水銀、鉛、ダイオキシン等)の調査結果はありますでしょう
か。又は今回入札に当たり、調査のみを計上し、実施数量で精算いただ
けるとしてよろしいでしょうか。合わせて、調査個所の指示下さい。

アスベスト調査結果は別紙にて添付します。ただし現場にてアスベストは
再調査を行うこと。（設備図記載）。PCBについては解体特記仕様書に記
載。フロン、ハロン、水銀、鉛、ダイオキシン等については設備図より計上
ください。

1473 K解体図 アスベストについて

解体、改修対象既存建屋に
外壁：吹付タイル、吹付リシン、内装壁・天井：吹付タイルが見受けられま
すが、アスベスト分析調査は実施されたうえで混入無しということでしょう
か。
さらに設備配管保温材なども同様ですが、
もし、分析調査未実施の場合、見積条件を
分析調査―別途
アスベスト混入―図示以外は無し
という見積上の条件と設定してよろしいでしょうか。

アスベスト調査は行っております。見積条件はお見込みの通りです。

1474 K解体図 現地調査について
既存建屋内部にアスベスト混入の結果が出ておりますが、各所立ち入り調
査は可能でしょうか。
その際、日時条件、申し込み方法をご教示願います。

アスベスト調査に関する立ち入り調査は不可とします。既存建物のアスベ
ストについては、調査結果をお知らせしますので、それを以ってご確認く
ださい。

1475
解体建物図402配置図、

K-001解体手順図
RI貯留槽、薬品貯留槽解体
について

配置図402には排水処理１号施設横にRI貯留槽、薬液貯留槽があります
が、解体するので解体見込む場合残留物処理は実施済みと致します。ま
た土壌汚染調査は実施済でしょうか。御指示下さい。

排水処理槽における残留物処理は本工事に含みます。
土壌汚染調査は実施済みです。調査結果については基準値以下です。
既存病院下部については解体時に別途調査します。

1476 解体工事
既存建物及び工作物の事前
処理について

解体前に、病院備品および浄化槽などの汚物処理等は全て終了している
としてよろしいでしょうか。御指示下さい。

病院備品の処理は終了しているとお考えください。浄化槽の汚泥処理は
本工事に含みます。

1477 解体手順図A1 既存解体

解体手順図（１）において、「０８トレンチ封鎖　平成３３年８月から」と指示が
ありますが、以下の不明点をご指示下さい。
　①封鎖方法
　②工事STEP

①コンクリートによる封鎖
②K-001　０８既存病院解体同様平成３３年８月～としてください。

1478 解体手順図A1 既存解体
解体手順図（３）排水ピット平面図において、「コンクリート壁新設（建築工
事）」とありますが、納まり詳細が不明です。御指示下さい。 W150　タテD13-@150  ヨコD10-@200としてください。

1479
解体図　浄化槽（Ｓ52）　図番402
解体図　浄化槽（Ｓ52）　図番451

薬品処理設備について
図番451の「薬品処理設備」と記載のある図面は、図番402の配置図中の
「薬液貯留槽」と同じと考えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

1480 参考設計書 解体について
参考設計書に、煙突などのダイオキシン除去の項目がありません。既存建
物は、そのまま解体しても問題ないと解釈してよろしいでしょうか。御指示
下さい。

ダイオキシンについては考慮しなくて結構です。

1481 S-01 鉄筋の種類について
一般共通事項でD38の基礎梁の鉄筋：D38ha、機械式継手。定着ﾌﾟﾚｰﾄの
記入がありますが、鉄筋はねじ鉄筋と解釈して宜しいでしょうか。御指示下
さい。

お見込みの通りです。
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1482 S-01 鉄筋の継手について
鉄筋継手について､機械式継手採用範囲はﾌﾟﾚｰﾄ定着と同じ基礎梁範囲
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1483
S-01～02

S-60
1階SRC梁について

ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様は1階床版と同様のｺﾝｸﾘｰﾄ番号2と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1484 S-01･48～49･60
剪断補強筋加工W-1形の使
用範囲について

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ形状にW-1形が記されておりますが､使用範囲の記載が無い様
に思われます｡該当範囲を御指示下さい｡ ｽﾀｰﾗｯﾌﾟに特に指定はしていません。

1485 S-02
１階ＳＲＣ梁のコンクリート仕
様について

構造関係特記仕様書（１）　６章コンクリート工事において、６．２．１コンク
リートの種類に新病院棟の１階ＳＲＣ梁について記載がありません。新病
院棟：床スラブ（１ＦＬ）１同様にＦＣ２４Ｎ、Ｓ１８（混和剤等も倣う）をと判断し
て宜しいですか。

お見込みの通りです。

1486 S-02
ｺﾝｸﾘｰﾄの計画供用期間
について

ｺﾝｸﾘｰﾄの計画供用期間の扱いは【標準】Fd=24N/mm2と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1487 S-02 高性能AE減水剤について
上記質疑に関連してｺﾝｸﾘｰﾄは全て高性能AE減水剤使用と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1488 S-02
ｺﾝｸﾘｰﾄの単位ｾﾒﾝﾄ量､水ｾ
ﾒﾝﾄ比について

ｺﾝｸﾘｰﾄ 単位ｾﾒﾝﾄ量最小値､水ｾﾒﾝﾄについて､Fc27未満はc≧270､
w/c60%以下､Fc27N/mm2以上はc≧290､w/c55%以下と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1489 S-02
高流度ｺﾝｸﾘｰﾄの仕様につ
いて

免震装置下部基礎､高流動ｺﾝｸﾘｰﾄは大臣認定品と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1490 S-02 ｺﾝｸﾘｰﾄの使用場所について

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類表 番号3の使用箇所が新病院棟:基礎･基礎梁の記載が
有りますが土に接する範囲の地下外壁､地下外壁に接続する土間ｽﾗﾌﾞも
番号3と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1491 S-02
コンクリートの気乾単位容積
質量について

コンクリートの気乾単位容積質量は2.3t/m3程度と考えて宜しいでしょう
か。2.3t以上が必要となる範囲があればご指示ください。その場合、重量
コンクリートを見込むと考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1492
S-02

建築工事特記仕様書P9
載荷試験について

杭および地盤の載荷試験が特記仕様書で行う、構造特記仕様書で行わ
ないと相違します。行わないものと考えてよろしいでしょうか。
行う場合は詳細を御指示下さい。

構造特記仕様書を正としてください。

1493
S-2

S-101
S-107～111

溶接閉鎖型せん断補強筋に
ついて

S-101図 使用材料に「D13 H形､W-I形:ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ･ﾌｰﾌﾟ」とありますが､W-I
形の範囲は下記の様に考えてよろしいですか｡
･柱 ﾌｰﾌﾟ
･大梁･小梁 ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ
(いずれも中子筋はH形)

柱フープ（一般部）のみとします。

1494
S-2
S-3

高性能AE減水剤について 使用箇所はFc27N以上に見込むと考えてよろしいですか｡ Fｃ21以上に見込んでください。
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1495 S-2･3
基礎･基礎梁のｽﾗﾝﾌﾟ値につ
いて

基礎･基礎梁のｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾝﾌﾟ値が構造図6章2節ではS21､13節ﾏｽｺﾝｸﾘｰ
ﾄではS15又は18で相違します｡S21を正と解釈して宜しいでしょうか｡御指
示下さい。

本体基礎，基礎梁のスランプ値は18cmとします。

1496 S-2･3
基礎･基礎梁のｾﾒﾝﾄの種類
について

上記質疑の基礎･基礎梁ｺﾝｸﾘｰﾄのｾﾒﾝﾄの種類が構造図6章3節では高
炉ｾﾒﾝﾄB種､13節ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄでは中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄで相違します｡中
庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄを正と解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

1497 S-02～03 ｺﾝｸﾘｰﾄの混和剤について
AE減水剤と高性能AE減水剤の2種類があります。ｺﾝｸﾘｰﾄ番号1～5は全
て高性能AE減水剤と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

1498 S-02～03 ｾﾒﾝﾄの種類について
ｺﾝｸﾘｰﾄ番号4は普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄと高炉ｾﾒﾝﾄB種の両方が適用されて
いますが普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄと考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1499 S-02･03
ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ値につい
て

ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ値が15cmと記載されておりますが､該当範囲は21cm
です｡ｽﾗﾝﾌﾟ値は21cmと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡ S18cmとします。

1500 S-02･03
ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄ ｽﾗﾝﾌﾟ値につい
て

ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ値が15cm･18cmと2種類記載されておりますが､ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ種類表の該当範囲は18cmです｡ｽﾗﾝﾌﾟ値は18cmと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1501 S-02･109
ﾘﾆｱｯｸ棟 溶接閉鎖型せん断
補強筋について

構造関係特記仕様書(1) 鉄筋工事 溶接閉鎖型せん断補強筋にﾘﾆｱｯｸ棟
と記入がありますが、適用範囲が不明です｡柱ﾌｰﾌﾟ(中子筋､仕口部は除
く)に適用すると解釈して宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1502 S-02・19
溶接閉鎖形の使用場所につ
いて

構造関係特記仕様書（１）　５章鉄筋工事において、６節　帯筋の組立てに
「Ｈ形」と「溶接閉鎖型」の２種類指示がありますが、使い分けが不明です。
溶接閉鎖型はリニアックの柱一般部のみに使用すると想定いたしますが
宜しいですか。

お見込みの通りです。

1503 S-02･79･80 鉄骨梁貫通ｽﾘｰﾌﾞについて

鉄骨梁貫通ｽﾘｰﾌﾞについて補強方法は全て既製品対応と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1504 Ｓ-03 鉄骨工事建方について
鉄骨建方において、ブロック毎に1節、２節、３節と進めることは可能でしょ
うか。それとも、節毎に階毎に纏めていかないといけないでしょうか。

建方精度に問題がないことが明らかであれば，ブロック毎でも可とします。

1505 Ｓ-03 鉄骨仮組について 仮組の部位をお示し下さい。
CLB上部～0節までの柱梁仕口部まわり，積層ゴム支承上部～0節までの
柱梁仕口部まわり，ロータリー庇架構，ヘリポート架構の一部，等を考えて

1506 S-03
コンクリート混和剤の仕様に
ついて

構造関係特記仕様書（２）　６章コンクリート工事において、６．３．１コンク
リートの材料に「ＡＥ減水剤」と「高性能ＡＥ減水剤」の２種類指示がありま
すが、入札条件としての使い分けが不明です。６．２．１．コンクリート種別
の配合番号のうち、２・３・４に「高性能ＡＥ減水剤」を適用するものと判断し
て宜しいですか。（Fc２４以上のJIS　A　5308に該当する仕様）

1～5全て高性能AE減水剤としてください。
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1507 S-03
無筋コンクリートの仕様につ
いて

構造関係特記仕様書（２）　６章コンクリート工事において、６．１４．１一般
事項に無筋コンクリートの使用箇所に防水押え、嵩上げコンの指示があり
ません。防水押え、嵩上げコンの仕様は全て軽量コンクリート（ＦＣ１８Ｎ、Ｓ
１８）を想定いたしますが宜しいですか。

3階電気室の押えコンクリートは，軽量コンクリート（Fｃ18、S18）でよろしい
です。それ以外は捨てコンクリート仕様と同じとします。

1508 S-03
軽量コンクリートの仕様につ
いて

上記に続きますが、軽量コンクリートの種類（１種ｏｒ２種）が不明です。御
指示下さい。 1種とします。

1509 S-03 膨張剤の仕様について
膨張剤の添加量､参考ﾒｰｶｰ品番等を御指示下さい｡ 添加量は20kg/m3とします。デンカパワーCSAタイプS同等品としてくださ

い。

1510 S-03 ｾﾒﾝﾄの種類について

ｾﾒﾝﾄ種類にてｺﾝｸﾘｰﾄ番号4が普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄと高炉ｾﾒﾝﾄB種に両方
に記載されておりますが､普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄと考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい｡

お見込みの通りです。

1511 S-03
雑立上りｺﾝｸﾘｰﾄの仕様
について

構造図にない意匠図より算出可能な雑立上り､基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様は接地
する躯体の強度･ｽﾗﾝﾌﾟ値と同様と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い｡

お見込みの通りです。

1512 S-03
鉄骨仮組の対象範囲につい
て

鉄骨仮組について行うとありますが､対象範囲を御指示下さい｡
CLB上部～0節までの柱梁仕口部まわり，積層ゴム支承上部～0節までの
柱梁仕口部まわり，ロータリー庇架構，ヘリポート架構の一部，等を考えて
います。

1513 S-03 鉄骨錆止めの範囲について
錆止め塗装について工場2回塗りと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い。 お見込みの通りです。ただし，現場タッチアップは含みます。

1514 S-03 膨張材の使用範囲について
新病院棟地下外壁の膨張材の使用範囲が図示されていません。ご指示く
ださい。

地下外壁（土圧壁）全てとしてください。

1515 S-03
３節、工作一般の仮組につ
いて

３節、工作一般の仮組について、「行う」と指定されていますが、仮組を行
う範囲をご指示ください。

CLB上部～0節までの柱梁仕口部まわり，積層ゴム支承上部～0節までの
柱梁仕口部まわり，ロータリー庇架構，ヘリポート架構の一部，等を考えて
います。

1516 S-03
免震層耐火被覆部の
錆止塗装有無について

S-03図7章9節に耐火被覆部の錆止塗装はなしとありますが、免震部にお
いては、外部となるため、耐火被覆部でも錆止塗装ありと考えてよろしいで
しょうか。ご指示ください。

免震ピット内は錆止め塗装のみとします。

1517
マスコンクリート範囲

S-03
中庸熱セメント範囲について

リニアック棟の中庸熱ポルトランドセメント使用範囲は、遮蔽壁の１FL打継
より上部のみと考えてよいでしょうか。

遮蔽壁を受ける基礎梁も含みます。

1518
S-03
S-104

ﾘﾆｱｯｸ棟のﾏｽｺﾝ範囲につい
て

構造特記仕様書で該当範囲は遮蔽壁とありますが軸組図で同範囲は膨
張剤入りｺﾝｸﾘｰﾄです。ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄではなく膨張剤入りｺﾝｸﾘｰﾄと考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

特記仕様書を正としてください。

1519
S-03
S-50

病院棟のﾏｽｺﾝ範囲につい
て

構造特記仕様書で該当範囲は基礎･基礎梁とありますがﾋﾟｯﾄ床となる
FS35の厚さ分は含まれないものと考えてよろしいでしょうか。 お見込みの通りです。

1520
S-03

建築工事特記仕様書P15
ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄの仕様について

混和剤とｽﾗﾝﾌﾟの仕様が2種類ずつ記載されております。高性能AE減水
剤、S18と考えてよろしいでしょうか。
また特記仕様書よりｾﾒﾝﾄの種類は中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄと考えてよろしい
でしょうか。併せて御指示下さい。

お見込みの通りです。
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1521 S-03・23・24・112
マスコンクリートの適用場所
について

構造関係特記仕様書（２）　６章コンクリート工事において、６．１３．１一般
事項にマスコンクリートの適用場所が指示ありますが、具体的な範囲が不
明です。下記を想定いたしますが宜しいですか。
①新病院棟　―　基礎伏図に記載基礎・基礎梁
②上記①に耐圧版ＦＳ３５（Ｋ～Ｍ・７～８間）、免震層伏図のスラブＦＳ３５
（全面）、バットレスＲＷ２０は含まれない
②リニアック　―　遮蔽壁
③上記②に屋根スラブ（Ｔ１，５００）は含まれる
④上記②に基礎梁は含まれない

①お見込みの通りです。
②いずれもマスコンクリートでは考えていません。
②お見込みの通りです。
③お見込みの通りです。
④遮蔽壁に取り付く基礎梁はマスコンクリートとします。

1522 S-03･35～45 混和材の使用範囲について

混和材の膨張材について使用箇所は軸組図に示すと記載されておりま
すが､記載が無い様に思われます｡地下外周壁部分に採用と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1523 S-03・35～45・50・51
コンクリート膨張剤の使用箇
所について

構造関係特記仕様書（２）　６章コンクリート工事において、６．３．１コンク
リートの材料に膨張剤の指示があり、「新病院棟の地下外壁に採用（使用
箇所は軸組図に示す）」と指示がありますが、新病院棟の軸組図に範囲を
示されていません。記載の通り、新病院棟の地下外壁に採用とし、範囲は
下記を想定いたしますが宜しいですか。。
①擁壁リスト（１）・（２）にて、ＭＦＬ－１００より上部のＲＷ３５
②ＲＷ３５上部の免震ＥＸＰ．Ｊ下スラブ及び立上りも含む

お見込みの通りです。

1524 S-03
コンクリート膨張剤の仕様に
ついて

上記に続きますが、膨張剤の仕様が不明です。御指示下さい。 添加量は20kg/m3とします。デンカパワーCSAタイプS同等品としてくださ
い。。

1525
S-03・77・78

特記仕様書P43
鉄骨錆止め塗装の塗装回数
について

鉄鋼面錆止め塗装２回塗りについて、仕様が不明です。工場２回塗りを想
定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。ただし，現場におけるタッチアップは含みます。

1526 S-4
鉄筋の重ね継手及び定着の
長さについて

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度Fc42における鉄筋の重ね継手及び定着の長さについて､
Fc36と同様に考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1527 S-08
梁貫通孔補強（Ｈ形）の配筋
について

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（５）７－４に「表７－１－１　Ｈ形配筋」が
記載ありますが、配筋種別Ｈ１～Ｈ７の使い分けが不明です。配筋種別が
判断出来る資料の発行をお願い致します。

梁貫通孔補強は既製品とします。構造別図１を参照してください。

1528
S-8
S-24
A-19

釜場の配筋について
釜場の配筋について､寸法が2000角とありますが､構造配筋標準図の基
礎ｽﾗﾌﾞﾋﾟｯﾄ(1000以内)に倣うと考えてよろしいですか｡
異なる場合は詳細をご指示下さい｡

お見込みの通りです。

1529 S-08・24
土間コンクリート誘発目地の
有無について

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（５）　７－２土間コンクリートにおいて、誘
発目地要領の指示がありますが、新病棟は構造スラブの為、該当場所無
しと想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。
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1530 S-09～12
梁継手部・柱廻りデッキ受け
の仕様について

鉄骨構造基準（１）～（４）において、梁継手部・柱廻りデッキ受けの指示が
ありません。仕様を御指示下さい。 S-65図によります。

1531 S-11･69･70
鉄骨柱仕口ダイヤﾌﾗﾑ
について

鋼管･角形鋼管柱仕口ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑについて詳細が不明です｡下記の様に考
えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･仕口最上下:通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ 梁ﾌﾗﾝｼﾞ2UP又柱厚以上 C材
･仕口中間:内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ 梁ﾌﾗﾝｼﾞ2UP B材

S-10,69の要領としてください。

1532 Ｓ-12、Ｓ-69、70 鉄骨梁継手工法
鉄骨梁２Ｇ～８Ｇの鉄骨梁継手工法は、Ｓ-12図のノンブラケットタイプ梁
継手標準と考えて宜しいでしょうか。 お見込みの通りです。

1533 S-12･35～45 大梁継手について

2～8FL大梁継手についてCG梁以外の梁は全てﾉﾝﾌﾞﾗｹｯﾄ継手と考えて
宜しいでしょうか｡
またﾉﾝﾌﾞﾗｹｯﾄ継手標準図よりﾉﾝﾌﾞﾗｹｯﾄGPL厚は全てPL-16と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1534 Ｓ-18
Ｆ.Ｔ.ＰＩＬＥ杭頭処理につい
て

ＦＴキャップ仕様採用に当たり、大成建設からの『施工指導・品質管理支
援』と記載してありますが、具体的にはどのような内容になるのでしょうか。
又、その費用につきましては、見積にどのように反映すればよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

施工体制図は構造評定委員会の指示により掲載したものです。施工体制
図右側のFTPile構法既製杭協会会員会社による施工であれば、大成建
設とのやり取りは特に必要ありません。したがって，見積に反映する必要
は特にありません。

1535 Ｓ-18 ＦＴｷｬｯﾌﾟの採用について 大成建設の大臣認定品のため、同等品で見積もってよろしいでしょうか。 設計図の通りとしてください。

1536 S-22・102・206 試験杭の試験内容について

既製コンクリート杭における、根固め部ソイルセメントの未固結状態の材料
の、直接採取による圧縮強度試験の指示がありません。必要と判断いたし
ますが、宜しいですか。

お見込みの通りですが，大臣認定取得条件による品質管理試験は考慮し
てください。

1537 Ｓ-22・Ｓ-47 杭長さについて
浄化槽及び病院の杭長さが記載されていますが、事前調査や試験杭など
による調整などは考えなくてもよろしいでしょうか。調整する場合、費用精
算頂けるとしてよろしいでしょうか。御指示下さい。

杭長さは図面に記載された長さを正として見積をしてください。
施工段階において調整が必要となった場合は別途協議とします。
なお、参考数量書においては、20％の杭本数に対して杭頭カットを見込
んでいます。

1538
S-23
A-31

耐圧ｽﾗﾌﾞのﾚﾍﾞﾙについて

耐圧ｽﾗﾌﾞの下端ﾚﾍﾞﾙについて
S-23図 GL-4600 (特記なき)
A-31図 GL-3250 (GL-2900 + t350)
とありますが､A-31図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1539
S-24
S-55

免震下部基礎について
免震下部基礎ﾘｽﾄMF21とMF22が伏図に記載がありません｡不要と考えて
よろしいですか｡

お見込みの通りです。

1540
S-26
S-65

CDS20の型枠について
合板型枠と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1541
免震ﾋﾟｯﾄの耐火被覆につい
て

免震装置廻りおよび1階鉄骨梁には不要と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

必要です。

1542 S-26,S-60
SRC部鉄骨大梁の
継手仕様について

1F部のSRC大梁は、ﾌﾞﾗｹｯﾄ方式ですが、継手リストがありません。継手ﾘｽ
ﾄをご提示ください。

S-13図によります。
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1543 S-26～32・65
スラブ段差補強の適用範囲
外について

１～７階伏図において、床段差は最大Ｈ４００迄ありますが、スラブ納まり要
領図のスラブ段差ではＨ２００迄の指示しかありません。Ｈ２００を超えた場
合、７階将来対応スラブの納まり（スタッドボルトは無し）を想定いたします
が宜しいですか。

お見込みの通りです。ただし，H250～400は頭付きスタッドφ16@200を設
けます。

1544 S-26～33・65・66・77・78
ニューフェローデッキの採用
について

１～８階床伏図及びスラブリストにおいて、スラブは全面型枠デッキの指示
ですが、ニューフェローデッキの指示もあり、何れを採用するか不明です。
入札条件は下記の何れか御指示下さい。
①１～８階床全て型枠デッキ
②ニューフェローデッキ配置図（１）・（２）にて指示がある範囲は、ニュー
フェローデッキにて見込む

②とします。

1545 S-26～34、77、78 ｽﾗﾌﾞ仕様について
各階伏図とフェローデッキ配置図でスラブの使用が異なります。スラブ配
置はフェローデッキ配置図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

1546 S-26～34･77･78 地上階の在来ｽﾗﾌﾞについて
ﾆｭｰﾌｪﾛｰﾃﾞｯｷ配置図で､白抜き部分が在来ｽﾗﾌﾞと記入がありますが､こ
れは1～R階床伏図で特記除きで記載のあるDS15及びDS20と解釈して宜
しいでしょうか｡御指示下さい。

お見込みの通りです。

1547 S-26他

長大建物のため床ひび割れ
及び免震装置の水平変形抑
止
について

建物が長いため床スラブのひび割れリスク、免震装置の水平変形のリスク
が大きいと考えます。7通、I通及びQ通に後打ち帯(幅50cm:膨張剤Con)
を設けるとしてよろしいでしょうか。（１Ｆ-５Ｆ）及び（6F以上は6通及びL通
の2ヶ所）

お見込みの通りです。

1548
S-27～33

S-65
A-34

片持ち床版 補強について
片持ち床版の補強について､1階CSD20及び2～8階CSD15他の片持ち床
は外部に面する為､ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞではなく在来型枠と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1549 S-27他
大梁ﾊﾟﾈﾙ変形が卓越する
床スラブのひび割れ防止
について

長尺シートなどひび割れに敏感な仕上げが多いため、スパン15-12mの大
梁ﾊﾟﾈﾙ部分のDS15スラブは配力筋方向の大梁上部でのひび割れのリス
ク大きいと考えます。配力筋（大梁上L=1.5m)にひび割れ補強筋D10@200
を追加すると考えてよろしいでしょうか。
（各階共通）

設計図の通りとします。

1550 S-29 4F　二重床について I-M、⑦-⑬の範囲が二重床になっている意図をご教示ください。 将来可変のためです。

1551 S-30～32
５～７階外壁下受け梁の用
途について

５～７階床伏図において、Ｉ通り１２～１３通り間に小梁ＳＢ４０の指示があり
ますが、何用の鉄骨か不明です。外壁受けの小梁と想定し、５～８階の１
通り・６通り・Ｉ通り・Ｕ通りの持出し部分に必要といたしますが、宜しいです
か。

床スラブ受け用小梁です。各階伏図の通りとしてください。

1552 S-32 7F　二重床について 各病棟の中央部が二重床になっている意図をご教示ください。 将来可変のためです。
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1553
S-33

A-110
ｽﾗﾌﾞ底型枠について

８階床伏図T-U､1-２間の一部で
S-33図 DS15(ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ)
A-110図 (J)打放補修 外装薄塗材E
とありますが､A-110図を正とし在来型枠と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1554
S-33
A-34
A-110

ｽﾗﾌﾞ底型枠について

床伏図外周片持ちｽﾗﾌﾞについて
S-33図 CDS15(ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ)
A-34･110図 (J)打放補修 外装薄塗材E
とありますが､A-34･110図を正とし在来型枠と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1555
S-35～46
S-61～63

鉄骨大梁の継手形式と
仕様について

軸組図より、大梁はノンブラケット工法に見受けられますが、ウエブの継手
仕様が不明です。継手仕様をご指示ください。また、ブラケット形式の場
合、フランジとウエブの継手リストを併せてご指示ください。

S-12図によります。
ブラケット形式の継手リストはS-13図によります。

1556 S-35図～45図 鉄骨梁端部継手位置
各軸組図の鉄骨大梁について、ｽﾊﾟﾝが長い大梁は中央部分に継手位置
の指示はありますが、鉄骨大梁端部の継手位置が記載ありません。継手
位置を御指示下さい。

S-12,§13によります。

1557 S-37
ﾛﾝｸﾞｽﾊﾟﾝﾉﾝﾌﾞﾗｹｯﾄ梁の
中間継手について

7通り(I-K間)GX5他､ﾛﾝｸﾞｽﾊﾟﾝﾉﾝﾌﾞﾗｹｯﾄ梁の中間継手についてﾌﾗﾝｼﾞ･
ｳｪﾌﾞ共にﾌﾟﾚｰﾄﾀｲﾌﾟと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1558 S-38・39・27・28 片持ち梁の符号について
１１・１２通り軸組図において、２・３階Ｉ通り側の片持ち梁符号が不明です。
２・３階床伏図よりＣＧＸ２を想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1559 S-39・26 梁の符号について
１２通り軸組図において、１階Ｉ～Ｋ通り間の梁符号が不明です。１階床伏
図よりＧＸ５を想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1560 S-44・27～29 片持ち梁の符号について
Ｒ通り軸組図において、２～４階１通り側の片持ち梁符号が不明です。２～
４階床伏図よりＣＧＹ２を想定いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1561 S-50-51
地表面に出るスラブの
ひび割れ防止について

ひび割れ防止のため、誘発目地をピッチ＠3.0m程度で設置すると考えて
よろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1562 S-52他 免震装置の鉄部について
積層ゴムのﾌﾗﾝｼﾞ・ﾎﾞﾙﾄ・ﾍﾞｰｽＰＬ、および直動すべり支承・減衰ｺﾏのﾍﾞｰ
ｽPL・ｴﾝﾄﾞPL・ﾎﾞﾙﾄは亜鉛メッキ仕様と考えてよろしいでしょうか。

S-16,17図によります。

1563 S-54
免震装置下部のアンカーボ
ルト用補強筋について

免震装置基礎リスト（１）において、ＭＦ１～ＭＦ１２の免震装置下部にアン
カーボルト用補強筋の指示がありますが、鉄筋径及び長さが不明です。
御指示下さい。

S-52図によります。
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1564 S-54
免震装置下部の基礎 配筋
について

免震基礎ﾘｽﾄで免震装置下部の基礎にｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ用補強筋の記入があり
ますが、径・長さが不明です。御指示下さい。

S-52図によります。

1565 S-55
免震下部基礎の配筋につい
て

免震下部基礎MF24の配筋について､
断面 13-D16
B断面下部基礎 11-D16
とありますが､断面13-D16を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1566 S-59
柱ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ詳細につい
て

柱ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ詳細を御指示下さい｡
参考数量書においては，①柱側取付けプレート：PL-19(SS400)，
②①の添板：2-PL-12(SS400)，③内ダイアフラム：PL-19(SN490B)，
④ボルト：6-M20(F10T)/1面    を，各柱継手４面に見込んでいます。

1567 S-60 定着方法の確認
1FのSRC大梁のMF基礎取合い部分の梁主筋はRC被覆内にアンカー（鉄
骨手前アンカー）納まりとしてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1568 S-65
1階SRC梁～床取合につい
て

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷおよびﾆｭｰﾌｪﾛｰﾃﾞｯｷの掛り代として梁側面に厚10の打ち増し
があるものと考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。 増打ち無しとしてください。

1569 S-65
2重ｽﾗﾌﾞの型枠種別につい
て

上下共に合板型枠と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
消火水槽上部スラブは合板型枠としますが、それ以外はフラットデッキ型
枠とします。

1570 S-65
吊りﾋﾟｯﾄｽﾗﾌﾞの型枠につい
て

合板型枠と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
フラットデッキ型枠とします。

1571 S-65
フラットデッキプレートの厚み
について

スラブリストにおいて、フラットデッキプレートの厚みが不明です。御指示下
さい。 ｔ＝1.6ｍｍとします。

1572 S-65
鉄筋～鉄骨梁取合いの取合
いについて

スラブ納まり要領図において、５階二重スラブ及び、７階将来対応スラブに
鉄骨梁の側面部にＤ１３＠２００（Ｌ＝５００＋５００）の指示がありますが、
「ウェブ孔明けのうえ通し筋」、「スタッド溶接」の何れか不明です。ウェブ孔
明けのうえ通し筋と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1573 S-65
スラブ段差部鉄骨梁側面増
打補強について

スラブリストのスラブ納まり要領図において、５階二重スラブの梁側面増打
ち配筋が不明です。７階将来対応スラブ同様と想定いたしますが宜しいで
すか。

お見込みの通りです。

1574 S-65 ｺﾝｸﾘｰﾄの強度について
ｽﾗﾌﾞ納まり要領図のCDS20について､ｺﾝｸﾘｰﾄ強度はFc24N SL18と考えて
よろしいですか｡

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

1575
S-65

A-032～038
片持ち床版の型枠について

片持ち床版の型枠材に相違があります。
・スラブリスト（片持ち床版）
　―　流れ止めプレート＋補強鉄骨
・矩計図（２）～（８）
　―　ＲＣ下地補修＋フッ素樹脂塗装
見え隠れ部分は「流れ止めプレート＋補強鉄骨」、見え掛り部分は「ＲＣ下
地補修＋フッ素樹脂塗装」を想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1576
S-65

S-77～78
在来ｽﾗﾌﾞについて ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷは全て厚1.6と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。 お見込みの通りです。

1577 S-66
ニューフェローデッキ連結筋
の施工箇所について

ニューフェローデッキ設計標準仕様書（Ｓ）において、梁上連結筋の位置
が明確ではありません。レ連続梁とはせず、デッキ短辺方向（主筋方向）と
直交する大梁上、小梁上の全てに必要と想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。

1578 S-68 ｺﾝｸﾘｰﾄの強度について
ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞに取付く柱脚及び設備基礎等のｺﾝｸﾘｰﾄ強度はFｃ21N SL18と
考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1579 S-69 大梁継手について
1FL大梁ﾌﾞﾗｹｯﾄ継手は全てﾌﾗﾝｼﾞ現場継手と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡ お見込みの通りです。

1580 S-69・70・76
鉄骨柱の現場溶接部エレク
ションピースの仕様について

鉄骨架構詳細図（１）・（２）及びヘリポート・連絡ブリッジ鉄骨詳細図におい
て、柱現場溶接部にエレクションピースの指示がなく、仕様が不明です。
柱サイズ毎に御指示下さい。

参考数量書においては，①柱側取付けプレート：PL-19(SS400)，
②①の添板：2-PL-12(SS400)，③内ダイアフラム：PL-19(SN490B)，
④ボルト：6-M20(F10T)/1面    を，各柱継手４面に見込んでいます。

1581 S-73 階段について
階段詳細図(1)のE部詳細図に記載のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのD寸法についてD=150
程度と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1582 S-75 階段4について
階段詳細図 階段4のkp(間柱)について､1階平面図に記載がありません
が､断面図Sec.X1よりkp(間柱)を1か所見込んでよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1583 S-79
梁貫通孔の構造種別につい
て

梁貫通孔数量図（１）【参考図】において、１階床伏図はＳ梁とＳＲＣ梁の２
種類ありますが、数量分けされていません。ＳＲＣ梁の場合、鉄筋による補
強も必要となる為、区分が必要です。Ｓ梁とＳＲＣ梁それぞれの箇所数を
御指示下さい。

それぞれの仕様は構造別図２を参照してください。
梁貫通孔にの数量についてはS梁のみを見込んでください。

1584 S-79 鉄骨梁貫通ｽﾘｰﾌﾞについて
1階床伏図梁貫通ｽﾘｰﾌﾞについて全てS梁と考えて宜しいでしょうか｡
SRC梁範囲が御座いましたら対象か所数を御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1585 S-81
ロータリー庇の浅層混合処
理工法の仕様について

庇１（ロータリー庇）鉄骨詳細図（１）において、基礎下浅層混合処理工法
の指示がありますが、仕様が不明です。固化材料及び添加量を御指示下
さい。

セメント系固化材　添加量60ｋｇ/㎥とします。
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1586 S-81 基礎下の地盤改良について
基礎下の地盤改良について､「改良体下端ﾚﾍﾞﾙは既存躯体下端(解体時
に地盤を乱した範囲)までとする｡」とありますが､H=1000程度を見込むと考
えてよろしいですか｡

H=3900mmとします。

1587 S-81
庇1 基礎下地盤改良につい
て

庇1(ﾛｰﾀﾘｰ庇)鉄骨詳細図(1) 基礎下に地盤改良の記入がありますが､添
加量が不明です｡御指示下さい｡

セメント系固化材  60ｋｇ/㎥とします。

1588 S-81
庇1 基礎下地盤改良につい
て

上記地盤改良の改良下端ﾚﾍﾞﾙは既存躯体下端と記入がありますが、既
存躯体の下端ﾚﾍﾞﾙが不明です｡御指示下さい｡

下記の解体図を参照してください。
既存本館：131～148枚目。既存東館：365～377枚目。既存共同溝：289～
292，409～411枚目。追加資料：既存救急センター構造図、構造別図６を
参照ください。

1589
S-81

K-004
ロータリー庇基礎の地盤改
良下端レベルについて

庇１（ロータリー庇）鉄骨詳細図（１）において、基礎下浅層混合処理工法
に「※改良体下端レベルは既存躯体下端（解体時に地盤を乱した範囲）
までとする」と指示がありますが、判断出来ません。解体手順図（４）より「既
存躯体ＦＬ－２，５５０以上撤去」と指示がある為、改良体下端レベルは１Ｆ
Ｌ－２，５５０と判断して宜しいですか。

改良体下端レベルは、GL-5500とします。

1590
S-82

A-033
ロータリー庇の高さについて

Ｉ通り側ロータリー庇の梁天端レベルに相違があります。
・庇１（ロータリー庇）鉄骨詳細図（２）・（３）
　―　ＧＬ＋３，９１５
・矩計図（３）　―　ＧＬ＋２，９０５
ＧＬ＋３，９１５を正として宜しいですか。

お見込みの通りです。

1591 S-101
剪断補強筋加工W-1形
使用範囲について

ﾌｰﾌﾟ･ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ形状にW-1形が記されておりますが､使用範囲の記載が無
い様に思われます｡該当範囲は柱の一般部帯筋のみ､柱仕口帯筋､基礎
梁･梁肋筋はH形と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

お見込みの通りです。

1592 S-108
基礎梁ﾘｽﾄのLFGY11につい
て

基礎梁ﾘｽﾄのLFGY11の寸法について､
断面 600x3000
ﾘｽﾄ 600x2800
とありますが､断面を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1593
S-113
A-019

梁貫通孔の数量について

梁貫通孔数量図【参考図】において、ＲＣ梁貫通孔径毎の指示数量（φ６
００＋φ２００＋φ１００）は、基礎伏図・ピット平面図に指示がある人通口
（φ６００）＋通気管（φ１５０）＋通水管（φ１５０）の事を示していると想定い
たしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1594
S-113
A-019

梁貫通孔の数量について

上記に続きますが、梁貫通孔数量図【参考図】と基礎伏図・ピット平面図
が同じ部材を示している場合、径とか所数に相違があります。
・ピット階平面図、基礎伏図　―　人通口φ６００：１２か所、通気管φ１５０：
２６か所、通水管φ１５０：２６か所
・ピット階平面図　―　φ６００：１３か所、φ２００：２８か所、φ１５０：２７か所
ピット階平面図、基礎伏図を正と考えて宜しいですか。

ピット階平面図による数量を正としてください。
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1595
S-206
S-207

埋め戻しについて

JX5-JX6､JY1-JY3間について
S-206図 ﾋﾟｯﾄ有 JFS45 (埋戻の印無し)
S-207図 ﾋﾟｯﾄ無 JFS30 (下部は埋戻し)
とありますが､S-207図を正と考えてよろしいですか｡

お見込みの通りです。

1596
S-206
S-207
S-216

配管ﾄﾚﾝﾁの基礎について
配管ﾄﾚﾝﾁ配筋詳細図(1)JY通-8000にある基礎について､配筋をご指示
下さい｡

構造別図３を参照してください。

1597
S-206・207

A-325～327
E-028

重油地下タンクの納まりにつ
いて

１階平面図において、Ｘ５～６通り間の重油地下タンク置き場の指示があり
ますが、断面図等がなく、地下部の意匠が不明です。下記を御指示下さ
い。
①発電設備機器姿図に記載の乾燥砂の有無、範囲
②１階スラブ天端レベル（１ＦＬ－８３０）～マンホール迄のＲＣ立上り
③タンク下のＲＣ基礎詳細

①乾燥砂ありとし、躯体内全てとしてください。
②RC立上りありとし、GLレベル、躯体レベルにそれぞれマンホール設置と
します。
③構造別図５の配筋要領としてください。

1598 S-206･213･216 配管ﾄﾚﾝﾁ基礎ﾘｽﾄについて
配管ﾄﾚﾝﾁ部 基礎D寸法がSec.Aでは800mmと思われますが基礎ﾘｽﾄに該
当する基礎ﾘｽﾄがありません｡御指示下さい｡ 構造別図３を参照してください。

1599 S-207 土間ｺﾝｸﾘｰﾄについて

浄化槽と液酸ﾀﾝｸ置場の間に土間ｺﾝｸﾘｰﾄとありますが､下記の項目をご
指示下さい｡
・ｺﾝｸﾘｰﾄ強度
・厚み
・配筋

Fc18、スランプ値は15ｃｍとし、S-07図を参照してください。

1600 S-207 液酸ﾀﾝｸ置場について
浄化槽棟 1階床伏図 液酸ﾀﾝｸ置場(雑配筋詳細図2参照)の記入がありま
すが、ますがｺﾝｸﾘｰﾄ強度は浄化槽強度Fc-27 S-18と解釈して宜しいで
しょうか。御指示下さい

Fc24、スランプ値は18ｃｍとします。

1601 S-207 土間ｺﾝｸﾘｰﾄについて
浄化槽棟 1階床伏図 JY5-6間に土間ｺﾝｸﾘｰﾄの記入がありますが、ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ強度及び断面･配筋等が不明です。Fc-21N S-18、D10＠200ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾛ
ｽ程度と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

Fc18、スランプ値15ｃｍとし、S-07図を参照してください。

1602 S-207 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様について

土間ｺﾝｸﾘｰﾄが1階床伏図に配置されておりますが､厚みは150mm､配筋は
D10＠200ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ､ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様は強度補正無しのFc18N/mm2､ｽﾗﾝﾌﾟ
値15cmと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

Fc18，S=15cmとし，S-07図を参照してください。

1603
S-207
A-325

断熱材及び防湿ｼｰﾄについ
て

地下1階平面図X4-X5間のRI処理室のｽﾗﾌﾞ下に断熱材及び防湿ｼｰﾄを
下記の様に見込んでよろしいですか｡
･断熱材 t=25
･防湿ｼｰﾄ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15

お見込みの通りです。

1604 S-207･A-327 配管ﾄﾚﾝﾁについて
浄化槽棟配管ﾄﾚﾝﾁ JY1通り～新病棟接続(EXP.J)までの配管ﾄﾚﾝﾁ長さ
が、B1階床伏図ではL10805ですが、Y3断面図ではL9000と相違していま
す。L9000を正と解釈して宜しいでしょうか。御指示下さい。

構造図を正としてください。
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1605 S-216 配管ﾄﾚﾝﾁについて
浄化槽棟雑配筋詳細図1･配管ﾄﾚﾝﾁ 断面の杭頭部～ﾄﾚﾝﾁ底盤まで
H=500部の配筋が不明です。御指示下さい。

構造別図３を参照してください。

1606 S-216
配管ﾄﾚﾝﾁのｺｰﾅｰ補強
について

配管ﾄﾚﾝﾁ部 耐圧･床～壁のｺｰﾅｰ補強筋について継手が発生する場
合､重ね継手と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1607 S-217
液酸ﾀﾝｸ置場のｺﾝｸﾘｰﾄ強度
について

ﾀﾝｸ置場のｺﾝｸﾘｰﾄ強度は浄化槽に倣ってFc27Nと考えてよろしいです
か｡

Fc24、スランプ値は18ｃｍとします。

1608 S-301
柱脚ｺﾝｸﾘｰﾄ使用場所につ
いて

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕様表 使用箇所に2階床･柱脚と記載がありますが､柱脚の配
筋断面等見受けられません｡必要な場合､断面･高さ等が判断出来る図面
を御指示下さい｡

BxD=550x550，高さは1FL+100までとし，配筋D13@200ﾀﾃﾖｺとしてくださ
い。

1609
S-301～305

R-013
柱脚について 寸法、高さ、配筋等の詳細が記載されておりません。御指示下さい。 BxD=550ｘ550，高さは1FL+100までとし，配筋D13@200縦横共とします。

1610 S-304 合成ﾃﾞｯｷについて
ﾒｯｼｭ筋φ6-100×100または異形鉄筋D10@200とありますが、異形鉄筋と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1611 S-304
デッキスラブ内の配筋につい
て

スラブリストにおいて、ＤＳ１は「メッシュ筋φ６×１００×１００又はＤ１０－＠
２００」と指示がありますが、何れを採用するか不明です。Ｄ１０－＠２００と
想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1612 S-304 ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄ鉄筋種類について
ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄDS1にて､ﾒｯｼｭ筋6φx100x100又はD10-＠200と記載があります｡
見積上はD10-＠200と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡ お見込みの通りです。

1613 E-003 太陽光発電設備について
太陽光発電設備について、工事区分表-1に「太陽光発電システム機器及
び取付下地(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ共)：電気工事」とありますが、図面に記載がありま
せん。別途工事と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

お見込みの通りです。

1614 E-003
電話機器の工事区分につい
て

構内交換設備において、図面E-003工事区分表では電話機器の配線及
び機器設置工事費は本工事ですが、図面E-209の凡例では電話交換機
（移設）は別途工事と記載されています。尚、参考数量書566、567では、
機内ユニット及び移設工事費が1式と記載されています。工事区分につい
て再度御指示下さい。

電話交換機（移設）は本工事とします。

1615 E-004
情報システム機器の工事区
分について

構内情報通信設備において、図面E-004工事区分表では情報システム機
器の配線及び機器設置工事費は別途で、配管が本工事で区分けされて
いますが、図面E-209の凡例には情報モジュラーの仕様が記載があり、参
考数量書569では電線1式、情報用アウトレット1式と記載されています。工
事区分について再度御指示下さい。

情報用アウトレット及び電線も本工事とします。電線は空配管の導入線を
示します。

1616 E-004,E-275
入退室管理設備の工事区分
について

E-004の工事区分表では『電気工事』となっていますが、E-275の区分表
では『機器納入据付：防犯設備工事』、『配管配線他：電気工事』となって
おります。『機器納入据付』は別途工事と考えて宜しいでしょうか。

防犯設備工事、電気工事共に全て本工事です。
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1617 Ｅ-005，Ｅ-013 切替図について
切替図について、３、５図は予備回線有の場合に成立するので、参考資
料と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。（同様の質問複数あり）

切替図については参考図とします。Ｅ-005図、Ｅ-013図、Ｅ-029図に於い
て、予備線高圧ケーブル、構内柱、装柱材を本工事にて見込んでくださ
い。

1618 E-006 コンセントポールについて
屋外構内配電図において、コンセントポールの記載がありますが、仕様が
不明です。高さ等の仕様を御指示願います。

パナソニック株式会社WK4602SK+DDP100S同等品としてください。

1619 E-006 PASの仕様について

構内配電線路設備において、高圧受電点区分開閉器（PAS）の仕様にで
すが、図面E-006にはPAS7.2KV　300Aと記載ありますが、所内キュービク
ルの変圧器容量に比べ容量が小さいと思いますがよ宜しいでしょうか。
（参考数量書P599は開閉器箱1式としか記載されていません。）

設計図の通りとします。

1620 E-008
受変電設備の予備線につい
て

電力引込工事において、予備線が将来別途工事となっています。
上記に伴い、E-009に記載の③、④の予備線の高圧引込盤、予備線高圧
受電盤は未実装(函体のみ）と考えてよろしいでしょうか。ご指示願いま
す。

盤内高圧母線、断路器は本工事とします。真空遮断器、計器類、継電器
類は将来別途工事としますが、将来、取付可能なよう加工は必要としま
す。

1621 E-029
受変電設備の予備線につい
て

上記に伴い、E-029の系統図上に記載のあるピット内及び縦幹線の高圧
予備線は、無し（空配管対応）と考えてよろしいでしょうか。ご指示願いま
す。

Ｅ-005図、Ｅ-013図、Ｅ-029図に於いて、予備線高圧ケーブル、構内柱、
装柱材を本工事にて見込んでください。高圧ケーブル、構内柱、装柱材
の仕様・寸法・員数はＥ-029図を参照願います。

1622 E-034
受変電設備の予備線につい
て

上記に合わせE-034の平面図に記載の横引き高圧予備線は、無し（空配
管対応）と考えてよろしいでしょうか。

高圧予備線ケーブルは本工事にて見込んでください。高圧ケーブルの仕
様・寸法・員数はＥ-029図を参照願います。

1623 E-008
3階電気室変圧器仕様につ
いて

変圧器は『トップランナー仕様』と考えて宜しいでしょうか。 お見込みの通りです。

1624 E-008,011 Ｔｒの多層化について
ＴＲの多層化について、３φ５００ｋＶＡに多相化を実施しなくても宜しいで
しょうか。（同様の質問複数あり）

お見込みの通りです。

1625 E-022,025
直流電源装置配電盤の回路
構成について

上記の質疑に伴い、E-022の配電盤回路構成が正とした場合、配電盤内
の結線は、E-025単線結線図記載の分岐回路結線を基に、『ｷｭｰﾋﾞｸﾙ操
作電源,監視電源以外の回路』については『交流・直流出力』に分類する
と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1626 Ｅ-008，Ｅ-011 Ｔrの防振装置について
Ｔrの防振装置について、防振や防音対策は実施しなくても良いと考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。（同様の質問複数あり）

特記仕様書に記載の耐震施工は必要です。

1627 Ｅ-008，Ｅ-011 変圧器の多層化について
変圧器において、３φ５００kVAは多層化については対象外と考え、多層
化は不要と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1628 Ｅ-008，Ｅ-011 変圧器の防振装置について
変圧器の防振装置について、防振ゴムによる防振や防音対策と考えて宜
しいでしょうか。

お見込みの通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1629 E-010,032他
屋内ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの仕様につ
いて

幹線設備平面図の強電用ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの材質ですが、『Z35(亜鉛ﾒｯｷ)』の
記載がありますが、電気室詳細図では『Z(鋼板製)』の記載があります。屋
内ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸについては、強電用,弱電用共『Z(鋼板製)』と考えて宜しい
でしょうか。

屋内ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸについては、強電用,弱電用共ＺＭ（公共建築設備工事標
準図（電気設備工事編）記載）とします。

1630 E-011 変圧器の容量について
屋上ｷｭｰﾋﾞｸﾙの単相変圧器の容量ですが、単線結線図と配電盤名称リス
トで異なります。単線結線図の容量を正と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1631 E-011,029
発電機の高圧幹線ｹｰﾌﾞﾙ仕
様について

E-011図ではFPTｹｰﾌﾞﾙですが、E-029図ではCVTｹｰﾌﾞﾙです。FPTｹｰﾌﾞ
ﾙを正と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1632 E-012 基礎の向きについて
屋上ｷｭｰﾋﾞｸﾙの基礎の向きですが、側面図を正と考えてよろしいでしょう
か

建築図を正とします。

1633 E-013 受変電設備の切替について

電力引込工事において、予備線が将来別途工事となっています。そのた
め、E-013図の高圧切替のシーケンスは実装不可となります。
動作試験や作動確認についてもできないため、本線停電時に予備線切
替のシーケンスと予備線停電時のシーケンスは、不要と考えて宜しいで
しょうか。御指示願います。

お見込みの通りです。

1634 E-022,025
直流電源装置配電盤の回路
構成について

E-025図の単線結線図記載の配電盤回路とE-022直流電源装置の配電
盤回路の構成が異なります。E-022の配電盤図の回路構成を正と考えて
宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1635 E-026
屋外設置機器の塗装につい
て

発電機設備特記仕様に『屋上に設置の機器について耐塩塗装のこと』と
記載がありますが、他の機器については『耐塩塗装』の指定がございませ
ん。屋外設置機器については、発電機も含めて耐塩塗装は不要と考えて
宜しいでしょうか。

発電機設備のみ耐塩塗装とします。

1636 Ｅ-028 乾燥砂充填について 乾燥砂充填について、不要と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。 燃料地下タンクは機械設備工事です。

1637 Ｅ-028 乾燥砂充填について 乾燥砂充填について、不要と捉えて宜しいでしょうか。 燃料地下タンクは機械設備工事です。

1638 E-029
ケーブルラックサイズについ
て

幹線系統図において、縦系統のケーブルラックサイズ、仕様が記載されて
おらず不明です。
ケーブルラックサイズを御指示願います。

階段３南側ＥＰＳ内は１階から7階まで全てＺＭ-１０００Ｂ×３とします。他の
縦系統は全てＺＭ-１０００Ｂ×１とします。

1639 E-029
強電ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸのｻｲｽﾞにつ
いて

強電用ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸのｻｲｽﾞについて、縦系統のﾗｯｸｻｲｽﾞ及び本数の記載が
ございません。ご指示ください。

階段３南側ＥＰＳ内は１階から7階まで全てＺＭ-１０００Ｂ×３とします。他の
縦系統は全てＺＭ-１０００Ｂ×１とします。

1640 E-030,005
接地極種別及び数量につい
て

電力引込図に記載の接地極種別・数量と、接地線系統図の接地極種別・
数量の記載内容が異なります。接地線系統図を正と考えて宜しいでしょう
か。

お見込みの通りです。
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質問の要旨 質問の内容 回答

1641 E-030,188,202
プルボックス（ＷＰ）の材質に
ついて

ヘリポート照明設備の凡例にプルボックスＷＰは『亜鉛メッキ仕上』と記載
がありますが、他の設備凡例では全て『防水　ＳＵＳ製』と記載があります。
『防水　ＳＵＳ製』を正と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1642 Ｅ-030，Ｅ-188，Ｅ-202 接地について

接地について、一般接地は単独＋ＳＰＤ経由での統合接地及び分電盤
函体に構造体より直接接地、医療接地は接地極＋構造体よりの接地、避
雷設備は接地局より構造体に溶接＋屋上避雷針より構造体溶接と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。（同様の質問複数あり）

お見込みの通りです。

1643 E-031,039
ﾋﾟｯﾄ,屋外ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの仕様
について

ﾋﾟｯﾄ,屋上設置の強電用ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの仕様ですが、『Z35』と『ZAM』が併記
されております。『高耐食亜鉛ﾒｯｷ鋼板製(商品名:ZAM等)』を正と考えて
宜しいでしょうか。

Ｚ35を正とします。

1644 E-031,039
ﾋﾟｯﾄ,屋外ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸのｶﾊﾞｰ
について

ﾋﾟｯﾄ,屋上設置の強電用ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの屋外ｶﾊﾞｰですが、ﾗｯｸ上面のみに
設置すると考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1645
E-040～046
E-158～172 動力設備の接続について

動力設備平面図において、空調機、換気設備等の天井設置機器が天井
付コンセントによる接続となっているように記載されています。
電源は機器への直接接続も可と考えて宜しいでしょうか。御指示願いま
す。

病室内ウォールケアユニットは建築工事とします。

1646 E-101～102 照明器具メーカーについて
照明器具姿図の一部にて、メーカー特有の姿図となっています。各照明
器具メーカーにて、同様な機種にて代替が可能として宜しいでしょうか。 監督職員の承諾を得て同様な機種にて代替が可能とします。

1647 E-101～103 照明器具の仕様について
照明器具姿図 E-101、102,103図において、参考型番が記載されておら
ず見積が困難です。
姿図の同等品のメーカー及び参考型番を御提示願います。

東芝ライテック株式会社、パナソニック株式会社、三菱電機照明株式会
社、株式会社ヤマギワより見積徴収願います。
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1648 E-150
ｺﾝｾﾝﾄ(発電機回路)の通電
表示ﾗﾝﾌﾟについて

凡例では、『発電機回路のｺﾝｾﾝﾄは電源表示灯付とする』と記載がありま
すが、注記10．では『医用ｺﾝｾﾝﾄの内、発電機回路のｺﾝｾﾝﾄは通電表示
ﾗﾝﾌﾟ付』とあります。後者を正とし『医用ｺﾝｾﾝﾄの発電機回路』のみ通電表
示ﾗﾝﾌﾟ付と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1649 E-173
病室内のウォールケアユニッ
トについて

病室内ウォールケアユニットは別途工事と考えて宜しいでしょうか、御指示
願います。
本工事となる場合、型番と仕様を御指示願います。

病室内ウォールケアユニットは建築工事を参照してください。

1650 E-184
3階厨房内の手元開閉器仕
様について

3階厨房内の手元開閉器について、防水仕様は不要と考えて宜しいで
しょうか。

お見込みの通りです。

1651 E-203，E-204 電話設備について
電話設備について、既設の電話交換機・電話機器メーカーについてメー
カー名を御指示下さい。

富士通株式会社です。

1652 E-203，E-204 電話設備について
電話設備について、既設の電話交換機等の機器の移設工事は別途工事
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

本工事とします。

1653 E-204他
構内交換設備の既設ﾒｰｶｰ
について

構内交換設備はPBXが既設機器の移設となるため、新設機器についても
ﾒｰｶｰが限定されます。既設納入ﾒｰｶｰ及び施工代理店名,担当者及び連
絡先をご教授ください。

メーカーは富士通株式会社です。施工代理店は株式会社宇式通信シス
テム（静岡市葵区）伏見氏担当です。

1654 E-204他
構内交換設備の工事区分に
ついて

E-027他図面の凡例では『電話交換機(移設品)：別途工事』の記載があり
ます。E-024記載の機器の内、既設機移設品の移設設置工事については
『別途工事』と考えて宜しいでしょうか。

本工事とします。

1655 E-204他
構内交換設備の工事区分に
ついて

上記質疑に伴い、既設機器移設,新設機器設置を含めた『試験調整費
用』については、本工事と考えて宜しいでしょうか。

本工事とします。

165／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1656 E-218 テレビ４ｋ／８Ｋ対応について
ＢＳ／ＣＳアンテナ及び機器について、４Ｋ・8Kの対応について記載があり
ません。対応無しで宜しいでしょうか。

アンテナ及び機器の仕様は公共建築工事仕様書（電気設備工事編）、公
共建築工事標準図（電気設備工事編）によります。

1657 E-275
防犯・入退室管理設備仕様
について

E-275に記載内容について、メーカー特有の情報が記載されています。
各防犯機器メーカーの同等のものにて代替えが可能なものとしての見積
で宜しいでしょうか。
※センター装置にログイン方法が『キーボードのみ』・『カード＋キーボー
ド』のどちらか⇒『キーボードのみ』等

各防犯機器メーカーの相当品とします。

1658 E-275・A-120・002・003 電気錠の制御盤について
建具共通事項・工事区分表において、電気錠制御盤が建築工事の指示
ですが、防犯・入退室管理設備で制御盤は防犯設備工事で相違がありま
す。防犯設備工事を正と考えて宜しいですか。

電気設備工事（防犯・入退室管理設備）とします。

1659 E-275・A-120・002・003 電気錠の制御盤について

上記質疑において、制御盤が建築工事の場合、下記について御指示下
さい。
①制御盤の個数
②制御盤の設置位置
③制御盤の機器の同等メーカー・品番

電気設備工事（防犯・入退室管理設備）とします。

1660 E-291、292
火災報知設備受信機仕様に
ついて

火災受信機の仕様について、アドレス数が４０８０と記載されていますが、
実装のアドレス数は１７８４となっています。必要な予備数について、御指
示下さい。
アドレス数４０８０及び履歴機能１０分間のトレンドグラフ等の仕様で、メー
カーが限られますが、各防災メーカー同等品での代替が可能として宜し
いでしょうか。

各防災メーカーの相当品とします。

1661 Ｅ-304～307 中央監視メーカーについて

中央監視の保有機能について、メーカー特有の機能が記載されていま
す。各中央監視メーカーにて、同様な機種にて代替が可能として宜しいで
しょうか。

お見込みの通りです。

1662 E-321
中央監視設備の配線ルート
について

中央監視制御設備においてケーブルラックの記載がありますが、中央監
視設備用にケーブルラックを敷設すると考えて宜しいでしょうか、御指示
願います。

幹線設備のケーブルラックを兼用するものとします。

1663 E-321他
中央監視光ｹｰﾌﾞﾙの施工に
ついて

中央監視設備のRS盤間等に敷設される光ｹｰﾌﾞﾙですが、強電用ｹｰﾌﾞﾙ
ﾗｯｸ上に敷設されております。強電用ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸにはｾﾊﾟﾚｰﾀｰが必要で
しょうか。ご指示ください。

セパレーターを必要とします。

1664 E-337
検診センターの盤接続につ
いて

検診センターにおいて、既設1P-2に接続すると記載がありますが、盤改造
は不要と考えて宜しいでしょうか。もし必要となる場合は改造費を御提示
願います。

盤改造は不要とします。
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1665 共通 インフラの切り回しについて
電気工事において、電気図に図示以外のインフラ切り回し工事は発生し
ないと考えて宜しいでしょうか。もし発生する場合、切り回し内容が分かる
図面を御提示願います。

電気図に図示以外のインフラ切り回し工事は発生しないと考えて宜しいで
す。

1666 E-354～366
既存救急センターの改修工
事について

STEP５の既存救急センター改修工事中の既存現病院利用について、現
病院の使用部分におけるコンセントの増設やセキュリティ等に関して電気
設備の既存改修は特に無いと考えて宜しいでしょうか。
もし発生する場合は工事内容が分かる図面を御提示願います。

特に無いと考えてください。

1667 E-354～366
既存救急センターの改修工
事について

STEP５の既存救急センター改修工事において、改修期間3か月について
の基本料金は別途工事と考えて宜しいでしょうか。ご指示願います。

お見込みの通りです。

1668 M001,002 ダクトの防振について
特記仕様書にダクトの防振について記載が特に御座いません。対象流
体、施工区分、防振材料等を具体的に御指示下さい。 特にございません。

1669 M001,002 ダクトのシールについて

特記仕様書にはダクトのシールを行う箇所の記載が特にございません。厨
房排気及び特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統、クリーンルーム系統に
は必要と想定いたしますが宜しいですか。その他必要範囲がございました
ら御指示下さい。

ダクトのシールを行う箇所は、厨房排気及び特殊排気（ステンレス鋼板ダ
クト）系統、クリーンルーム系統とします。

1670 M-001,002 ダクトの防振について
特記仕様書にはダクトの防振については特に明記がございませんが不要
と判断してよろしいでしょうか。必要な場合は、対象流体、施工区分、防振
材料等を具体的にご提示下さい。

特にございません。

1671 M-001,002 ダクトのシールについて

特記仕様書にはダクトのシールを行う箇所の記載が特にございませんが、
厨房排気及び特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統、クリーンルーム系統
には必要と考えますが宜しいですか。その他必要範囲が御座いましたら
ご提示下さい。

厨房排気及び特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統、クリーンルーム系統
はシールするものとします。
その他は不要です。

1672
M001,002

ダクトの保温について

特記仕様書にダクトの保温有無については標準仕様書第２編によると記
載がございます。次の通りに想定いたしますが宜しいですか。
外気　ＯＡ　全て保温
排気　ＥＡ　外壁1.0ｍ保温
全熱交換器系統の保温については外壁より機器までのＯＡ、ＥＡ、及び機
器より制気口までのＯＡを保温対象と想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1673
M001,002

ダクトの保温について

特殊排気（ステンレス鋼板）ダクトの保温有無も上記の一般排気に準拠す
るものと想定いたしますが宜しいですか。また保温材質、保温厚に関して
も上記の通り標準仕様書に準拠するものと想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。
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（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1674
M-001,002

ダクトの保温について

特記仕様書にはダクトの保温有無については標準仕様書第２編によると
記載がございますが次の通りに判断いたしますがよろしいでしょうか。
外気　ＯＡ　全て保温
排気　ＥＡ　外壁１．０ｍ保温
全熱交換器系統の保温については外壁より機器までのＯＡ、ＥＡ、及び機
器より制気口までのＯＡを保温対象といたしますがよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1675
M-001,002

ダクトの保温について
特殊排気（ステンレス鋼板）ダクトの保温有無も上段の一般排気に準拠す
るものと考えますが宜しいですか。又、保温材質、保温厚に関しても上段
通り標準仕様書に準拠するものと致しますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1676
M001,002,P001,002

配管の保温について
歯科用配管（吸引・エアー）、中材配管（純水）について中材配管のみ保
温工事が必要と想定いたしますが宜しいでしょうか。 お見込みの通りです。

1677
M001,002,P001,002

配管の保温について
特殊排水管の保温有無、保温仕様は汚水、雑排水に準拠するものと想定
いたしますが宜しいですか。 お見込みの通りです。

1678
M001,002,P001,002

配管の保温について
地下ピット内の排水管の保温断熱工事は全て不要と想定いたしますが宜
しいですか。 お見込みの通りです。

1679
M001,002,P001,002

配管の保温について
蒸気管（還り）、及び医療機器冷却水管の保温工事は不要と想定いたしま
すが宜しいですか。

蒸気管（還り）の保温工事は不要とします。
医療機器冷却水管の保温工事は必要、冷水管の保温仕様とします。

1680
M001,002,P001,002

配管の保温について
ＲＯ水管の保温は給水に準拠するものと想定いたしますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1681
M-001,002,P-001,002

配管の保温について
特殊排水管の保温有無、保温仕様は汚水、雑排水に準拠するものと考え
ますが宜しいですか。又、地下ピット内の排水管の保温断熱工事は全て
不要と考えますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1682
M-001,002,P-001,002

配管の保温について
蒸気管（還り）、及び医療機器冷却水管の保温工事は不要と考えて宜しい
ですか。又、ＲＯ水管の保温は給水に準拠するものと考えて宜しいです
か。

蒸気管（還り）の保温工事は不要とします。
医療機器冷却水管の保温工事は必要、冷水管の保温仕様とします。
ＲＯ水管の保温は給水に準拠するものとします。

1683
M001,002,P001,002

参考数量表
配管、ダクト材料について

配管材料が特記M,P-001及び凡例M,P-002、参考数量表に相違がありま
す。配管材料、ダクト材料については何れが正かご指示ください。 図番M-002、P-002の配管凡例・使用材料表を正とします。

1684
M-001,002,P-001,002

参考数量表
配管、ダクト材料について

配管（蒸気管）の配管材料が特記Ｍ－００１と凡例Ｍ－００２で異なります。
参考数量表を含め配管材料、ダクト材料については何を優先に考えれば
宜しいですか。

蒸気配管は、図番P-002の配管凡例・使用材料表を正とします。
配管材料、ダクト材料についても、図番M-002、P-002の配管凡例・使用
材料表を正とします。

1685 M001,P001 配管の防振について

特記仕様書には配管の防振については特に明記がございませんが不要
と想定いたしますが宜しいでしょうか。必要な場合は、対象流体、施工区
分、防振材料等を具体的に御指示下さい。

特にございません。

1686 M001,P001 遮音について

特記仕様書には配管及びダクトの遮音工事については特に記載がござ
いませんが不要と想定いたしますが宜しいでしょうか。
必要な場合は、対象となる配管、ダクト、及び遮音材料の仕様を御指示下
さい。

特にございません。
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1687 M-001,P001 アスベストについて

既設撤去に伴うアスベスト調査、分析及びアスベストの撤去、処分につい
て詳細が不明です。本工事にて見込む場合は対象材料、対応方法等を
具体的に御指示下さい。

全て本工事とします。設計中のアスベスト調査は別紙参照ください。
アスベスト調査は解体前に再度行うこと。分析及びアスベストの撤去、処分
については、法規制に基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703、P-801の表を参照すること。

1688 M-001,P001 工場検査について

製造工場等における材料検査を行う工事材料は監督員の指示によるとの
記載が御座いますが、現状見積時では工場検査費用は不要と想定いた
しますが宜しいですか。

機械設備に関しましては工場検査費用は不要としてください。

1689 M-001,P-001 配管の防振について
特記仕様書には配管の防振については特に明記がございませんが不要
と判断してよろしいでしょうか。必要な場合は、対象流体、施工区分、防振
材料等を具体的にご提示下さい。

特にございません。

1690 M-001,P-001 遮音について

特記仕様書には配管及びダクトの遮音工事については特に記載がござ
いませんが不要と判断してよろしいでしょうか。
必要な場合は、対象となる配管、ダクト、及び遮音材料の仕様をご提示下
さい。

特にございません。

1691 M-001,P-001 アスベストについて
既設撤去に伴うアスベスト調査、分析及びアスベストの撤去、処分につい
ては該当無し、又は別途工事と考えますが宜しいですか。本工事にて見
込む場合は対象材料、対応方法等を具体的にご提示下さい。

全て本工事とします。
アスベスト調査、分析及びアスベストの撤去、処分については、法規制に
基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703、P-801の表を参照すること。

1692 M-001,P-001 工場検査について
製造工場等における材料検査を行う工事材料は監督員の指示によるとの
記載が御座いますが、現状見積時では工場検査費用は不要と考えます
が宜しいですか。

お見込みの通りです。

1693 M-001、M-002 ダクトのシールについて

特記仕様書にはダクトのシールを行う箇所の記載が特にございませんが、
厨房排気及び特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統、クリーンルーム系統
には必要と考えますが宜しいでしょうか。
その他必要範囲が御座いましたらご提示下さい。

厨房排気及び特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統、クリーンルーム系統
はシールを行うものとします。

1694 M-001、M-002 ダクトの防振について

特記仕様書にはダクトの防振については特に明記がございませんが不要
と判断して宜しいでしょうか。
必要な場合は、対象流体、施工区分、防振材料等を具体的にご提示下さ
い。

特にございません。

1695
M-001、M-002

ダクトの保温について

特記仕様書にはダクトの保温有無については標準仕様書第２編によると
記載がございますが次の通りに判断して宜しいでしょうか。
外気　ＯＡ　全て保温
排気　ＥＡ　外壁から1.0ｍ保温
全熱交換器系統の保温については、外壁より機器までのＯＡ、ＥＡ、及び
機器より制気口までのＯＡを保温対象といたしますが、宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1696
M-001、M-002

ダクトの保温について

特殊排気（ステンレス鋼板）ダクトの保温有無も一般排気に準拠するものと
考えますが、宜しいでしょうか。
また、保温材質、保温厚に関しても標準仕様書に準拠するものと考えて宜
しいでしょうか。

お見込みの通りです。
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1697 クリーンルームについて

クリーンルームに該当する部屋についてご確認いたします。
以下の部屋をクリーンルームの該当室と判断いたしますが、宜しいでしょう
か。
２Ｆ　無菌室、ミキシングルーム
４Ｆ　各手術室、無菌室
７Ｆ　ＣＣＵ２床室
各階　クリーンエアコン設置室

１F　血管室、心カテ室、４F既滅菌室、５FGCU・未熟児室、分娩室、新生
児室もクリーンルーム該当でお願いします。

1698 クリーンルームについて

クリーンルームに該当する部屋についてご確認いたしますが次の部屋をク
リーンルームの該当室と判断いたしますがよろしいでしょうか。
２Ｆ　無菌室、ミキシングルーム
４Ｆ　各手術室、無菌室
７Ｆ　ＣＣＵ２床室
各階　クリーンエアコン設置室

１F　血管室、心カテ室、４F既滅菌室、５FGCU・未熟児室、分娩室、新生
児室もクリーンルーム該当でお願いします。

1699 クリーンルームについて

クリーンルームに該当する部屋について下記の通りと想定いたしますが宜
しいですか。
２Ｆ　無菌室、ミキシングルーム
４Ｆ　各手術室、無菌室
７Ｆ　ＣＣＵ２床室
各階　クリーンエアコン設置室

１F　血管室、心カテ室、４F既滅菌室、５FGCU・未熟児室、分娩室、新生
児室もクリーンルーム該当でお願いします。

1700
M-001、M-002、
P-001、P-002

配管の保温について
蒸気管（還り）、及び医療機器冷却水管の保温工事は不要と考えて宜しい
でしょうか。
また、ＲＯ水管の保温は給水に準拠するものと考えて宜しいでしょうか。

蒸気管（還り）の保温工事は不要とします。
医療機器冷却水管の保温工事は必要、冷水管の保温仕様とします。
ＲＯ水管の保温は給水に準拠するものとします。

1701
M-001、M-002、P-001、P-002

参考数量表
配管、ダクト材料について

配管（蒸気管）の配管材料が特記M-001と凡例M-002で異なります。
参考数量表を含め配管材料、ダクト材料については何を優先に考えれば
宜しいでしょうか。

蒸気配管は、図番P-002の配管凡例・使用材料表を正とします。
配管材料、ダクト材料についても、図番M-002、P-002の配管凡例・使用
材料表を正とします。

1702 M-001、P-001 工場検査について
製造工場等における材料検査を行う工事材料は監督員の指示によるとの
記載が御座いますが、現状見積時では工場検査費用は不要と考えます
が宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1703 M-001、P-001 遮音について

特記仕様書には配管及びダクトの遮音工事については特に記載がござ
いませんが不要と判断してよろしいでしょうか。
必要な場合は、対象となる配管、ダクト、及び遮音材料の仕様をご提示下
さい。

特にございません。

170／179



質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1704 M-001、P-001 配管の防振について
特記仕様書には配管の防振については特に明記がございませんが不要
と判断して宜しいでしょうか。必要な場合は、対象流体、施工区分、防振
材料等を具体的にご提示下さい。

特にございません。

1705 M-001、P-001 アスベストについて
既設撤去に伴うアスベスト調査、分析及びアスベストの撤去、処分につい
ては該当無し、又は別途工事と考えますが宜しいですか。本工事にて見
込む場合は対象材料、対応方法等を具体的にご提示下さい。

全て本工事とします。
アスベスト調査、分析及びアスベストの撤去、処分については、法規制に
基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703、P-801の表を参照すること。

1706 M002
排気ダクトの気密対応につ
いて

特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統に用いるダンパは、気密対応とする
必要であると想定いたしますが、対象ダクトや許容漏洩量を御指示下さ
い。

気密ダンパーとします。
性能は2ｍ3/1ｋＰａ時とします。

1707 M-002
排気ダクトの気密対応につ
いて

特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統に用いるダンパは、気密対応とする
必要は御座いませんか。
必要な場合は対象ダクト、許容漏洩量をご指示下さい。

気密ダンパーとします。
性能は2ｍ3/1ｋＰａ時とします。

1708 M-002
排気ダクトの気密対応につ
いて

特殊排気（ステンレス鋼板ダクト）系統に用いるダンパは、気密対応とする
必要は御座いませんか。必要な場合は対象ダクト、許容漏洩量のご提示
をお願いします。

気密ダンパーとします。
性能は2ｍ3/1ｋＰａ時とします。

1709
M002,P002

参考数量表P730
配管材料について

歯科用配管（吸引・エアー）、中材配管（純水）についての配管材料は、参
考数量表を正と考えて宜しいですか。 配管材料は、参考数量表を正とします。

1710
M002,P002

参考数量表P730
配管材料について

中材配管（純水）については、参考数量表でステンレス鋼管との記載が御
座いますが、この配管に関しては、禁油品の使用、脱脂洗浄等、必要なも
のがございましたら御指示下さい。

特にございません。

1711
M-002,P-002

参考数量表P-730
配管材料について

歯科用配管（吸引・エアー）、中材配管（純水）についての配管材料は、参
考数量表を優先に考えれば宜しいですか。又、中材配管のみ保温工事
が必要と考えますが宜しいですか。

配管材料は、参考数量表を正とします。
中材配管のみ保温するものとします。

1712
M-002,P-002

参考数量表P-730
配管材料について

中材配管（純水）については、参考数量表でステンレス鋼管との記載が御
座いますが、この配管に関しては、禁油品の使用、脱脂洗浄等、必要なも
のがございましたらご指示下さい。

特にございません。
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1713 Ｍ004,337
緊急ヘリウム放出用配管
について

工事区分表－２において工事区分表と下段の工事区分図ではクエンチ
管の工事区分に相違があります。下段の工事区分図を正と考えて宜しい
ですか。又、配管はＳＵＳ304ｓｃｈ10と考え、末端は金網開放を想定いたし
ますが宜しいですか。

クエンチ管は、本工事とします。
配管は、配管用ステンレス鋼鋼管ＳＵＳ304ｓｃｈ10とし、末端は金網開放と
します。

1714 M-004,337
緊急ヘリウム放出用配管
についてて

工事区分表－２のに工事区分表と下段の工事区分図ではクエンチ管の
工事区分が異なります。下段の工事区分図を優先に本工事と考え平面図
記載の範囲を本工事と考えますが宜しいですか。又、配管はＳＵＳ３０４ｓｃ
ｈ１０と考え、末端は金網開放と考えますが宜しいですか。

クエンチ管は、本工事とします。
配管は、配管用ステンレス鋼鋼管ＳＵＳ304ｓｃｈ10とし、末端は金網開放と
します。

1715 M-004、M-337
緊急ヘリウム放出用配管
についてて

工事区分表-2の工事区分表と下段の工事区分図ではクエンチ管の工事
区分が異なります。
下段の工事区分図を優先に本工事と考え平面図記載の範囲を本工事と
考えますが宜しいでしょうか。また、配管はSUS304ｓｃｈ10と考え、末端は金
網開放と考えますが宜しいでしょうか。

クエンチ管は、本工事とします。
配管は、配管用ステンレス鋼鋼管ＳＵＳ304ｓｃｈ10とし、末端は金網開放と
します。

1716 M-100
空冷ヒートポンプチラーの高
調波対策について

付属品にアクティブフィルターの記載がありません。換算係数 Ki=1.8を超
過していないため、アクティブフィルター設置不要と考えて宜しいでしょう
か。

お見込みの通りです。

1717 M-100～M128 空調機器メーカーについて

空調機器リストに消費電力が記載されていますが、メーカー特有の数値と
なります。各空調機メーカーでの同等機種に代替が可能として宜しいで
しょうか。

機械確認各空調機メーカーでの同等機種に代替が可能です。

1718
M-101、M-510～513、

E-048～057
外調機ｲﾝﾊﾞｰﾀの工事区分
について

　M-101図では、ACC-2、3、4、20、21、22、23、24のINVは電気工事と記
載されていますが、計装図では全ての外調機のINVが機器付属となって
います。
また、電気設備図の動力盤リストでは、全ての外調機のINVは電気工事と
なっています。
電気設備図を正とし、外調機用INVは全て電気工事として宜しいでしょう
か。

電気工事とします。

1719 M-102～123
空冷ヒートポンプエアコンの
高調波対策について

共通事項 4）に、「インバータ制御機器は、高調波対策を行うこと」とありま
すが、換算係数 Ki=1.8を超過する機器がないので、アクティブフィルター
は不要と考えて宜しいでしょうか。

アクティブフィルターを設置すること。

1720 M124,M337
1Ｆ　ＦＳ1～３排気ファン
ＦＥ－139について

1Ｆ　ＦＳ１～３排気ファンＦＥ-１３９について、機器表の台数は１台ですが
平面図には３台図示されており相違があります。
平面図の台数を正と考えて宜しいですか。

図番M-337を正とします。
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1721 M-124,M-337
１Ｆ　ＦＳ１～３排気ファン
ＦＥ－１３９について

１Ｆ　ＦＳ１～３排気ファンＦＥ－１３９について、機器表の台数は１台ですが
平面図には３台図示あります。
平面図の台数を優先といたしますがよろしいでしょうか。

図番M-337を正とします。

1722 M-124、M-337
1F　FS1～3排気ファン
FE-139について

1Ｆ　ＦＳ1～3排気ファンＦＥ-139について、機器表の台数は１台ですが平
面図には3台図示あります。
平面図の台数を優先といたしますが、宜しいでしょうか。

図番M-337を正とします。

1723 M129～147 ＶＨＳ（Ｆ付）について

制気口リストにＶＨＳ（Ｆ付）はフィレドンフィルターとの記載が御座います
が、フィレドンの種別としてはＰＳ300相当と想定いたしますが宜しいです
か。

お見込みの通りです。

1724 M-129～147 VHS（F付）について
制気口リストにVHS（F付）はフィレドンフィルターとの記載が御座います
が、フィレドンの種別としてはPS300相当と考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1725 M-129～147 ＶＨＳ（Ｆ付）について
制気口リストにＶＨＳ（Ｆ付）はフィレドンフィルターとの記載が御座います
が、フィレドンの種別としてはＰＳ３００相当で宜しいですか。

お見込みの通りです。

1726 M-206 空調ﾄﾞﾚﾝの系統分け 空調機にｱｸﾃｨﾌﾞﾌｨﾙﾀｰは、必要ないでしょうか。ご指示ください。
図面番号と質疑内容が相違しています。
質疑内容への回答としては「機器表の機器には、アクティブフイルターが、
必要です。」

1727
M-208～212、M-217～211、

M-514
漏水検知対策について

配管図では、漏水検知対策部分を通過するドレン管、加湿給水管はラッ
キングを行うとありますが、計装図では、ドレンパンを天井内に設置し漏水
検知帯を敷設することになっています。
配管にラッキングを行った上で、天井面にドレンパンを設置し、ドレンパン
内に漏水検知帯を敷設すると考えて宜しいでしょうか。

本来の保温と、ラッキングの間に漏水検知器を布設するものとします。

1728 M217～223
冷暖切替ユニットの設置場
所について

パッケージエアコン冷暖フリー機種に伴います冷暖切替ユニットが病室内
等に設置して御座います。切替時の発生音が問題となり、メーカーのカタ
ログ等でも寝室等の設置は避ける旨の記載が御座います。遮音対策（遮
音材の仕様）等、具体的に御指示下さい。

切替ユニットは、廊下内に設置し、廊下内に設置できない場合は、遮音
シートを巻く等の遮音対策を行うものとします。
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1729 M-217～223
冷暖切替ユニットの設置場
所について

パッケージエアコン冷暖フリー機種に伴います、冷暖切替ユニットが病室
内等に設置してあります。
切替時の発生音が問題となり、メーカーのカタログ等でも寝室等の設置は
避ける旨の記載が御座いますが、どのように考えれば宜しいでしょうか。遮
音対策（遮音材の仕様）等、具体的にご提示下さい。

切替ユニットは、廊下内に設置し、廊下内に設置できない場合は、遮音
シートを巻く等の遮音対策を行うものとします。

1730 M-217～223
冷暖切替ユニットの設置場
所について

パッケージエアコン冷暖フリー機種に伴います冷暖切替ユニットが病室内
等に設置して御座います。切替時の発生音が問題となり、メーカーのカタ
ログ等でも寝室等の設置は避ける旨の記載が御座いますが、どのように考
えれば宜しいですか。遮音対策（遮音材の仕様）等、具体的にご提示下さ
い。

切替ユニットは、廊下内に設置し、廊下内に設置できない場合は、遮音
シートを巻く等の遮音対策を行うものとします。

1731 M-217～223,003
冷暖切替ユニットの設置場
所について

平面図に冷暖切替ユニット付近には点検口を設ける事との記載が御座い
ますが、この点検口の設置は工事区分表－１の記載通り建築工事と考え
ますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1732
M340,A221,A224 4F無菌個室工事区分

について

４Ｆの無菌個室４室についてですが建築図に記載のあります無菌個室ユ
ニット工事の工事範囲及び無菌個室ユニット図と4階ダクト平面図の空調
ダクト及び換気ダクトに相違があります。
4階ダクト平面図を正と考えて宜しいですか。

お見込みの通りです。

1733 Ｍ343
７Ｆ個室Ａ（陰圧）Ｅ７１７～
719の
ＨＥＰＡ－702～705について

７Ｆ個室Ａ（陰圧）Ｅ７１７～719のＨＥＰＡ－702～705についてですが機器
表に明記されていないため不明です。
機器の仕様を御指示下さい。

HEPA702～705共通
ＨＥＰＡフィルター仕様：補修効率　計算法99.9％以上、寸法：305×305
×150×1枚、　フィルターボックス400ｗ×400ｈ×300ｄとしてください。

1734 M-343
7F個室A（陰圧）E717～719
のHEPA－702～705につい
て

７Ｆ個室Ａ（陰圧）Ｅ７１７～719のHEPA－702～705についてですが機器表
に明記がありません。
機器の仕様をご提示下さい。

HEPA702～705共通
ＨＥＰＡフィルター仕様：補修効率　計算法99.9％以上、寸法：305×305
×150×1枚、　フィルターボックス400ｗ×400ｈ×300ｄとしてください。

1735 M-343

７Ｆ個室Ａ（陰圧）Ｅ７１７～７１
９の
ＨＥＰＡ－７０２～７０５につい
て

７Ｆ個室Ａ（陰圧）Ｅ７１７～７１９のＨＥＰＡ－７０２～７０５についてですが機
器表に明記が御座いません。
機器の仕様をご提示下さい。

HEPA702～705共通
ＨＥＰＡフィルター仕様：補修効率　計算法99.9％以上、寸法：305×305
×150×1枚、　フィルターボックス400ｗ×400ｈ×300ｄとしてください。

1736 M356,357 厨房フードの仕様について
厨房フードの仕様は化粧囲い付の二重フードを想定いたしますが宜しい
ですか。 お見込みの通りです。

1737 M-356,357 厨房フードの仕様について 厨房フードの仕様は化粧囲い付の二重フードと考えて宜しいですか。 お見込みの通りです。

1738 M-356、M-357 厨房フードの仕様について 厨房フードの仕様は化粧囲い付の二重フードと考えて宜しいでしょうか。 お見込みの通りです。
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1739 Ｍ－５１０ 設計図書確認 同じ図面のようですが、ダブりですか。 お見込みの通りです。

1740 M-700
既設油焚冷温水器吸収液処
分について

既設油焚冷温水発生器のメーカーを御教示お願いします。
川崎重工業　株式会社同等としてください。

1741 M-700～703 既設撤去工事範囲について

既設撤去本工事範囲は、撤去機器リストの機器本体、冷媒回収処分及び
アスベスト除去リストの継手・パッキンのみと考え、その他設備撤去は別途
工事と考えて宜しいでしょうか。
（M-704～724救急棟、M-801健診センターに図示の配管、ダクト等の撤
去は本工事）

解体する建物の設備全ての、撤去・処分も、全て本工事とします。

1742 M-700～704
空調設備撤去平面図配布に
ついて

撤去機器リスト・アスベスト数量の記載がありますが、対象の位置・配管ダ
クト数量が不明です。金額算出する為に位置・サイズ等が必要な為、空調
設備撤去平面図の発行をお願い致します。

全て本工事とします。
アスベスト調査、分析及びアスベストの撤去、処分については、法規制に
基づき行うこと。
撤去する、箇所部材は、図番M-703の表を参照すること。。

1743 M-900 手術室工事区分について
工事区分で記載の御座います手術室の空調工事につきましては、全て専
門工事メーカーの工事範疇（専門メーカーでの責任施工）と考えますが宜
しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1744 M-900 手術室工事区分について
工事区分で記載の御座います手術室の空調工事につきましては、全て専
門工事メーカーの工事範疇（専門メーカーでの責任施工）と考えますが宜
しいですか。

お見込みの通りです。

1745 P001,300 配管の保温について

特記仕様書で消火配管の保温が必要との記載が御座いますが、消火（水
消火）に関しては消火設備凡例の特記に記載の通り、屋外露出のみ保温
工事を見込むものと想定いたしますが宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1746 P-001,300 配管の保温について
特記仕様書で消火配管の保温が必要との記載が御座いますが、消火（水
消火）に関しては消火設備凡例の特記に記載の通り、屋外露出のみ保温
工事を見込むものと考えますが宜しいですか。

お見込みの通りです。

1747 P-001、P-002 配管の保温について
特殊排水管の保温有無、保温仕様は汚水、雑排水に準拠するものと考え
ますが宜しいでしょうか。また、地下ピット内の排水管の保温断熱工事は
全て不要と考えますが宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。

1748 P-001、P-300 配管の保温について
特記仕様書で消火配管の保温が必要との記載が御座いますが、消火（水
消火）に関しては消火設備凡例の特記に記載の通り、屋外露出のみ保温
工事を見込むものと考えて宜しいでしょうか。

お見込みの通りです。
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1749 P-002 排水配管材料について
使用材料表記より高温排水、通気を抜いた各種排水は屋内一般をTMP、
ピット内、屋外をVPと表記の通りと考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。（同様の質問複数あり）

汚水管、雑排水管、手術系排水、薬品・検査系排水管、感染汚水管、感
染雑排水管、ＲＩ汚水管、ＲＩ雑排水管、解剖系排水管、厨房排水管は、共
通で、屋内一般：TMP、ピット内：VP、埋設：VP、ポンプアップ：HIVP、器具
接続：VPとします。

1750 P-002
感染系排水他特殊排水管材
について

感染排水他特殊排水の管材記載がありません。参考数量表通りの管材を
正と考えて宜しいですか。

汚水管、雑排水管、手術系排水、薬品・検査系排水管、感染汚水管、感
染雑排水管、ＲＩ汚水管、ＲＩ雑排水管、解剖系排水管、厨房排水管は、共
通で、屋内一般：TMP、ピット内：VP、埋設：VP、ポンプアップ：HIVP、器具
接続：VPとします。

1751
P-002

参考数量表P730
配管材料について

中材配管（純水）については、参考数量表でステンレス鋼管との記載が御
座いますが、この配管に関しては、禁油品の使用、脱脂洗浄等、必要なも
のがございましたらご指示下さい。

特にございません。

1752
P-002、

参考数量表P730
配管材料について

歯科用配管（吸引・エアー）、中材配管（純水）についての配管材料は、参
考数量表を優先に考えれば宜しいですか。
また、中材配管のみ保温工事が必要と考えますが宜しいでしょうか。

配管材料は、参考数量表を正とします。
中材配管のみ保温するものとします。

1753 P-003,P-300 消火器工事区分について
工事区分表と消火設備の工事区分に相違があります。工事区分表を正と
考えて宜しいですか。

図番Ｐ-300、図示の消火器、大型可搬式消火器等は、全て本工事としま
す。

1754 P-100、P-111 貯湯槽の負圧対策 貯湯槽の負圧対策として、負圧対策弁が必要と関げてよろしいでしょうか 追加してください。

1755 Ｐ101
GTK-1,2　グリストラップ
環境改善装置について

ＧＴＫ－１，２について平面図には図示が御座いません。設置場所、配管
接続、機器の詳細について御指示下さい。

設置場所はグリストラップの近傍のピット階内とします。
機器の詳細は機器表を参照とすること。

1756 P-101
ＧＴＫ－１，２　グリストラップ
環境改善装置について

ＧＴＫ－１，２についてですが平面図には図示が御座いません。設置場
所、配管接続、機器の詳細が確認出来ます資料のご提示をお願いしま
す。

設置場所はグリストラップの近傍のピット階内とします。
機器の詳細は機器表を参照とすること。

1757 Ｐ101,Ｐ126,Ｐ135 TD-2 ＲＩ導入槽について
ＴＤ－２の設置位置について図Ｐ－１２６とＰ－１３５に相違があります。
Ｐ－１３５の図面を正と考えて宜しいですか。 建築図を正としてください。

1758 Ｐ101,Ｐ126,Ｐ135
PD-1　排水ポンプユニット
ＲＩ用について

上記に伴いＰＤ－1ついてもＰ-135の図面を正と考えて宜しいですか。
図番P-126を正とします。

1759 P-101,P-126,P-135 ＴＤ－２　ＲＩ導入槽について
ＴＤ－２についてですが図Ｐ－１２６とＰ－１３５とでは設置場所が異なりま
す。
Ｐ－１３５の図面を優先と考えますがよろしいでしょうか。

図番P-126を正とします。
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1760 P-101,P-126,P-135
ＰＤ－１　排水ポンプユニット
ＲＩ用について

上記に伴いＰＤ－１ついても同様と考えますがよろしいでしょうか。 図番P-126を正とします。

1761 P-101、P-126、P-135
ＲＩ導入槽（TD-2）、排水ポン
プユニット（PD-1）について

TD-2についてですが図P-126とP-135とでは設置場所が異なります。
P-135の図面を優先と考えますがよろしいでしょうか。
また、上記に伴い排水ﾎﾟﾝﾌﾟ（PD－1）についてもP-135の図面を正と考え
て宜しいでしょうか。

図番P-126を正とします。

1762 P-102
洗濯機パン、洗濯機用水栓
について

衛生器具表と細目別内訳表の洗濯機パンと洗濯用水栓の個数に相違が
ありますが、衛生器具表を正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
（同様の質問複数あり）

衛生器具表を正とします。

1763 P-107、P-148 混合水栓の個数について
衛生器具表には5階多目的室3に、混合水栓TKGG33ECが1個と記載が
ありますが、詳細図には記載がありません。衛生器具表を正と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。（同様の質問複数あり）

衛生器具表を正とします。
当該混合水栓への給水管（20Aを最寄給水管まで）、給湯配管（20Aを最
寄給湯管まで）を追加します。
当該混合水栓を設置する流しの排水管（50Aを最寄排水管まで）を追加し
ます。
意匠図には流し台を記載しております。

1764 P-109、P-154 混合水栓の個数について
衛生器具表には7階準備室2に、混合水栓TKGG33ECが2個と記載があり
ますが、詳細図には1つしか記載がありません。衛生器具表を正と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。（同様の質問複数あり）

衛生器具表を正とします。
当該混合水栓への給水管（20Aを最寄給水管まで）、給湯配管（20Aを最
寄給湯管まで）を追加します。
当該混合水栓を設置する流しの排水管（50Aを最寄排水管まで）を追加し
ます。

1765
P-118　他
M-208　他

放射線防護処理について
放射線防護対象室と一般室の区画にて処理詳細が図面に記載されてお
りますが、防護対象室間の壁貫通（例えば、Ｘ線撮影室と操作室の間仕切
り貫通）に関しては処理不要でしょうか。

必要です。

1766
P-118　他
M-208　他

放射線防護処理について
放射線防護対象室と一般室の区画にて処理詳細が図面に記載されてお
りますが、防護対象室間の壁貫通（例えば、X線撮影室と操作室の間仕切
り貫通）に関しては処理不要でしょうか。

必要です。

1767 P-126 排水配管の表記について
救急棟からのED,ID排水管に地球側と表記がありますが、救急棟側と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。（同様の質問複数あり）

ピット階の地球側とします。

1768 P-14１
３階厨房の床排水金物につ
いて

厨房の排水金物の型番が不明です。床排水トラップのKT5Bと考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。（同様の質問複数あり）

T5Bとします。
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質問項目
（図面番号、書類の名称、ページ番号）

質問の要旨 質問の内容 回答

1769 P-156 8階機械室の排水 機械室の床排水として、格子桝の排水は、不要と考えてよろしいでしょうか お見込みの通りです。

1770 P-169～171 3階厨房機器について

厨房機器の品名に一部商品名が記載されていますが、品名型式指定で
はなく、各厨房メーカー同等品での代替が可能として宜しいでしょうか。
※リヒートクッカー・角釜立体炊飯器

同等品での代替えが可能です。

1771 P-170、P-171 厨房機器について

設備図に記載の厨房機器と建築図に記載の厨房機器(A-294,295)で相
違があります。
設備図を正と考えて宜しいでしょうか。
また、工事区分は設備工事と考えて宜しいでしょうか。（同様の質問複数
あり）

建築図を正としてください。
工事区分は、設備工事とします。

1772 P-600～642 浄化槽仕様について

浄化槽処理方式について、メーカー特有のシステムとなっています。　処
理方式について、指定は無く、流入汚水量に対する処理水量及び水質を
守れれば、良いとの解釈で宜しいでしょうか。
また、その際の流入水情報（汚水量・水質）及び流出水情報を御教示お
願いします。

設計図通りのシステムとします。

1773
P-700　他
M-700　他

機器類撤去について
撤去対象の機器類、配管等の資材類は、リサイクル指定機器を除き、す
べて再使用を予定しない廃棄処分としてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1774
P-700　他
M-700　他

機器類撤去について
撤去対象の機器類、配管等の資材類は、リサイクル指定機器を除き、す
べて再使用を予定しない廃棄処分としてよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

1775 Ｐ－７００、Ｐ-７０１ 設計図書確認 同じ図面のようですが、ダブりですか。 お見込みの通りです。

1776 P-703 排水槽擁壁について
TD1,TD2排水槽の擁壁ですが、断面詳細図は建築工事となっています。
排水槽の上部スラブのみ本工事と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

全て本工事とします。

1777 P-703 排水槽擁壁について

TD-1、TD-2排水槽の擁壁について、断面詳細図ではコンクリート擁壁が
建築工事、コンクリートスラブが設備工事となっています。
平面図では周囲コンクリート基礎・擁壁が本工事となっております。
排水槽の上部スラブのみ本工事と考えて宜しいでしょうか。

全て本工事とします。

1778 P-703 排水槽擁壁について
ＴＤ１，ＴＤ２排水槽の擁壁ですが、断面詳細図は建築工事となっていま
す。排水槽の上部スラブのみ本工事と考えて宜しいですか。

全て本工事とします。

1779 P-703 排水ポンプユニットについて
排水ポンプユニットの基礎、擁壁工事区分が平面図と左下断面図で異な
ります。コンクリート擁壁、基礎、上部スラブ工事は建築工事と考えて宜し
いですか。

全て本工事とします。

1780 P-703 排水槽擁壁について
TD1,TD2排水槽の擁壁ですが、断面詳細図は建築工事となっています。
排水槽の上部スラブのみ衛生工事と考えてよろしいでしょうか。

全て本工事とします。
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1781 P-703図 排水槽擁壁について
TD1,TD2排水槽の擁壁ですが、断面詳細図は建築工事となっています。
排水槽の上部スラブのみ設備工事と考えてよろしいですか。

全て本工事とします。

1782 P-800～801
衛生設備撤去平面図配布に
ついて

撤去機器リスト・アスベスト数量の記載がありますが、対象の位置・配管数
量が不明です。金額算出する為に位置・サイズ等が必要な為、衛生設備
撤去平面図の発行をお願い致します。

図番P-800、P-801の表より積算してください。

1783 P900～905 仮設、迂回配管について

仮設、迂回時の外構部には、アスファルト舗装、コンクリート舗装は無きも
のとし、はつり及び復旧工事は該当無しと想定いたしますが宜しいです
か。必要な場合は範囲等を御指示下さい。

仮設、迂回時の外構部は、全てアスファルト舗装があるものとし、はつり工
事が必要です。
復旧は、施工方法により検討してください。

1784 P900～905 仮設、迂回配管について
仮設、迂回時の外構部には、アスファルト舗装、コンクリート舗装は無きも
のとし、はつり及び復旧工事は該当無しと考えますが宜しいですか。必要
な場合は範囲等をご提示下さい。

仮設、迂回時の外構部は、全てアスファルト舗装があるものとし、はつり工
事が必要です。
復旧は不要ですが、施工上必要な場合は、復旧してください。

1785 P-900～905 仮設、迂回配管について
仮設、迂回時の外構部には、アスファルト舗装、コンクリート舗装は無きも
のとし、はつり及び復旧工事は該当無しと考えますが宜しいですか。必要
な場合は範囲等をご提示下さい。

仮設、迂回時の外構部は、全てアスファルト舗装があるものとし、はつり工
事が必要です。
復旧は不要ですが、施工上必要な場合は、復旧してください。

1786 P-901 機器について
機器リストのTD-101,102,PD-101,102,103についてはRI排水メーカー業者
にの範囲に含まれるものと考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。（同
様の質問複数あり）

RI排水メーカー業者の範囲に含まれていませんが、全て本工事とします。

1787 P-902 仮設配管について
救急棟の仮設配管については、建築工事にて天井解体、及び復旧工事
（養生共）を対応して頂けるものと考えますが宜しいですか。

お見込みの通りです。
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